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　　　　　　　　　　●




　四し法ほう印いん学がく院いんにおいて、二学期の中間テストが始まろうとしていた。

　昼食時間、ハンターが食堂の入口を潜くぐれば、やはり中の人ひと気けは少なくなっている。

　皆、教室内でテストの作さく戦せん会議などを行っているのだ。食堂はどの科からも離れているため、わざわざここで会議をする必要は無い。こんな場所まで来るのは、余よ程ほど諦あきらめが利いたか、余よ裕ゆうの人間だけだ。

　自分にとっては、余裕の時期だった。何故なぜなら、

「ランク上位はテスト免めん除じよだもんねー」




　　　　　　　　　　●




　上位ランカーは有利だなあ、とハンターは思う。

　いくらランク落ちと言っても、自分は一ひと桁けた上位ランカーだ。テストは基本的に受けない選択が可能で、その場合は内ない申しん点が重視。後は出席日数が足りなければ面接だ。

　この辺り、四法印学院は、かなり生徒優先だ。

　何しろ、魔ま女じよのスケジュールは所しよ属ぞく体たい系けいによる部分が強いため、日中行動出来ない者もいれば、吉きち日じつ回りになど縛しばられる者もいる。対たい抗こう勢せい力りよくがクラスにいれば中に入るどころかそちらの方向を見られない魔ま眼がん系などもいて、皆を一ひと所ところに集めるのも大変なのだ。

　そんな連れん中ちゆうが教室内に浸ひたるテスト期間。しかし自分は余裕の空気で食堂にやって来る。

「来なけりゃ飢うえるかんね」

　寮りようの購こう買ばいや、水や霞かすみだけで過ごす強つわ者ものもいるが、食事を禁忌タブー避けに調ちよう理りしてくれるのはここだけだし、専門触しよく媒ばいや授業用の文具などを広い範囲で売っているのもここの購買だけだ。

　衝つい立たて付きで横からの干かん渉しようが無い食券売り場を始めとして、方々には張り紙で「食堂内はランカー戦禁止」の言葉が並んでいる。

　ここは魔ま窟くつだ。

　職員室の教員達よりも古ふる株かぶ、十年前のヘクセンナハトどころか、二十、三十年前からの強者達が「若い魔女達の力になるように」と食を作っているのだ。

　とはいえランカー戦禁止とは、内部のみの話。外は別だ。

　……知った上で上のテラスで食事してんだから、各務かがみも堀ほり之の内うちも血の気が多いというか。

　相手になるというなら、いつでも来い。しかし飯めしは食う。そういう事だ。何か後半の方に信念を感じる。ここらへん、堀之内のところの侍じ女じよに言わせると、

「御お嬢じよう様さまは誘い攻めなんですよ！」

　というが、よく解わからん。スナイプ系なのは何となく解る。

　ともあれ今回も同じだ。各務と堀之内は先に上のテラスで食事。こっちは工こう科かの片付けが遅れて後から参上。本当だったら、そのまま特とつ機き科か校こう舎しや内の購こう買ばいで菓か子しパンでも買って、すぐに今の授業の復習や、他科目のテストについて友人達と情報交換だろう。

　……だけどまあ、テスト免めん除じよだからね。

　気き楽らく気楽、と思いながら、豚トンカツバーガーとフィッシュバーガーの〝陸海制せい覇はセット〟を券にて注ちゆう文もん。カウンターの向こうにいる調ちよう理り師しのオバチャンが、

「そんなんばっかだと栄養が偏かたよるよ。──もっと肉を食いな！」

　というのに無む茶ちやを感じながら、全部載のせたトレイが来る。

　……よく考えると、あれはチキンバーガーも入れた〝陸海空制覇セット〟を頼めと、そういう事なのかなあ。

　でもチキン飛ばないよね。空じゃないよね、と思っていると、

「お」

　見知った姿すがたが、眼鏡めがねを掛けてテーブルに参考書を広げていた。

　メアリーだった。
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　……え？　コイツ、何してんの？

　ハンターが思った最初の感想は、違い和わ感かんだった。

　だって、ランカー上位は、テスト免除なのだ。

　だが、どう見ても食堂でメアリーが行っているのは参考書を広げての予習と復習だった。

　おかしい。何故なぜ、そんな事をする必要があるのか。

　何となく、別の違和感もあったが、当面の謎なぞはそこに集約された。

　すると、メアリーが不ふ意いに言葉を作った。

「ランク四位」

　一いつ瞬しゆん。彼女が何を言ったのか解わからなかった。

　しかし、ややあってから、自分は意味を理解した。

　……こっちの事か！

　序じよ列れつで呼ぶのは、コイツが元々、向こうの世界で軍に類していたからだろうか。

　各務かがみの事も〝准じゆん将しよう〟と呼んでいたくらいだ。だったらこちらも、

「──何だいランク三位」

　言うと、メアリーが眼鏡を上げ直し、吐と息いきをした。彼女は、一向にこちらを見る事無く、

「先さき程ほどから勉強の邪じや魔まです。立ち去って下さい」

　……喧けん嘩か売ってんのか……!?

　思った瞬しゆん間かん。カウンターの向こうにいる調理師どもが、包ほう丁ちようや皿を余よ計けいに一つ引き抜くのが見えた。

　いかん。デンジャーゾーンを展開するところだった。だが、こちらとしては疑問もある。

「……何してんの？」

「解わからないんですか」

　メアリーが、手を止めずに言った。

「勉強のために文字を書いています。──まさか文字の存在と意い義ぎも理解出来ていないとは」

　多分、百人に聞いたら、百人がコイツを張り倒していいと言うと、そう思った。

　しかし、こうなったらこっちも意い地じだ。

「あのさあ。──この学校、結けつ構こう、テストとか授業、緩いじゃん？」

　言ってやる。

「勉強しないと、この学校にいられないくらい馬ば鹿かなの？」
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　……喧けん嘩か売ってますか……!?

　メアリーとしては、この勉強は必要な事だった。学生にとって義務というか、課するものと、そのくらいの勢いで挑いどんでいる。ゆえに、

「言っておきますが、──前の期末テストでは、学年で三番でした」

「へえ、──随ずい分ぶん上だねえ」

「フ、……貴女あなたは何番ですか？」

「実技の方は一番だったよ」

　……く……！

　誘ゆう導どうされたと、今いま更さら気付かされる。ふうん、と第四位が頷うなずき、

「で、何してんの？　──学年三番君？」

　やってきましたね、と心の中にザワつきを感じた瞬しゆん間かん。厨ちゆう房ぼうの方で、調ちよう理り師し達がフライヤーやコンロのスイッチをオフにする音が聞こえた。戦せん闘とう準備だ。

　いけません。ここは私の食しよく糧りよう供給の大半を賄まかなう施設。術じゆつ式しき科かの購こう買ばいは香草の匂においが染しみついてる感があり、ここでトラブルを起こしたら三食缶かんジュースは本気で有り得る。

　落ち着きなさいメアリー・スー。自分はこの世界を守るために生活しているのです。土ど着ちやくの猿さると食堂を破は壊かいするためではありません。

　……大体、全ては結果で示せば良いのです。

　故ゆえにここは挑ちよう発はつに乗らず、彼女の質問に答える事にする。

「私が行っているのは中間テストの予習と、そのための授業の復習です」

「ランカー上位はテスト免めん除じよだよね？」

「免除だからと言ってそこに甘えていいものではないでしょう。私達は学生です」

　言うと、食堂が静まった。

　ややあってから、第四位を含めて、厨ちゆう房ぼうや各所から拍はく手しゆが上がる。

　いきなりの注ちゆう目もくを受けた事に、赤せき面めんを感じながら、立ち上がって四し方ほうに一いち礼れい。

　やや中断の気け配はいを思いながら着ちやく席せきすると、第四位が無表情にこう言った。

「でもランカー上位がテスト免めん除じよなのは、それだけの労力を他に割さいたり、結果を出してるからだよね。学生云うん々ぬんは有りだと思うけど、自分のしてる事をちゃんと見てなくない？」

「いいのです。ランクが一つ落ちました。──私の実力が足りなかったという事です。ならば、自分にある欠点を埋めていく。そういう事です」

　じゃあ、と第四位が言った。

「上に各務かがみと堀ほり之の内うちがいるけど、アイツら勉強しなくていい訳わけ？」

　彼女の問いには、頷うなずくだけだ。

「私よりも強い方達には、私とは違う理り論ろんがあるでしょうし、負けた私がとやかく言える事ではありません」
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　ハンターは正直引いた。

　……ヤバいよコイツ……。世界が各務と堀之内基き準じゆんだよ……。

　だがメアリーは、基準の傍そばにいないでここにいる。それは何故なぜなのか、一応訊きいてみる。

「上に行って一いつ緒しよに飯めし食うとか、無いの？」

「あの御二人と、一緒のテーブルにつくなど、畏おそれ多い……！」

　……おい……。人の言葉で話をしようぜ……。

　しみじみ思うが、多分これは宗しゆう教きようの一種なのだと思った。堀之内は巫女みこだしな。

　ただ、ちょっと希望を抱いて言ってみる。

「そんな大した連れん中ちゆうじゃないよ？　攻こう撃げき力と頭おかしいの以外」

「自分を倒した存在を愚ぐ弄ろうするとは、……程度が知れますよ？」

「うん。アンタの程度がちょっと知れなくてかなり引いてる……」

　フ、とメアリーが肩から力を抜いた。こちらの言げん動どうを勘かん違ちがいでもしたのだろうか。自分に都つ合ごう良いように考えるんだとしたら暴ぼう言げん吐いてもセルフで解決してくれそうで有り難い。

　ただ、こちらとしては、軽い疑問があった。

「あのさ、アンタのいる位置……」

　フツー、食堂に来たら、中央側に席を取る。窓まど際ぎわだと、遠えん隔かく系けいの魔ま女じよに〝写し取られ〟たり、〝見られる〟事があるし、カウンター側だと料理を待ってる魔女とのトラブルが生じる事があるからだ。

　ゆえに中央側が、一番安全と言えるが、

「何で窓際なんだよ」

「フ、解わかりませんか……。既すでに作戦ミツシヨンが始まっているという事が」

　何となく予想がついたので、術じゆつ式しき陣じんを通信設定でオープン。登とう録ろく番号を叩たたくと、すぐに向こうが出た。

『私だが、誰だれかね？　いや、当ててみせようか……。──ああ、桜さくら木ぎ町ちよう三丁目のラーメン屋〝キンキン〟の店長かね。ニンニク使い放ほう題だいというので全部抉えぐってすまなかった！』

「違うよ馬ば鹿か。あのさ各務かがみ、今、どの辺り座ってる？」

『ああ。南側の端はし、階段近くだが、何かあったのかね？』

　言われて天てん井じようを見ると、近くに外階段の下部構こう造ぞうがある。

　ややあってから、自分は無表情に天井を見上げ、言ってみた。

「下にストーカーがいるから、ちょっと場所ズラしてみ？」
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　ハンターの視し界かいの中、十五秒の後、メアリーが無む言ごんで席をテーブル二つ向こうに変えた。

　……何で見えてんだよ……！

　あ、よく考えたらコイツ、マギノ状態で自分を保ってるんだった。対たい象しようの流りゆう体たい状態などを検けん知ちするのは余よ裕ゆうと、そういうところだろうか。そしてまた何事も無かったかのように勉強を始めるメアリーに、自分も相当付き合いいいな、と思いながら、問うてみる。

「……下にいて、何してるつもりなんだよ」

「下手へたな下位ランカーが御二人に喧けん嘩かを売ったら下から割るのです。──解りませんか」

「あー、御ご免めんー、解らないー」

　でもまあ、こっちの頭を越して喧嘩売ってる訳わけだから、メアリーが防ぼう波は堤ていになろうというのも何となく解る。というか以前、自分もそのつもりだったし。しかし、

「堀ほり之の内うちの事、結けつ構こう認めてんだね」
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　堀之内、という言葉を聞いて、メアリーは心の中に僅わずかな熱を感じた。

　准じゆん将しようであり、先生である各務がパートナーとして認めている相手。

　正直、ランカー戦を行うまでは、眼がん中ちゆうに無かった。否いな、相手としては想そう定ていがあったが、准将の事で脳のう内ないがたっぷりだったのと、神しん道とうの射しや撃げき術じゆつを過か小しよう評ひよう価かしていたのだ。

　しかし現実は違った。

　戦せん闘とうの記録を見ている限り、准将は壁役やこちらの攻こう撃げきを封じるためのアタッカーに徹てつしている流れだ。戦闘における各状況の起き点てんや決けつ着ちやくは、どちらかというと堀之内が作っている。

　特に恐ろしいのは、〝射撃〟という言葉から作られるトータルの能力だ。

「認めざるを得ないでしょう」

　だって、

「……フツー、南なん極きよくから置き撃うちした砲ほう撃げきを、東とう京きようでこちらに当てますか」

　第四位が無む言ごんで俯うつむいたのは、全面的な同意だろう。
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　だよねー……、と第四位が言うのを、メアリーは聞いた。

　この相手と同意出来るとは珍めずらしい。無む論ろん、そこに嬉うれしさなど全く無いが、自分としては確かく認にんの意味も含めて言葉を放っておく。

「他にもあります」

「言ってみ」

　ええ、と己おのれは相あい槌づちを挟み、かつての戦せん闘とうを想そう起きの上で言葉を作る。

「……南極から飛来した砲ほう撃げきは三発同時に等しいものでした。しかし、高出力の弾だん体たいでは、フツー、あんなに接近させたら干かん渉しようして弾はじけ飛ぶでしょう」

「……多分、そういう事想そう定ていした術じゆつ式しき処しよ理り入れてんだよ、アレ。……うちのヘッジホッグだって、弾体の二重発はつ射しやは交差実験で干渉が認められたから禁じてるのに」

「よく考えたら、貴女あなたの砲撃と、相打ちしてましたね、堀ほり之の内うちさんの一発は」

　ああ、うん、と第四位は頷うなずいた。

「ブラジル沖おきに撃うち込んだの、外れたと思ってたけど、外れたならあんな水みず柱ばしら上がる訳わけないんだよな。……誰だれも想そう像ぞうしなかったけど、カウンターヒットだよ、あれ」

　だが、改めて考えると無む茶ちや苦く茶ちやだ。

「衛えい星せい監かん視しクラスのデータ持っていたからって、超ちよう高速の弾だん頭とうをカウンターするなよ」

「恐ろしい人です」

　だって、と己は言葉を作った。

「攻こう撃げき力全振りで、防ぼう御ぎよなどは最低限というのは、私のイーラにも通じる事です」

「ああ、そう言われてみればそうだね。──堀之内の方が使し役えき体たいが朱雀すざくなんで、移動力が基き礎そ的に高いけど」

　そうですね、と自分は首を下に振る。

　そして己は、勉強の手を止め、肘ひじをついた両の手を祈るように絡めた。

「しかし、……いいですか」

「うん。言ってみ？」

　一ひと息いきの間を空あけて、自分は言った。

「防御力捨てて攻撃力全振りなら、私の〝消しよう滅めつ〟のように、強力な攻撃術式にしましょうよ。というかフツーそうでしょう。もしくは貴女のようにバックアップ組そ織しきと組んだ術式で強化するとか。……それが何で、原始的な実体弾の自じ力りき砲撃なんですか、あの方は」

　放った指し摘てきに、第四位が両の手で顔を覆おおって全身を背けた。
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　堀ほり之の内うちは、通信用の術じゆつ式しきが顔横に開いたのを見た。

　確かく認にんすると、ハンターだ。取らない理由も無いので、回線を許可する。

「……どうしましたのハンター。お金が足りませんの？」

『あー、悪い、この前の焼き肉分、返してないっけ』

「いえ、あれはうちの経けい費ひ落ちですから気にしなくていいですわ。あの後、酔よっ払った勢いで学長の銅どう像ぞうのスカートをパイルバンカーでミニスカートにしたのは責任とれませんけど」

『あれ!?　あれボク!?　切せつ削さくが甘いな、とか思ってたけど』

「ははは堀之内君、ハンター君がフィニッシュまで持っていくそうだよ」

　学長から通信の術じゆつ式しき陣じんが来たけど手しゆ刀とうで割っておく。

「ともあれハンター、何ですの一体。中間の打ち上げはまだ決まってませんのよ？」

『いやそうじゃなくて、あのさあ』

「何ですの？」

『何で、堀之内の主しゆ砲ほうって、実じつ弾だん系けいな訳わけ？』

「ハンターだってそうじゃありませんの」

　ほう、と正面の各務かがみが腕を組んで頷うなずいた。

「まさか、ハンター君が自分の攻こう撃げき術式に疑問を持ち始めたのかね？　いいだろう言ってやりたまえ堀之内君。実弾の方がぶち込んだ時に気持ちいいのだと！　さあ……！」

　馬ば鹿かは放ほう置ちとして、とりあえず改めて問い直す。

「ヘッジホッグの調ちよう整せいに、意見でも必要ですの？」

『あ、いや、ボクの方は、ほら、米べい軍ぐん側のバックアップと連動じゃん？』

　ああ、と己おのれは得とく心しんした。

　確かに、自分も堀之内家のバックアップを受けているが、砲ほう撃げき自体は個人の能だ。

　何故なぜそんな風ふうにしているかと言われると、

「──自分の事は自分でしたいからですわ。だから、〝自分の分ぶ〟をわきまえて、あまり複雑じゃない砲撃形けい態たいにしてますの」

　それに、と言葉をつけ加える。ちょっと各務の反応を気にしながら、

「実弾系は、うちの母がそうだったというのも、ありますの」
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　ハンターは、無む言ごんになってしまった自分を感じた。

　ややあってから、ペンとノートに視線を落とそうとして、どうも出来なくなっているメアリーがこちらに眼鏡めがねを上げ直す。

「どうしたのですかランク四位」

「ああ、うん、堀ほり之の内うちだけどさ……」

「ええ、実じつ弾だん系けいにしているのは、何故なぜだというのです」

　即そく答とうした。

「自分の分ぶをわきまえて、ああなったって」

　つまり、

「──日本人の心だよね。謙けん遜そんして、ああなったって言うんだから」

　あと、とつけ加えておく。

「母親もそうだったって」

　言った後、メアリーに視線を向け直すと、両手で頭を抱えていた。

　……ああ、うん、解わかる解る。

「キチガイって、自分がそうだと気付いてないよね、いつの世も」

　そして中間テストは、問題なく始まったのであった。
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　中間テストは比ひ較かく的問題なく始まったと、夜の自室、ラウンジで堀ほり之の内うちはそう思う。

　正面、テーブルの対面には術じゆつ式しき陣じんでネットの情報と手元のノートを付き合わせる各務かがみがおり、左手には絨じゆう毯たんの上でハンターが辞じ書しよと術式陣を見比べている。

　自分の方もノートを広げて、明日あしたの現げん国こくを予習中だ。

　変に静かで、時たまにノートをめくる音が響ひびくと、軽く緊きん張ちようする。

　ようやくに、ここ数ヶ月の中で、自分達が学生だと認にん識しきしている感覚だ。

　……まあ、何だかんだ言って、四し法ほう印いん学がく院いんも基本的には学校ですものね。

　テスト内容は、一般教きよう養ようの範はん疇ちゆうではありながら、魔ま術じゆつ寄りだ。

　国語は書かれているものの〝意味を読み取る〟事に始まり、和わ歌かや古こ文ぶんなどから言こと霊だまに触れていく流れが定てい番ばんだ。

　数学は物事の真しん理りを解き明かす事を試され、化学では錬れん金きんに纏まつわる内容が多く、歴史では民みん族ぞくの発生と移動などがベースに行われる。

　無む論ろん、それらの点数が低くても、構わないといえば構わない。

　魔ま女じよ達には所しよ属ぞく文化がある。テスト内容が禁きん忌きに触れる場合もあって、クラスの全員が解答出来るという事自体が希まれだ。家庭科でパートナーを組んでハンバーグを作ったら、うっかり肉にく塊かいを触しよく媒ばいに相手を呪のろってしまったとか、よくある事だ。今年は体育でパートナーを組んで逆さか上あがりをやらせていたら大陸系けいの魔女がうっかり相手の魂たましいを足から抜いて大騒ぎになった。

　ゴメンゴメンで済んだ辺りが流石さすがだが、戻したのは北ほく欧おう系の魔女で、こちらは足から魂を蹴けり込んだ辺り、世界は循じゆん環かんしている。

　一応、自分もテストは受ける派。何しろ生徒会長だし。

　だが各務かがみもこちらに付き合ってテストを受けるというのは、何となく意い外がい。更さらには、

「……何で貴女あなた、私の居きよ室しつに住み込んでますの？」

　メアリー戦以い降こう、入口近くの一室に入り込んでいるのだ。
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　原因と言えば、そもそもがメアリー戦そのものですわね、と堀之内は思う。

　彼女がハンターとの小こ競ぜり合いで学院の人工地ち殻かくを割った事。それによって生じた、亀き裂れつのライン上に教きよう職しよく員いんを始めとする宿しゆく舎しやがあったのだ。

　各務はその出しゆつ自じ上、教員宿舎の空あき部屋というか、屋おく上じように住み込んでいたようだが、地殻の補ほ強きようと対たい裂れつ工事が行われるのに合わせてこちらに来てしまった。

　無許可なもので、初めは、

「……朝も早くから、わざわざうちに来て登校しますのね」

　などと思っていたが違った。この最上階居きよ室しつが広過ぎる事もだが、フツーに考えてあり得ない事だったのがいけなかった。気付いたのは住み着かれてから一週間後で、既すでに気付いていた侍じ女じよ達も光こう太た郎ろうもそのつもりで、

「御お嬢じよう様さま、ここで各務かがみ様を外に追い出したところで、騒ぎが外で起きるだけですよ！」

　というのは非常に説せつ得とく力りよくがあったと思う。何しろこのところで、ハンターもメアリーも、下位ランカーが上に来ようとしているのを返り討うちにしている気け配はいが有り、それを興きよう味み深そうに聞いている各務を見ていると、

　……機き会かいがあったら加わる気、満々ですわねー……。

　この辺り、各務に言わせると、

「当然だよ堀ほり之の内うち君。妹主体とはいえ、私達の作った世界がどのような可能性を持っているのか、見てみたいではないかね」

　との事だが、ハンターと二人で盛り上がっているのを聞くのはヒヤヒヤする。

　ともあれ、よく考えてみると、自分とて、そんな同居者はもとより、ラウンジと通路以外では侍女達とも顔を合わせる事がないのだが、

　……あっ、私、隔かく絶ぜつした子みたいですわ……！

　改めて気付く新事実だ。

　だが、各務としても、目立って共有感を得るつもりはないだろう。気付けば洗面台には新しい歯ブラシとIZUMOの〝クリスタル山葵わさび〟などが並んでいて興味本位で使いたくなるものだが、時たま明らかに自分の〝禊祓みそぎ用　ソォイ抹まつ茶ちや〟が減っているのは、案あん外がい山葵苦にが手てですの？

　……というかソイ抹茶じゃないのはコレ、各務の妹が単たん語ごを覚え間違いとか……。

　世界の住人の知ち識しきと商品名の齟そ齬ごも、設定の内だろうか。最近、世界に対する疑問を黒の魔ま女じよのせいにし始めている自分がいて、感化とは大層面めん倒どうなものだと思いもする。

　しかし、中間テスト三日目の夜。ラウンジの床で術じゆつ式しき陣じんに課題図面を描いているハンターを横に、各務がいきなりこう言った。

「──中間の打ち上げは、時期的にハロウィンパーティだね、堀之内君」

　何を決定事じ項こうのように言ってますの……!?
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　ハンターとしては、ハロウィンはベストな選択だった。

「何だかよく解わからないけど、メアリーとテスト順位を争う事になってさー。その御ご褒ほう美びというか、打ち上げにハロウィンで、いろいろ水に流すってのは結けつ構こう有あり難がたいかなー」

　と、ホント、自分でもよく解らないのだが、あの日、食堂から一いつ緒しよに出る時宣せん戦せん布ふ告こくされた。メアリーに言わせると、

「では、どちらが学年順位で上か、勝負としましょう」

　という事だが、こっちはアンタより上なんだけど、そっち大だい丈じよう夫ぶなのか一体。

　しかしまあ、御ご褒ほう美びにハロウィンパーティというのは素す晴ばらしい。

「米アメ国リカだと、仮か装そうというか、ほら、ヘクセンナハトの孤こ児じ相手に魔ま女じよ達が良くやってきてTrick or Treatでさ。いざそういう日が来ても祭って感じにならなかったんだよね。

　各地で魔女達が互助組そ織しき作ってさ。家事類のための精せい霊れいを置いていったり、二週間程減らないパンとか、切っても切っても一晩で元の厚みになるハムとか、そういうのを孤児の家に世せ話わしたんだよ」

「それはまた、妹の想そう像ぞうの範はん疇ちゆう外な気がするね」

　各務かがみの言葉に、自分は顔を上げた。

「つまり、この世界のオリジナルって事？」

「作品は、作者以上の知ち識しきを含まないからね。──そこから生まれた者達が動き出した分は妹の〝作品外〟だろう」

　各務に言わせると、

「富ふ士じ火口湖温おん泉せん地など、私も妹もろくに知らないものだが、存在しているところをみると、妹がベースとした私達の世界は、やはり私の世界を〝設定〟として持ち込んでいるようだね。

　その上から、ヘクセンナハトの戦せん闘とう情報が上乗せされ、妹が〝解わかりにくいところ〟を潰つぶしている節ふしもある。逆に〝知らないところ〟は放ほう置ちな処ところもあるのだろう」

「住んでる住人としてはスゲー迷めい惑わくなんだけどソレ……」

　しかしまあ、と自分は床の上で頰ほお杖づえをつく。

「各務の妹にとって、米国ってどうだった訳わけ？」

「父の仕事にくっついていく流れで、ある程度の都市は見たよ？」

「あー、……確かにそんな感じ」

「どういう事ですの？」

「──主要軍事基き地ちもだけど、主要空港がある東西ラインを基礎にヘクセンナハトの被ひ害がいがあるんだよ。黒の魔女は人口密みつ集しゆう地ちを狙ねらったと、そう言われてるけど、実際は〝そこをよく知ってる〟からなんだろうね」

「その分においては、妹の所しよ行ぎように言い訳わけは出来ないがね」
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　妹については、茶ちや化かすような言葉も多いが、やはり究極のところでは厳げん罰ばつ主義だ。

　堀ほり之の内うちとしては、そこに感じる各務の判はん断だんを、彼女の感情として見ていいのかどうかを、少し迷っている。だが、

「まあ、全ては結果だ。ヘクセンナハトに出てみなければね」

　と、言う各務の表情が、淡く消えるのに、気付くようにはなっている。

　しかし、と自分は前置きした。

「──中間テストが終わったら、きっとランク一位とのランカー戦になりますわよ。

　そうしたら、黒の魔ま女じよはもう目前ですわ」

「ランク一位に勝ったならば、だがね」

　各務かがみが小さく笑う。そして彼女はこちらの後ろ、カウンターに立つ光こう太た郎ろうへと視線を向けた。

「ランク一位の情報は、入っていないのだったね？」

「十年前、前ヘクセンナハトが終了したすぐ後、ランカー制度が学長達の手配によって制定されてから、不動と聞いています」

「──面白い。堀ほり之の内うち家の侍じ女じよの中で、ランク一位と当たった経験のある者は？」

　問いかけに、返る答えは解わかる。

　……いませんわよね。

　いるならば、既すでに情報がこちらに渡ってきている筈はずだ。それが来ていない。つまりランク一位は、不明であり、不ふ可か侵しんという事か。そして当然、光太郎の答えも、

「──おります」




　　　　　　　　　　●




「いますの？」

　初耳だ。だが、光太郎が軽く頭を下げ、こう言った。

「おりました、というべきでしょうか」

「それは──」

「ランク一位に敗れた後、色々な事情から堀之内家を出ております」

「何年前？」

「──九年前です」

　ハンターの疑問と光太郎の回答に、己おのれは一つの事実を理解する。

「では本当に、十年、不動なんですのね……」

「はい。私も一度、それに準ずる力を見た事があります。大おお奥おく様さまに仕えて、まだ一執しつ事じであった時ですが」

「それは──」

　光太郎が、やや間を持ってから、台詞せりふをこう繫つなげた。

「絶対的な防ぼう御ぎよと絶対的な攻こう撃げきをもって、何者に対しても無敵であると」
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　光太郎は、一ひと息いきを入れて、カウンターの奥を見た。

　そちら。堀之内達からは見えない、通路に続く空間には、侍女達がしゃがみ込んでいた。眼鏡めがねの侍じ女じよ長ちようがこちらに簡略ノーマルデバイスのランスを向けており、

「……執しつ事じ長ちよう、いらん事言ったらグッサリ行きますので御注意下さい」

「言いませんよ！　というか何で皆して来ているんですか！」

「だって、大おお奥おく様さま達に関わる事だもんね」

　古ふる株かぶだが、子供にしか見えない西せい欧おう出身の絵本系けい魔ま女じよが言う。

「去って行った彼女も、これは自分が触れてはならないと、そう思ったから、それだけ告げて出て行ったのよ。卒業後、ここに来て私達と賑にぎやかにやってたけど、だからと言って、うっかり、情や場に流されて情報を漏もらしたらいけないから」

　解わかる？　と彼女がこちらを見上げた。

「八位終わりの私にゃ解らないけど、あの人はそう思ったの。──この一位が、次のヘクセンナハトに出るべきだと」
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　堀ほり之の内うちとしては、謎なぞかけを受けた気分だった。

「絶対的な防ぼう御ぎよと、攻こう撃げき？」

「そんなん両方持てるの？」

「ハンター君がそれに近いとは思うがね？」

「メアリーの消しよう滅めつ術じゆつ式しきも、使い方によっては絶対的な防御と攻撃ですわね？」

「だがそれらに砲ほう撃げきぶち込んだ誰だれかがいたね？　後追いまでした気もするが」

「あ、あれは一種の不ふ意い打うちですのよ!?」

　ですわよね？　とハンターに同意の視線を向ける。すると、

「──ハンターも、何でしゃがみ込んで顔を手で覆おおってますの……!?」

「堀之内が無む茶ちやを要求するよ……！」

　だが、不意に各務かがみがこう言った。

「まあそういう無茶が現ランク一位な訳わけだが、どうだろう？　堀之内君、前ランク一位として、君の母はは上うえは、どのような術式やフレームを用い、戦いをしたのかね？」
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　母の術式とフレーム。

　その事を各務に問われて、堀之内は軽く息を詰めた。

　自分の中では、母との別れが記き憶おくにある。しかし、

「……難しい話ですわね」

　そう。十年前のヘクセンナハトについて、解らない事が、一つあるのだ。

「解りませんの」

　十年前の夜にあった事。

　世界の大部分が砕くだかれ、大だい事じな人を失ったほんの一夜の事。

　あれだけ、別れの光こう景けいが記き憶おくに残っているというのに、解わかっていない事がある。

「残念ですけど、私、母が、どのように戦ったのか、解りませんのよ」
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「解っていない？　……激戦であったろうに。それが解らないのかね？」

「ええ」

　各務かがみの疑問に、己おのれは応じた。

　……確かにそうですわ。

　母と黒の魔ま女じよとの戦いは、記憶に無い。否いな、

　……消えてますの。

　母がどう戦ったのか。どう守ったのか。そしてどう敗れたのか。

　自分の記憶に、〝ある〟と思っていたが、解らない。

　朧おぼろ気げなイメージはあるのだ。大量の光と、力がそこにあったと。だが、それ以上となると、

「解りませんの……」

　その言葉に、各務が振り向いた。

　そして彼女は、一度何か言いかけ、顔に手を翳かざし、しかし身を背けて、

「ば……」

「馬ば鹿かになったのか、ってそう言いかけましたわね!?　そうですわね!?」

「いやいや堀ほり之の内うち君は聡さとい子だね全く」

　というか、とハンターが手を上げた。

「黒の魔女が、追い詰められてやらかしたアレらについては捕ほ捉そく出来てるんだろ？　ボク達の方でも解っているから」

「ええ。……黒の魔女が、巨きよ大だいな人型と竜りゆうの援えん軍ぐんを多量に呼びましたのよね」

　それは解っている。衛えい星せい軌き道どう上、と推すい測そくされる位置から地球上に降った〝援軍〟は、距きよ離りと速度の関係を無視した勢いで、しかしソフトに地表に向かったのだ。

　それらは地球の回転に合わせ、赤せき道どう平行ラインに順次落ちていったため、事じ態たいが把は握あく出来ていれば落らつ下か位置のタイムラグで西海岸側からオセアニア方面は被ひ害がいが軽けい微びで済んだ筈はずだと、そう言われている。

　しかし、もはや目もく視しと入り乱れる情報から状況を理解出来、間に合ったのはポリネシア方面だけで、ゆえにハンターや、彼女と協働する第七艦かん隊たいは、そちらに残ざん存ぞんしている戦力との連れん携けいを用いるのだろう。自分達とハンターが対決した時、初回に彼女が選んだ狙そ撃げき位置はハワイ沖おき。つまりそういう事だ。

「各務かがみ、一応聞いておきますけど、ハワイは──」

「ああ、妹がビーチでナマコを拾って大騒ぎしていたが、大体好こう評ひようだったよ」

　……やっぱりですの──。

　向こうでハンターが視線を逸そらしているが、段々慣れてきた。

　しかし、と各務が言った。

「黒の魔ま女じよの戦せん闘とうと、堀ほり之の内うち君の母はは上うえの戦闘については、〝解わかっていない〟？」

「その通りです、各務様」

　と、カウンター側から声を飛ばすのは光こう太た郎ろうだ。彼はグラスを丁てい寧ねいに磨みがき、眺ながめながら、

「──黒の魔女との戦闘。そこにおける両者の戦闘については、精せい細さいな記録がありません」

「何故なぜかね？」

　その問いに、己おのれは答えた。

「黒の魔女に〝抹まつ消しよう〟されたからですわ。この世界から、歴史から、何もかもを」

「それは──」

「黒の魔女が持つ力。概がい念ねん抹消と呼ばれる術じゆつ式しきですの」

　言う。

「この世界を作ったのとは逆の力。この世界を滅ぼし、何もかもを無くす力を、敗はい北ぼくした相手に叩たたきつけるんですの。──そして母は、対たい抗こうする力を消され、記録も消えてますの」
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　各務という存在。

　そしてこの世界の出来たいきさつを知った上ならば、ハンターとしても言う事がある。

「消しゴムだ」

　解る。

　今いま更さらながらに、解る事がある。つまり黒の魔女が持つ滅びの力とは、

「この世界を書いて作ったのとは違って、消す力。──堀之内のカーチャンは、黒の魔女への対抗術式についての表記を、消しゴムで消されたんだ」

「一いつ括かつ消しよう去きよされたなら、その部分が空白になっているというのも解るね」

　だとすれば、と各務が言った。

「……黒の魔女に対抗出来る技は、受け継がれないのかね」

「ええ、……大体、黒の魔女が〝抹消〟を相手の技に使ったケースは、母が初めてですの」

「そーなの？」

　思わず問うてしまうが、堀之内はただ頷うなずいた。彼女は、しかし、首を傾かしげ、

「黒の魔女も、相当焦あせっていたのかとも思いますし、ひょっとしたら過去にはそういう案あん件けんがあったのかもしれませんが、私の調べた限り、〝抹消〟を、その対抗術式にまで及ぼされたのは母だけですわ」

「惜しい」

　各務かがみが、深く腕を組み直し、こう言った。

「それが解わかっていれば、堀ほり之の内うち君の強化が容易たやすかったものを。そう、つまり、単なる満まん子こからスーパー満子への昇しよう格かく……！」

　堀之内が立ち上がったと同時に各務が颯さつ爽そうと逃げ出したので、言っておく。

「おい、中間。テストあるんだろうが」
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　だがまあ、という各務の声を、お互い席に着き直した上で堀之内は聞いた。

「実際、堀之内君の成長すべきについて、示し唆さが無いというのは、勿もつ体たいないものだね」

「いえ、少しはありますわよ？」

「事じ象しようクラスの〝抹まつ消しよう〟に、対たい抗こう出来る情報防ぼう護ごがあったのかね？」

「いえ、単純に、母の決けつ戦せん用術式に関する以外、情報は消えませんもの」

　だから、と自分は朱雀すざくを呼び出す。右肩の上、見れば、術式陣じんの中にいる朱雀が蕎麦そばを食っていた。そして朱雀はこちらと視線が合うと、真ま顔がおになって、

『…………』

　無む言ごんで器うつわを術式陣の向こうの空間に隠かくした。そのまま一本足に立って、素知らぬ鳴き声を始める朱雀を見て、各務とハンターが半はん目めを向けてくる。

「堀之内君、それ……」

「と、鳥だって蕎麦くらい食べますわよ？　蕎麦の実とか好きでしょうし」

　だが、この朱雀が大だい事じなのだ。

「朱雀には、歴代の堀之内家代表が仕込んだフレーム情報がありますの。だから私の朱あけ竜りん胆どうは、今では私の専用物と言えるまでになってますけど、その強化などは先代以前のものをよく参考にしてますのよ？」

　へえ、と感心の声を上げたハンターに、各務が半目で囁ささやく。

「つまり堀之内君の母上も、攻こう撃げき力全振りだった訳わけだね？」

「黒の魔ま女じよもそりゃ引くよな……」

「うむ。消しておかんと危険だと判はん断だんしたんだろうね」

「こ、コラそこ！　母のキャラを勝かつ手てに作らない！」

　大体、と自分はハンターに視線を向ける。

「ハンターだったら、攻撃力とフレームの大きさ、強度の関係など解ってますでしょう？」

「ああ、うん、まあやり方次第で適用も結けつ構こう変わるけどさ」

「どういう事かね？」

　各務かがみが問うた先、ハンターが空中に左右の手で五十センチ程の距きよ離りを測る。

　あのさ、と彼女は前置きして、

「マギノフレームクラスの魔ま法ほう杖じようとなると、運用も結けつ構こう厄やつ介かいだろ？　大型化すると、細かい挙きよ動どうも難しくなるし、出力関係の〝回り〟がどうしても遅くなる。これが軍ぐん隊たい規き模ぼなら、皆で管理とか出来るけど、ヘクセンナハトは単独出場が基き礎そだからね」

「では、堀ほり之の内うち君の朱あけ竜りん胆どうは、成長限界という事なのかね？」

「──まだまだ伸びしろはありますけど、何か根本的な改良などを入れたらどうかと、そんな事を思う時期にもなってますわね」

　だから、

「母も、ひょっとしたら、そんな改良を最後に加えたかもしれませんもの」
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　成なる程ほど、と各務が椅い子すに座り直したのを、光こう太た郎ろうは見た。

　この世界の作り手の側。黒の魔ま女じよに近い彼女からしてみれば、先代についての決定的な知ち識しきが失われた意味について、その方法も、また結果も、よく解わかっている事だろう。

「つまりは」

　と各務が、右の人差し指を立てて言った。

「次のランカー戦で、君が母はは上うえに追いつくための示し唆さが得られるかもしれないと、そのように考えていいのだね？　堀之内君」

　……流石さすがです、各務様！

　自然とそう思った言葉に、重なってくる声があった。

「見事です。各務様」

　右の方。カウンター横の壁の陰から、一つの人ひと影かげが現れた。

　侍じ女じよ長ちようだ。
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　堀之内は、カウンターの向こう、通路の曲がり角かどから、侍女長がやってきたのを見た。

　彼女はこちら用のティーセットが載のった盆ぼんを運び、

「御お嬢じよう様さま。御安心下さいと、そう言うべきでしょうか」

「安心……？」

　ええ、と侍女長は、カップを音も無く置き、そこに紅こう茶ちやをサーブしていく。ハンターが手を上げて、

「あ、ボク、レモンたっぷりで！」

　というのに対し、笑えみで宙ちゆうにレモンを投じた。

　直後。彼女が掲かかげたカップの直上で、レモンが二つに割られ、その中身が、

「抉えぐるのかね」

「いえ、捻ねじ切きりです。──本来は長なが槍やり型のデバイスで、高回転のライフル弾だんとなります」

　言う間に、レモンがその内部を失い、ややペースト気ぎ味みの液体としてカップに落ちた。

　侍じ女じよ長ちようは空あいた皿で空中から落下に入ったレモンの皮を拾い、

「粗そ末まつな技をお見せいたしました」

「いや、見事だ。──その手て捌さばきなら、どのくらいのサイズまで出来るのかね？　たとえばグレープフルーツとかは無む理りかね？」

「出力次第ですので、スイカだろうとドラム缶かんだろうといけます。学生の当時は、髪かみ型がたのせいもあって、ランク三位の字名アーバンネームは〝ドリル夫人〟でした」
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「あー、侍女長、ノリノリだアレ」

　光こう太た郎ろうは、カウンターの陰に座ったままの侍女達に頷うなずく。術じゆつ式しき陣じんでラウンジを確かく認にんする彼女達を横目で見つつ、

「というかあの人、紅こう茶ちや持っていくために、さっきそこでしゃがんだまま向こうに移動して、素知らぬ振りして戻ってきましたよね？　ね？」

「……執しつ事じ長ちよう、立ってるのがいけないのです。作さく戦せん行動中はリーニングが基本です」

「いや私、フツーに学生上がりの一般人ですので」

「だったらこっちに対たい抗こうしようとしないで下さいよ……！」

「一般人だろうと魔ま女じよだろうと対抗心は別の話ですよ……！」

　また屁へ理り屈くつ出たあ、と侍女達が言うのを、こちらは無視一いつ択たく。すると侍女達が、術式陣の映えい像ぞうに読とく唇しん術式を掛けつつ、

「まあ、侍女長が、一度そっちから出直したの、私達よく解わかりますよ」

「何かまたジンクスがあるんですか？」

「いや、いきなり執事長の横に立ち上がったらキモいですからね」

「何ですかそのキモいって……！」

「あ、執事長がキモいって言ってる訳わけじゃないですよ？」

「そうですよ執事長。幾いくら魔女ばかりの職場だからって被ひ害がい妄もう想そうやめて下さい。そんな被害妄想で私達を虐しいたげるとか、ああ、こんな事言うとまた被害妄想でヘイトされる……！」

「誰だれか！　誰か！　被害妄想がここにいます！」

　と、こちらに背を向けて紅茶のサーブをしている侍女長のスカートの内側から床へと、術式陣が一枚落ちた。こちらにだけ見えるものの内容は、

『喋しやべるな』

　一ひと言ことに、こちらが顔を引きつらせた時だ。侍じ女じよ達が、おお、と声を作り、

「流石さすがです侍女長ちよう……！」

「待ちなさい貴女あなた達！　流石です、は御お嬢じよう様さまかその御友人のみに用いるもの！　私達に用いるものではありません！　賞しよう賛さんとして格が違うのです格が！」

「言いたい事解わかりますけどキモいです執しつ事じ長ちよう。あ、これ、ディスだと結けつ構こう格かく下したです」

「それで格下だと最上位で死にかけますよ私……！」

　魔ま女じよの言こと霊だまだと本気で有り得ますね、と己おのれは思った。
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　光こう太た郎ろうが意味不明に泣きながら通路の向こうに下がると、代わりというように侍女が四人程その角かどの向こうからやってきた。軽食の用意をするらしい。

　堀ほり之の内うちとしては、一ひと息いきを入れる意味も感じるが、各務かがみとの会話を楽しんでいる侍女長を眺ながめているのも面白い。

　侍女長は独逸ドイツ出身。三賢者トロイカの一人、独逸代表だったリスベス・ルエーガーの後こう輩はいだ。ランク三位まで上がったところで卒業となったが、それは前ヘクセンナハトを終えて疲ひ弊へいした本国のため、技術供きよう与よを第一としていたからだと聞く。

　卒業後は、逆に身軽となるためにここに来たと言うが、その実力は健在で、他の魔女達を束たばねる役目を担になっている。

　その彼女が、各務と話し、微笑している。

　滅めつ多たに笑わない人だというのを知っているので驚きだが、

　……流りゆう体たいのクラフト系けい術じゆつ式しきなんて、侍女長からしてみれば未知の技術ですものね。

　そう、技術話。ゆえに昔の、三位の頃ころの感覚が戻っているのだろう。

　……だから、各務の人ひと柄がらとかにほだされた訳わけでは──。

　と、そこまで考えて、己は窓の外を見た。

　やりにくそうな顔の自分が映っている。

「────」

　何を自分は戸と惑まどっているのか。

　……というか、何を侍女長に嫉しつ妬としてますの……!?

　自分の感情が解らない筈はずもない。明らかにコレは遊び相手が他の誰だれかに顔を向けている状況と同じだ。

　だが、この侍女長の上じよう機き嫌げんを〝摑つかみ〟として、聞いておきたい事がある。

「侍女長？　先さき程ほど言いましたわね？　私に対して、安心なさいと、そんな事を」

　はい、と侍女長は振り向いた。ちょっとした脱だつ線せんが雑談になっていた事に気付いたのだろう。スカーフの位置を直し、各務に黙もく礼れいした上で、彼女は言う。

「例え相手がどうあろうと、御お嬢じよう様さまは、大おお奥おく様さまの御ご息そく女じよです」

「母の事が、……ここで何故なぜ？」

　問いかけに、侍じ女じよ長ちようは眼鏡めがねの奥で笑えみを見せた。

　目は笑いながらも、遠くを思うような眼差まなざし。昔を懐なつかしむような、そんな視線だ。

　彼女は魔ま女じよの目でこちらを正面から見み据すえると、こう言った。

「──記録によれば、大奥様の旧朱あけ竜りん胆どうも、ヘクセンナハトの代表者を決める戦いまでは、そのデータが残っております。つまり、三賢者トロイカ内の戦せん闘とうを制するまで、です。

　今、御嬢様のいる状況も同じ事」

　だから、と彼女は言った。

「ジンクスです。御嬢様。魔女のジンクスは、同じ状況であれば同じ事が起きるというもの。

　かつての大奥様がそうであり、今の御嬢様がそうであるならば、ジンクスは働きます。

　たとえ世界の事じ象しようが搔かき消されていても、魔女の世界でジンクスが働けば止められる者などいません。黒の魔女とて〝魔女〟なのですから」

「だとすれば──」

　侍女長が笑みで目を伏せた。そして彼女が、軽く頭を下げ、

「御嬢様も、ランク一位との戦せん闘とうで、黒の魔女に対たい抗こう出来る力を得るだろうと、私達はそう思っております」




　　　　　　　　　　●




　堀ほり之の内うちは、侍女長の言葉を聞いた。

　視線の先、彼女は一つ会え釈しやくを作ると、紅こう茶ちやをポットからそれぞれのカップにつぎ足し、

「前ヘクセンナハトに出場したのは、大奥様なのです、御嬢様」

　笑みで言われる内容は、よく知っている。十年前は自分もそこにいたのだから。

　だが、それは母の事だ。

　今、自分達は、今のランク一位についての懸け念ねんを話していて、

「私は、母とは違いますのよ？」

「そうだとも。──名前が違う」

　短い時間だが睨にらんでおく。というかアレは愛あい称しよう……、ではなく雑称とでもいうべき呼び方ですのよ？

　だが侍女長は頭を一度垂たらし、下がる。踵かかとを揃そろえ、腰から後ろへとバランスを揺らし、

「歴史の果てから存在する黒の魔女に対し、歴代最強の魔女が当たる。私なども、直視をすれば目を焼かれる程の流りゆう体たいと術じゆつ式しきの総そう勢ぜいは、しかし黒の魔女がルールを無視した戦せん術じゆつによって敗れました。黒の魔女は、援えん軍ぐんによって無関係な大だい地ちを破は壊かいしたのです。

　つまり、──言い換えるならば、真まっ向こうであれば勝てていたと、そう思うのです」

　しかし、と己おのれは言葉を繫つなげた。

「負けて、結局、母の決戦における悉ことごとくは搔かき消されましたのよね」

「ええ。そうです。大おお奥おく様さまの敗はい北ぼくあってこそ、私達も、全ての流れがここにあります。

　そしてそれゆえに私は、私どもはここに来ました。祖国、組そ織しき、家族、それらを守るためという大たい義ぎ名めい分ぶんは、ヘクセンナハトの勝利という目的一つで上書き出来るからです。

　そして御お嬢じよう様さまは、大奥様を超えられると、私どもはそう思っております」

「それは……」

　言葉を作ろうとしたこちらに対し、侍じ女じよ長ちようが深く身を下げる事で遮しや断だんとした。

　それ以上を言う必要は無いと、そういう事だろう。

　ただ彼女は、顔を上げた。

　いつもの侍女長の、無感情にも見える表情がそこにあった。

　いつも通り。

　だから己は気付いた。現堀ほり之の内うち家当とう主しゆとして、どう振る舞うべきかを。

「ええ」

　自分は告げた。眉まゆを浅く立てた笑えみを、侍女長に向け、

「私も、侍女長の言う通り、そこには期待をしておりますわ。

　ランク一位との戦いは、私達を最強とするものだと」
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　……流石さすがです御嬢様……！

　背後、カウンターの奥や向こうで、麾き下かの侍女達が色々な動きや声を殺して騒いでいるのを聞きながら、侍女長は内心で感かん嘆たんした。

　ゆえに改めて、

「流石さすがです御嬢様」

　己は頭を、本当の意味で下げる。

　自分はそれを言えるところまで行けなかった。行かなかった、という言い方も出来るだろうが、強がりとしても言えなかったのだ。

　だが、それを、ここで述べる人がいる。

　その人を、自分達は補ほ佐さしてきたのだ。ならば、

　……当時は気付かなかった私の、遡そ及きゆうする思いも、ここで果たされました。

　一ひと息いき。

「──御お邪じや魔まを致しました。中間テストの方、御手伝い出来る事があれば御申しつけ下さいませ。そちら、各務かがみ様もハンター様も、宜よろしく御願いいたします」

「では侍女長君。中間テスト後のハロウィンパーティを御願いしたいのだが」

「はい。了りよう解かいいたしました。規き模ぼ、場所、料理の三要素で？」

「君達も来られるものでなければいかんよ？」

「はい。では、──御お嬢じよう様さま？」

　視線を向けると、堀ほり之の内うちが頷うなずいた。彼女は肩をすくめ、

「──季節も季節ですし、また海岸でバーベキューという訳わけには行きませんわね」
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　そして中間テストが終了し、テスト休み期間を経て用紙返へん却きやくの日が来た。

　テスト休み期間中、ハロウィンパーティの準備をしていた堀之内と各務かがみは、用紙返却日の当日、ハンターとメアリーが食堂のテラスで向かい合っているのを見た。

　……何をしてますの。

　何となく〝ああ、アレ〟な予測がつく視線の先、ハンターとメアリーが懐ふところから紙をテーブルに叩たたきつけ、こう叫んだ。

「ドロー！」

　本気で何してますのコレ。







[image: 第二章『駆け引きをするでもなく』]
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　青空の下、食堂のテラス上にいる堀ほり之の内うちの視線の先、先手をとったのはハンターだった。

　彼女は、Ａ４大の紙をテーブルに叩たたきつけ、行動を宣せん言げんした。

「現げん国こくが学年二番でアタックポジション！　しかし同種傾向の古こ文ぶんを学年三番で特殊召しよう喚かん！

　他、一枚を伏せてディフェンスに召喚！」

　ちょっと、と何が始まったのかを問おうとした瞬しゆん間かん。ハンターの対面にいたメアリーが、同じような紙をテーブルに打ち付けて声を上げる。

「ではこちらは術じゆつ式しきを学年一番でアタックポジションに召喚。──他、一枚を伏せて特殊召喚。

　学年一番に二番と三番が敵かなうと思っているのですか。アタック……！」

「ちょっと」

「待ち給たまえ堀之内君！」

　各務かがみが言った。彼女は、己おのれの持った昼ひる飯めしのトレイを掲かかげ、

「今、二人の戦せん士しが、自分のプライドとここでの私達の支払いを賭かけて戦っているのだよ！」
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　メアリーは、各務のトレイに山程のハンバーガーや学食サンデーと呼ばれるアイスと小豆あずき系けいのカップ詰めや、生ハムとサラダ類が載のっているのを見て、こう思った。

　……またハメられましたか……!?

　この憤いきどおりに対し、何となく郷きよう愁しゆう感を得てしまったが、これは一種のパワハラではないだろうか。だが、横の堀之内も山程にホットサンドや手て羽ば揚あげに、フルーツポンチまでつけた上で、こう言った。それは吐と息いきを重ねた声で、

「仕方ありませんわね……」

　……それはどういう意味です!?

　こっちが支払うという事に対してだろうか。その場合、こんな事してまでこっちの昼代を払おうなんて仕方有りませんわね、という事になるのだが、

　……何ですかその脳のう内ないフローラ！

　出来れば、勝負を本気化するためのベットだと思っていて欲しいが、その場合はその場合で、〝仕方ない〟は子供っぽさか何かへの感想だ。

　何か酷ひどく、自分が思わぬ方向で矮わい小しよう化かしている気がする。だが正面では子供が、

「やる気だなランク三位!!」

　などと拳こぶしを握っているから、自分も同じレベルなのだろうか。

　しかし気になるのは、各務と堀之内の二人が持つトレイの内容だ。大量、というのもだが、ハンバーガーやサラダ類など、食べるものは多く積まれているが、

　……飲むもの頼まないんですか二人とも……！

　思った瞬しゆん間かんだ。各務かがみが、あ、と声を上げた。

「いかん。堀ほり之の内うち君、いいかね？　──じゃあ二人とも、負けた方が下に行って飲むもの買ってくると言うのも付ふ帯たいしておこう」

　……いいかね？　と、じゃあ、が繫つながってませんよ!!

　死ぬ程抗こう議ぎしたくなっていると、堀之内がまた吐と息いきをつけて、こう言った。

「仕方有りませんわね」

　この世界の文法や意い思し表現には、自分の解わからぬものがあるのだろうか。

　鬼おにだ……、と周囲から小さく声が聞こえてきたが、しかし各務がこう言った。

「なあに、勝てばいいのだよ。負けた者が悔くやしがるのは当然ではないかね」

「だったらインターセプトォ!!」

　ハンターが、ディフェンスポジションの一枚を引っ繰り返した。
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　ハンターは反はん攻こうに出る事にした。

　……奥の手があるんだよ！

　見よ。隠かくしていた一枚。その内容は、

「工作が学年一番でそちらの学年一番にカウンター！　こっちは現げん国こくと古こ文ぶんの二番と三番のアタックを続行する！」

　ならば、とメアリーがアタックポジションに伏せた一枚を引っ繰り返した。

「術じゆつ式しきと連動する術式歴史が学年一番ですので、補助授業として一歩譲ゆずってもそちらの現国と古文を相そう殺さいです！」

　ぬう、とこちらが唸うなった時だ。

　いつの間にかやってきた執しつ事じにトレイを預けた堀之内と各務が、こちらの上から紙を置く。

　一枚と二枚ずつのそれぞれは、

「術式よりも実戦では優先される術式実技で、私、一番ですの」

「私も物理と数学で一番と言っておこう」

　く、と喉のどから声が漏もれた。

「そ、それだと一番の数で、ボク達とタイか、良い勝負ってところだよ！」

「仕方有りませんわね」

　ほ、と三度目の吐息をして、肩を落とすようにしながら、堀之内が別の紙を出した。その上で、各務も続けてもう一枚の紙を出す。

　二枚は、その書式自体は同じもの。

　……同じテスト？

　その内容は、

「家庭科全般。私、一番でしたの」

「私が二番でね。各科共通だが、そちらはどうだったかね？　化け粧しようや料理、作さ法ほうなど」

　久しぶりにバンザイぶっ飛びをやったが、正面の三位が膝ひざから崩くずれただけだったので、コレはボクの勝ちでいいんじゃないだろうか。
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「つーか作法とか、あれ、日本基き準じゆんな部分多いから卑ひ怯きようだよなー」

「術じゆつ式しき科かで化粧など、紋もん章しよう扱いで危険ですから、なかなか手が出せませんよ」

「──おやおや堀ほり之の内うち君、飲み物を頼んだら悔くやし紛まぎれの愚ぐ痴ちもついてきたよ。二人分だ」

　まあそこそこに、と手で制しながら、自分はテーブルの上にある昼食を口に運ぶ。

　このところ、テスト休み期間は各務と横よこ浜はまや川かわ崎さきを巡ってハロウィンの用意をしていたので、学食の味が久し振りだ。

　元々の、この学がく院いんの土台となった学校が、ちゃんとしたホテルのレストランと提てい携けいしていたらしい。そのホテル自体はヘクセンナハトで営業不能となり、

　……私と各務が戦せん闘とうしている時、折り砕くだいた気がしますわねー……。

　間違いなく、やった。

　まあ公的にも廃はい墟きよですもの。立ち入り禁止区く域いきですもの。と、今いま更さらながらに思うが、その味はそれなりに形を変えつつも、昼食には充分過ぎる味を寄よ越こしてくれる。

　ここのホットサンドは好きだ。焼いたパンに具材を挟んだ上で、型を使ってコンロで軽く二度焼きしているので、パンと具材が一つのものとなっている。パンも、焼けているというよりも小こ麦むぎを焼いた味がして良い。と、そんな事を思うのは、

　……頭の中に、余よ裕ゆうが出てきてますわね。

　テスト期間中は、点数を獲かく得とくするための思し考こうが中心だった。知ち識しきと、対たい処しよ法の確定を得る事が目的で、これは範囲も明確で解わかり易い。

　ここから先は違う。ランカー戦だ。それも諸しよ処しよ不明な一位との戦闘に入る。

　解らない事ばかりだ。しかし、不安かと言えば、

「────」

　このところの準備や息抜きは、しかし休きゆう息そくというよりもコンセントレーションを確定し始めていたように思う。

　だとすれば、

「今夜からは、次のランカー戦に対しての情報を整理したり、こちらの術式の確かく認にんなどで忙いそがしくなりそうですわね」

「え？　じゃあ、ハロウィンパーティはいつやるの？」

　ハンターの疑問に、は？　と己おのれは首を傾かしげた。

　指を鳴らすと、光こう太た郎ろうがやってきた。既すでに両の手に二つの衣い装しようケースを提さげている。

　自分はそれを指差し、

「これから下で行いますわよ？　ハンター、そちらのメアリーも、手ぶらですの？」

「聞いてないよ……!!」

「私も聞いておりません……！」

　ステレオの抗こう議ぎに、自分は横の各務かがみを見た。

「あの、各務……？」

　うむ、と両腕を組んでいた各務が、何処どこか遠くを見ながら真ま顔がおで言った。

「連れん絡らくミスだね。──誰だれが悪いのか、まあここでは詮せん索さくしないでおこうか」

　……こ、この女……！

　半はん目めで睨にらんでみたが、効いていないだろう。こちらとしては先行き不安になるが、夜半には終わる案あん件けんだ。ただハンターが、何か計算術じゆつ式しきで計上を始めたメアリーを横に置き、

「──まあボクは野生でいいけどさ、下でやるの？」

「ふむ。普通科が主体となってね。まあ、学年行ぎよう事じのような形で、仮か装そうパーティだ。本式のハロウィンを行うと儀ぎ式しき術式が発生しかねないからね。──さあ、気楽に行こうじゃないか」
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　光こう太た郎ろうは、弄いじられるという事の意味を今いま更さら理解していた。

　……私、こちらのU.A.H.J.の課長待たい遇ぐうなんですがね。

「あー、動かないで執しつ事じ長ちようー。動くと紋もん章しよう化して術じゆつ式しき発動しかねないから」

　と、目の前に立つ侍じ女じよが、ファンデーションのパフをこちらの頰ほおに押しつけながら言う。

　現場は、控え室だ。それも学食内に設けられたパーティション。場所としては男子用で、四し法ほう印いん学がく院いんは魔ま女じよの学校なので男子といっても使用しているのは自分だけだ。

　そして何が行われているかと言えば、

「何で私が侍女の格かつ好こうを？」

　言うと、赤毛の侍女が己おのれの眼がん帯たいの内側にメダルを隠かくしながら言った。

「ほら、あれだよ。生まれた子供は性別を逆にして扱う事で、邪じや気きが騙だまされて意味を無くすようにするとか、あれ。今日きようは大量の魔女の無ぶ礼れい講こうだからね。男一人は気をつけないと」

「私、パッシブ系けいの加か護ご術式では国内トップクラスですがねえ」

　嫌いや味み含みで言ってみても、侍女達は動じない。シャドーやらリップやらと、普段なら触れない言葉を使ってこっちを〝仮か装そう〟していく。

　途と中ちゆう、堀ほり之の内うちがパーティションとなっているカーテンの衝つい立たてから首を突っ込んできて、

「光太郎。準備は──」

　こちらを見て、吹いた。くくく、と声を殺すように視線を逸そらす彼女の向こう、カーテンのあちら側からは、

「堀之内君、どうしたのかね!?　まさか光太郎君が酷ひどい事に！」

　見せたくないですね……！　と心しん底そこ思ったが、いずれ見られるのだから覚かく悟ごを決めようと、そう思った。だが、いつも自分達は準備側で、今日もそうなのだが、

　……参加側、として考えてみると、ちょっと空気が違いますね。

　パーティションの外。学生達が集まってくる声が聞こえる。

　今日はこの学食の中と外、結けつ構こうな広さで祭となるのだ。外がい灯とうも数を増やし、かがり火のようなものも多く焚たかれるらしい。自分達のする事と言えば、調ちよう理りやサーブと、いつもと変わらない事だが、

「君達の仮装は？」

「え？　ああ、それは最後の最後です。その時にはまた執事長、もう一回仮装して貰もらいますから、宜よろしく御願いしますね？」

「だったら今、こんな格好しなくても良かったのでは!?」

　聞くと無む言ごんで唇くちびるにリップを突っ込まれた。口元担当の魔女が無表情に、

「アー、ゴメンなさい執事長ー。静かにしてないと顔に即そく死し紋章書き損じるから、ちょっと無む言ごんでいて下さいねー」




　　　　　　　　　　●




　意い外がいと皆、普通だなあ、とハンターは思った。

　バニーガールや、その派は生せいとして耳と尻尾しつぽ変えただけの犬ガールや猫ねこガールがいるが、山羊やぎガールは悪あく魔まの象しよう徴ちようじゃないだろうか。ただ、野球選手やサッカー選手の他、

「各務かがみ、何選手？　あれ」

「カバディだね。時たま反はん復ぷく横跳びのような動きをするのが特長だ。向こうにはセパタクロ選手がいるが、これは私も最初、ハンドボーラーかと間違えたものだ……」

　失策、という顔をして唸うなる巫女みこ服ふく姿すがたの各務の横を、ボウリングのピンが歩いて行くが、あれは使つかい魔まか何かではないと信じたい。そして当の自分はと言えば、

「ハンター君のは、アレかね？　格かく闘とうゲームの」

「ああ、うん。ストームアポカリプスの主人公こう。空から手て着ぎに剣けん道どうの胴どう丸まるで出来るから。あと、空手と結びつけるゴルフクラブも」

「妹はそれのライバルキャラが好きだったなあ」

「強キャラの暴れプレイが好きかー」

　と言っていると、向こうから罪ざい人にんが来た。板状の木き枠わくに両手を通している罪人は、足首の鎖くさり鉄てつ球きゆうを引きずりながら、

「あ、准じゆん将しよう、ランク四位も、ここでしたか」

「いつも処しよ刑けい者しやだからって、気分一新して罪人で来るなよ」

「クラスメイトの発はつ案あんです。私としては処刑者で来るつもりでした」

　想そう像ぞうに余よ裕ゆうがなさ過ぎるだろう、と思ったが、言わなかった。というか、

「それ、手、どーすんの」

　問うと、メアリーは平行に開いた穴から出ている手首を動かした。そして彼女は、手首を軽く引いて、

「フ、仮か装そうですからね。必要とあらばすぐに外して──」

　木の穴に手首が当たる音がして、そこで終わった。

「…………」

　何度か試すが動かない。仕方ないな、と思いつつ、自分は半はん目めで、

「友人達、かなりしっかりやってくれた？」

「……准将、これ、消しよう滅めつ切断していいですか」

「罪人が脱だつ獄ごく囚しゆうになるのかね」

「というかそれ外したら、単に古びたパジャマ姿の何かじゃないの？」

「い、言ってくれますね……！」

　いやまあそうだろ、と言っていると、向こうから英国近衛このえ兵へい姿すがたの女子の群を搔かき分けるようにして、堀ほり之の内うちがやってきた。

「え？」

　と声をあげたのはメアリーだ。

　その意味は、自分にはよく解わかる。各務かがみもそうなのだが、

「衣い装しよう交換か」

　苦く笑しようが何故なぜか漏もれるのを感じながら、自分は、ふと向き合った二人を評した。

「各務が巫女みこ装しよう束ぞくで、堀之内が聖せい騎き士し姿。──衣装交換としては解わかり易やす過ぎるだろ」
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　狙ねらった訳わけでは無い、と言っても、無む理りですわね、と堀之内は思った。

　発案は、何となくの一ひと言ことだ。テスト休み中、このパーティの準備として買い物に出ながら、各務が言ったのだ。

　それは横よこ浜はまの繁はん華か街がい。醬しよう油ゆと牡蠣かき油の匂においがする中で、

「よく考えると、ヘクセンナハトでバディ制が認められるとは言っても、私は堀之内君の事を満まん子こ呼ばわり出来るツーカーだが、巫女の特性などほとんど知らないのだがね」

「言葉が文の中で全く繫つながってませんのよ!?」

　なので、飯はん店てんの店先のテーブルセットで、肉にく饅まんとスープ、ジャスミンティーを頂いただきながら、各務にハンカチを貸したりしつつ、巫女のいろいろを説明したのだ。

　結果として各務が言ったのは、

「砲ほう撃げきの術じゆつ式しきは、堀之内君の技で、巫女としては基き礎そ部分だけだったのかね……！」

　御お茶ちやのポットを叩たたきつけてやろうと思ったが、私品ではないのでやめておきましたの。

　ともあれそれが各務のツボにハマったらしい。

「よし、大体解った！　砲撃しなくていいとなれば、仮装は巫女で行こう！」

「どういう基き準じゆんですの一体」

「では堀之内君は聖騎士だね？」

　……は!?

　自分としては、出来るだけ表情で懸け念ねんを告げたつもりだった。だが、目の前の馬ば鹿かは中ちゆう華か街がいの土産みやげ物もの屋で買ってきた水すい滸こ伝でんの画本をめくりながら、笑顔でこう言ったのだ。

「だが堀之内君！　私の聖騎士ファッションは、私の燃える正義の心にこの世界とデカ夫君が反応したのであって、私は聖騎士の知ち識しきがほとんど無いのだよ。だから聖騎士の部分については堀之内君の独学にお任せする！　出来るね堀之内君！」

　後々になってよく考えたら、ここで猛もう抗こう議ぎしなかったのがいけない。

　そして今、だ。

　聖せい騎き士し。

　流石さすがに各務かがみのそのままだとアレだし、パワーアームなどを裁さい縫ほうで作るのは自分には無む理りだ。

　だから肩にアーマーとマントをつけ、足側も腰から広がるスカートを身につけている。自分の手製なので、余りにも情報量が少ないのだが、

「綺き麗れいだよ堀ほり之の内うち君」

「貴女あなたの巫女みこは、それ、うちの既き製せい品ひんですわね？」

「ああ、驚いたのは胸のサイズに〝御お嬢じよう様さま〟という特とく注ちゆうがある事だね」

「こ、個人情報をバラす気ありありですわね!?」

　いいではないかね、と各務が言った。

　こちらに手を伸ばし、その姿勢を保つ。

　……ズルいですわね。

　こちらが手を取らねば、恥はじを搔かかせる事になる。

　だが、自分は、各務にそんな事をしても無意味だと解わかっているし、各務だってそれを理解の上での〝堂々〟だ。

　何だか自分が試されているような気にもなって、対等のつもりを確保のため、言葉を作る。

「何か言う事はありますの？」

「手が寂しいのだよ、堀之内君。このままでは指先から孤こ独どく死ししてしまう」

「仕方ない人ですわね」

　手を取る。

　周囲、ハンターが「お」とか言うの、声に出さなくていいんですのよ？

　……全く……！

　憤いきどおりは誰だれに向けたものか、自分でも解らない。だが、

『さて、ではそろそろ正式な開祭ですが、学長先生がお越しです！』

　入口側のステージにて、侍じ女じよ姿すがたで立っている光こう太た郎ろうがマイクで述べた後、拍はく手しゆを高く掲かかげ始めた。周囲の侍女達もそれに続き、生徒達もそれに気付いた。段ボール箱を着ている連れん中ちゆうや、消防士なども手を鳴らし始め、皆が続き、

「……！」

　学長を迎える準備が出来たと、そう思ったと同時。

　学食の入口が開いて、人ひと影かげが来た。

　学長だった。

　それも、学生服をかなり無む理りのある状態で着込み、ツインテールにした彼女が、自分専用マイクを持って舞台に立ち、ポーズを決めて、

「こんばんはぁ──！　新入生の四し法ほう印いん・スリズィエで──す！」

　腹のボタンが二つ飛んだ。
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　対岸、品しな川がわ方面に住んでいる人々は、東とう京きよう湾わん中央、四し法ほう印いん学がく院いんの北西側から、夜よ目めにも明らかな白い発光現げん象しようが生じたのを目にした。それは夕食時というタイミングと、まだ残ざん暑しよがあって窓を開けていた家が多かった事も有り、多くの人々に目もく撃げきされたものだった。

　とはいえ、その光の正体が何かは殆ほとんどの人には解わからなかったが、品川駅前、雑ざつ貨か屋やの店主である古ふる株かぶ魔ま女じよ、藁わら人形を身体からだのどの位置からでも作れる事から〝造形ババア〟と呼ばれる魔女は、それを知っていた。彼女は、煙草たばこの空箱で折った人形を手にしながら、

「あ、あれは……！」

「な、何だい婆ばあちゃん！　知ってるのかい！」

「あれは、魔女が集団となった時に発動出来るツッコミ術じゆつ式しきの光……！」

「婆ちゃんボケた!?」

　孫まごに右フックをぶち込んで、魔女は言った。

「しかもあれは最上級、ホワイトアウトだよ……！」
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　漫まん画がだったら、三コマくらい掛けて全部真まっ白しろになっていくところだよなあ、とハンターはその光こう景けいを感かん想そうした。

[image: ]

　学長は早急に侍じ女じよ達によって裏へと運ばれ、代わりに椅い子すの上に熊くまのぬいぐるみが置かれ、皆の視線を受けた女じよ装そうがポーズをつけて叫んだのだ。

「では開祭です……！」
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　堀ほり之の内うちとしては、意い外がいに思うところの多い祭だった。

　何しろ学科も学年も混じった状態のパーティだ。学園祭のように校こう舎しやごとに分かれている訳わけでもなければ、体育祭のように対たい抗こう心がある訳でも無い。

　ただただ混じって、流れていく。

　こちらの方に、侍女達や、ハンターにメアリーがいるのも良かったのだろう。多くの魔ま女じよ達が挨あい拶さつに来て、下級生からは激げき励れいや、一いつ緒しよに写真を撮とっていいかどうかを聞かれもした。

　写真は、正直、呪じゆ術じゆつに使われる事もあるので断ったが、お互い禁きん忌きを理解の上で握あく手しゆをしたり、話を聞きもした。充実した時間だと、それを感じながら、

「は」

　何となく、場の熱気に当てられて、学食屋おく上じようのテラスに行く。

　入口側の手て摺すりに肘ひじを預けてみると、料理の匂においの風が来る。その〝祭感〟にちょっとおかしみを感じて、前を見る。

　眼がん下かに、明かりと人ひと影かげが群れていた。

　外がい灯とうだけでは無く、人々が、提ちよう灯ちんのようにカボチャ型の明かりを手に提さげているのだ。竿さおから吊つられたそれは、オレンジ色の光を道の形に幾いくつも落としている。

　学食で料理を貰もらって、寮りように戻る者もいれば、中庭で一ひと息いきつく者達もいる。

　明かりが中庭の森の中を動いていくのが、人ひと魂だまのようだ。

　……夜に来てみると、意い外がいと見通せますのね。

　そんな位置から中庭の森を眺ながめていると、横に各務かがみがやって来た。

「……中庭の自じ販はん機き広場は、意外と遠いのだね」

「霊れい廟びようがこの学がく院いんの中心ですもの。各所から均きん等とうに遠いですわ」

　各務の視線の先、森が作る葉枝の屋や根ねの向こうに、明かりの光を放つ空間がある。あの白い明かりの下に、霊廟や自販機広場があるのだ。

「……堀之内君、あの霊廟だが」

「私の母は、中にはいませんのよ？　母の遺い体たいは、事じ象しようを消された事もあり、解かい剖ぼうにまわされましたもの。戻ってきた時は、──気き遣づかいですわね？　受けていた怪け我がも〝治されて〟ましたわ。だから、母は綺き麗れいな姿すがたで堀之内家の土地で眠ってますの」

「有あり難がとう」

　言う姿すがたが、下に広がる明かりや、動く仮か装そうの影を見つつ、俯うつむくのを自分は理解する。

　見るとか、知るとかではなく、各務かがみがそうするのを理解する。

　故ゆえに言う。

「各務。──泣いても、戻りませんわ」

　ただ、

「貴女あなたが泣いたのを、有あり難がたく思いますのよ」
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　……ず、随ずい分ぶんと私、チョロいですわね……！

　リップサービスをし過ぎだ。

　でも、暗いから。明かりが下にあるから。だから言えるような事。

　夜は人を素直にさせる。本当ですわね、と、そう思う。だから、

　……そうですわね。

　各務は、かつて自分に言った。桟さん橋ばしの上、光こう太た郎ろうから母の事を聞いて、涙を勝かつ手てに流しながら、こう告げたのだ。

　……君が哀かなしみを得た事が哀しいのだと。

　自分は、同じような事を今、思っているだろうか。

　どうだろう。

「もしも……」

「何かね？」

「もしも、私が、各務と同等や、それ以上の事を思えるようになったら、──黒の魔ま女じよに対し、作られた世界風情ふぜいが超えたと、そういう事になりますの？」

「それは──」

　各務が、顔を上げた。そして彼女は、苦く笑しようした。

　く、と言う声にこちらは己おのれの赤せき面めんを感じる。それはまるで、今までのここでの思いを、全て笑われたように思ったからで、

「失しつ礼れいですわよ……!?」

「いやすまない。でも、そうだとしたら、君は既すでに黒の魔女に勝っているよ」

「……そうですの？」

「そりゃそーだ」

　と、肘ひじを預けた手て摺すりの外から、ハンターが上がって来た。懸けん垂すいというより、ロープを昇る要よう領りようで身を持ち上げて来た彼女は、手摺りの向こうに立ち、

「もっとハッキリ態度見せなよ堀ほり之の内うち」

「な、何がですの……!?」

　まあまあ、と、罪ざい人にんも器き用ように上がって来た。

「堀ほり之の内うちさん」

　さんづけですの？　と思うが、礼れい儀ぎがあるのは良い事だ。そして、

「南なん極きよくから三連れん射しや置き撃うちとか、しかもそれを多段とか、この時点で黒の魔ま女じよの想そう像ぞうを超えていると、そう考えていいのではないでしょうか」

「そう来ましたわね──」

　だが、どうなのだろう。黒の魔女を倒すには火力が必要と、それが大体の魔女の基き礎そだと思うが、このところ各務かがみと話していた分では、もっと大だい事じな事があるようにも思う。それは、

「想像で、黒の魔女を超えていなければ、火力がどれだけあっても無意味ですわね」

　火力という表現物は、黒の魔女に把は握あくされているものだろう。ならば、黒の魔女は、これを自分のものとして、自由自在に、想像の許す限り強化出来る。

　その状態では、勝てない。

　大事なのは発はつ想そうだ。黒の魔女が想像出来ないような事。もしくは想像が出来ても対たい処しよが不可能のもの。それらを思う事が出来るならば、

　……勝てると、そういう事ですの？

　黒の魔女を超えればいい。

　単純な事だが、それはある事と結びつく。テスト期間中に、侍じ女じよ長ちようから言われた事だ。

「ランク一位戦で、御お母かあ様さまが、黒の魔女に対たい抗こう出来る力を見つけたと……」

　その呟つぶやきに、横の各務が頷うなずいた時だった。

「──御お嬢じよう様さま」

　侍女長の声がした。それも、このテラスの奥側だ。

　そちらには上り階段は無く、ここに来た時も人ひと影かげは無かった筈はず。

　しかし夜の中。祭とは別の空間となっているここで、先せん輩ぱい魔女がこちらを呼ぶ。

　ゆえに各務、ハンター、メアリーと共に振り向いて見た己おのれの視線の先。

　そこに、皆がいた。堀之内家の、侍女達だった。
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　仮か装そうかコレ？　というのがハンターの感想だった。

　侍女長が着ている衣い装しようは、軍ぐん服ぷくだった。それも、独逸ドイツ空軍を基礎としたU.A.H.G.の制せい服ふくだ。

「初めて見た。第二百師し団だんが蘇よみがえっていたってのは、本当だったのかよ」

「所しよ属ぞくは、私の代でも既すでに独逸連れん邦ぽうですけれどね」

　侍女長が笑えみで言う。

　見れば、同じように、彼女の背後にいる侍女達も、それぞれの衣装を身につけている。

　自分が知る限りでも、侍女長の後ろにいるのは独逸陸軍空くう挺てい部ぶ隊たいのKSKだ。第二百師団が爆ばく撃げき任務だけでは無くなっているなら、二つの嚙かみ合いは魔ま女じよの戦せん術じゆつとして独逸ドイツが本気だという事がよく解わかる。

　他、英国からは顔なじみのSASの他、SBSもいるが、首しゆ都と警特とく殊しゆ部ぶ隊たいのD11の青ベレーが前に立つ辺り、ヘクセンナハトへの実権は女じよ王おうの膝ひざ元もとが優先と言う事か。

　また、仏蘭西フランスからは本土での訓くん練れん中に大たい西せい洋ようで一回張り倒したGIGNが来ているし、これはメアリー戦で世せ話わになったオーストラリアからはやはりSASRが来ている。カナダのJTF-U.A.H.は本土の縄なわ張ばり争いで面めん倒どうを掛けられていると聞くし、ポーランドのGROMなんか、緊きん急きゆう対応部隊って名前は、もはや緊急が日常となってる今、ありなんだろうか。

　他にも自じ衛えい隊たいの忍にん者じや部隊や、他地ち域いきの兵服、警けい務む関係の制服などを見るに、

　……よくまあ、衝しよう突とつしないでやってられるもんだ。

　一番多いのは、しかし米アメ国リカで、

「……こりゃうちの連れん中ちゆうに見せたら同どう窓そう会かいだなあ」

　MARSOC発の魔女に元ランカー級がいたというのは聞いていたが、初めて見た。他、小しよう隊たいが組める程のSWAT制服や、馴な染じみのSEALS、ベレー帽ぼうもあるし、スーツ姿すがたも幾いくつか。

　時とき折おり、民みん俗ぞく系けいなのか、ジプシー系の姿もあるが、何となく種類が幾つかあるのは、ロマだけじゃなくイエニシェとかが分かれているという事か。流石さすがに解らない。あと、向こうにいるのは間違いなくアフリカの土ど着ちやく系でマッドマン系だが目立ち過ぎるだろコレ。

「しかしまあ、これだけいるか」

「そうですね。──大おお奥おく様さまが敗はい北ぼくしてから十年。それだけで、これだけ揃そろいました」

　侍じ女じよ長ちようが言うと、彼女達の間から一つの影が出てきた。侍女長と並ぶのは、日本のU.A.H.J.戦せん闘とう部隊の装そう甲こう服ふくだ。

　ヘルメットを外した下には、メイクを落としていない執しつ事じの顔がある。

　……怖こええよ……！

　後で肉を食って中和しよう。そう思っていると、執事が言った。

「御お嬢じよう様さま、そして各務かがみ様も」

　全員が、頭を下げ、告げる。

「対ランク一位戦。総そう勢ぜいでバックアップしていきますので、宜よろしく御願いいたします」
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　麾き下かが一いち礼れいするのを、堀ほり之の内うちは受け止めた。

　これまでも、幾いく度どかあった光こう景けいだ。こんな衣い装しようを纏まとってはいなかったが、しかし皆がこちらに期待を掛けていると、そう示される事は幾度もあった。

　だが、今回は何となく違う。

　大だい事じなランカー戦の前という事もあるが、

　……解わかりましたわ。

　全員が、それぞれの衣い装しようを纏まとってきたという意味がある。

　身を隠かくして来た魔ま女じよが、出しゆつ自じを明かしたのだ。

　彼女達の殆ほとんどは、元の組そ織しきと繫つながりを消してはいない。しかし、それはよくて予よ備び役えき。場合としてはコネクションの一いつ端たんという程度であって、後ろ盾だてにはならない。

　ゆえにこれは、過去の栄光の示し威いだ。

　これだけの力があった者達が支えている。そういう事だ。だけど、

「ええ」

　自分にとって、これはプレッシャーではない。期待があろうと、思いを掛けられようと、

「共に勝利しましょう」

　解る。ほんの数ヶ月前までだったら、強がりだったろう。しかし、今は言える。

「──私としても、そのつもりですわ。ここまで、一人で勝てたものではありませんもの」

　そうだ。実際に、変な来訪者が来てからは、バディ制となって、一人では無いのだ。

　ゆえに皆の期待は、それこそこちらの助力として理解出来る。

　彼女達は、こちらに期待する。自分達の力を託せる相手として、だ。

　ただただ妄もう執しゆうのようなものを掛けられるのでは無い。

　力とは受け渡しが出来るのだ。だから頭を下げたままの侍じ女じよ長ちようが、笑えみで告げた。

「有あり難がたいお言葉です」

　執しつ事じ長ちようの光こう太た郎ろうから先に頭を上げるかと思えば、向こう、何やら警察風ふうの姿すがたが先に頭を上げ、慌あわてて下げ直す。周囲の魔女が彼女の制せい服ふくを引っ張って身を低くさせる辺り、連れん携けいは充分に取れている。

　そして皆が身を起こし、光太郎が言った。

「ランク一位戦。相手の正体は解りませんが、こちらにも変へん異いなファクターがあります」

「各務かがみですわね？」

　成なる程ほどね、と横の巫女みこ衣装が腕を組んだ。彼女は口くち端はを上げ、

「こちらが向こうを解らないように、向こうもこちらを解らない。そういう事かね」

「御お嬢じよう様さま一人であっても、勝利は出来るだろうと、私達はそう思っています」

　光太郎が言う台詞せりふに、侍女達の誰だれも身動きをしない。

　支える側として、自分達の意い地じがある。ならば、

「各務……」

　別に貴女あなたが不要と、そういう事ではないと、野や暮ぼな事を言おうとした時だ。

　各務が皆に言った。

「堀之内君が、現場で最も頼れるのは私と、そういう事だ」

　つまり、

「現場において、皆の大だい事じな満まん子こを任すと、そういう事だね」
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　……流石さすがです准じゆん将しよう……！

　メアリーは思った。

　……ここで堀ほり之の内うちさんの真ま名なを呼び、皆からの信頼感を集めるとは！

　思った直後、堀之内が結けつ構こう鋭い横蹴げりを各務かがみに打ち込んだ。
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　祭という空気を楽しみ、料理や会話、テストからの解放感に浸ひたっていた皆は、しかし、一つの欠けつ損そんを感じていた。

　だが、それは不ふ意いに満たされた。声が聞こえたのだ。

　それも自分達がいる場所からは一段上の、学食のテラスの方。手て摺すりの間ま際ぎわを、まるでステージのようにして、あの二人がいる。

「いろいろと話をまとめようとして、皆が気を遣つかってるのに満子とか何ですの一体!?　いきなりここで満子呼ばわりとか！」

「いや、連呼してないで落ち着き給たまえ堀之内君。耐えられない空気というのがあるのだよ」

「少しは耐えなさい！　……光こう太た郎ろうも侍じ女じよ長ちようも笑ってないで！」

　ああ、とそれを見上げる誰だれかが呟つぶやいた。彼女達の横、罪ざい人にんが枷かせごと首を傾かしげ、胴どう丸まる付きのカラテカが肩をすくめてみせるのに合わせ、

「──流石さすがだわランク二位」

　うん、と周りの皆が首を下に振り、カボチャの明かりを上に掲かかげる。その向こう、ステージ上では、聖せい騎き士しが巫女みこの襟えり首くびを摑つかんで抗こう議ぎ中だ。

　まあそうだろうな、という空気に、皆が笑った。

　いい祭だ。笑って終わって、そして次に繫つながる。

「ランカー戦だ」

　そうとも。

「最後のランカー戦が、これからだ……！」
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　ふう、と学長は、学長室で軽く身を回した。

　姿すがた見みに映る自分は未いまだに制せい服ふく姿だが、

「私の頃ころとは制服も違ってますけど、今の子はスタイルいいんですねえ……」

　しみじみと、ボタンの飛んだ腹を撫なでてはみる。みっともない格かつ好こうだが、その顔にしかし、笑えみが浮かぶ自覚はある。

　……楽しいですね。

　昔もこうだったと、そんな記き憶おくはすぐに思い返せる。

「どちらかというと、私がハメを外して、充みつ代よが巻き込まれて、リスベスが支えに回って」

　ですけど、と己おのれは言葉を続ける。

「これから？　いえ、今もう既すでに、そうではありませんね」

　学長のデスクの上に、幾いくつかの術じゆつ式しき陣じんが開いている。その幾つかは、誰だれかが撮とった祭の風景だ。魔ま女じよ達の顔はそれぞれが用意した情報隠いん蔽ぺい術式によって定かでは無い写りとなっているが、時たまにガスマスクをつけた少女の姿すがたが自じ撮どりで有る。

　それを眺ながめ、己は小さく笑った。

「……そろそろ、堀ほり之の内うちさん達にも、何もかも解わかって貰もらう事になりますね。そして──」

　重ねられた術式陣。通信用の最後にあるのは、U.A.H.の刻こく印いんだ。差出人は、

「リスベス・ルエーガー。──現U.A.H.創そう始し者しやの一人で、現アジア方面統とう括かつ元げん帥すい。貴女あなたの真意は通じていますけど、しかしどうなるか、解っていますか？」

　確かめるように、自分は今の姿すがたを術式陣で撮さつ影えい。それを返信のものに付け、

「──戦争。しても構わないんですよ？　それも魔女の祭ですからね。リスベス」
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「ハロウィンパーティとはいったものの、本来あるべき十月末より随ずい分ぶん早くやってしまったものだから、少し月末が寂しく感じるね」

　と、術じゆつ式しき陣じんでカレンダーを見ながらの各務かがみの言葉に、ハンターは周囲を見渡した。

「ついでに言うと昨夜ゆうべは随分ハシャいだしな──」

　見回す先、放ほう課か後ごとなった中庭のあちらこちらでは、制せい服ふく姿すがたが腰を落としている。それぞれが半透とう明めいのビニル袋ぶくろなどを持っているのは、

「ゴミ拾いまでが祭の終わりだとは、思いませんでしたわ。……私達、テラスの上から殆ほとんど動いてませんでしたのに」

「連帯責任というものだよ堀ほり之の内うち君。生徒会長は大変だね？」

　確かに、などと言わないのが堀之内のプライドだろう。

　ゆえに自分も付き合いで、文もん句くは言わない事にする。

　仕事だ。

　自分達がいるのは特とく待たい科かの校こう舎しやを北に見上げる事の出来る花か壇だん。秋に咲く花が左右に色の段差を作る道上だった。

　ゴミを捨てたというよりも、〝騒いで散らかった〟と言う風情ふぜいのものが、花壇と道の間によく落ちている。それを鉄てつ箸ばしで拾って、袋に入れていくが、

「あー、そういや今日きようは、別のイベントもあるというか、来たの、知ってる？」

「知ってますわ」

　と応じるのは堀之内で、首を傾かしげるのは各務と第三位だ。

　そんな後者二人に対し、自分は肩をすくめて術式陣を一枚広げる。

「──欧おう州しゆうU.A.H.が、観かん杖じよう式しきを行うんだってさ」

「観杖式？　何かねそれは」

　大体予想がついている、という口く調ちようでの各務の問いに、しかしこちらは応じる。

「対ヘクセンナハト用の量産型マギノフレームがロールアウトしたんだ」

「？　対ヘクセンナハトとしては、私達がいるのではないかね？」

「黒の魔ま女じよが、前ヘクセンナハトで自分の手て勢ぜいを月から降ろしたろう？　その対たい抗こうと、万が一ランク一位が敗れた時の対策なんだと」

　ですわね、と堀之内が応じた。

「つまりは私達のバックアップ、と言いたいところですけど、向こうも大変ですの」

「……欧州側の政治ですか」

　第三位が、自分でも疑問に思っている口調で言う。

「うちの科は、欧州勢が多いですから、たびたび聞いています。欧州では、今ヘクセンナハトにおける被ひ害がい状況なども既すでに幾いくつかのパターンを推すい測そくし、戦後のパワーゲームが始まっているという事を」

　言葉に、怒りとは違う諦あきらめが乗っているように思った。その辺り、

　……変わったのか、な。

　以前の彼女ならば、世界を守らない存在がいる事に対し、怒ったように思う。

　だが今の、吐と息いきにも似た雰ふん囲い気きは何だろう。

　……ああ、あれだ。

　自分の守るべき存在が、世界の危き機きを政治としか捉とらえてない事への失望。

　彼女は、〝守る〟側になったのだ。世界全体が自分と同じだなどと考えず、自分に守るべき物があると、そう捉えるようになったのだ。

「そっか」

　自分だって〝馬ば鹿か者もの〟と言われた。それもここ数ヶ月の内に、だ。

　メアリーに先せん輩ぱい面づらなど出来る訳わけも無く、何となく同類感を得る。無む論ろん、そんな事を言ったらこの第三位は突っかかってくるだろうけど。

　……肉食って落ち着けよなー。

　しみじみそう思うが、食生活は個人それぞれだ。そんな事を考えていると、各務かがみが右の手を軽く上げた。彼女はこちらに視線を向け、

「欧おう州しゆう側がそう動いている一方で、米アメ国リカ側は？」

「あー、そう思うよね。……でもぶっちゃけ、米国U.A.H.と他のU.A.H.は別物だから」

　ですわねえ、と堀ほり之の内うちが応じた。

「米国と軍事同どう盟めいを結んでる日本のU.A.H.も、結けつ構こう独自で。だからこの四し法ほう印いん学がく院いんや、ランカー制が設けられますのよ？」
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　堀之内としては、日本U.A.H.の独自性は母達の恩おん恵けいだと思っている。

　何しろ、前ヘクセンナハトにおける代表格の魔ま女じよが、戦場に選んだのがここなのだ。そして母は失われたが、三賢者トロイカの一人は学長として残り、この四法印学院を作った。

「ある意味、前ヘクセンナハトが、各国のU.A.H.の状況を分けましたわね」

　前ヘクセンナハトで大打だ撃げきを受けた欧州各国に対し、被害を受けても大たい国こくとしての備び蓄ちくや戦力があった米国は、U.A.H.としては半なかば離り脱だつし、独自の動きを取っている。欧州のU.A.H.は、米国U.A.H.を御ぎよするだけの戦力も技術力も不足しており、そんなものに足を引っ張られていては危険だったからだ。

　この辺り、男女同どう権けん感覚があり、世界全体に戦力を散らしていた米国は、各艦かん隊たいを復帰させるのも早く、救きゆう援えん物資の輸ゆ送そうや海路と空路の確保安定に尽じん力りよく。その存在感を強くした。

「当時、欧おう州しゆう側としては、東の小しよう国こくが戦場になるならば、欧州側に被ひ害がいは出なくていいと、そんな感じでヘクセンナハトをここで行う事を許可したそうですの。でも結果は欧州にも甚じん大だいな被害が出て、逆に魔ま女じよ戦力の流出をしてしまったんですわ」

　欧州の魔女達が、欧州を出た理由は簡単だ。

「欧州が見捨てて戦場にした東の土地。そこで復ふく讐しゆうと、復ふつ興こうをするために、欧州を始め、各国の魔女達が集まってきましたの。学長が、そこに魔女の養成機き関かんを作ると決めたのは、ある意味、自然な流れでしたわね」

「──しかしそれでは、欧州に魔女の空白地ち帯たいが出来るだろう」

　……解わかった上で問うて来ますわね──。

　故ゆえにこちらも、茶ちや番ばんを感じながら説明を作る。

「だから欧州各国は、復ふつ興こうとEUの強化のためにU.A.H.を共同化。土ど着ちやくの魔女達が日本に行ってしまったため、生え抜きの部ぶ隊たいを創そう設せつする事になったんですわ」

　そして、

「待望の、対ヘクセンナハト用量産型マギノフレームがロールアウト。欧州側としては、これでまた自分達が国際政治の舞ぶ台たいに上がれると、そんなつもりなのでしょう。

　日本などは、この四し法ほう印いん学がく院いんがあるから、欧州U.A.H.の動きは〝欧州の防衛のために喜ばしい〟として、万が一の介かい入にゆうを牽けん制せいしてますわね」

　実際、堀ほり之の内うち家にもいろいろと情報など来ているのだろうが、光こう太た郎ろうや堀之内家自体が宮く内ない庁ちようなどと組んでシャットダウンしている筈はずだ。

「──御お母かあ様さまが戦場とした地。そして後達の場所。ここはある意味、不ふ可か侵しんであり、また、外からの不介入な土地ですの」

「まあ、ボクを始め、だから各国の連れん中ちゆうには、コネクションとして尾がつくけどね」

「そこらビミョーにユルユルですわねー……。まあ、うちも神しん道とう関係が入ってますけど」

　どの国や組そ織しきも、自分達がかつて逃のがした魔女達の知ち識しきや技術が欲しいのだ。それは無む論ろん、公的な援えん助じよとして有あり難がたい事もあるが、

「ヘクセンナハトは、魔女の歴史の最先せん端たんにあるここ、四法印学院のランク第一の権利。

　これに関しては、どの国も組織も、何の否定も出来ませんわ」

　それだけは、確かな事だ。
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　だよなあ、とハンターは思った。

「だからまあ、表おもて向むき応援しつつ、米国や日本のU.A.H.や政治関係としては、欧州の方には〝変な事すんじゃねーぞ〟って感じかな。個人的には、欧州U.A.H.のマギノフレームとか、このところでたびたび映えい像ぞう出てきてたけど、それが正式に配備されるのは見てみたい」

「数は？」

「──約二千」

　おお？　と第三位が息を漏もらすのが欧おう州しゆうU.A.H.の話題ではあるが、ちょっと誇らしい。

　向こうの世界では、魔ま女じよ級の戦力はそれ程でもなかったのだろうと、そう思いつつ、

「一部は露ロ西シ亜ア、中ちゆう東とうやアフリカ、南なん米べいの幾いくらかにも回るね」

「ほう。確かにそれは、戦後のパワーゲームを思し案あんする材料になる訳わけだ」

「だからまあ、今回の観かん杖じよう式しきは、うちの上の方からすると面めん倒どうなんだけどね」

　と、そこまで話して気付いた。

「あ」

　周囲の学生達が、こちらを気にしている。
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　成なる程ほど、ここはある意味、世界の縮しゆく図ずか、と各務かがみは改めて思った。

　魔女というのは、土ど着ちやくの文化や文明の奥おう義ぎだ。最先せん端たんと言って良い。

　それらが集まるという意味でも、この四し法ほう印いん学がく院いんは世界の縮図だが、

「バックにいるものや、そこを思う者達を考えると、ここはやはり世界の縮図なのだね」

　欧州出身の魔女達の多くは、今回の観杖式を誇らしく思っているだろう。

　ランカー戦や、米アメ国リカU.A.H.とは別で、第三の戦力がヘクセンナハトを支えるのだ。

　それはある意味、自分にとっても有あり難がたい。

　……各国がどうあろうとも、ここは不ふ可か侵しんか。

　堀ほり之の内うちが言う通りならば、この学院にいる魔女達にとっても、そうなのだ。

　今いま更さらながらに、己おのれはこう思った。

　……これはきっと、堀之内君のところにいる魔女達も、同じなのだろう。

　所しよ属ぞくを切り、侍じ女じよとなる事で、不可侵の延長となる。

　成程、と自分は再びゴミを拾い始めながら、そう思い、こう呟つぶやいた。

「そんな堀之内家に光こう太た郎ろう君が何でいるのか、ちと謎なぞだね」
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「謎ですってよ執しつ事じ長ちよう……！」

「いらない子ですって執事長！」

「いなくてもいいんじゃないかって執事長！」

「人の評ひよう価かを段階ごとにエスカレートするのやめませんか君達！　私がいるのは、大おお奥おく様さまにお仕えしていた頃ころからの流れです！」

「執事長、それ私達は皆知ってるので、各務様に言って頂いただけませんか」

「い、いや、昔に言ったつもりなんですけどね!?　あれ!?　あれえ──!?　というか君達、設備使って盗とう聴ちようしてるくらいなら表おもてに出て待たい機きしてたらどうですか！」
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　ハンターは、大体の話が終わった後で、ゴミを拾っていた。

　やる事は簡単だ。相変わらずという感じで、先さき程ほどから鉄てつ箸ばしで通路や花か壇だん間ま際ぎわのゴミを拾ってはゴミ袋ぶくろに入れていく。

　途と中ちゆう、幾いくつかの人ひと影かげとすれ違う。多くはゴミ袋をある程度膨ふくらませて、正門側の回かい収しゆう場所へと向かう人影だ。

　花壇の中、踏み込んでいるのは特とく待たい科かのフード姿すがただった。いつもこの花壇の世せ話わをしている人なので、何となく風景的に憶おぼえている。そんな生徒も花の群の中でゴミを拾っていて、今日きようは全体的に昨夜ゆうべの騒ぎのフォローなのだなあ、と思わされる。すると、

「堀ほり之の内うちさん、──手た折おれてしまった花は如何いかがしますか」

　と、向こう、歩きながらメアリーが問うて来る。通り過ぎていく花壇に、明らかに人が倒れた跡があるのだ。

　……昨夜の騒ぎでコケたな……？

　酒飲んで騒いでいたのもいるようだから仕方ない。

　それに対し堀之内は首を左右に振り、

「ここの花壇は学長の管理下で加か護ごが入ってますもの。手折れたくらいでは治ち療りよう加護によって元に戻りますわ。ゴミ拾いは、加護の流れが悪くならないようにするためですの」

「……学長閣かつ下かは随ずい分ぶんと、造ぞう園えん関係というか、花などが好きなようだね」

「そうだっけ？」

　問うと、各務が先さき程ほどから肩上に出している術じゆつ式しき陣じんを手で示した。使し役えき体たいを日光浴させるために展開しているものだが、彼女が言いたいのはそれではなく、

「学長の術式陣は、花をモチーフとしていたね」

「私が学長室を訪れた時も、鉢はち植うえの花を見せて頂いただいた覚えがあります」

　メアリーの言葉に頷うなずくようにして、堀之内が言った。彼女は袋の口を結んで閉じながら、

「学長は、関かん東とう平野の緑地化も進めてますの」

　個人的な事業と聞くが、随ずい分ぶんと大だい規き模ぼに進めていると聞く。

「十年前のヘクセンナハトで、関東は大部分が抉えぐられましたものね。最終的には、北関東の平野を覆おおうような、術式による土ど壌じよう回復強化を行っているそうですけれども……」

　厚あつ木ぎ方面からの戦せん闘とう機きに乗っての見渡しだが、埼さい玉たま、茨いばら城き方面は巨きよ大だいなクレーターが見えもする。

「空から見た感じ、あまり効果は出てないのかなー」

「いえ、効果が少しでも出ているなら、素す晴ばらしい事でしょう。人々の希望になります。第四位、その位、解わかりませんか？」

　こちらがダシにされた感もあるが、メアリーが絡んできた。

　……め、面倒めんど臭くさいヤツだな……！
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　堀ほり之の内うちとしては、メアリーの距きよ離りの取り方が解らないでもない。

　他者の関係に、自分が入って良いものかという懸け念ねん。下手へたに踏み込んで嫌きらわれたら、〝終わってしまう〟ような感覚から、距離を空あけての付き合いを望んでいく。

　錯さつ覚かくとか勘かん違ちがいでなければ、そういうものは自分にもある。

　各務かがみなど見ていると、その辺りが皆かい無むもしくはどうとでもなると思っているようだが、

　……ハンターなんか見ていても、そうですわねー……。

　その点では、メアリーは〝こっち〟派だ。

　人間関係の〝断絶〟を経験した後、そこからどのようなリカバリがあったかで、〝派〟が違う気がすると、そんな事を思ったのは、別にここ最近ではない。

　何しろ、ずっと昔から、断絶のリカバリをせずに母の事などを思い出し、その恨うらみをヘクセンナハトの原動力としていたのだ。

　そしたら泣いた馬ば鹿かがいたので、少々困った。

　ランカー戦は情なさけ無用、その意味でも、他者など構う余よ裕ゆうは無い。そして強く、成せい績せきも良ければ、自然と周囲はこちらと距離を取っていく。

　以前の自分は、ヘクセンナハトに〝断絶〟の恨みを持って臨のぞもうとしたのだ。

　だが、泣かれた。

　こちらを破った相手に泣かれるなど、プライドなんてあったものではない。

　しかし、泣くが勝ち、だ。

　どうしようもない。

　そしてあの時、自分は〝断絶〟の直後にまで戻ったと、今、思い返してそう錯覚する。本当はどうなのか解らないけど、今、それが都つ合ごう良いので、そういう事にしておく。

　定かではない事実を信じるのは、魔ま女じよの仕事だ。

　だがこれが事実であれば良いと思う。

　その上で自分はこう思う。

　……メアリーも、今、同じ感覚でしょうね。

　彼女の場合、断絶は自分よりも近い時期の事だ。旬しゆんの話題は心に逸はやる。いきなり切り替えろと言っても無む理りな話で、だからこその距離の取り方だろう。

　こうして考えると、自分のリカバリに、各務がバディ制として横にいたのは大きいですわね、と、そんな事を思い、

「────」

　……何で各務かがみの存在をそんな大きくしてますの……!?

　あれだ。コミュニケーション取れない子が、親切な人を唯ゆい一いつと考えて尻尾しつぽ振るアレ。メアリーもそんな感じ大分ありますし。

　でもメアリーには、ハンターもいる。そんな風ふうには思う。今先さき程ほどのメアリーの話題の拾い方など見ていても、お互い、それなりの付き合い感はあるのだろう。

　だったら大だい丈じよう夫ぶですわね、と思っていると、普通科校こう舎しやと体育館の間を抜け、正門の傍そばについた。

　ゴミ袋ぶくろの回かい収しゆうは、本土側の業者を呼んでいるようだ。神か奈な川がわのマークをつけた収しゆう集しゆう車しやが三台程停とまっており、何人かの学生が袋を預けていくのが見える。

　と、彼女らがこちらに振り向き、

「……！」

　きゃあ、とか、ひゃあ、とか、ウハァ──！　みたいな、最後は特に何だかよく解わからない嬌きよう声せいが上がって、散っていった。

　走って去って行くのは下級生だ。途と中ちゆう、空中ダッシュを入れたり前転からの大ジャンプで姿すがたを消す彼女達を、自分はただただ見送り、

「何ですの、アレ」

　ゴミ袋と鉄てつ箸ばしを下げている身で騒がれるとは。だが、横の各務が一つ頷うなずきこう言った。

「昨夜ゆうべの堀ほり之の内うち君と私の仮か装そうが効いたのだろう」

　つまり、

「お互いの衣い装しよう交換など、ペアルックにも勝る夫ふう婦ふ感覚だからね」
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　メアリーは、各務の言葉に頷うなずいた。

　……確かに……！

　自分の持ち物を交換するのは、己おのれが元いた世界では結婚の儀ぎに必要な事だった。多くは婚こん約やくの際、花はな婿むこが花はな嫁よめの家へといろいろ納めるところから始まる。

　この辺り、麾き下かの佐さ官かんの結婚式に付き合った准じゆん将しように言わせると、

「成なる程ほど！　名な古ご屋や式だね!?　妹のやつめ、また聞きかじりの知ち識しきを入れたものだから、この世界には昆こん布ぶがあったりするのか……！」

　などと言っていたが、その辺りよく解らないから保ほ留りゆう。

　ともあれ昨夜の二人は印いん象しよう的だった。

　聖せい騎き士しも巫女みこも、どちらも神に仕える職だ。

　自分達とは違う。あれを自分達に置き換えてみれば解わかる。もしも夜に、カラテカや罪ざい人にんが「服を取り替えてくれ」とやってきたら、犯罪案あん件けんでしょうどう考えても。周囲の小学校が翌日から集団下校をしかねない。

　しかし当の堀ほり之の内うちはと言えば、

「何いきなり言ってますの……!?」

「おやおや堀之内君、既すでに結果の出ている事を否定するとは君らしくない。既にネットには君と私の写真が出回ってもいるのだよ」

　と、術じゆつ式しき陣じんに表ひよう示じされたのを見てみる。すると、ややあってから第四位が、

「……これ、各務かがみの自じ撮どりだろう。対たい呪じゆ加か護ご付きなのは知らんけど」

「わ、私が対呪加護したのを流しましたのね!?」

　まあそういう人ですし、という感想で終わるのは、一種の依い存ぞんだろうか。

　と、こちらがそんな事を思っていると、横にいた第四位が収しゆう集しゆう車しやを指差した。

「まあ今いま更さら、という感じだけど」

　ほほう、御二人の事をよく知ってるようで。

「それよかゴミ捨てて、堀之内のところで一ひと息いきつかない？　第三位も一いつ緒しよに」

　……神か……！

　と一いつ瞬しゆん思ったが、自制心が働いた。つい、口から出たのは、

「何を勝かつ手てに決めているのです第四位……！」
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　……ホントに面倒めんどくさいのがいるよ──……。

　まあ今更、という言葉を再度思ったハンターは、堀之内とメアリーを半はん目めで一いち瞥べつ。

　自分のゴミ袋ぶくろと、収集車をそれぞれ指差してから、

「いやまあ、すぐ突っかかってくるのは第三位のクセだとしてさ。ゴミ捨てはしとかない？」

「ほほう、その後に相手になるというのですか」

　メアリーが半目でこちらを見る。背ー高いな畜ちく生しよう、と思うが、速度ではこっちが上だというのも何となく以前の立ち会いで解っている。

　と、堀之内がこちらに手を伸ばした。

「ちょっと」

　という手を、しかし各務が横から摑つかんで止める。

「待ちなさい母かあさん」

「誰が母さんですの!?」

　向こう、ゴミ捨て帰りの下級生達がこっちを一瞬振り向いて頷うなずいて行ったが、特に触れない事にしておく。

　だが、そんな周囲の流れに構わず、メアリーがこちらを見下ろし視線のままで言った。

「お互いの勝負がついていませんでしたね」

「え？　またやんの？　ってか、まだやんの？」

　メアリーが答える事なく、自分のゴミ袋ぶくろを掲かかげた。

　そして彼女は、こっちの手にある袋に視線を向けると、目を細め、

「──では、ゴミの回かい収しゆう量で勝負としましょうか」

　おお、と各務かがみが腕を組んだ。

「ゴミを集めるという動作を考えると、背の高いメアリーの方が遠くのゴミを一動作で回収出来るね……！　これはハンター君、不利だ……！」

　その声に、別の声が重なった。声こわ色いろとしては執しつ事じ長ちようのもので、

「さ……！」

　と、何故なぜかそこで声が消えた。

　そちらかな、と思える校門の方を見ても、彼の姿すがたは無い。

　空そら耳みみだったのだろうか。
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　光こう太た郎ろうは、正門の陰にて侍じ女じよ達に押さえ込まれていた。

　皆が既すでにこちらを地面に制圧している中、侍女長ちようが正門の縁へりから堀ほり之の内うち達を確かく認にんし、

「……注意を引かれています。大きな音を立てないよう、確保から移動を」

「あのですね、貴女あなた達、一体何をいきなり」

「解わからないのですか」

　侍女長が真ま顔がおで振り向くと、横にて地面に耳をつけていた侍女が言う。

「〝流石さすがですメアリー様！〟だなんて、まだメアリー様はうちの子じゃありませんよ執しつ事じ長ちよう」

　そうです。と応じたのは逃とう走そう経路となる校門沿いの歩道を安全確認していた侍女だ。彼女はSWAT式の指信号で前進を皆に命じると、

「執事長は前線に出たり日常的に馴なれ合っているせいで、御お嬢じよう様さまが心を許したら御仲間と、そんな感覚に陥っているでしょう」

「しかし本来の魔ま女じよとは〝家に住み着くもの〟です。──私達としては、うちの中に入っていない魔女に、〝流石です〟は言えないのです」

　その言葉に、光太郎は反射的に土ど下げ座ざをしていた。

「正まさに……、流石道どう……、正に……！」

「解ればいいのです執事長。──さあ、退たい避ひしますよ。ここでハンター様とメアリー様が戦えば、なし崩くずしにうちへと雪崩なだれ込む確かく率りつも上がるでしょう」

　と、侍女長がそう言って、校門の縁から離れた時だ。

「……？」

　侍じ女じよ長ちようの顔横に術じゆつ式しき陣じんが出た。それは、

「……古ふる巣すの」

　独逸ドイツ空軍、第二百師し団だん。U.A.H.G.L-200の飛行船マークが入っているのは、通信用だ。彼女が元々所しよ属ぞくしていた組そ織しきからの一いつ報ぽうは、

　……何です？　一体。

　思うこちらの眼前、侍女長の顔色が変わった。即そく座ざに彼女は、校門の向こうを見み透すかすように視線を向けると、

「執しつ事じ長ちよう。──全侍女に指し示じを。総員、自分のコネクションの最大手に連れん絡らくをとりなさい、と。そして堀ほり之の内うち家と普通科寮りよう居きよ室しつに分ぶん隊たい集合」

「一体何が──」

　振り向いた侍女長が、眼鏡めがねを上げ直しながら、口を開いた。

「……Schlacht戦闘。魔ま女じよには付き物の出来事ですよ」
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　ハンターは、メアリーから視線を外さなかった。

　自分の顔横、不ふ意いに第七艦かん隊たいからの通信を知らせる術式陣が来たが、緊きん急きゆうを知らせる広こう域いき警けい報ほう型ではない。いつでもいいという内容ならば、今は今で危険なので、保ほ留りゆうとする。

　……また何か撮さつ影えいかな？

　気にはとめておき、自分の横に追つい随ずい型で座ざ標ひよう固定。

　見るべき相手は目の前だ。校門、そして南に見える桟さん橋ばしの広場と東とう京きよう湾わんを背景に、メアリーがゴミ袋ぶくろを掲かかげて立っている。

　対する自分としては肩をすくめ、

「つーかさ」

　まあ、第三位の態度も解わからないでもない。こちらと関わるフックがあっても、壁を越えていないし、その壁とは、先日のランカー戦の入口となった自分なのだろう。

　マウントでどっちが上かなど、本人も、各務かがみも堀之内も望んでいないと、そのくらいの理解はあるだろうが、

　……モヤっとしたのがあると、駄だ目めなタイプっているよなあ。

　空から手てをやっていたので、負けるか勝つかしないと友人になれないという、そんな連れん中ちゆうがいるのは解っている。そしてまた第三位のキャラを見ているからに、

　……勝たないと駄目、というのじゃないよなあ。

　だったら、各務に負けた時点で魔女のランクから降りているだろう。

　だとしたら、こっちもメアリーに気を遣つかう必要はない。勝っても苦にがい物を得ずに済むならば、この相手は好ましいとも思うし、そう考えてみると、自分もまた、第三位のキャラを気に入っているのだ。

　この相手は、負けても前を向ける人間だ。

　ただ、と、そこに自分は前置きしなければならない。

　自分達が争う事に、意味は無いのだと。否いな、下手へたをすれば、争う事で損害が生じる。自分達の力がどれだけ役に立つかは解わからないが、次のヘクセンナハトの援えん護ごとして考えた場合、各務かがみ達の次となる戦力は自分達なのだ。

　……だけどまあ……。

　重ねて己おのれはこう感じる。第三位も、そのくらい、解ってない訳わけは無いだろう。

　負けても前を向ける者が、ついていない勝ち負けに燻くすぶって、こちらにちょっかいを掛けてくる。だけど、現実だって見えているならば、

「────」

　ならば、と思い、己は苦く笑しようで告げた。

「──この異世界からのカマセが。何で昼も絡んでくる訳ー？」
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　あからさまな挑ちよう発はつ。

　……な、何考えてますの!?

　ハンターにしては強めとも言える程の口く調ちように、堀ほり之の内うちは懸け念ねんを感じた。折せつ角かくこのところでメアリーとは距きよ離りが詰まってきていると、そう思えるのに。

　何か、溜たまっていたものが溢あふれて、キレたのだろうか。肉ばっか食っているとキレやすくなると、国営放送の〝ためしてハッテン〟で先日見たばかりだが、その場にいたハンターがぽつりと漏もらしたのは、

「──肉食ってないのに突とつ如じよキレて大出力カマす人間は、どうすんの？」

　って、思い返すと何で真ま顔がおで私に問うてましたの？　ねえ？

　ただ、現状は動いている。ハンターの挑発に対し、メアリーが頷うなずいたのだ。

「成なる程ほど」

　しかし自分は気付いた。首を下に振る彼女の表情が、

　……あら？

　笑っている。眉まゆを軽く立てているが、険が無い。そして、

「──米アメ国リカ発の当て馬で私よりランク下が何か言ってますね」
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　……そう。

　堀ほり之の内うちは、メアリーとハンターがまたゴミ袋ぶくろを投げ合うのを見た。

　ハンターは手を前に伸ばして取り、メアリーは手を外に振ってひっつかむ。その上でメアリーが軽くゴミ袋を回すのを見て、ハンターが言った。

「お？　お？　やんならやろうか？」

「いえ、別に、三位は譲ゆずりましょう」

「え？　譲ってくれるの!?」

「ええ、准じゆん将しよう達が一位になったら私が二位で、君が三位です」

「ちょっと構えやあ──！」

　何で関かん西さい弁べんですの、と思うが、カラテカのスキルか何かだろうか。ともあれ自分は、二人がしかし、何か言い合いながらも手を出さないのを理解する。

　否いな、するとしても、テストや、ゴミの取り合いなのだ。ならば、

　……メアリーも、解わかってますのね。

　自分の燻くすぶりもだが、自分達のいる意味を理解し、無む駄だな戦いをしない。やるのは、日常としてよくあるような争いだ。

　魔ま女じよの諍いさかいと、そう言うべきか。

　そしてメアリーは、こちらの近くにいる事を選んでいる。

　故こ郷きようを失い、いろいろ思うところはあるだろう。だが、それらを抑え、今、何が一番大だい事じかを考えて、ここにいる。

　ゆえにハンターは応じる。

　下手へたに大人おとなぶらず、メアリーにいつでも応こたえられると、そういう態度で接する。

　メアリーを〝理解〟する事が、彼女との距きよ離りを遠ざけるのだ。何故なぜなら、全て飲んだ上でヘクセンナハトに向かっている自分達と、燻りのある彼女は立場が違う。

　同じようでいたくても、出来ない立場。だけどそれを無視する気き遣づかいは、しかし彼女に負い目となる。

　今、ハンターが、その燻りを無視しない。

「いつでもやろうぜ──」

　そのような態度を取って受け入れられるのは、ハンターだけだろう。自分達に対しては、メアリーはポジションが決まってしまっている。

　……そういう仲ですのね。

　メアリーもそれを理解した。お互いは向き合い、だが二人同時にこちらを向いた。

「各務かがみ」

「堀之内さん」

　各務がハンターにゴミ袋を投じる。自分はメアリーに手渡しに行く。

　と、その時だ。

「────」

　自分と、各務かがみが投じたゴミ袋ぶくろの間と下を、抜ける風があった。
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　おや、と各務は思った。

　一体いつ、ここまで接近されていただろうか、と。

　四し法ほう印いん学がく院いんの制せい服ふく姿すがた。上着のフードで顔を隠かくした小こ柄がらな少女は、どちらかというと細い足取りでこちらの間を抜けていった。

　最短距きよ離りを行く動きだった。

　自分達がゴミ回かい収しゆうの収しゆう集しゆう車しや前に陣じん取どっていたせいもあるだろう。

　周囲を迂う回かいするより、間を抜けていった方が、回収員の方には〝まっすぐ〟だ。

　だが、気になる事があった。

　……邪じや魔ま扱いではないね？

　自然だったのだ。

　まるで川の流れに落ちた木この葉はのように、走るステップがこちらの間を踊った。

　通り抜ける、というのとも、また違う。ただ抜けていく。

　動きも、着ちやく地ちも、何の反はん力りよくも障しよう害がいもない程の動き。

　ハンターが、彼女を下に通す事になったゴミ袋をキャッチし、こちらに振り向いた。その視線がこう言っている。

「カツ丼どんが食いたいのだねハンター君」

「軽いどころじゃないな、って思ったんだよ……！」

　言葉がこちらに届く頃ころには、フード姿が回収員にゴミを預けている。そして、

「あの子……」

　堀ほり之の内うちが、メアリーにゴミ袋を預けながら小さく言った。

「先さき程ほど、花か壇だんの世せ話わをしていた子ですわ。特とく待たい科かの」
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　少女が、収集車にゴミを預けて、後から来る魔ま女じよ四人の方に振り向いた。

　フードで顔は見えない。

　ただ、対する魔女四人は、それぞれが道を空あけた。

　その意い図とが解わかったのだろう。少女は〝抜けていく〟足取りで、どちらかというと身を軽く揺らしながら、しかし踏む足はまっすぐに行った。

　遅れもせず、急ぎもせず、ただ身を前後する動きで前に行き、

「────」

　ただまっすぐ、中庭北面の花か壇だんへと向かっていく。
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「何か、軽いどころじゃなかった。浮いてる訳わけでも無いけど」

　ハンターは、回かい収しゆう員いんに袋ふくろを二つ預けながら、言葉を作った。

　……ボクとは違うなあ。

　自分などは、踏み込みがベースなので、どちらかというと足音は立てる方だ。消す事も出来るが、そうなると普段の動きとは変わってくる。

　一見ではあるが、先さき程ほどのフード姿すがたの動きは、

「属ぞく性せい系けいか」

　風か何か。自然的な要素に属する術じゆつ式しきの使い手だろう。ただ、

「……ボクら四人が接近されるまで気付かないのは、油ゆ断だんかねえ」

「そうですわねえ」

　堀ほり之の内うちが苦く笑しようで言った時だった。同じように、小さな笑いを作る声があった。

　ゴミ袋を受け取る回収員だ。収しゆう集しゆう車しやの上に座っているのは魔ま女じよなのだろう。清せい掃そう局のツナギ姿だが、脇わきに抱えた箒ほうきを猫ねこのように撫なでている。

　彼女は、遠く、視線を普通科校こう舎しやと体育館の間に向ける。追つい随ずいすれば、そこを北へと抜けていく後ろ姿があった。

　遠くから見ていると、どうって事はない動きだ。だが、

「あの子、いつもああだよ。毎日ね」

　清掃の魔女が言う。下。運転手役の男が、ゴミ袋を圧あつ縮しゆくするテールゲートの蓋ふたを閉めながら、

「花壇の、枯かれた花とか、朽くちた杭くいとか、そういうのを持ってくるんだよ。──気付くとそこに立ってる」

「やっぱり」

　と言ったのは、堀之内だ。

「花壇の世せ話わをいつもしていますわね。確か、特とく待たい科かの三年」

「静かな子だよ。──喋しやべったの、聞いた事がない」

　清掃車の上から、魔女が言う。

「どうだろうね。使し役えき体たいを連れているのも、見た事がないよ。

　何ていうのかな。……いる反応自体が、ちょっと感じられない」
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　使役体を見せずか？　と、ハンターは逆に興きよう味みを持った。

　使役体はフレームの展開に必ひつ須すだ。例外が近くに一人いるが、他にいてたまるか。

　……だとすれば、使し役えき体たいを隠かくしてるか、表おもてに出す意味が無い事になるなあ。

　と、各務かがみが軽く右手を挙げた。

「使役体は、ずっとしまっておけるものかね？」

　その問いかけに、自分はメアリーと共に堀ほり之の内うちの肩の上を見た。

　勝かつ手てに出てきていた朱雀すざくが、競けい馬ば新聞を読んでいる。が、こちらに気付くと、

『…………』

　朱雀が、そのまま術じゆつ式しき陣じんの中に無む言ごんで入っていった。

　明らかにドアの閉じる音がして術式陣が消え、主人が慌あわてて手を振りながら、

「ほ、ほら、代々伝わるものですから、成人してますのよ!?　賭かけ事ＯＫですわ！」

「どういうフォローだ」

「まあ、デカ夫君も、呼ばずとも自分で出てくるがね？」

「私のマカブルも、私自身が常時マギノフレーム展開状態なので、基本は出ています。出力が食われるので身を隠しはしていますが」

　自分のヘッジホッグも、似たような物だ。

　無む論ろん、使役体が表ひよう出しゆつしていないタイミングというものもあるが、

　……毎日となると、ちょっとどうかなあ。

　更さらには、

「反応がない？」

　問うたのは、収しゆう集しゆう車しやの上に、だ。

　すると午後の日差しに逆光で頷うなずいた魔ま女じよが、はっきりと言う。

「ああ、私の仕事は、そこらの検けん知ちが重要でね」

　そうだな、と運転手が、助手席側のスライドドアから車内に乗り込む。上に座っている魔女はこちらに手を上げ、後部側に結けつ界かい術式と思われる術式陣を立てた。

　魔女の居場所から生まれた塵じん芥かいは、気付かぬうちに術式の影えい響きようを受けている事もある。それを封じるためのものだ。処しよ理り場じようが学がく院いんの外にあるからこその処しよ置ちだろう。

　……地元だと、火曜が術式関係のゴミの日だったなあ。

　時とき折おり、ゴミ回かい収しゆうボックスが燃え上がったり足が生はえて走り出したりと、そんな事もあった。

　だが、ゴミの中の流りゆう体たいを検知出来る魔女の言げんならば、

「本当に、使役体無しなのかね」

「まあ、流りゆう派はによってはいろいろあるし、特待科って、そういうものなんじゃない？」

「……だけど、フレーム展開無しの魔女とか、戦せん闘とうでは不利だろうなあ」

「そういう意味で特待科所しよ属ぞくなのかもしれませんわ」

　言われて見ると、確かにそうだ。

「特待科とは、優ゆう秀しゆうとか、そういう括くくりよりも、〝特とく殊しゆ〟である、という分類の方が強いワンオフ術じゆつ式しきの使い手が集まりますもの」

　じゃあ、と己おのれは言った。今さっきの流れで思うのは、

「危なかった？　あんな風ふうに接近されて」

「もし彼女がランカーだとしたら、かね？」

「不ふ意い打うちでも、疑ぎ似じパッシブの反射系けい防ぼう護ごは基き礎そでしょう。右手は空あけてましたわ」

　引いた。
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「いや、さあ……」

　ハンターが外を向いて言う言葉に、各務かがみは同意した。

「左に私、右に堀ほり之の内うち君が立っていて、こう、堀之内君が左手でメアリーに袋ふくろを渡そうとしていたと言う事は、つまり堀之内君、相手に右手を見せないで撃うつ気だね？」

「何かあったら、という用意は無む意い識しきにでもしておくものですわ」

　流石さすがであるね、と思うこちらに、堀之内が横目を向けて言った。

「先に気付いたのは各務でしょうに」

「動線の流れに流れ込んで来たからね」

「流れ……、ですか？」

　メアリーの問いかけに、己おのれは頷うなずく。

「自分達が作った動線には、自分達の気け配はいの残ざん滓しがある。髪かみが風に靡なびくようなものだ。

　そこに沿うように〝合わせてきた〟からには、流石に気付くよ」

「合わせて？」

「風か何かだとは思うがね」

　こちらの歩く動きに、引かれて来る。普段の動きは軽いステップだろう。それが、他の〝動き〟に近づくと、引き込まれ、しかし逆らわない。

　抵てい抗こうしない事で、流れに乗って、前に行く。

　こちらの間を抜けていったのは、それだ。

　こっちに干かん渉しようする訳わけではない。

「ある意味、非干渉を貫つらぬくための動きだ。こちらの動作を利用しているので、邪じや魔まをしてしまったかのように感じるが」

「回かい避ひ系けいですか」

　メアリーの言葉に、それが事実という意味で頷いておく。

「無む論ろん、避けられるならば、回り込みや不意打ちも可能だ。回避転じて攻こう撃げきと化す。歩ほ法ほうの技術ならばハンター君の範はん中ちゆうだろうね」

「あの動きだと、踏み込んでの打だ撃げき力に繫つながらないって」

　確かに、と応じた時だ。収しゆう集しゆう車しやの上から清せい掃そうの魔ま女じよが告げた。

「ランカー上位は、何を見ても物ぶつ騒そうな時期だね」

　あはは、という笑い声をつけて、収集車が動いた。前に出る。一度、切り返してターン。そのまま東とう京きよう方面への道を走っていく。

　そして次の収集車がやってくるのを見て、堀ほり之の内うちが後ろに気付いた。

「後の人達が来てますわ。──とりあえず手を洗いに、うちの部屋にでも行きましょう」
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「御お嬢じよう様さまの、帰き宅たく宣せん言げんが出ました！」

「メアリー様も同伴！　これでメアリー様にも〝流石さすが〟を使えます！」

「待ちなさい皆さん！」

　と、校門脇わきから、学校を囲む壁を急ぎ乗り越えながら、光こう太た郎ろうは言った。

「それより危き急きゆうの用件があります……！　御嬢様に一いつ報ぽうを！」

「いや、あの、執しつ事じ長ちよう」

「何ですか君！　御嬢様に緊きん急きゆうの案あん件けんを伝えるのに問題が!?」

「この学校の壁、進入禁止の結けつ界かいがあって、今、警けい告こくが三秒切りました」

　言われて見上げると、術じゆつ式しき陣じんが数字を表ひよう示じしている。

　零ゼロだった。




　　　　　　　　　　●




　遠く、南東の方から落らく雷らいのような音が来たのをメアリーは感じた。

　……何事でしょうか。

　まあ、この学がく院いんだとよくある事だ。術式科なら、実験室の壁が吹き飛ぶくらい週二、三のペースで起きている。

　しかしそんな事とは別に、堀之内の居きよ室しつに呼ばれた事実に意味がある。

　……つまり、仲間として認められたという事ですか……！

　堀之内の誘い方を良い方に考えるならば、もとよりそのつもりだった感もある。

「感謝いたします」

　頭を下げると、堀之内が肩を震わせて振り向いた。

「な、何ですのいきなり？」

「メアリーはこの辺りが礼れい儀ぎ正しいのだよ。堀之内君は寛かん容ようなので、私が一部屋借りていても放ほう置ちしてくれていたくらいだが」

「他人を住居に招き入れるだけではなく、自由に住まわせると……！」

　一いつ瞬しゆん、「ガバガバではありませんか」と言いそうになったが、堀之内の真ま名なの関係もあるのでやめておいた。逆返しを食らう禁きん忌きワードの可能性もあるのだ。

　……この方は本当に恐ろしい……！

　神しん道とう恐るべし。

　ともあれ言葉に甘えるつもりで行こうと、身を翻ひるがえした堀ほり之の内うちに付いていこうとする。

　と、不ふ意いに第四位が右の手を上げた。

「あ、おい。──面白いの始まった」

　は？　と振り向くと、第四位が映えい像ぞう用の術じゆつ式しき陣じんを広げていた。

　振り向いた堀之内も、即そく座ざに同様の術式陣を広げるが、

「これは──」

「何かね？」

　ええ、と堀之内が言った。

「先さき程ほどの話であった、観かん杖じよう式しきですわ。欧おう州しゆうU.A.H.の」
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　光こう太た郎ろうは、その映えい像ぞうを空と重ねて見ていた。

　寝ているのは芝しば生ふの上。四し法ほう印いん学がく院いんの南東にある、外壁の間ま際ぎわだ。

　先さき程ほど、迂う闊かつに塀へいを乗り越えようとしてセキュリティに引っかかり、雷らい撃げきを食らったので動けなくなっている。

　周囲には侍じ女じよ達がいるが、

「あ、動けるようになったら言って下さい。お茶会してますんで」

　との事で、こちらは指先だけ動かして、学内のセキュリティ関係に報告だ。

「先程の警けい報ほうと雷撃は特別な事じ態たいではありません。私の方で試験をしただけです」

　どんな試験かは言わん。

　ただ、身体からだの整せい調ちよう加か護ごが働くまで、お茶会の横で術じゆつ式しき陣じんを見ていた。

　幾いくつかの懸け念ねんで視線を向けるのは、欧おう州しゆうU.A.H.の観かん杖じよう式しきだ。

　……これは──。

　そこは、色のない空の下。森と山さん岳がくに囲まれた場所だった。

　広い。

　飛行場どころではなく、一都市に匹ひつ敵てきする程の広場が整地されていた。

　岩だ。

　日照から言って、標ひよう高こうの高い地ち域いき。南と東西を背の高い森に抱かれ、北には、この広場を水平とするために垂すい直ちよくの角度で長大に抉えぐられた山さん脈みやくがある。

　山の切せつ削さくが異常だった。

　一直線に、まるで豆とう腐ふでも割ったように、山の基き部ぶとなる岩の地ち層そうまで掘られている。

　削けずり跡の幅は三十キロを超えるだろう。高さも最大で二キロを超える箇か所しよがある。

　しかし映像から見晴らす限り、その断面は一直線だ。途と中ちゆう、地層の間から滝たきが零こぼれており、断面下に設けられた人工河か川せんに流れていくが、スケール感が大き過ぎて捉とらえ切れない。

「……ルエーガー閣かつ下かが、一人で作ったんですよ、そこ。他のU.A.H.の上うわ役やくや、政治家達から何も言われない場所が欲しいって。一晩で」

　芝の上に広げたトラベルシートの上、紅こう茶ちやを淹いれながら欧州出身の侍女が言う。

「リスベス・ルエーガー。三賢者トロイカの一人で独逸ドイツ代表。そして前ヘクセンナハトの後、欧州側に戻り、魔ま女じよ達が抜けて空白となった土地を支えた現げん存そん最強の魔女です」

　あ、と彼女が言った。

「歳としの事を言うと笑顔で怒られます」

『その通りだ』

　いきなり、映像から声がした。

『憶おぼえているならよしだ〝緑の月〟。貴き様さまは出来は悪いが、叱しかられた事は忘れなかったな』

　……え？

　映えい像ぞうは双そう方向通信ではない。しかもこれは、衛えい星せいを介かいして世界規き模ぼで報じられている内容の筈はずだ。だが、侍じ女じよ長ちようがサンドイッチのバケットを空中の術じゆつ式しき陣じんから引き出しながら、

「女は、自分の噂うわさを聞きつけるものですよ、執しつ事じ長ちよう。各務かがみ様や御お嬢じよう様さま達が衛星軌き道どう上からの監かん視しに気付くのと同じです」

「閣かつ下かは侍女長の事を嗅かぎつけないんですか？」

「私は噂しませんから」

　女って怖こわい……、としみじみ思う身であったが、すぐにそんな思し考こうは吹き飛んだ。

　映像の中で、動きがあったのだ。
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　光こう太た郎ろうが見たのは、魔ま女じよ達の整列だった。

　古こ来らいからの言い伝え通り、黒のノーマルフレームに身を包んだ魔女達が広場にいる。

　だがその列は、酷ひどく離れていた。お互いは約三百メートル単たん位いで距きよ離りを空あけ、横と縦たてに並ぶ。ただ、この広場は横に長いため、それだけの間かん隔かくを空けても、

『ここに主力二千人がいる』

　映像から響ひびく声に、風が被かぶった。寒風を感じさせるのは、乾いた山さん岳がくを降りてきた北風だからだろう。そしてU.A.H.に纏まつわる二千という数は、

　……マギノフレームを召しよう喚かんするのですか。

　量産型マギノフレームが、その数だった筈はずだ。

　そして映像に、声が一つ来た。

『──Start』

　直後、色あせた広場に、光の灯とう火かが来た。魔女達の手元に来るのは、

「ノーマルデバイス」

「だね」

「──剣けん砲ほう型。各務かがみ様のと似てる？」

「片かた刃ば？　ちょっと包ほう丁ちようみたいだよ」

　などと侍女達が声をあげる先。間隔を空けた二千人がその手に黒の刃やいばを携たずさえていた。

　片刃の直剣。砲と一体化したそれは非変形型だ。だが、

「出力一体型で、主駆く動どう系をとにかく強化してるね」

「撃うってる間、動けなくない？」

「自分で動けよ。それより──」

　という言葉の続きは解わかる。

　二千人がそれを眼前に、祈るように立てて構えたのだ。

　直後。先さき程ほどとは比較にならない程の莫ばく大だいで、流りゆう体たい光こうが空に弾はじけた。

「早……!?」

「え？　途と中ちゆうのテンションアップ無し!?」

　侍じ女じよ達が声をあげるのも無む理りは無い。

　……ハンター様のように、ノーマルフレームからの高速マギノ展開が可能ですか！

　その通りのものが、乾いた空へと召しよう喚かんされた。

　二千本の片かた刃ば直剣が、色のない空に向けて抜ばつ刀とうされたのだ。
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　ハンターは、軽く息を詰めた。

　……見せつけるねえ。

　ノーマルフレームからの高速マギノフレーム展開。これは本来ならば、ノーマルフレーム時にフロギストンハートを過か熱ねつさせ、段階的にアップするものだ。

　一応、自分達は、この時に意い気きを上げるためのキーワードなどを用意し、常にフロギストンハートを安定した過熱状態に保つ事で、その高速マギノ展開を可能とする。

　しかし今見たものは違った。

「駆く動どう系けいの割り切りだね」

「知っているのかねハンター君！」

　どういう振り方ですの、と堀ほり之の内うちが半はん目めになるが構わない。自分は、直剣のジェスチャーとして両手を軽く左右にまっすぐ広げ、その中央辺りに、

「ここに、恐らく砲ほう撃げきと推すい進しん系けいを兼ねる大型駆動系を持ってるんだ」

「砲撃と推進系を兼ねる？」

　首を傾かしげたのは、メアリーだ。第三位の彼女のマギノフレームは、消しよう滅めつ術じゆつ式しきを扱う強力なものだが、機き動どう性として目立った部分は無く、装そう甲こうも薄い。これはメアリーに言わせれば、

「基本、デバイス内に組むべき駆動系は、その出力を〝攻こう撃げき・移動・防ぼう御ぎよ〟の三点割り振りで、重点を何に振るかでデバイスの個性の大半が決まりますよね」

　そう、と己おのれは応じた。

「フォームとデバイス。合わせたフレームが複雑大型化した場合、必要な出力も大型化する。つまり〝攻撃・移動・防御〟の三点分の出力が必要になる。そしてフロギストンハートを過熱する際も、三点分だ。だけど──」

　自分は、映えい像ぞうに見えるマギノフレームの砲ほう身しん基き部ぶとなっている箇か所しよを指で示してから、

「作るのが、二点分になったらどうなる？」

　問うた先、各務かがみが腕を組んだ。

「──〝攻こう撃げき・移動・防ぼう御ぎよ〟の三点を〝（攻撃・移動）・防御〟の二点にした、と？」

「そう。攻撃と移動システムを直結したんだろう。その場合、フロギストンハートによる過か熱ねつは二点分で済む。しかし、二点分の容よう量りようを持った大型駆く動どう系けいを組む事が出来るから、フロギストンハートの凄すごい過熱補ほ助じよが可能なんだ。──恐らく、今のはそれ」

「何でそれを皆、今までやって来なかったのかね？」

「攻撃と移動の出力を兼用したら、攻撃中に移動出来ませんし、移動中に攻撃出来ませんわよ？　まあ、ある程度の余よ剰じよう出力は回せますけど、戦せん闘とう中においては危険ですわ」

「成なる程ほど、つまりは──」

　各務かがみが口くちの端はを上げて言った。

「月から降りてくる魔ま女じよやその下げ僕ぼく達を狙そ撃げき。そして接近したら砲ほう撃げきをせずに突とつ撃げき。

　それだけに特化したマギノフレームという訳わけだね？」
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　これは無む茶ちやな思し想そうですわね、と堀ほり之の内うちは思った。

「量産型と言いますけど、でもこれでは、魔ま女じよの封ふう印いん内での戦闘を行ったところで、太刀たち打うち出来ると思いませんわ。あまりにも戦せん術じゆつが固定され過ぎてますもの」

「だとしたら、何でこんなマギノフレームを大量に？」

「解わからないかねメアリー」

　各務の声と共に、自分は、彼女と一いつ緒しよにハンターを見た。

　視線の先、ハンターが肩をすくめる。

「欧おう州しゆうU.A.H.の考えはこうさ。──黒の魔女との戦闘は、日本にいる魔女が好きにやればいい。自分達は二千のマギノフレームを使用して、欧州の防ぼう衛えいに入るってね」

　つまり、と自分は言葉を継いだ。

「ヘクセンナハトの戦後。黒の魔女と戦闘したという誉ほまれは日本に差し上げよう。

　──でも、無む傷きずで残り、次代における世界の覇は権けんを握るのは欧州だと。

　そういう事ですのね……？」

　だとすれば、この観かん杖じよう式しきについては、思う事がある。

「……これは、欧州U.A.H.がヘクセンナハトと決別するという事ですの？」

「そうではあるまい」

　各務が言った台詞せりふに、己おのれは振り向いた。

「どういう事ですの？　だって、これらのマギノフレームでは、黒の魔女に対たい抗こうするのは難しいと思いますわ？」

「エースの魔女でもいるのかなあ……？　あ、さっきから声だけ聞こえているオバさん？」

『今何て言った』

　ハンターが半はん目めになって、自分は鼻の前に人差し指を立てた。

　……そういう人ですのよねー……。

　ただ、各務かがみの言った事が気にはなる。

「まさか、三賢者トロイカの一人がランカー戦に飛び込んでくるとか、そんな話ですの？」

「いや、そんな事はしなくても大だい丈じよう夫ぶだろう。もっと単純な手で、欧おう州しゆうU.A.H.がヘクセンナハトに関わる事が出来るのだ」

　そう各務が言葉を作っている間だった。

　自分達が見ている映えい像ぞうの中で、動きがあった。

　並ぶ二千の黒い剣。空に、天てん上じようの中央に向かって立つ刃やいばの先に、光が生じたのだ。

　術じゆつ式しき陣じんだ。
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「そうだね。それが正解だ」

　と各務が言うのを、堀ほり之の内うちは聞いた。そして視し界かいの中央で、光が見えた。

　二千本の剣の先、そこに広がる術式陣が重なり、巨きよ大だいな一枚になったのだ。

　……出力統とう合ごう!?

　二千の全てが翳かざす訳わけでは無い。中央列の一千程のみ。だが各辺十五キロを超えるその術式陣は、中央に文字を記していた。

《JUMP》

　移動術式だった。それも、距きよ離りを進むものではない。大出力任せの、

「転てん移い跳ちよう躍やく!?」

　幾いくつかの〝あり得ない〟を己おのれは思った。

　転移系の術式は魔ま女じよの術式としてはよく知られた物だ。物体の移動を、運動ではなく、位置の変化でも無く、変へん更こうで行う術。空間跳躍や歪わい曲きよくという類たぐいのこれは、強力な移動術式であると共に、もう一つの意味でもよく知られている。

　制限と条件が厳きびしいのだ。

　何しろ、空間の二点を結ぶと言う事は、〝こちら〟の他に〝あちら〟にも術式を作用させる必要がある。

　それは、自分が不在の場所にまで術式を発生させるという事だ。

　己がいない場所で、何かをする。これは、

「──この世界の魔女達でも、至し難なんな事かね？」

「自分がいない場所で、自分に食事や勉強をさせておく事が出来ますの？　──それを可能とするのが魔ま術じゆつですけど、物体の位置変更となると、至難ですのよ？」

　精せい度どや出力は距きよ離りによって膨ぼう大だいとなり、その結果、

「多くの転てん移い術じゆつ式しきは、術じゆつ者しやの見える範囲に限定されたり、送り先に〝受け手〟が必要ですわ」

　前者は短距きよ離りの瞬しゆん間かん移動。後者は〝門〟と呼ばれるタイプの術が代表的だ。物理的な焦しよう点てんとなる場や相手を用意し、そこを転移術式で結ぶのだ。

〝門〟の方は、先日、似たような事をやった。

「私の消しよう滅めつ術式による高速移動。それを堀ほり之の内うちさんが利用した先日の〝岩いわ戸と開け〟が、似てると言えば似てますね。あれは私が自動的に〝受け手〟となった訳わけです」

　だが今、目の前で行われているものは、そうではない。

　欧おう州しゆうU.A.H.は、これら一千の刃やいばを何処どこかに飛ばすつもりなのだ。

「つまりアレかね。単一規き格かくのマギノフレームを集合させ、同期させる事で、莫ばく大だいな出力を必要とする術式を可能とした、と」

「それも〝攻こう撃げき・移動〟を単純化させるという犠ぎ牲せいをつけて、ですわ」

　ですけど、と己おのれは、続く〝あり得ない〟を思った。

「それを行って、……何処どこにその刃を飛ばしますの!?」
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『簡単だ』

　魔ま女じよの声が響ひびいた。

　通信の映えい像ぞうと、それだけではない。

　四し法ほう印いん学がく院いんの空。四し方ほうに渡る全ぜん域いきから、その声が落ちてきたのだ。

『ここだよ。──新しき魔女の学まなび舎や』

　直後。全長五百メートルの刃が、一千の数をもって四法印学院を一いつ斉せい包囲した。
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　映像を見ていた魔女は、気付くのが遅れた。

　映像の中では、転移術式が弾はじけて散った下から、一千の刃が無くなっていた。

　だが、それらが全て、自分達周囲の空に来訪したとは、思わなかったのだ。

　だから誰だれもが、まず初めに風を感じた。

　四方から、吹くと言うよりも押しつけてくるような大たい気きの厚みが来たのだ。そして自分達を巻く空気の流れに逆らい、四方を見た魔女達は、それらを確かく認にんした。

　空に並んだ縦たての刃。

　まるでこちらに切りつけるようにして、一千の直剣が学院を囲んでいる。
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『御お嬢じよう様さま』

　堀ほり之の内うちは、まるで開放型のドームのように並ぶ一千の包囲を確かく認にんした。

　光こう太た郎ろうの声が通信術じゆつ式しきから聞こえる。

『御お嬢じよう様さま、今、日本にはヘクセンナハトに備え、各国の軍ぐん隊たいが駐ちゆう留りゆうしている事は、理解されていますね？』

「はーい、ボク知ってるー」

　うんざり顔で術式陣じんを開くハンターだが、外部との通信を行おうとした術式陣が歪ゆがんだ。

　……干かん渉しようですわね。

　周囲を囲んだマギノフレームが、それぞれの結けつ界かいを繫つなぎ、その出力で通信網もうの〝壁〟を作っているのだ。

　見れば、正門の向こう、いつもなら見えている筈はずの本土側が揺らいでいる。

　光学側まで歪ませるとなると、マギノデバイスの防ぼう護ごとしては充分だ。〝砲ほう撃げき・移動〟は一いつ括かつしていても、防ぼう御ぎよ側においては独立出力らしい。

　……全く。

　周囲で、学生達が動き、身み構がまえる気け配はいと音がする。欧おう州しゆう側出身の魔ま女じよ達もいるだろう。

　だが今は、

「皆が……、防護を固めに入りました！」

　メアリーが、校内のネットに繫ぎ、全体の動きを把は握あくする。

　彼女のいる術式科は、欧州出身者の多い場所だ。それが対戦状況を作ったとなると、

「これは、欧州U.A.H.側の独断と言う事か」

『はい。各務かがみ様』

　では、と応じて、己おのれは問う。

「各国は、基本、私達の警けい護ごや、ヘクセンナハト当日の防護などを担当して下さいますのよね？　──それが今、どうしてこんな事を？」

　言う言う、というハンターの言葉を余所よそに、光太郎が応じた。

『ええ、非常に申し上げにくいのですが──』

　渉しよう外がいなどを担当する自分の執しつ事じ長ちようが、こう言った。

『御嬢様、欧州各国が、四し法ほう印いん学がく院いんの運営権けん限げんを要求しています。──ヘクセンナハトの実行と、対たい抗こうする魔女の選出を管理するためだと』
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「ほほう」

　という各務の頷うなずきに、慌あわてるものを感じないので、多分自分の思し案あんも正解。

　つまり、と堀之内は内心で前置きして、言葉を作った。

「さっき言っていたのは、こういう事ですのね？」

「──ヘクセンナハトも、各国にとっては政治のカードにしか過ぎぬという事であるな」

　口く調ちよう自体は、非常につまらなそうだ。

　……面白がられても困りますけどもね──……。

　予測の範囲を超えなかったと、そういう事だろうか。

　ただ、各務かがみが背後となる正門側を親指で示した。

　意味は解わかる。これだけ派は手でな〝囲い〟を作ったのだ。相手は正しい位置からやってくる。

「魔ま女じよの好きな裏口からじゃないの？」

「これは〝政治〟ですのよ」

　まあいいですの、と思うくらいには余よ裕ゆうはあるし、足を速める。

　だが、正門へと今度は手ぶらで歩きながら、各務が言った。背を見せて言った。

「もしも黒の魔女を倒す事が出来れば、その魔女を擁ようする国は、他国に対して充分なアドバンテージを得る事になる」

　相変わらずのつまらなそうな口調だ。

　だが、続くこちらも、並びながら応じてやる。

「──発言力と、軍事力ですわね」

「軍事力？」

　メアリーの一歩遅れた問いに、回答が外から来た。光こう太た郎ろうだ。

『ええ、そうです。何故なぜなら、黒の魔女を倒せると言う事は、黒の魔女以上の脅きよう威いが生じた、という事でもありますから』

「元々、この世界の魔女は中ちゆう世せい以い降こう、その戦せん闘とう力が軍事的に認められて復権しましたの」

　補ほ足そくする。

　異世界から来たメアリーには、知ち識しきとして知っていても、実感として解わかりにくい事だろう。

「だから魔女達が国こつ境きよう越えて集合している日本、特にこの四し法ほう印いん学がく院いんではあまり感覚ありませんけど、国境を未いまだに意い識しきせざるを得ない欧州などは、ある程度の戦力になる魔女というと兵器として見られる向きもありますの」

『その通りです御お嬢じよう様さま。──そして今回の件は、正まさにそうした見解からなるものかと』

　では、と己おのれは前置きした。

「──各国は、まだ決けつ着ちやくのついていない状態から、私達を管理しておこうと？」

『そういう事のようです、各務様』

　と、光太郎が言ったと同時に、ハンターが手を上げた。

　彼女は空を見上げ、ややあってから遅れた足取りを取り返し、

「あ、うちは学院側みたい」

「さっきから、南西の空に見えていた星のようなのは、それかね？」

「月監かん視し用のF-18を垂すい直ちよくに上げて、こっちに向けての光学通信」

『モールスですか？　欧おう州しゆうU.A.H.側にバレるのでは』

「いや、第七艦かん隊たいだけの符ふ号ごう。解かい読どく無む理りだよ。週一で変わる艦内の行動規き範はん書に当てる文字数指し示じだから。規範書も副ふく艦かん長ちようの手書きだから関係者以外が読むと酷ひどい事になるし。

　今はハワイに停てい泊はくしていて、準備次第他国の牽けん制せいに出て来るらしいけど」

　ハンターが出した術じゆつ式しき陣じんには、受送信不能状態となった通信関係が表ひよう示じされている。それは先さき程ほど彼女を支持している第七艦隊から送られてきたものだが、

「ヘッダは〝欧州U.A.H.見とけ〟で、添てん付ぷはアレだ。そこに浮いてる連れん中ちゆうのマギノデバイスの、公表スペック」

　やってくれる、とハンターが言った。

「主駆く動どう系けい、三機とか言ってるよ。それどころか試験テスト杖ロツドは本当にその形で飛ばしてる。

　こりゃフツーの設計だと思わされるって」
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　つまり仕込みか、と各務かがみは苦く笑しようが漏もれるのを自覚した。

　この段において仲間割れのような世界とは、正直、妹も性格が悪くなったというものだと、そんな風ふうには感じる。だが、

「……後々の時代における世界の覇は権けんを、少しでも自分の方に傾けたくて、わざわざそんな仕込みまでするとは、世界が芳ほう醇じゆんな証しよう拠こかもしれないね」

「自じ虐ぎやくなのか褒ほめてるのか、解わかりませんわよ？」

「感心しているのだよ。ある意味、感動的でもあるね。そしてまた、そんな動きに対して、ハンター君の仲間達が牽制しようというのか」

「でもそれ、逆に事じ態たいが混乱しませんか」

　だよねえ、とハンターが腕を組む。

「火ひ種だねばかり増えて、どうするんだ、って感じだけど」

　言っている間に、再び正門に出た。正面にある門の向こうには、幾いくつかの人ひと影かげがある。

　……魔ま女じよか。

　黒のマギノフォームに身を包んだのは、自分達よりも年上の魔女だった。

　よく考えてみたら、四し法ほう印いん学がく院いん関係以外で魔女を見るのは初めてだ。

　ハンターとの空中戦をした時、米アメ国リカの空を渡りはしたが、地元魔女との遭そう遇ぐうは無かった。この辺り、妹の創そう作さくの世界としての〝隙すき〟かと思っていたが、

「これだけ、いたものか」

　と、呟つぶやいた時だった。前に出て行こうとする自分達を、堀ほり之の内うちの手が止めた。

　軽く掲かかげられた右腕に従うのは、

「生徒会長として意見すべきがあるのかね？」

「いえ、それ以前に前に出たい人がいますわ」

　堀ほり之の内うちが言葉を作る間に、学がく院いんの空という空に術じゆつ式しき陣じんが展開した。

　四し方ほうどころか八はつ方ぽうを過ぎ、全周に渡った上で、学院内の要所に咲いた魔ま女じよの通信手段。それは、花の形をしていた。

「学長閣かつ下かかね」

　言葉通りの相手が映った。学長だ。学長室から、窓の外となる南を見ているのだろう。室内をややアオリ気ぎ味みに背景とした彼女が、全ての位置に向かって言葉を放つ。

『警けい告こくします』

　聞こえたのは、単純な拒きよ絶ぜつだ。

『踏み込めば敵と見なします。いいですか、欧おう州しゆうU.A.H.』
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　……相手を定義しましたわね。

　事じ象しようの定義によって把は握あくと掌しよう握あくをするのが、魔女の力の使い方だと、堀之内は思った。そしてその通りに学長が相手を名指しし、包囲に向けて警告する。

『我が学がく院いんは不ふ可か侵しん。そのように十年前、約束した筈はずですよ？　──リスベス』

　放った台詞せりふには名前がついていた。

　そう、見えている。自分達の正面、警告が飛んだ正門の向こうにいる魔女達を割って、一つの影がやってきたのだ。

　長身の女だった。

　黒のケープと制せい帽ぼうを被かぶったブーツ姿すがたの彼女は、右の目を眼がん帯たいで覆おおっていた。白の交じった髪かみを頂いただく顔は、しかし老ふけている訳わけでは無い。

　母がいたら同年代だ。その事を自然と受け止めつつ、己おのれは声を掛けた。

「それ以上踏み込むと、敵と見なされますわよ。──リスベスおば様」

「──満みつる」

　彼女が、今いま更さら気付いたという素そ振ぶりで、足を止めた。

　正門の直近だった。そして彼女がこう言った。

「久しぶりだな。あと、おば様はやめなさい」

　後ろで、深く息を吸って、ハンターがしかし小声で横に問うた。

「……各務かがみ、誰だれあのババア」

「自分も知らぬがあの三み十そ路じ越えの女性は、恐らく重要人物であろう」

「あの、二人とも、〝年上の女性、しかし私達よりダブルスコアかも〟くらいで……」

　……三人とも聞こえてますわよ……!?

　思っていると、正面から声が来た。ハ、と小さく笑って、

「聞こえているよ、そこのランカーども」

　そう言って翳かざされるのは、一枚の術じゆつ式しき陣じんだった。文書を示した内容は、

「U.A.H.代表、リスベス・ルエーガー。U.A.H.の決定により、四し法ほう印いん学がく院いんの保ほ護ごに参った」

　……やはり、そう来ましたわね？

　先さき程ほど各務かがみ達と話した通りだ。

「世界の魔ま女じよ達は、この四法印学院を決けつ戦せんの要所として、また、要員の養成所として考えている。ゆえにランク一位を完全決定しようという現在、その保護が必要だと判はん断だんした」

　つまりはこういう事だ。これはやはり、さっき各務が言った事だが、

「……欧おう州しゆうU.A.H.は、そのやり方で、ヘクセンナハトを掌しよう握あくしようという訳わけですのね」
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　堀ほり之の内うちの言葉に理解の頷うなずきを作りながら、メアリーは思った。

　……つまり、黒の魔女とは別の、世界の覇は権けん問題があるのですね。

　半歩前に立つ各務が、堀之内に小さく問うた。

「どのくらい強いのかね？」

　正面。正門の向こうに立つリスベスという魔女の事だ。

　……手練てだれですね。
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　見ただけで解わかる。それも、こちらに眼がん力りきが無くても理解出来る程、だ。

　身に纏まとっている制せい服ふくは恐らくノーマルフォーム。だがそれが本当に衣服になっている。

　布のように柔らかい板や、そういう〝形〟のものではない。制服がそうであるように、流りゆう体たいで糸を作り、編んでいる。

　自分達とて、ランク上位ならばその程度の所しよ作さはする。しかし、彼女のそれは衣服としてシャツや上着ごとに製法が違い、使用している糸もまた太さや色まで変えている。

「准じゆん将しよう」

「うむ、……制服フェチだ。出来るぞ彼女は……」

　堀ほり之の内うちが、やや後ろに回していた右の拳こぶしを青あお筋すじが出来るくらいに握ったが、とりあえず自分に見せる意い図とは無かったものと理解しておく。

　ただ、堀之内が肩越しに振り向いて言った。半はん目めで各務かがみを見み据すえながら、

「先のヘクセンナハトで、母や学長先生達と〝トロイカ〟を組んでいた人ですわ。ヘクセンナハトで母は亡なくなりましたが、学長先生はこの四し法ほう印いん学がく院いんを作り、リスベスおば──。リスベスさんは、現U.A.H.の構こう築ちくに協力しましたの。一応は、独逸ドイツの代表となりますわね」

「つまり、十年前のランク二か三であるのか。──今はどうなのかね」

　各務の疑問に、正門の向こうから声がした。

「血けつ気きに逸はやってもいい事はないぞ。──現ランク二」

　放った言葉を促うながしとするように、リスベスが空に顔を向けた。笑えみなのは、こちらの態度を良しと見たのか。

　彼女は表情をそのままに、学長に告げる。

「時間がない、スリズィエ。学院の制せい御ぎよを、私達に」

『不要です、リスベス』

　学長の言葉に、己おのれはふと、一つの反応を見た。

　リスベスだ。彼女が、表情を変えたのだ。

　それは、学長の拒きよ絶ぜつともいえる台詞せりふに対してだったが、

　……怒り、ではありませんね……。

　一いつ瞬しゆんだが、確かに彼女は眉まゆ尻じりを下げたのだ。
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　メアリーの視し界かいの中、リスベスが表情をシフトした。

　拒絶を嫌いやがるように、戸と惑まどいにも似た顔は、だが一いつ瞬しゆんで消えた。

　次の瞬しゆん間かん。彼女が眉を立てて口を開いた。視線は強く、空の術式陣を睨にらみ、

「だが、スリズィエ──」

　そこから先の言葉は、抗こう議ぎか懐かい柔じゆうか。解らなかったのは、不ふ意いの影が飛び込んで来たからだ。

『リスベス』

　学長の声に乗るようにして、背後の空から降ってきたのは、小こ柄がらな姿すがた。

　桜さくら色いろのノーマルフォームに、鍬くわ状のデバイスを携たずさえた少女は、自分達とリスベスの中間に着ちやく地ちをした。

　こちらから見える背は薄く細い。しかしそれに比べて異を感じたのは、顔だ。

　……マスク？

　顔を隠かくすためだろうか。ガスマスクを深く被かぶっていたのだ。

　そして着地から身を起こす彼女の動きが、視線で辿たどりにくい。

　動きがスムーズで、違い和わを感じないからだ。ゆえに自分は、

「──堀ほり之の内うちさん」

　同時に、学長が告げた。

『踏み込みましたね』

　先さき程ほど、表情を変えた時だろう。リスベスが、半歩、正門に踏み込んでいた。

　その咎とがめを合図とするように桜色の少女が動く。

「────」

　行った。
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　光こう太た郎ろうは、一いつ瞬しゆんの攻こう防ぼうを見ていた。

　……始まっていますか！

　お茶会を進めていた侍じ女じよ達は、今、学がく院いん内の各所に散っている。幾いくらかは相変わらずの茶会状態だが、それは周囲を囲むマギノデバイスからの監かん視しに対する陽よう動どうだ。自分も、侍女の一人、ステルス系けいを得意とする南なん米べい出身のラテン系魔ま女じよと共に正門へと急行していた。

　ステルス術じゆつ式しきを解除せず、マントのように上に掲かかげた侍女が言う。

「ジャガー系なんで、足音も消してますけど、正直、あのレベルだと通じないです」

「結けつ構こうです。状況の確かく認にんが出来れば──」

　と、言ったところで、距きよ離り四十メートル。そこで攻防が交差したのだ。

　ガスマスクをつけた少女。桜さくら色いろの、恐らくは花をモチーフとしたノーマルフレームの少女が、リスベスに突っかけた。

　リスベスに対しては不ふ意い打うちのタイミングで、自分としても、彼女が着ちやく地ち姿勢から立ち上がりに移行するところでようやく気付いたくらいだった。

　彼女は、前に立ち上がりながら両腕で鍬くわ状のデバイスを前に振った。しかし、

　……当たらないですよ!?

　鍬は、振った軌き道どう上にしか力を発はつ揮きしない。メアリーの持つ鎌かまならば、その内側に搔かく事が出来るが、鍬はそれこそ刃はが軌道先にしか向かない武ぶ器きだ。

　そんなものを振るうとは、

　……命知らずの、正せい義ぎ漢かんですか……!?

　案あんの定じよう、攻こう撃げきは当たっていない。

　しかし、鍬の軌道上に、あるものが列となって生じた。

　花だ。

「あれは……」

「伏せて下さい執しつ事じ長ちよう！」

　頭を更さらに押さえ込まれた瞬しゆん間かん。流りゆう体たいで円えん弧こ軌道に咲いた花群が風に散る。

　その直後。正面から光と力が生じた。

「爆ばく砕さい術式です……！」

　リスベスと少女の間に、直ちよつ径けい三メートル程の爆ばく発はつ光が連れん鎖さ発生したのだ。
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　各務かがみは、リスベスの反応を見た。

　面白い、と思ったのは、彼女が下がらなかった事だ。

　ただ、欧おう州しゆうU.A.H.の魔ま女じよは、右の腕を振った。下から上へと軽くスナップする軌き道どうで生じたのは、

　……直剣型のデバイスか！

　一いつ瞬しゆんだった。

　彼女に迫り、拡大する爆ばく発はつ光の円えん弧こ軌き道どうに対し、刃やいばはしかし当たらなかった。

　刃は先さきから生じたのは、青黒い光の軌道だった。

「あれは──」

「リスベスおば様の空間切断ですわ！」

「解わかっているね堀ほり之の内うち君！」

　彼女の言う通りの技が、そこに生じた。激げき突とつすると思われた爆ばく砕さいの光と力が、左右に割れ、僅わずかに青黒く翳かげったリスベスの背後で、それはまた結ばれ、爆発したのだ。

　……おお。

　音がした。力が弾はじけ、地面が揺れた。だがまるで、見えぬ鞘さやにでも納め守られているかのように、リスベスの周囲だけが何も無い。

　辺りに散るのは、爆発の花から散った流りゆう体たいの花はな弁びらばかり。風は後から巻いてくる。

　そしてリスベスが前に出た。刃を天てん地ち逆さに立てて構えて前に出た。

　直後。ガスマスクの少女が手を振った。

　空中に柔らかく広がるのは、灰はいだった。それも、流体光を纏まとった拡散から生まれるのは、

「また花か……！」

　リスベスが刃を削そぐように上へと振った直後。再度の爆発が群で生じた。

　先さき程ほどよりも密みつ度どが上がっている。その事実が示すのは、

　……あのガスマスクの少女のフロギストンハートが、過か熱ねつしているのだな……！

　だが、花を散らし、流石さすがに今度はその風を浴びながらリスベスが声を放った。

「花の術じゆつ式しきか……！」

　相手が使うのは、花をモチーフとした術式。その事実を確かめた上で、リスベスが言う。

「その術式、スリズィエの──」

　問いかけに至る言葉は、最後まで生じなかった。

　一歩を軽く下がった少女が、こう言ったのだ。

「ランキング一位」

　小さな。抑えた声だった。それは一ひと息いきの間を置き、言葉を繫つなげた。

「──それが私」
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　堀之内は、ガスマスクの少女の台詞せりふに、身を震わせた。

　……やはり、そう来ましたわね……!?

　学長の宣せん告こくと共に飛び込んで来た彼女は、つまり学長の手のものだ。

　ランク一位は、その正体が外に知られていない。が、学長は知っている。

　この事実に、懸け念ねんがあった。

　それは、ランク一位と学長が密みつ接せつではないか、という事だった。

　学長の指し示じや示し唆さによって、学長の代わりに何かを為なす強力な存在。ランク一位がその通りであるならば、その正体などが明かされていない意味も解わかる。

　……しかし──。

　今、目の前で生じた一連の流れと、学長の指示で解った。

　魔ま女じよのランク一位は、学長の麾き下かにあるのだ、と。

「──堀ほり之の内うち君」

　各務かがみも、同じ事を理解したのだろう。こちらの名を呼んだ意味は充分に悟さとれる。

　己おのれは、生徒会長なのだ。

　それは学生の代表として意見をまとめ、学長達、教員や経営陣じんに物を言い、決定事じ項こうをまた学生側に還かん元げんするものだ。

　学長とは、敵であるとも言える。今、学長の態度は明確になった。だが、学生としてはどうするか。その決断をしようとした瞬しゆん間かん。

「堀之内君」

　もはや横から、という並びになった各務が、こちらの右手を握った。

「生徒にとってラスボスの堀之内君が一番に出ては、いけないというものだろう？」
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　リスベス・ルエーガーは、元ヘクセンナハト代表候こう補ほの一人だった。

　現在はU.A.H.代表としてこの場に来ていた。

　転てん移い系けいの術じゆつ式しきは、空間切断を行う自分にとっては親しいものだ。マギノフレーム二千本の大出力によって、その半数をここに転移してきたものだが、

　……しかし、欧州からここまでが限界とはな。

　実用領りよう域いきではあるが、距きよ離りとしては地球半周にも足りていない。だが、飛ばすものが小さければ距離が伸びる訳わけでは無い。寧むしろ、送る物の〝場〟が弱くなり、距離が短くなる。

　ベストの形が〝あれ〟なのだ。

　そしてここに来てみたところ、堀之内の娘むすめが他ランカーを連れてきているかと思えば、

「ランク一位がお出迎えか……！」

「違う」

　正面。ガスマスクをつけた姿すがたが、桜さくら色いろのノーマルフォームの身を一歩下げると、両の腕をこちらに叩たたきつけてくる。

「迎えない。排はい除じよする」

　灰はいだ。

　流りゆう体たいを仕込んだ花はな咲さきの投とう射しや。

　爆ばく砕さい術じゆつ式しき自体はこちらに当たる物では無い。己おのがデバイスによる空間切断は灰の煙であろうと完全に断ち割って左右に押しのけるのだ。だが、

　……滞たい空くう時間が長くなっている？

　今までは、割って押し払ったら爆砕していた。しかし今は違う、左右に割った後、風に巻かれたようにこちらの背後へとまた寄せてくるのだ。

　これはつまり、

「空間切断にすら対応する〝風〟の巻きか!?」

「教えない」

　いい、どうせ解わかる事だ。否いな、既すでに大体は解っている。そして、

「────」

　前に踏んだ瞬しゆん間かん。桜さくらのノーマルフォームが後ろへと一回転した。

　そこに自分はデバイスの刃やいばを叩き込む。下から上に、しかし、

「おお」

　相手が、デバイスの鍬くわを、後方一回転の中で振り抜いていた。

　どちらも下げ段だんからの天てん上じように向かう一いち撃げきだ。

　刃と刃は先さきが激げき突とつする。

　火花と流体光が同時に散って、こちらの空間切断が一部無効化された。

　直後。花が咲いた。

　背後に流れて、ゆっくりと舞っていた灰が花と化して爆ばく散さんした。

　後ろがやかましい。

　しかし、気を付けるべきは、前だ。

　……今、こちらの空間切断に干かん渉しようされた。

　次が危険だ。

　空間切断は一部穴が作られる。そこに花を突っ込むのが相手の狙ねらいに違いない。

　なかなかやる。対たい処しよ法は幾いくつか思いつくが、最も派は手でなのは一つだ。

　ゆえに己は指し示じした。前に一歩を踏み、相手を追う形になりながら、

「砲ほう撃げきしろ」

　瞬間。空から桜色のノーマルフォームに対し、八本の光こう柱ちゆうが突き立った。

　天に構えていたマギノデバイス八本から、主砲ほう撃げきを叩き込んだのだ。
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　ハンターは、欧おう州しゆうU.A.H.の判はん断だんを見た。

　……ランク一位を、ここで排はい除じよするって……!?

　空にあるマギノデバイス八本が、即そく座ざの回かい頭とうをしたのは解わかっていた。その真ま下した近くにいるランク一位にも、巨きよ大だいな影の動きは見えていた筈はずだ。

　だが、相手が退たい避ひをしないよう、リスベスが距きよ離りを詰めた。

　その直後に砲ほう撃げきだ。

　当たれば無ぶ事じでは済まない。

　その事実は、二つの意味を持っている。

　一つは、リスベスと名乗った欧州U.A.H.代表が、学長に対し敵対を望んだ事。

　もう一つは、彼女がランク一位を欲していないという事だ。

　学長の子飼いは要いらないと、そう見せつける排除は、

　……ヘクセンナハトの勝利よりも、この場の支配を優先するって事かよ……！

　順位的には自分達よりも上のランク一位だ。ヘクセンナハトに出場するならば、こちらよりも彼女の方が勝しよう率りつが高いと、そう言えるというのに、

「思い通りにならないと排除か……！」

　話し合いの余よ裕ゆうはあったろうか。

　否いな。喧けん嘩かを売ったのは学長側だ。だったら仕方ないと、そう思ってしまうのは、やはり自分も大たい国こくたる米アメ国リカのやり方が身に染しみついている。

　握あく手しゆを望むなら仲間。敵であるならば全力で潰つぶす。それが大国のあり方だ。

　現状の流れを、米国U.A.H.が知ったらどう判はん断だんするだろうか。そして、

「ランク一位がここで終わる筈はずも無いだろうねえ」

　その通りだというように、一歩前に立つ堀ほり之の内うちが動いていない。

　それは、この八発の砲撃があったとしても、

「私達だって、この位は凌しのげますよ」

　横にいる第三位が言った瞬しゆん間かん。それが生じた。

　空から降った八撃が、地面からかち上げられる動きで跳ね返されたのだ。それも爆ばく発はつ光に変えられ、空へとぶちまけられて、だ。そして八発の打だ撃げきを返したのは、地面から生はえた、

「流りゆう体たいの森……!?」
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　リスベスが見たのは、森の発生だった。

　ただそれは、自分の故こ郷きようにあるような黒の森ではない。踏み込む事すら容易ではない濃のう密みつな森林ではなく、闊かつ歩ぽが可能な人工の森。それも、

　……桜さくらの森……！

　場所としては、三十メートル四し方ほうだろうか。

　桜舞い、散るに任せた森が、地面から空へと勢いよく跳ね伸びた。

　淡い色をした、雲にも見える花枝の掲かかげに、八発の力が激げき突とつする。

　直後。桜咲く上面の花群が一いつ斉せいに誘ゆう爆ばくした。まるで花に導どう火か線せんで着ちやつ火かしたかのように、爆ばく砕さい術じゆつ式しきが咲いて渡り、手を取り合っていくよりも速い速度で光と音が衝しよう撃げきを拡散。

　激げき震しんが大たい気きと地面を押し、桜の森が揺れた。

　そして反動で、桜が散った。

　今までのように、散らされていたのではない。一度力に打たれ、それに抵てい抗こうするかのように森を拡大。更さらに大きくなる動きで空に全体を振りあげたのだ。

　八発の砲ほう撃げきが下からかち上げられた花の怒ど濤とうにカウンターを食らい、

「……っ」

　最初の爆ばく発はつを起き点てんとするように、空を鳴動させる連れん鎖さ爆発が生じた。
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　空が破は裂れつした。

　そう思える力で風が巻き、校こう舎しやと学生寮りように激突するのを、伏せた姿勢の光こう太た郎ろうは確かく認にんした。

　一いつ瞬しゆんで生じた衝しよう撃げき波はが、鉄板のように校舎と学生寮の壁に激突。爪つめ痕あとのような擦さつ過かを幾いくつも生み、対たい爆ばくシャッターを高い音で震しん動どうさせる。その力はこちらにも届き、

「……く！」

　あ、私、ちょっと防戦に回るヒーローみたいですね、と思った直後。剝はがれて転がってきた石いし畳だたみの石が横よこ面つらにヒットした。

「顔上げてると当たりますよ執しつ事じ長ちよう！　あ、もう当たった！　アハハ！」

　ラテン系けいはこのノリだから！　と思っていると爆ばく圧あつのピークが自分達の上を踏み越えていった。それは明らかに力のローラーとして石畳を洗い、

「────」

　一瞬の無音と引き替えに、酷ひどく明るい視し界かいを寄よ越こした。

　爆圧が上を通過したのだ。そして、

「執事長！」

　言われて気付けば、そこに森があった。

　流りゆう体たいで作られた桜の森が、学がく院いんの正門近くから普通科校舎の方にまで広がり、更さらに拡大しつつあったのだ。

　あっという間に校舎や通りを密みつ林りんに埋めていく流体を見て、己おのれは息を飲んだ。

　一つ言えるのは、

　……ランク第一位の持つあの桜さくらの森は、対マギノデバイスに対する絶対防ぼう御ぎよですか！

　何しろ彼女はまだノーマルフレームだ。

　その状態で構こう築ちくした森が、マギノデバイス八本の主しゆ砲ほう撃げきを凌りよう駕がする。

　欧おう州しゆうU.A.H.のマギノデバイスは、〝攻こう撃げき・移動〟を兼ねた出力系けいで、砲撃に絞しぼればその威い力りよくは並のデバイスの倍を計上出来る筈はずなのに、だ。

　それを凌しのいだ。

　だが、事じ態たいは止まっていない。空にあるマギノデバイス八本が反動で下がり、

「別のものが来ます！　横から十六発！」

　侍じ女じよが叫んでこちらの頭を下に押さえ込んだ瞬しゆん間かん。己おのれは見た。

　桜さくら吹雪ふぶきだ。

　四し法ほう印いん学がく院いんの正門前から東とう京きよう湾わんに向かって、数百メートル単たん位いの空に桜色の流りゆう体たい光こうが舞い散ったのだ。
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　いつの間に、とリスベスは思った。

　砲撃指し示じを出したのは、隙すきでは無かった。何しろ自分は、相手の挙きよ動どうを完全にこの片目に収めていたのだ。

　瞬しゆん歩ぽや、借力、移動系術じゆつ式しきを利用した挙動ならば、完全に掌しよう握あく出来る。

　この少女の身のこなしの技となっているものも、自分はよく知っている。

　だから相手に初動があれば見切れると、そう思っていた。

　だが、違った。

「桜の森か……！」

　少女ではない。森が、動いたのだ。

　否いな、それだけではない。

　桜の枝が、花はな弁びらが、それら全てが自じ律りつ動作を行ったのだ。術じゆつ者しやの指示など無しに、ただ彼女を守るように、しかも、

「〝風〟の術式だな!?」

　風は生じていない。だが、枝が鳴り、葉がさざめく音が響ひびいた。

　そして花弁の雲が何もかもを覆おおった。自分達の方に止めどなく押し寄せ、一いつ斉せいに散り、

「面白い……！」

　己は刃やいばを抜いた。

　右腕の一刀ではない。眼がん帯たいに翳かざした左手から、そこから引き抜く二刀目だ。

「使ってやるぞ……！」
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　空が割れた。

　それも南から北へと、斜め十じゆう字じの突き抜けで、だ。

　もはやキロ単たん位いに広がろうとしていた桜さくら吹雪ふぶきが、Ｘ字に貫かん通つうされる。その交こう叉さの二撃げきは容易たやすく全てを割りながら数百メートルの軌き道どうに拡大し、その下した端ばは四し法ほう印いん学がく院いん普通科校こう舎しやの西棟とう屋おく上じようを切断した。

　直後。空間切断によって四分ぶん割かつされた桜の吹雪が光に散った。

　四法印学院正門奥から東とう京きよう湾わんに向け、大だい規き模ぼな流りゆう体たい爆ばく発はつが生じたのだ。
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　四法印学院の防ぼう護ご結けつ界かいは最大出力で爆ばく圧あつを迎げい撃げきした。もはや耐えるのではなく、攻こう性せい防ぼう御ぎよとなる反発術じゆつ式しきを展開。表ひよう層そう面の直下と建けん造ぞう物ぶつ壁面の内、打だ撃げき対たい抗こう部を反発力によってパージ。爆圧に対し、跳ね上げた構こう造ぞう材ざいを境きよう界かいとして激げき突とつしたのだ。

　それは爆圧の波に対し、その反転形を打ち当てるという相そう殺さい方式で、完全とは言えぬまでも、初期の緩かん和わと、続く正式な防護術式の展開に繫つなげる役目を果たしていった。

　衝しよう撃げきする。

　外壁や表面を失い、脈みやく動どうする加か護ご経路や装そう甲こうを露あらわにした四法印学院南面を、今こそ衝撃の圧が打撃する。だがそこで防護加護が連動。受けた打撃を学院全ぜん域いきへと、その建物の隅すみにまで分散して消しよう去きよに掛かる。

　しかし爆圧が外へと浸しん透とうしていたのが、問題だった。

　東京湾。その海を打った衝撃波は、まず浅い海底が露わになる程の力を水に与えた。その圧力は地ち殻かく側を歪ゆがませ、四法印学院の南面側は地下へと深く打ち込まれた足場ごと約一メートル半を沈ちん降こう。

　直後。全ての反動が上へと跳ね上がった。

　学院の防御システムが全て、上面からの打撃に向かって対抗している最中の出来事だ。

　南面側の足場が幾いく本ほんか折れ、波打った構造体が破は断だんした。先に元ランク二位と四位が争い、断だん裂れつさせていた箇か所しよを基き礎そに、今こそ学院の正門側から中央部に掛け、その基礎構造体が裂さけたのだ。

　各所からは危険状態を知らせる警けい告こくの術式陣じんが立ち、空では円えん弧こに整列していた一千の刃やいばが、南面においては列を大きく乱していた。

　今、反動で跳ね上がった東京湾の底から打ち上げられた海水が、雨として降ってくる。

　泥どろを含んだ黒い雨を、しかし一人の女が切り裂いた。

　U.A.H.代表リスベスだ。彼女は土砂どしやのように振ってくる雨を十字に裂いて青空を浴び、

「ははは……！　やはりそうか！」

　正面。そこに彼女の敵がいる。

「その術じゆつ式しき、スリズィエのものだな……！」

　敵は応じなかった。ただ小こ柄がらな細身は、未いまだ伸長する桜さくらの森を背後に手を回した。

　花が咲く。しかしそれは爆ばく発はつを呼ぶ物では無い。彼女の首や手首、頭に冠かんむりとして掛かり、

「マギノフレーム」

　言葉と共に、あるものが出現した。

　鍬くわにも、一ひと葉は一ひと茎くきの小草にも似た、しかし全高五百メートルを超える大おお杖づえだった。
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　堀ほり之の内うちは、神しん道とう式の結けつ界かい術じゆつ式しきで防ぼう護ごを張っていた。

　神道による結界は、境きよう界かいの外と内を〝別〟とするものだ。防ぼう御ぎよと言うよりも場の異い相そう化で、流りゆう体たい爆ばく砕さいの直ちよく撃げきでなければ大体の安全は確保出来る。

　その筈はずだった。

「堀之内君！　何かギシギシ言ってないかね？　この結界」

「外の圧が強過ぎて、場の基き礎そとしてる地面がちょっとマズいんですのよ……！」

　ついでに言うと、土砂どしやの雨が厄やつ介かいだ。海底の砂は当然のように海の〝相〟を持つため、今この仮かり初そめの大地の〝相〟とは干かん渉しようする。

〝場〟に基き準じゆんを委ゆだねる結界防御としては、少々やりにくい現場と言える。それを悟さとったのか、背後で使し役えき体たいを呼び出していたハンターが吐と息いき付きで告げた。

「あー、三みつ矢やの防御より便利じゃないかコレ、と思ってたらそういう欠けつ陥かんかー」

「欠陥じゃありませんのよ!?　想そう定てい外がいですのよ!?」

　ともあれ、気になる事があった。後ろ、第一位の方から目を離していないメアリーも気付いているだろう。それは、

「……使役体は、何処どこですか!?」

　肩の上に、朱雀すざくが術式陣じんから「やれやれ……」という風情ふぜいで出てきたが、貴方あなたの事じゃありませんのよ？

　第一位だ。彼女は今、展開したマギノデバイスの足下にいる。

　桜色のマギノフォーム。恐らくは花はな弁びらをモチーフとした衣い装しようだ。だが、

「マギノフレームを展開する際も、使役体が見えませんでしたよ……！」

　メアリーの疑問に、応じる声があった。

　頭ず上じようだ。それも後ろの校こう舎しや側。振り仰ぐと、爆砕の風が巻く空に、術式陣じんが見えている。

　学長だ。外に出ているのだろう。中庭の北面、花か壇だんの中に立つ彼女は、フラットな視線を前に、そこに立つ自分の旧友に向けて言葉を放った。

『リスベス、下がりなさい。怪け我がをしますよ』

　直後。マギノデバイスが動いた。

　立てた鍬くわにも、まるで片葉をもいだクローバーのようにも見える杖つえ状じようのデバイス。飛行能力を考えたならば基本的に水平に長くなるデザインの筈はずだが、

　……縦たて長なが……？

　花、草、植物と、そういうイメージなのだろうか。

　だが、鍬の刃はとして、また、一ひと葉はのデザインとなっていた部分が展開した。

　葉が、左右に分離したのだ。三つ叉またの鍬にも見える偏かたよりのある三つ葉は、その表面に無む塔とう砲ほうを幾いくつも備え付けていた。

「あれは……」

　呟つぶやく間に、それが来た。

　花だ。まるで莫ばく大だい量の花か粉ふんをまき散らすように、無塔砲の多重から一いつ斉せいの花が群れた。

　桜さくら色いろの雲は、先さき程ほどよりも大量に、もはや煙や玉になって宙ちゆうを転げ落ち、しかし地面に落ちるまでも無く散り、

「……！」

　対するリスベスが前に出て、背後の魔ま女じよ達を守りに入った。

　その直後。

　何もかもが、一斉に爆ばく発はつした。
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　東とう京きよう湾わん中央で起きた爆発は、その発光を南東へと流し、連れん鎖さする。

　一つ一つの爆発は、大きさもまちまちだ。直ちよつ径けい一メートル程で衝しよう撃げき波はに変わるものもあれば、周囲の爆ばく光こうを食って数十メートルに達するものもある。

　そして東京湾の水が食われた。

　散る爆ばく破はの吹雪ふぶきが、水面に漂ひよう着ちやくと同時に炸さく裂れつしたのだ。

　海面を穿うがち、しかし水によって反はん響きようする爆発の音は、空には高く跳ね、海中には低い打だ撃げきの震しん動どうとして深く響ひびいた。

　まるで岩がぶつかるような低音が、海の底から多段に散る。それらの唸うなりが連続し、重なっていったところで、ある事が生じた。

　海底が露ろ出しゆつしたのだ。

　その時にはもう、空に舞った爆発の吹雪が東京湾の対岸に届きつつあった。

　距きよ離りにして約十キロ。幅にして約三キロ。それだけの空間を花が舞い、追って洗うように爆ばく砕さいが薙なぎ払って割った。

　風。海。空。水も大たい気きも、花が届く限りは音が裂さいて破は砕さいする。

　結果として東とう京きよう湾わんの空と海が、南北に割れた。

　水が破は断だんして海底を抉えぐり、何もかもをＶ字に大空へと跳ね上げた。

　そしてことごとくが光に散った。花の寿じゆ命みようは一いつ瞬しゆんだ。全ては流りゆう体たい光こうに戻り、大たい気きへと溶けて消えていく。

　あとには、復元する海の波は濤とうと、花を巻く事の出来ない大風のみが残っている。
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　光が霧きりのように広大な空間を飾る中、少女は鍬くわ型のデバイスを手に絡ませるように回し、そのまま腰を渡らせて逆の手にまで流した。

　二回転程、捻ひねりをつけて指先でスピンさせてから一ひと息いき。

　爆ばく発はつの残ざん滓しとなる流体光の散る向こう。敵のいた位置に対し、

「────」

　ガスマスクのグラスを向け、自分自身は背後に流体の桜さくら木ぎを再展開しておく。

　そして正面を向くと、マスク内で反はん響きようした、ともすれば空くう洞どうを通した声で彼女は言った。

「やったよ。マーマ……」

　彼女の視線が行く先。そこには何も無くなっていた。

　あるのはただ夕日の差す正門前。

　人工地ち殻かくが大きく裂さけ、飛沫しぶきを上げる波が正門の縁へりにまで届いていた。
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　……これがランク第一位の戦せん術じゆつ……！

　光こう太た郎ろうは、侍じ女じよの指し示じで共に校こう舎しや側へと移動しながら、それを見ていた。

　東京湾を割った威い力りよくは、その水の谷間から空に吹き上げる力で、空の色も変えていた。

　大気に含まれる水分などが圧あつ縮しゆくされ、恐らく学がく院いんの東から千ち葉ばの対岸に掛けては雨が降っているだろう。わずかに暗くなった空は、雨の部分だけ暗く、海面から三百メートル程の壁のように見えていた。

「執しつ事じ長ちよう、これ天てん変ぺん地ち異いですかね。海を割って雨を降らすとか」

　無む論ろん、その程度なら堀ほり之の内うちを初めとして、各務かがみやハンター、メアリーも行うだろう。高出力の主しゆ砲ほうを叩たたき込めば海など楽に割れる。

　だが、それは威力によって海が裂けただけだ。

　広範囲にわたって一いつ斉せいに〝割る〟のは別だ。

　花の吹雪ふぶきの滞たい留りゆう性と、それが爆発に転じる事で起きる破は壊かい力の塊かたまり。

　今、相手はわずかな時間で、東京湾の半分程を割って見せた。その速度を見るに、

「……下手へたに移動して射しや撃げき位置を定めようとしたら、その間に、東京湾全体が花吹雪に覆おおわれますよ。アレ」

　それはどういう事か。侍じ女じよが、舌した打うちし、仲間達と通信を重ねながら言う。

「広範囲、莫ばく大だい空間の一いつ斉せい爆ばく発はつ。それも一いつ瞬しゆん防げばいいという爆ばく弾だんなどではなく、多重に舞い散り、防ぼう御ぎよしても差し込まれてくる防御不能の爆発術じゆつ式しき。しかも波状がデフォルトです」

「回かい避ひ方法はあると思いますか？」

「防御で周囲空間を固める結けつ界かいですね。自分からも攻こう撃げきは出来ませんけど。

　だって考えて下さいよ、プールに浸つかった状態で水を防御しようっても無む理りな事です。しかもそのプールは一いつ瞬しゆんで逃げ場のない程に拡大する。きっと今までの相手は、それに気付いて防御を固め、しかし手も足も出せなくなって、やがて削けずられて終わったんです」

　つまり、

「──撃うつとか、切るとか、消すとかではありませんね。

　一発一発は弱いかも知れませんが、戦場となる場所を爆発で満たし、完全支配下に置く。

　それが第一位の戦せん術じゆつです」
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　その少女は思った。

　敵を退しりぞけた。それも相手の中ちゆう枢すうとなるトップをやっつけた、と。

　よくやった。褒ほめて貰もらいたい。

　だって未いまだ散っている流りゆう体たい光こうの欠片かけらの先、砕くだけた人工島の裂さけ目には誰だれもいない。

　あとはただ、周囲にある約一千のマギノデバイスをどうにかすれば良いだけ。

　だが、己おのれは前を見ていた。

　正面。距きよ離りにして十メートル程の位置にある正門。現状、門自体は残っているが、その入口にまで人工地ち殻かくの基き盤ばんは裂け、海が波を弾はじいている。それだけだ。

　しかし、自分は一つの違い和わに気付いた。

「……近い？」

　風景が妙みようだ。

　見えている正門の向こう。そこにある風景が、他とズレている。

　それは正確に正門の幅。そして高さにして十五メートル程。そこに見える東とう京きよう湾わんの空や波が、周囲からズレている。まるで、ズレの向こうにある光こう景けいを映したスクリーンのように、だ。

　花はな弁びらが一つ飛んだ。

　桜さくら色いろの一枚は、一歩前にズレた風景へと、宙ちゆうを行き着いて触れ、

「見せて」

　要求の一ひと言ことに応じ、爆発が一つ起きた。

　そして砕けが空中を走った。一つ前にズレた風景が光こう爆ばく一発で破は壊かいされ、割れて落ちていく風景の向こうに、本来のものが見えていた。

　ズレなく、距きよ離りや全ての消しよう失しつ点を合わせた東とう京きよう湾わんの風景と、敵がそこにいた。リスベスと名乗った女と、彼女の麾き下か。更さらには、

「──誰だれ!?」

　見知らぬ魔ま女じよが二人いる。黒の、処しよ刑けい人型と、白と緑のカラテカ型だ。
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　ハンターは、内心で冷や汗あせを搔かいていた。

　……マギノフォームの展開が間に合ってよかったなー……。

　欧おう州しゆうU.A.H.の防ぼう御ぎよに回る。それが堀ほり之の内うちの出した指し示じだった。

　ゆえに自分は第三位と共に両者の間に飛び込んだ。ヘッジホッグの操そう作さを左手で主とするクセのある自分が、第一位と向き合って左、第三位が右という位置だ。

　背を見せてからバックステップを入れ、接近する事で、欧州U.A.H.側に援えん護ごの意い図とを知らせる。一応は米べい軍ぐん内のハンドサインを腰の後ろに回した右手で行っておく。

　そしてマギノフォームを一気に展開。

　そこから第一位の攻こう撃げきを凌しのぐ必要があったが、この花はな吹雪ふぶきが面めん倒どうだった。

　何しろマギノデバイスを展開しようとしても、花吹雪が広大な空間を支配していて、巻き込まざるを得ないからだ。結局とったのは、

「ボクがデバイスの装そう甲こう部分だけを展開して防御。第三位が消しよう滅めつ術じゆつ式しきで周囲の空間を遮しや断だんする結けつ界かいを作るって事だけど」

　第三位の結界作成は、ランカー戦における北ほつ極きよくでの戦せん闘とうの時と同様だ。自分達のいる空間の周囲を消滅するため、そこには谷が生じ、自分達のいる部分は周囲から隔かく絶ぜつする。

　北極での戦闘時のように複雑な形にしていないため、外から見れば、隔絶分だけの距きよ離りが縮まり、周囲の風景がズレているように見えたろう。

　そして結界内に既すでに入り込んでいたり、結界の隙すき間まから入ってくる花吹雪を防御するのは自分の役目だ。方法は簡単で、

「装甲板を展開した際、故こ意いに〝食わせた〟上で私の消滅術式にぶつけるとか、随ずい分ぶんとやり方が乱暴ですね、第四位」

「利用出来る物は即そく座ざに利用するのがサバイバルってもんだよ第三位」

「貴き様さまら……」

　間に立っていた欧州U.A.H.代表がこちらに振り向く。

　だけど視線を返している余よ裕ゆうが無い。何しろこっちはマギノデバイス無し。向こうはマギノデバイス有りで、初しよ手てとしての桜の森を展開しているのだ。

　先手をとられているどころではなく、不ふ意い打うちを食らったような状態だ。

　だが、背後にいた魔ま女じよ達が下がるに任せ、欧おう州しゆうU.A.H.代表が口を開いた。

「貴き様さまら、知り合いか？」

　第三位と自分の事では無いだろう。だってさっき、第一位がこちらに対して言ったのだ。

「貴様ら、〝誰だれ？〟とか言われていたが……」
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「おやおや」

　メアリーは、振り向かずに第四位に対して言った。

「ハンターさん、貴女あなた、ランク四位で米アメ国リカ背負っているのに、無名扱いですよ」

「ああ、ヒッキー気ぎ味みの異世界人が無名扱いってのも凄すごいねえ」

　そしてお互いは、さっきそれぞれ挑ちよう発はつし合った言葉で、名乗りを上げる。

　第一位に対して、まっすぐ通る声で、

「初めまして、カマセです」

「当て馬だよ」

　直後に自分達は、前に出た。自分は長いストライドで一気に、ハンターは連続の踏み込みで加速を重ねて、だ。
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　二人が突とつ撃げきを掛けるのを、堀ほり之の内うちは真横に近い構こう図ずで見ていた。

　気に掛かるのは、しかし彼女達の事では無い。

　……使し役えき体たいは、何処どこにいましたの!?

　先さき程ほどの第一位が行ったマギノフレーム展開だ。

　ノーマルフレームの時もそうだったが、今の攻こう撃げきの際も、

「使役体の姿すがたが見えませんでしたわ……！」

「私と同じ、という訳わけでも無いようだね」

「ええ、貴女あなただって、使役体無しでマギノフレームの展開は手て間までしょう？」

　不可能だとは思わない。そのくらいの信用は持っている。だから逆ぎやく算さん的に己おのれは疑問する。

「……使役体が、隠かくされているんですの？」

「何故なぜ？」

『各務かがみ様、横から失しつ礼れいしますと、使役体への狙そ撃げきはレアな戦せん術じゆつですが、確かに有り得ます。

　使役体が負ふ傷しようすればフレームの展開や保持に不備をきたすからです。

　──しかし、ノーマル以上のフレーム展開をしたならば、使役体はフレーム側の流りゆう体たいと結びつくため、必要時にはダメージの肩代わりをフレーム側に行うようになっており──」

「一ひと言ことで言えるかね」

「隠す意味あまりありませんわ」

『流石さすがです御お嬢じよう様さま！』

　まあある程度戦せん闘とうした魔ま女じよならば一般常じよう識しきですけど。

「──使役体を見れば、相手の戦術や、強さなども大体解わかりますの。長い魔女の歴史で、ほとんどの使役体はそのデザインが出尽くしてますもの。だから一見でもしておけば、いろいろな事が解るのですけど、見せませんのよね、あの相手は」

「成なる程ほど」

　と各務が言った。彼女は腕を組み、

「解った。大だい丈じよう夫ぶ、隠さなくてもいいよ堀之内君」

「何をですの？」

　言うと、各務がこちらの肩に手を置いた。

「さっき光太郎君が言っていた使役体への狙撃。それをブチかまして何もかも一いつ斉せい終了としたかったのだろうが、相手が警けい戒かいしていた訳だ。うん、残念だったね堀之内君。でも楽をしようとしちゃいけないよ？　撃うつのは気持ちいいかもしれないが」

「人の話を聞いてませんし、あっちの二人に集中しなさい──！」

　それは自分もですわね、と思っている視線の先で、二人が接敵した。

　距きよ離りを詰め切ったのだ。
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　ハンターは、右に位置しときゃ良かったな、と今いま更さらながらに思っていた。

　第三位と、お互いの攻こう撃げきの邪じや魔まにならないよう位置取りしたつもりだったが、波状の攻こう勢せいを掛けるならば攻撃が重なっていた方がいい。

　この辺り、ヘッジホッグのデバイスを左腕接続している自分基き準じゆんになってしまうのがどうしようもないが、

　……その分は機き動どう性で勝負、ってね！

　横、共に行くメアリーが言葉を作った。

「先さき程ほど、私の消しよう滅めつ術じゆつ式しきに装そう甲こう板ばんを食わせる時、見ました。そちらの装甲板は爆ばく発はつによって砕くだけましたが、消滅もしていませんでしたし、塵ちりにもなっていませんでしたね」

　こっちもそれは気付いている。あれはただ召しよう喚かん中のものが強度不足で割れたものだ。つまり、小型とは言え、マギノ状態の性能を持つ左腕のデバイスならば、

「そちらの杭くいで爆発を貫つらぬける筈はずです！」

　こっちが攻撃で向こうが防ぼう御ぎよだ。通じてるじゃないか。だったら自分は、

「──行くよ！」

　声に出して、空中に作った足場を蹴けって加速した。
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　メアリーが判はん断だんしたのは、超ショートレンジでの戦せん闘とうだ。

　この相手は、爆発と閃せん光こうと、何よりもその量によって、距離が空あけば空く程危険が増大する。そして背後にはU.A.H.代表達がいて、第一位からの彼女達への攻撃は自動的に距離が空いた状態で行われるのだ。

　ゆえに自分達は距離を詰め、第一位を封じる。

　そして正面。距離五メートルを切った時点で、ようやく第一位が動いた。

　ように見えた。

　……は？

　違った。第一位はただこちらに視線を向けただけだ。迎げい撃げきの動作は取っていない。しかし、

「メアリー！」

　ハンターの声に、己おのれははっと気付いた。

　気付かぬ内に、自分と相手の間に光の花はな吹雪ふぶきが舞っているのだ。

　……いつの間に……！

　思って、己は理解する。実際の桜や、紅こう葉ようの光こう景けいも、花の散る姿すがたも落ち葉も、いつの間にと、そう思うものだったと。

　自然の流れ。万ばん物ぶつの流る転てん。気付いたところでそれは止められるものでもない。だが、

「──気付いたならば私には出来るんですよ！」

　消しよう滅めつ術じゆつ式しきをデバイスから発はつ射しやした。
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　メアリーは、消す。

　切断するのではなく、消滅の帯おびを棚たな引びくように放ち、そこに食わせて花を失なくした。

　鎌かまの動きは、箒ほうきで落ち葉を掃はき捨てるのに等しい。

　……食えますね……！

　爆ばく発はつしていないならば、単なる流りゆう体たいの欠片かけらでしかない。消滅術式に反応して爆発するかという懸け念ねんがあったが、そうではないようだ。ならば、

「道を作ります、エルシー・ハンター！」

　敵の初しよ撃げきに対し、己おのれはカウンターとなる消滅の鎌を三本叩たたき込んだ。

　大振りだが、それでもハンターを完全にフォロー出来る訳わけでは無い。

　だが、隙すき間まを縫ぬって前に出るのは彼女ならば出来る事だろう。以前、自分とこの通りでやりあった時、彼女には幾いく度どとなくこちらの消滅術式の手を潜くぐられた。

　あれと同じ技を、第一位は凌しのいだ事があるだろうか。

　解わからない。だが、最初の交こう叉さに対し、次の吹雪ふぶきが来た。

　これを迎げい撃げきする時、背後に至った初撃の花が爆発するだろう。先さき程ほどまでのタイミングで数えるならば、そこが起き爆ばく時間だ。

　だから集中する。前から来た、煙からなる無数の花の軌き道どうを読みながら、

「来ますよ……！」

　量が多い。まるで本当の花吹雪のようだ。

「要所だけでいい！　ボクにだって装そう甲こうはあるんだから！」

　つまり装甲を使わせたら私の恥はじ。解ります。ゆえに削けずる。だが、

　……来ました！

　それは見えていなかった。しかし、タイミングで、何となく解ったのだ。

　勘かんともいえるもので知覚したのは、

「こちらへのカウンターです……！」

　灰はいのように翻ひるがえった流体の煙が、ハンターに集中して叩たたき込まれた。

　直後。起爆の時間が来た。

　頭の中に、芯しんが立つような感覚で危険を感じ、対応を放った瞬しゆん間かん。周囲の何もかもが、一いつ斉せいに爆発した。
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　その少女は、小さく笑った。

　嘲ちよう笑しようでも、失しつ笑しようでもない。ただ、自分の起こした事に成果があったのだ。

　だから小さく笑った。喜んで笑った。

　相手は消えた。でも流りゆう体たいの吹雪ふぶきは止めない。遠くに敵がまだいるのだ。それに、

「そっち」

　さっきまで前から走ってきていた黒い長身が、左へと退たい避ひしている。

　……変な移動をした。

　瞬しゆん間かん移動に見えたが、どうだろう。でも大だい丈じよう夫ぶ。何処どこに逃げても花が咲く。花が咲いて風に乗って、何処までも何もかもを満たしていくのだ。だから、

「消えて」

　言った瞬間、いきなり右に影が来た。

　……え？

　振り返る視し界かいに見えたのは、先さき程ほど消した筈はずの小さい方だ。

　それが何故なぜかいる。しかもどこも欠けずに、だ。

　どうしてか、と思った時、自分の目は一つの事実を確かく認にんしていた。

　彼女の背後。並木の地面が抉えぐれているのだ。

　長身の方の技で、一歩遠とお間まになる場所を消したのだろう。そこに逃のがれ、花が追っていくより先に、こちらへと巻き返したのだろう。

　ただ自分は、相手の攻こう撃げきよりも、あるものが気になった。

　並木の抉った内部。そこに、並ぶ木の根が見えているのだ。

「駄だ目め」

　言った。

「駄目よ」
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　ハンターは、ヘッジホッグのパイルバンカーが空から振ぶりしたのを悟さとった。

　……マジか……!?

　相手が、思わぬ移動をした。

　背後の桜の森。その桜の枝に掛かった蔓つるを摑つかんだのだ。

「……置物じゃないのかよ……!?」

　桜の木群は、それ自体が爆ばく砕さいの発生源だ。流体として作られたものとして考えるなら、これは森の形をしているが、実際は爆砕の塊かたまり。それの一部を散らす事で小しよう規き模ぼな爆発の元を生んでいるのだと、そう考えていた。

　違った。

　桜さくらの木群は、形だけではなく、その付ふ随ずいするオブジェクトまで自然に動作する。

　だとすれば、今までの伸長や拡大も単に形作っているのではなく、木々として生はえ、成長をした事になり、

　……環かん境きようを流りゆう体たいで作るなんて、有り得るか……!?

「見せてくれるじゃないか……！」

　ヘッジホッグの杭くいが格かく納のうされる反動で、己おのれは思し考こうをアジャストした。

　直後。相手の放った煙が来た。流体の花はな咲さき。それはこちらに波のように叩たたきつけられ、

「──ハ」

　笑った。攻こう撃げきを外したならばどうすべきかは解わかっている。ヘッジホッグを盾たてに構えて、

　……食らうのは上等……！

　爆ばく砕さいを正面から被ひ弾だん。食らう。だがインパクトの瞬しゆん間かん、ヘッジホッグを前に押していた。

　背後に漂ただよう煙は巻いて追ってくるが、隙すき間まが空あいたのは確かだ。

　後は自分でどうにかする。ゆえに大盾の陰から、己は見た。

　……来ているか！

　メアリーが、こちらに身み構がまえた第一位の背後に飛び込んだのだ。
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　……未み熟じゆく！

　防ぼう御ぎよ側から攻撃側にシフトした際、自分の体たい術じゆつの甘さをメアリーは痛感した。

　長身ゆえの有利点は解っていて、欠点も理解しているつもりだったが、ここまで回かい避ひと移動がタイトな戦場となると話は別だ。

　消しよう滅めつの鎌かまを、退さがるハンターにまで振りたかったが、余よ裕ゆうがない。

　自分用の防御に二本、そうして作った安全確保の上で、

「──っ！」

　散る花はな吹雪ふぶきが爆ばく発はつに咲く中、攻撃の鎌を飛ばした先は相手のデバイスだ。

　……この世界のものを失わせる気はありません！

　完全な背後撃うち。気付いたところで、軌き道どうの長い鎌の一いち撃げきをかわす事は至し難なんだろう。

　だが、メアリーは不ふ意いの声を聞いた。それは第一位の被かぶったガスマスクの下からで、

「さっき地面を削けずったの、貴女あなた」

　確かく認にんを、振り向かずに行われた。そして続く言葉は、

「──赦ゆるさない」
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　メアリーは気付いた。いつの間にか、走って踏み込む己おのれの足元に、花が咲いているのを、だ。

　落ちた花ではない。茎くきと葉を持ち、〝地面〟から生はえたものだ。

　……空中に散らす花だけではないのですか!?

　思った言葉と同時に、こちらの消しよう滅めつ術じゆつ式しきが横よこ薙なぎに第一位のデバイスを切断した。

　柄えの基部に近い位置から、鍬くわの刃はを斜めに切って落としたのだ。

「やりました……！」

　叫んだ瞬しゆん間かん。足元の花が爆ばく発はつした。
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　メアリーの判はん断だんは、先の未み熟じゆくを活いかしたものだった。

　自分の方には消滅術式の鎌かまを防ぼう御ぎよ用として前後二本使用している。そして今、正面に対して攻こう撃げきを放てば、

　……前に用意した防御用の一本をフリーに出来ます!!

　それを放つのは、真上だ。

　大きく空間を抉えぐり、地上高七メートルまで飛んだ途と端たん、周囲の花が爆発を開始した。

　広範囲に広がった花群が連れん鎖さ爆発を起こし、見える風景を高速に洗っていく。

　まるで波のようだ。

　それを見ながら、己は気付いた。花吹雪ふぶきの中、連鎖爆発しない花が有る事を、だ。

　……一斉に連鎖するのではないのですか……!?

　爆発のタイミングになれば全てが連鎖で消えると、そう思っていたのだ。

　違う。今も爆発が刹せつ那なの速度で東とう京きよう湾わんに至っているが、光の霧きりや花の群は消えていない。寧むしろ、残ざん存ぞんの濃さは増しているようにも見える。これはつまり、

「放出が始まってしまえば、あとは密みつ度どを増していくだけの爆ばく破は空間……！」

　一度や二度、爆破しても尽きない。そしてただただ広がっていく。更さらには、

「どういう事です……!?」

　第一位の手が、デバイスを握っていないのだ。

　マギノデバイスは存在している。桜さくらの木々の群の中、これもまた学がく院いんを越えて広がっていく森の中央から、天てん上じようへと屹きつ立りつし、花を大たい気きに散らしている。

　だが、第一位の手に、自分が切断したデバイスがない。

　否いな。それは彼女の足元に落ち、成長を続ける花草に沈んでいくだけだ。

　……使し役えき体たいが見えないと、堀ほり之の内うちさんはそう言っていましたが──。

　操そう作さ用のデバイスすら無しで、マギノデバイスの保持と操作が出来ている。

　かつて各務かがみや堀ほり之の内うちと戦せん闘とうした時、自分は操そう作さ用デバイスを砕くだかれて一時撤てつ退たいしたというのに、この相手はそのセオリーを無視するというのか。

「──いえ」

　構わない。自分はかつて、〝神〟とも戦ってきたのだ。それに比べれば、これは同じ学校に通う相手が放つ、単なる未知の技。そしてマギノデバイスが見えているならば、

「マギノデバイス〝イーラ〟展開!!」

　肩上の術じゆつ式しき陣じんに現れた使し役えき体たいが、高速で熱量確保済みのフロギストンハートを解放。

　即そく座ざに、己おのれの足元に黒の束たば鎌がま型マギノデバイスが射しや出しゆつされた。
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　ハンターは、退たい避ひを行いながらメアリーの攻こう撃げきを見た。

　……この空間内で展開とか、よくて相打ち覚かく悟ごか……！

　マギノフレームは空間に展開していくものだ。設定によっては展開上にあるものを〝食わせる〟事も可能だが、基本的には押しのけていく〝排はい除じよ〟型の成形をする。

　メアリーのマギノデバイスは耐久性が低い。だから排除型で行く筈はずだが、

「爆ばく破はが来たら保もたないぞ……！」

　急げよ、と思う必要は無い。そういう手合いなのだ、第三位は。ゆえに自分も、爆破の流れに乗るようにして、中心地から距きよ離りを取りながら叫んだ。

「撃うてよ……！」

　消せよ、が正解かな、と思いながら見た空。

　光の欠片かけらが雪のように散る朱あけの夕空に、透とう明めいな帯おびが走った。

　消しよう滅めつ術式九本。防ぼう御ぎよを考えない全力の鎌が敵のマギノデバイスへと走ったのだ。
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「勝ちです……！」

　メアリーは、爆破のタイミングより先手を打てた事に安あん堵どした。

　……行けます！

　消滅術式の鎌は飛んだのだ。これで自分のマギノデバイスが破壊されても、相手を断ち切る事が出来る。

　安堵した。だが気を抜かず、可能な限り回かい避ひ運動をイーラに取らせる。この、何もかもが起き爆ばく材ざいとなっている空間でも、動く事で間を空ければ希望は見える。だから、

「全速後こう退たい……！」

　指し示じを飛ばし、後退をしながら九本の鎌を後部に向けた時だった。不ふ意いに自分の顔横に術式陣が出た。

　ハンターだ。眼がん下かに広がる桜さくらの森の中、彼女は幾いくつかの爆ばく発はつを受けながら下がり、

「術じゆつ式しきに咲くぞ！」

　は？　と、ハンターの言葉に疑問を思った瞬しゆん間かん。それが生じた。

　通信の術式陣じんに、花が咲いたのだ。
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　……環かん境きようってのは、そういう事か！

　ハンターは、何が危険なのかを悟さとった。

「花だ！」

　この花は、単なる爆ばく弾だんではない。何しろ今、メアリーとの通信用に使っている術式陣に、流りゆう体たいの花が咲いていくのだ。それも、術式陣に根を張り、茎くきと葉を伸ばした花が、だ。

　……この花、植生していくのかよ……！

　そして花が散っていく。明らかに今まで見ていたものよりも早い生長だ。そして散ったならばどうなるか、今まで嫌いやと言う程見てきた。

　爆発する。

「く……！」

　通信が消えた。術式陣ごと砕くだけた。だが解わかった。

　……この環かん境きよう内、逃げ場がないという事か！

　密みつ度どだけでも厄やつ介かいなのに、

「この花はな吹雪ふぶき、浴びたものに花を咲かせるんだよ！　だから──」

　どうなのだ、と己おのれは思った。今、術式陣にすら花が咲いた。ならば、

「消しよう滅めつ〝術式〟はどうなんだ!?」

　問うた視線の先、空に爆発が弧こを描いて生じた。

　メアリーのマギノデバイスと、相手のマギノデバイスの中間点。そこに、九本の鎌かま軌き道どうを描いた連れん鎖さ爆発が生じたのだ。
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　メアリーは、夕の空に走った九つの爆ばく破は軌道を目に入れた。

　高速に、宙ちゆうを大きく引っ搔かいた九本の弧は、しかしそこで終わりだ。

　消滅〝術式〟が爆破された。それも、方法としては、

　……消滅術式に花が咲いた……!?

　疑問するまでもない。九発の軌道に、爆発の流体花が咲いたのだ。

　攻こう撃げき手段を防がれた。

　しかも、相手は恐らく迎げい撃げき指し示じを出していない。

　この花はな吹雪ふぶきの空間では、爆ばく発はつの桜さくらや花が生長していくのだ。その環かん境きようシステムにいる以上、自分達の武ぶ装そうも攻こう撃げきも何もかも、爆ばく破はのための土ど壌じようであり苗なえ床どこだという事か。

　そして声が聞こえた。

　眼がん下か。森の中から、姿すがたの見えぬ第一位の言葉が響ひびいて来る。

「花は、何処どこにでも咲くよ」

　歌うように、僅わずかな喜びの上気を含んで、声が言う。

「何処にでも、それがあるべき姿」

　そして、

「それが、マーマの望んだ世界」

　彼女の言葉に今こそ己おのれは理解した。敵の攻撃は、爆破術じゆつ式しきでは無いのだと。

　これは、爆破術式を環境生産するための、

「敵のマギノフレームの術式は、生長術式ですか……！」

　叫んだ瞬しゆん間かん。イーラに花が咲いた。それも、先せん端たん側からこちらの足元へと、一気一いつ斉せいに花が立ち上がり、咲き広がっていく。

　……これは──。

　退たい避ひだ。黒の束たば鎌がま型マギノデバイスは、あっという間に上から光の花で覆おおわれて、その漆しつ黒こくを失っていく。更さらには、

《警告》

　正面から、光の波が来た。

　次の爆ばく砕さいのタイミングが、連れん鎖さを伴って突っ走ってきたのだ。

「く……！」

　イーラを壁とするように自分は急ぎ離り脱だつ。空中に身を投じた瞬しゆん間かん。全長五百メートルのマギノデバイスが光の波を浴びて破は裂れつした。

　一個の爆発として、粉ふん砕さいされたのだ。
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「メアリー様……！」

　普通科校こう舎しや前、壁際にて壁面に背で張り付いていた光こう太た郎ろうは、空で起きた爆発を見た。

　……何ですか、あの攻撃は……！

　爆砕攻撃で空間を埋めるための環境システム。その構こう築ちくが第一位の攻撃方法だ。

　成なる程ほどなあ、と、横にて、普通科校舎の持つ結けつ界かいに干かん渉しようし、自分達の防ぼう護ご補助も行わせていた侍じ女じよが一ひと息いきを入れる。

「執しつ事じ長ちよう、言ったじゃないですか。うちらの先せん輩ぱいが第一位に負けて堀ほり之の内うち家を去る時、告げた台詞せりふ」

　それは、

「絶対的な防ぼう御ぎよと絶対的な攻こう撃げきをもって、何者に対しても無敵であると」

　その通りだ。環かん境きよう全体、大たい気きも大だい地ちも何もかもが、相手を打だ撃げきするために存在する。ここにはもはや攻撃や防御の区別がない。

「何もかもが〝絶対〟の空間……」

「執しつ事じ長ちよう、盛り上がってるところ悪いんですが、メアリー様の方」

　あ、と己おのれは気付いた。空、散っていく流りゆう体たい光こうの向こうに、夕の色が見えていた。

　……イーラは消しよう失しつしていますか……！

　メアリーは無ぶ事じかと、そう思った視し界かいが、あるものを見た。

　夕焼けとなっていく日を背後に、そして花の咲く空を周囲に置き、二つの巨きよ大だいな影が大気の中に己を誇こ示じしているのだ。

「あれは──」

　巨大な青と白の剣と、やはり巨大な朱あかと白の弓。

　各務かがみのディカイオシュネと、堀ほり之の内うちの朱あけ竜りん胆どうだ。

　二つのマギノデバイスのある位置は、明らかにイーラの爆ばく発はつした場所に等しい。ならば、よくは解わからないが、

「流石さすがです御お嬢じよう様さま……！」

「……いや、どうしてか解ってからにしましょうよ執事長」

　先行予約があるのですよ、と確信をもって己はそう思った。
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　堀之内は、状況の危険性を悟さとっていた。

『堀之内君、メアリーはどうかね？』

「ええ、こちらで拾えてますわ。落下中だったので、朱竜胆の方が縦たてに長くて幸いですわね」

　眼がん下か、砲ほう身しんの左右を後ろに渡る右下部主しゆ翼よくの上に、メアリーが膝ひざをついている。

　緊きん張ちようが抜けたのだろう。マギノフォームを保っている辺りは流石さすがだと思う。

　……負けん気強いですわねー。

　自分か各務がけしかけたら、何かまた思いついて第一位に強きよう襲しゆうを掛ける気がする。

　だが、現状は良くない。何しろ、

　……学長が見ている前でランク一位と戦せん闘とうになったら、ランカー戦扱いになってしまうかもしれませんのよ？

　準備がない。

　そして今、貴き重ちようにも、敵が手の内を見せたのだ。

　対たい処しよをするだけの時間が欲しいというのは甘えではあろう。しかし、

『逃げるかね堀ほり之の内うち君』

「距きよ離りを空あける、というところで落としどころとしたいですわねー」

　何しろ自分は、U.A.H.代表を守れとしか言っていないのだ。

　その後、彼女達が第一位に突っかけたのは、相手の〝挑ちよう発はつに乗った〟訳わけだが、

　……私達のランカー戦を考えて、相手の攻こう撃げきを見せようとしましたわね？

　感謝すべきだろう。ゆえにメアリーがこちらを下から見上げ、

『どうしますか。──あと一回はいけます』

『おいおい。泣いて帰ってくる分の流りゆう体たいあんの？　片道じゃないだろうな』

『ほほう。遠とお吠ぼえするのに流体消しよう費ひが激しい人は誰だれですか一体』

　仲のいい事で、と思うが、しかし今の攻こう防ぼうにはハンターの仲ちゆう介かいが役に立った。

「来ましたわね」

　否いな、先さき程ほども確かに来ていた。

　一周してきたのだ。この夕の空、東とう京きよう湾わん上空を大きく高く旋せん回かい軌き道どうに乗ったのは、

「厚あつ木ぎ所しよ属ぞくの米アメ国リカU.A.H.の援えん護ご、救たすかりましたわ」
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「あっぶなーい」

　ハンターは、周囲を漂ただよう花はな吹雪ふぶきの量は衰おとろえないままに、起き爆ばくの波が起きていない事を悟さとっていた。

　そして空からは、高速で大たい気きを切り裂さいていくジェット音が届いてくる。

　厚木所属のF-23だ。数は八機。非常態たい勢せいでの緊きん急きゆう発進だが、見事に働いてくれた。

「八機の立体監かん視しで、流体花の軌道と動きを確かく認にん。致ち命めいを与えるものと危険な空くう域いきを割り出して、とりあえずボク経けい由ゆで二人に渡したよ」

　自分からは、下からの状況と、敵を正面にした構こう図ずの情報を送っている。

　こちらとして気をつけるのは一つだ。

　……米国が関与する、というのを印いん象しようづけないと。

　ランカー戦にこのまま持ち込まれては危険だ。

　戦力として見た場合、第一位と各務かがみや堀之内達との間にどれだけ差があるかは解わからない。黒の魔ま女じよに対たい抗こうするには第一位の術じゆつ式しきの方が圧あつ倒とう的に有利かも知れないが、この性急した状況でランカー戦を行って、双方の実力が出せるとも思えない。

「ま、それを狙ねらってボクも昔仕掛けたけどね」

　自じ嘲ちよう気ぎ味みに呟つぶやくが、空を行く八機のF-23は大気を切り裂く音を立てて自己主張に余よ念ねんが無い。

　第一位とて、下手へたに動けば彼らを巻き込む。それではランカー戦など出来ないだろうし、第一位と学長側の〝正義〟を示す事も出来まい。

　ある意味、こっちは捨て身で防ぼう御ぎよと仲ちゆう裁さいを行っているようなものだ。

　後は各務かがみと堀ほり之の内うち次第だが、やはりランク上位ともなればミスがない。結けつ界かいを張ってとりあえずの空間を確保の上でマギノデバイスを展開した。

　更さらには、

「欧おう州しゆうU.A.H.か」

　背後となる正門側、そこにまで展開していた桜さくらの森が切断された。

　十じゆう字じに断ち割られ、開かれた向こうから来るのは、

「リスベス・ルエーガー」

　これまでの爆ばく発はつでも、一切の損そん傷しようを受けていないのは技術か経験か。解わからない事ばかりだが、一つだけ言える事がある。

「各務、堀之内、──ここから先はアンタ達の権けん限げんだよ」
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「学長閣かつ下か！」

　各務かがみが言うのを堀ほり之の内うちは聞いた。

　視線の先、各務は大おお仰ぎようにディカイオシュネの操そう作さデバイスで正面を指し示す。

　青と白の剣けん砲ほうが向く先、そこには未いまだ光の花群を展開する縦たて長ながのマギノデバイスがあった。

　第一位の姿すがたは何処どこかと思えば、

　……いましたわね。

　やはりマギノデバイスの上にいる。

　立てた鍬くわにも似た形の上。三つ葉のように広げた刃はの上に彼女は立つ。

　ここからだと、流石さすがによくは見えないので、望ぼう遠えん術じゆつ式しきで確かく認にん。すると術式陣じんには米アメ国リカU.A.H.仕し様ようの術式陣も四枚程付ふ随ずいしてきた。

　……上空からの状況や、展開密みつ度どと速度などのデータですわね？

　上を回っている者達からの計けい測そく情報だ。幾いくつかはかなり広範のものなので、厚あつ木ぎ側と情報処しよ理りを連動しているというのが解わかる。

『これも見る？』

　どれを、と思っていると、更さらに追加で四つ程術式陣が来た。どれも自分やメアリーがアップで写っていて、

「な、何機背はい面めん飛行してますの!?　あと、コレ下からのはハンターですわね!?」

『協力代金だよ代金』

　悪びれない辺りが見事過ぎる。ただ、それらの動きが米国U.A.H.からあるという事は、

　……学長の側には、欧おう州しゆうU.A.H.からの通信が行ってますわね？

　そう思いながら、自分は各務に会え釈しやくを送った。

　この争いを止める、いいタイミングだと、そう思ったのだ。

　見れば、各務がデバイスの上面に寝転がって、こちらに撮さつ影えい術式を向けている。

「早くしなさい……！」

　デカ夫は頭下げなくていいんですのよ？　飼い主の責任なので。
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　さて、と各務は改めて操作用のディカイオシュネを前に振り、口を開いた。

「学長閣下！　ランク第一位と、欧州U.A.H.との争いを止めて頂いただきたい！」

　何故なぜなら、と己おのれは言葉を繫つないだ。

「彼女の正式な相手は自分達である！」

　示すのは、遠く、一キロ程先にある縦長のマギノデバイスに立つ少女だ。

　ガスマスクをつけたままの姿すがたを、今、己おのれは〝彼女〟と呼んだ。

　そしてまた、同じ呼び方を自分はする。

「彼女とのランカー戦に対し、他勢せい力りよくの介かい入にゆうと、それに纏まつわるトラブルも自分達は望んではいない！　望むのは一つ、彼女との正式な勝負を！」

　叫び、声を通した瞬しゆん間かんだった。

　相手が動いた。

　鍬くわ型のマギノフレーム上に立っていた彼女が、手元に術じゆつ式しき陣じんを出したのだ。

　……通信用か。

　学長と言葉を交わしているのだろうか。ただ、それはほんの数すう言こと分の遣やり取とりで済んだらしく、不ふ意いに彼女が両手を挙げた。

　同時。周囲の全て、何もかもが流りゆう体たいの欠片かけらになった。

　……ほう。

　大たい気きも、森も、散る花の群も何もかも。音すらもが流体の破は片へんに散った。

　硝子ガラスが割れるような音は、初めは波として。堀ほり之の内うちの方に視線を向ける頃ころには、滝たきが落とす瀑ばく布ふにも似た響ひびきとなって、宙ちゆうを突っ走った。

　まるで世界を書き替えるかの如ごとき所しよ作さ。

　ランク第一位が、己の術式を解除したのだ。
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　降りしきり、舞い散って踊る流体光の欠片を浴びながら、ハンターは二つの動きを見た。

　一つは、自分のすぐ頭ず上じようにあるディカイオシュネと朱あけ竜りん胆どうが、やはりその全容を解除し、自じ壊かいした事。

　もう一つは、北の方、砕くだけ散った縦たて長ながのマギノデバイスが、やはり自壊した事だ。

　第一位が、しかしそこにいた。

　彼女は、空中でマギノフォームを解除し、宙に立っていた。

　足場にしているのは、先さき程ほどメアリーが断ち割った筈はずの鍬型デバイスだった。

　……特とく待たい科かだけはあるなー。

　パワーとか何よりも、訳わけが解わからない、という部分が大きい。

　噂うわさ通りだ。ランク第一位は特待科。

　彼女がいる位置は、おそらく真下に特待科の校こう舎しやがある場所だろう。

　見れば、空から降るディカイオシュネと朱竜胆の流体光の中、各務かがみと堀之内がやはり降りてきた。

　二人が普通科校舎の向こう、空にいる第一位を見み据すえる頃ころには、

「完全に花はな吹雪ふぶきだねこりゃ」

　どれだけの流りゆう体たいが散っているのか。

　密みつ度どは下がっているが、なかなか消えない光の欠片かけらが、周囲をずっと踊っている。

　それらは、上空を行くF-23からはどう見えているだろうか。

　ただ、そんな仕切り直しの空気の中で、新しい光が生じた。

『成なる程ほど』

　学長の声だ。
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　ハンターは、見て、聞いた。

　中庭、校こう舎しや、校内、そして何よりも自分達が見上げる空の方。普通科校舎の屋おく上じようだ。

　そこに学長の顔を映した術じゆつ式しき陣じんが現れた。

　彼女がいるのは、空の上だ。

　……ランク第一位の横か？

　見れば遠くの空、横倒しにされた鍬くわ型デバイスの上に、二人がいる。第一位が左で、学長が右という構こう図ずだ。

　器き用ようだなー、と思う視線の先、学長が、映えい像ぞうの中から、しかしこちらを見み据すえて言う。

『──ランカー戦を、望むのですね？　他からの介かい入にゆうなどを退しりぞけ、純じゆん粋すいに』

「ええ、そのつもりですわ」

　だって、と胸に手を当てた堀ほり之の内うちが言った。

「ランカー戦によってヘクセンナハトに出場する魔ま女じよを決定する。それはこの四し法ほう印いん学がく院いんの権けん限げんで、私達は今、その権利を行使する機き会かいと、意い思しを満たしていますもの」

　だから、

「そこに手出しをしようとする力があるならば、私達も抗あらがわねばなりません」

　と、堀之内が背後に、正門側に振り向いた。

　その身体からだが向く先には、リスベスがいる。

「さあ。とりあえずの争いは止やめになりましたわ」

　堀之内がリスベスと、後ろに控えた彼女の麾き下かに告げた。

「これ以上は、私達、ここの魔女も皆、対応する事になりますの。お解わかりですの？」

　堀之内が告げた言葉に、応じるものがあった。

　それは初め、影であり、続いて音と気け配はいでやってきた。

　校舎の影、窓際、屋上の縁へり。そして並木の影や上に、無数の人ひと影かげが現れたのだ。

　……おお。

　魔女達だ。四法印学院に所しよ属ぞくする魔女達が、総そう勢ぜいで姿すがたを現した。

　その先せん頭とうにいる堀之内は、彼女達に振り向きもせず、ただ、欧おう州しゆうU.A.H.代表を見据えた。

「どうなさいますの？　欧おう州しゆうU.A.H.代表、リスベス様」

　問うた先、欧州から来た魔ま女じよの代表は、一つの動きをとった。

「一つ聞こう。──学生代表、堀ほり之の内うち・満みつるに、だ」

「──はい。何ですの？」

　……物もの怖おじ無いのはホントいい度ど胸きようしてんなあ……。

　しみじみ思う視線の先で、欧州U.A.H.代表が、こう言った。

「ランク一位に、なるつもりか」

「当然ですわ」

「そうか」

　欧州U.A.H.代表が、一つ頷うなずき、こう言った。

「そうであるならば、──お前がランク一位になった後、また話をしよう」

　一ひと息いき。

「それまで、我々U.A.H.は四し法ほう印いん学がく院いんの保ほ護ごを行うものである」
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　わ、という歓かん声せいが背後から上がったのを、堀之内は聞いた。

　……とりあえずの保ほ留りゆうですわねー。

　事じ態たいとしては解決していない。

　だが、後の交こう渉しよう相手として、リスベスがこちらを選んだのだ。無む論ろんそれは、自分達がランク一位になる、という条件があるのだが。

　ただ、この場は収まる。ゆえの歓声だ。

　……でも、どういう事ですの？

　疑問がある。

　リスベスが、自分達のランク一位を条件にした事だ。

　それはまるで、

「……学長と、向こうの彼女を止めて欲しいと、そう言っているようだね」

　各務かがみが送ってくる小さな声に、己おのれは頷うなずいた。

　……やはり、各務も気に掛かりますのね。

　思い、ゆえに己はリスベスに問おうとした。何故なぜ、自分達を推おすのか、と。

　ヘクセンナハトは、黒の魔女への勝利が優先。ならば、戦力として高い魔女こそを推すべきであり、こちらに一位を期待するのは何かおかしい。

　その事について、しかし疑問する間は与えられなかった。

『──良いでしょう』

　学長が、空に展開した術じゆつ式しき陣じんの中で言った。

『では、そのようにしましょう』

　あっさりとした譲じよう歩ほ。

　……いいんですの？

　初めの拒きよ絶ぜつに対して、随ずい分ぶんと素直だ。

　何かおかしい。

　先さき程ほどのリスベスの〝条件〟と言い、お互いが何か別の部分で通じている感がある。

　だが、こちらの懸け念ねんを無視するように、学長が台詞せりふを続けた。

『まずはリスベス、下がりなさい。少なくとも私が学長の座を降りるまで、貴女あなたを客きやく人じんとして迎えても、役人として迎える気はありません』

　彼女の告げた内容に、幾いくつもの視線がリスベスへと向かった。

　欧おう州しゆうU.A.H.代表が、下がれと言われてどう動くか。その疑問と興きよう味みをもって、麾き下かの魔ま女じよ達や、四し法ほう印いんの魔女達が目を向けたのだ。

　誰だれも彼もの見る先、リスベスが吐と息いきした。

「そこまで、覚かく悟ごの上か」

『覚悟無しで出来る事など、今の私にはありませんよ』

「しかし」

　リスベスが、周囲を見渡し、しかし言った。

「いいのか、今のままでは……！」

『約束した話ですよ。リスベス』

　……約束？

　何が今のままなのか、こちらには解わからない。

　ただ、苦く笑しようが小さく聞こえた。術じゆつ式しき陣じんに映る学長だ。彼女は小さく肩を揺らし、デバイス上に立っていた第一位を引き寄せた。

　抱く、とまではいかないが、横に並べた上で学長が言う。

『いいですか？　──明日あしたの未み明めいに、ランク一位と二位の決戦を』

　半日後だ。

　……随ずい分ぶんと性急に決めましたわね。

　こちらに対応の用意をさせないつもりだろうか。

　ただ、不ふ意いに各務かがみが首を傾かしげた。彼女は、術式陣ではなく、遠くの空にいる学長と第一位を右の人差し指で差した。

「学長閣かつ下か」

　各務が問う。

「彼女は、まさか──」

『ええ』

　学長が笑えみで頷うなずく横。第一位がガスマスクを外して後ろに隠かくした。

　そして見える顔は、

　……あ。

　先さき程ほど、ゴミを捨てる時、自分達を追い抜いて行った少女だ。

　学長はしかし、彼女の肩に手を置き、微笑でこう言った。

『この子は、四し法ほう印いん・フルール。私の娘むすめです」







[image: 第九章『さあどうしよう』]
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　夕日が沈むのを待たずに、ハワイ沖おきに停てい泊はくしていた米アメ国リカ第七艦かん隊たいは、随ずい伴はん艦かんと共に日本へと向けて出しゆつ航こうした。

　主力艦である空くう母ぼは、本土米国より第三艦隊が増ぞう援えんとして派は出しゆつした艦かん艇てい群と合ごう流りゆう。それらを束たばねた合計六十五隻せきからなる艦隊が、戦時状態として日本へと加速する。

　既すでに艦かん載さい機きの固定は終えてある。全艦術じゆつ式しき加速器と装そう甲こう表面の紋もん章しよう効果による摩ま擦さつ軽減航こう行こうで、まず時速百七十キロを超過した。

　この摩擦軽減航行時、艦内は慌あわただしくなる。

　摩擦軽減術式の管理は同質術式の得意な男性側が行う一方で、加速系は女性側が行うからだ。

　これまでは課や科に分かれていたような総員が、この時ばかりは魔ま術じゆつ師しと魔ま女じよに役割を分けて連動する。

　艦内が二分されるため、お互いの構こう図ずが解わかり易やすく、至る所で報告や作さく戦せん会議が行われる。

『いいかいお前ら』

　副艦かん長ちようの魔女、〝ソングカフェ〟の低い声が艦内に響ひびいて来る。魔女達は一様に緊きん張ちようして頭を下げ、魔術師達は肩をすくめる声こわ色いろだ。

　その口く調ちようが、静かに言った。

『格好かつこ悪いのは終わりだ。──日本に間に合わせるよ。八時間だ』

「アイ・サー！」

　総員は声をあげ、それぞれの艦体の形を変えた。

　更さらなる速度を得るための、高次加速用の変形だ。

　大型艦は、水の抵てい抗こうもだが、地球の丸みの影えい響きようを少なからず受ける。艦かん底てい部中央は下からの波による突き上げを受けやすく、衝しよう撃げきから艦体が破は損そんするのを防ぐため、

「加速巡じゆん航こう状態から高速巡航状態に変形……！」

　小型艦が左右に離れていく中、空母や戦せん闘とう艦が艦底部を組み替える。それは装甲板の接合を外し、中央部から後ろを上へと反そらせた形だ。ややフロントに荷か重じゆうが行くが、地球の丸みを考こう慮りよした時、全体は坂を下り続けていく姿勢になる。

　そして地球の自転運動を考慮し、艦全体が左へ反るような形を作り、

「高次加速準備完了……！　出力通ります！」

『ようし、いい子だ。──二百ノットまで三分で上げな』

　うわあ、とか、うへえ、という声が各所から漏もれるが、それ以上ではなかった。

「アイ・サー……！」

　幾いくつもの持ち場から重なる応答によって、流体の加速光が海を割った。

　主に空母型の甲板が、大たい気きを割って重い笛ふえのような音を立てていく。

　夕日を浴びて行く先、北西に航こう行こうする彼らからは、日本のある方角の空がもう暗い。

　そんな中、主力艦かん空くう母ぼの会議室では、幾いくつかの報告と決定が為なされていた。

「全く」

　海軍少しよう将しようの徽き章しように、音おん符ぷとショットグラスのワッペンをつけた女が舌した打うちする。短い金きん髪ぱつの彼女は、椅い子す無しの会議室の中、海図を表ひよう示じしたテーブルに術じゆつ式しき陣じんを展開して、

「──欧おう州しゆうU.A.H.がまさかあんなレベルでの転てん移い術式を使用出来るとはね。世界最大の物資輸ゆ送そう力を持つ、なんてのがうちのウリだったけど、してやられたって訳わけだ〝阿あ吽うん銀ぎん貨か〟。

　彼女の視線の行く先、中ちゆう将じようの徽章がついたジャケットを羽は織おって、黒くろ髪かみの女が苦く笑しようする。

「前ヘクセンナハトの教きよう訓くんから、横よこ須す賀かに司し令れい部ぶ固定しなくなっちゃったけど、まさかこういう時があるとはねえ。……ねえ？　〝ソングカフェ〟」

　で、と彼女は目を細めて言った。

「リスベス・ルエーガーや四し法ほう印いん・スリズィエとサシでやって勝てる？」
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　……マズイ事になった……。

　ハンターは、自分のところの上じよう層そう部ぶが思った以上に物ぶつ騒そうなのを、術式陣で聞きながら改めて理解した。とりあえずの報告をして、〝現場は現場〟で出来るだろう、と思っていたら、

　……艦かん隊たい動くし高次加速状態だし艦かん長ちよう達物騒だし、どーすんの一体。

　後、何かあるとしたら、第三艦隊なんかとくっついて太たい平へい洋よう統合本部が出来るか、いっその事大だい統とう領りようがやってくるとか、そのくらいだろう。

　参った──。

　何だか変な汗あせが出るし、俯うつむき気ぎ味みだが、今は堀ほり之の内うちの居きよ室しつで一ひと息いき中。

　さっきまではとりあえず平和だったのに、どうしたものか。

「日も暮れたし、これから夕食の上で作さく戦せん会議だっていうのにねえ」

「夕食……!?」

　と声をあげるのは、こちらの左に座っているメアリーだ。

　自分と彼女は、二人して、今、ラウンジのテーブルについた各務かがみと堀ほり之の内うちに向き合っている。

　向こうは椅子に座って。こちらは床に座って、だ。

　そして己おのれの左。正せい座ざをしていたメアリーが不ふ意いに居住まいを正した。

　彼女はそのまま、テーブルの二人に土ど下げ座ざをし、

「先さき程ほどの戦せん闘とう、勝ちも拾えぬ上に、准じゆん将しよう達の手て間ままでとらせてしまうとは」

　……始まった。

　各務が腕を組み、うんうんと芝しば居いがかって頷うなずいている対面、半はん目めの堀之内が手を前後に振って〝やめとけ〟の合図を送ってくる。

　こちらとしては、左を指差した後で自分の頭を指差し、首を傾かしげるだけだ。

　するとメアリーが頭を下げたまま、首を回してこちらを見た。

「反省が無いようですね第四位」

「つーか、反省する事って、ある？」

　あった。第七艦かん隊たいが向かってるんだよこっちに。
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『はあ、リスベス・ルエーガーなんて遠距きよ離りから結けつ界かい爆ばく弾だんのピンポイント空くう爆ばくでどうにかなんだろ？　手て数かずと遠距離からの攻こう撃げきならこっちの得意なんだ。艦かん載さいの魔ま女じよ部ぶ隊たいを出すより先、距離を詰めるまでに三さん桁けた種類の攻撃見舞ってやるよ。

　それよか四し法ほう印いんの方はどうすんだ〝阿あ吽うん銀ぎん貨か〟？　あれもまた相当だろ？』

『うーん、〝ソングカフェ〟と同じ方法とっても皆のウケが悪いから、いっその事日本周辺に展開してるサイレントサービスから戦せん術じゆつ結界撃うち込んで様よう子すみてみる？』

『お前、楽しようと思うなよ……！』

『だって私、この艦隊の制せい御ぎよに忙いそがしいもん！　大変だもん！　増ぞう援えんくっつけたの全部連動管理してるだけで結けつ構こう大変なんだもん！　だったら〝ソングカフェ〟が動かしてみる!?』

『ああ!?　やる気か!?　あたしが一度代行した時、戦せん闘とう艦が三艦後ろにひっくり返ったの忘れたかい!?　何ならもう一度やってやんよ!?』


《依頼：随ずい伴はん艦の制御精せい霊れいからです：本文「やめておねがい」》



『根こん性じよう無しが！』

『根性無し──!!』

『……あー、ちょっと、こっち、ハンターだけど』

『あ!?　ちょっと盛り上がってきてんだから静かにしてろ！』

『そうよハンター君？　結果として、おうちが無くなっちゃったら御ご免めんなさいね？』
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　……参った──……。

　一応は、こちらの事じ態たいを解決しようとしてくれているのだと思いたい。

　だけどこのままだとランカー戦に介かい入にゆうされかねん。

　ランカー戦は通常通りに行われる、という事は伝えたのに、どうしてこうなった。というか〝ソングカフェ〟は仕方ないとして、どうして司し令れい官かんの〝阿吽銀貨〟までノリノリか。

　……確かあの人、ベトナム沖おきでもやらかしてるからなあ。

　モットーは〝面めん倒どうだもん〟だが、短気でやっているのではないから非常に困る。なのでいつもは〝ソングカフェ〟が対応しているが、今回は別だ。

　……欧おう州しゆうU.A.H.にメンツを潰つぶされたもんね。

　洋上警けい備びと月面観かん測そくのために日本を離れていた際、欧州U.A.H.の観かん杖じよう式しきの情報が入ってきたらしい。それだけならスルー案あん件けんなのだが、転てん移い術じゆつ式しきの使用がリークされていた。

　月面観測の状況から帰き投とうしても欧州U.A.H.の上陸には間に合わない。間に合っても艦かん隊たいは戦せん闘とう状態ではないし、艦隊も艦数の面で弱い。

　ゆえにハワイ沖おきに下がり、状態の充実を待ったのだ。

　第七艦隊所しよ属ぞくの魔ま女じよは合計で平時に七千、戦時状態では二万四千人を動員する。

　だが、その中で空中戦や前線構こう築ちくなどを行える精せい鋭えいとなれば、戦時状態でも二千人を切る。

　……まあ、二千人いるだけでも脅きよう威いだけどね。

　だからこそ米アメ国リカU.A.H.はU.A.H.から独立状態を保てているのだ。

　しかし欧州U.A.H.が一千人の魔女とマギノデバイスを投入する。

　無む論ろん、対応するのは第七艦隊だけでは無い、厚あつ木ぎ他、まだ生きている各基き地ちが連動し、押さえ込みに入るだろう。

　だが、衝しよう突とつがあった場合、米国U.A.H.は確実に勝利しなければならない。

　ゆえに、太たい平へい洋ようの管理者を自じ負ふする者としては、屈くつ辱じよくのハワイ沖停てい泊はくを選択。そこで増ぞう援えんの派は出しゆつを得て、今の乗り込みだ。

『あとは、どれだけ現場を限定出来るかよねえ』

『やるなら沖に引き込みたい。向こうが学がく院いんを人ひと質じちにとると厄やつ介かいだが、日本の宮く内ない庁ちようから東とう京きよう湾わんを囲む神しん道とう仏ぶつ道どうの社寺を示した地図は貰もらってるから、SEALSに地ち脈みやく式の結けつ界かいを張らせる事で、敢あえて東京湾だけで方かたをつける方法もある』

　一応、それなりの事は考えているらしい。だがまあ、その基き礎そにあるのは、

「……これまでのランカー戦、ちゃんとやっておいて良かったなあ」

「さっきからポンポン出てる術式陣じん、米軍関係ですの？」

「あー、まあ、そんな感じ」

　ほう、と各務かがみが言った。

「米軍は、どういうスタンスなのかね？」

「今のボク達と同じだよ」

　床座りのまま、肩をすくめて言っておく。

「ヘクセンナハトがあるとして、その場所は日本。そして今、東日本の代表である堀ほり之の内うちがランク第一位に挑いどもうとしている。だから堀之内と各務が勝ってランク一位になれば、ある意味、ヘクセンナハトの権利が当地ニホンの権利者に回る訳わけだね？　更さらには日本は米国との同どう盟めいを結んでて、関係も良好だし、ボクもランカーとしては上位だから米国としては美味おいしい」

「美味しい？」

「ヘクセンナハトの後、米国は日本と共にいろいろな権けん益えきを得るって事さ」

「ヘクセンナハトに敗はい北ぼくしたら、どうしますの？」

　首を傾かしげる堀ほり之の内うちに、だから、と己おのれは言った。新しく出てきてぎゃあぎゃあ言ってる術じゆつ式しき陣じんを叩たたいて消しながら、

「前の反省から、米アメ国リカは戦力を海上や各地に分散。赤せき道どう直下の都市群の多くは北側に移動して、無人迎げい撃げきシステムとか置いてるよ。つまり、──前より被ひ害がいは少ない。そのくらいの割り切りの上で、皆も今回は覚かく悟ご出来てる。

　それゆえヘクセンナハト以後の権けん益えきを得る資格があると、各国に認めさせてた訳わけ」

　だけど、

「欧おう州しゆうU.A.H.が、割と安全な場所にいるのに、ヘクセンナハトの権益を奪うばおうとしてみせたじゃない？　今、それは保ほ留りゆうになったけど、米国としてはここでちょっと睨にらみを利かせて、欧州U.A.H.に変な事すんなよ、って牽けん制せいしとかないとね」

『……結論は一つか。ああ、やっちまうか……』

『ええ、やっちまいましょうかねえ……』

　……何で一足先に飛んでるんだよ……！

　まあ、もしもそうなったら、という時のためだろう。

「無む論ろん、米国が強気で出てくれば、一戦やらかして日本やこの学がく院いんに不備を招きかねない。米国U.A.H.としては身内を守るための最低限リスクだけど、欧州U.A.H.は米国U.A.H.相手だとヘクセンナハトを守しゆ護ごするという大たい義ぎ名めい分ぶんが通用しなくなる。

　そこらへんも見越しての牽けん制せいだね。これはもう、第七艦かん隊たいと言うより、米国の意い思し」

「私がランク三位にいる事などは、関係ないのですか？」

「アンタ、どこの国にも所しよ属ぞくしてないじゃん。それでまあ、ボクや堀之内の方と親しいなら、後にどこかの陣じん営えいが引き抜こうとしても、こっちが交こう渉しよう役として有利。

　だからアンタの事、米国としてはリスクどころかリターンだと思ってるよ」

「では、私はどうかね？」

　いやさあ、と己おのれは手を前後にひらひら振ってみせる。だって、

「各務かがみはヘクセンナハトが終わったら、元の世界に戻るんだろう？」




　　　　　　　　　　●




　……ですわね。

　堀之内は、当然ともいえる事実を、どことなく残念に感じた。

　……もしもヘクセンナハトに勝ったならば。

　無論、勝つ気ではいる。そのために全てを注そそいでいたという自覚もある。

　だが、勝てば別れだ。そしてまた、

「負けたら、……どうなるか、解わかりませんわね」

「各国は、最低でも前と同様の被ひ害がいが生じる、と読んでるね。でも──」

「でも、何かね？　ハンター君」

「何となく、悪い予感、あるだろ？　各務かがみがいる事を黒の魔ま女じよは気付いてるんだ」

　だから、

「次のヘクセンナハトで敗はい北ぼくすれば、この世界も消されるんじゃないか？」
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　確かに、と各務は言った。

「黒の魔女は、元々、この世界を滅ぼそうとしていたのだったね。それが、封ふう印いんによって限定戦をされる事によって、力を押さえ込まれていた……」

「ですけど、前回のヘクセンナハトでは、封印の外に下げ僕ぼくを展開しましたのよ」

　だとすれば、と己おのれは告げる。腕を組み、

「ある意味、封印は、滅びを止める楔くさびにはならない訳わけだ。──私が来た事を硝しよう子こも解わかっている。今回ばかりは、硝子に追いついたのだ」

　以前の世界では、間に合わなかった。既すでに妹の存在は別の世界に移っていて、〝神〟という妹の創そう作さく物が、妹が破は壊かいに傾け切った世界の天てん秤びんを駄だ目め押おししていたのだ。

　そのような状況は幾いく度どもあった。

　無む論ろん、妹の気け配はいや、後ろ姿すがたともいえるものを見つけた事はあった。だが、

「ここまで正面から向き合えたのは初だ。ここは私達の住んでいた世界にかなり近いという事もあり、硝子としてもこれが〝代表作〟になると、そういう事なのだろう」

「……世界を滅ぼす内容が、代表作になり得ますの？」

「ハッピーエンドに背を向ける事が格好かつこいいと、そう思える年ねん齢れいも境きよう遇ぐうもあるのだよ」

　だから、

「すまない、と、今から言っておくべきか」

「何をだよ？」

　決まっている。それは、

「──各務？　自分がいるから次のヘクセンナハトが世界の滅びを懸かけたものになる。

　そんな自惚うぬぼれを告げたら、承しよう知ちしませんわよ？」
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　メアリーは、堀ほり之の内うちの言葉を聞いた。

「いいですの？」

　彼女は言う。

「もし、黒の魔女が、今回のヘクセンナハトで世界を滅ぼそうとするならば、それは、貴女あなたがいたからではありませんわ」

　それは、

「──前ヘクセンナハトで私の母が追い詰めたから。そして今また私達が牙きばを剝むきつつあるのを見て、もはや手抜きは出来ないと、そう判はん断だんさせたからですわ。

　それだけの事を、先せん達だつや、私達はしてきましたのよ」

　……この人は──。

　己おのれは思って、心の中で頷うなずいた。

　この人は、滅びる世界で生まれながら、黒の魔ま女じよを倒すつもりなのだ。

　自分の〝先生〟は、外の世界から来て、黒の魔女を倒すつもりだった。

　かつての自分達もそうだったろうか。どうだったろうか。

　……否いな。

　自分達は、〝先生〟に希望を抱いたのだ。

　頼ってしまった。

　だが、自分達を倒し、前に並んでいる二人は、出しゆつ自じは違えど同じだ。

　今の堀ほり之の内うちは、各務かがみがたとえいなくても、黒の魔女に挫くじけないだろう。

　そして堀之内が、テーブルを挟んだ向こうにいる各務を見み据すえたままで、

「──あ」

　自分達の視線が合ったままなのに気付いたのだろう。

　堀之内が視線を外した元の位置。そこに座る〝先生〟が、笑っていた。

「感謝である」

「な、何がですの」

　赤せき面めんした堀之内が、話を逸そらすようにこちらを見た。

「いつまでそこに座ってますの？」

「いえ、初しよ見けんの敵をも圧あつ倒とう出来ないというのでは……」

「まあまあ、とりあえず前向きに行きましょう」

　と執しつ事じ長ちようがやってきた。

　彼が指を鳴らすと、侍じ女じよ達がテーブルクロスや皿を持って続いてくる。

　夕食だ。しかしそれとは別に執事長が気にしているのは、窓の外に未いまだ見える一千本のマギノデバイスだった。

「外の彼女達は、監かん視しを続けているのでしょうか」

「ええ。とにかく現在、あちらに限らず、皆様は幾いくつもの注ちゆう目もくを浴びています。各国大たい使し館かんや施設からの視線に、こちら、気付いている者がいまして」

　奥、何人かの侍女が東とう京きよう湾わん周辺マップを術じゆつ式しき陣じんで広げながら手を上げた。

「窓の外や、屋おく上じように視線だけ運んできたりとか、そういうのいるから面めん倒どうなんすわー」

　そうですね、と執しつ事じ長ちようが指を鳴らすと、窓の外に大おお判ばんの術じゆつ式しき陣じんが展開した。

「透とう過かかね？　例の、一方通行型の」

「ええ。外に対しては、堀ほり之の内うち系けい列れつの神社のCMと、御お嬢じよう様さまの戦せん闘とうPVが流れております」

「後者は聞いてませんわよ……!?」

「私が頼んだのだよ。最後に私が君の名を呼んで終わるという、引きの強いものだ」

　窓の外から聞こえて来た。

『満まん子こ──！』

『続きは現実でね!?』

「な、何を音をダイレクトにサラウンドしてますの!?　しかも後ナレ付き！」

「いいではないかね堀之内君、スパイ行為も、気が散ってやってられないだろう」

　ともあれ、という空気の中で、堀之内が手を一つ叩たたいた。術式ではない、合図だ。

「食事を御願いしますわ。──それと、ハンターもメアリーも、こちらに来なさい。

　第一位を相手にする算さん段だんをつけますわ」







[image: 第十章『まずはメシだよ』]
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　食事はステーキにカツ丼どんを合わせるという、勝負前のジンクスとしては完かん璧ぺきなものであった。

　席は堀ほり之の内うちとメアリーが並び、対面に各務かがみとハンターが座る。

　ハンターがステーキの追加を頼むなど、充実した夕食の片付けを終え、光こう太た郎ろうはテーブルの四人の前に一枚の術じゆつ式しき陣じんを出した。

「夕ゆう刻こくの、ハンター様とメアリー様の戦せん闘とう映えい像ぞうです」

「あー、さっきうちと編へん集しゆうしてたヤツ」

　画が像ぞうに、余よ計けいな情報無しで、逆ぎやつ光こうなど全て補ほ正せいしたものが術式陣には流れている。

　皆が見るのは、やはり第一位の使用する術式についてだ。

　……ランカー戦は午前四時。御お嬢じよう様さまと各務様にとっては、あと八時間も無いのですね。

　ハンターもメアリーも、役に立てるならば何も惜おしまぬ、という体でここにいる。

　素す晴ばらしい。

　堀之内家の当とう主しゆとして、先代を失ったが故ゆえにそれ以上の先せん鋭えい化かせざるを得ない。そんな立場になったのが堀之内・満みつるという存在だ。

　能力が高く、しかしその自覚が上手うまく働き、保ほ護ご者しや感覚で他者を気き遣づかう部分はあった。が、共に並び立つ友人が作れるかどうかは別だ。

　正直、この人は、一人で生きていくのかと、そう思っていた。

　先代には、早くに失ったとは言え夫がおり、友人もいた。

　しかし十年のスパンで回ってくるヘクセンナハトに対し、その子は学生時代に勝負を挑いどむ事となる。これは四し法ほう印いん学がく院いんを建てた学長の方針と、ランカー戦ゆえ仕方が無い事だが、

　……そういった懸け念ねんも、無くなりました。

　今、友人として気楽に日々の事や相談なども出来、しかし仲間として自分達と賭としてくれる者もいる。自分達の〝御嬢様〟が、他人からネタにされて怒ったり笑ったり、または他人に呆あきれてみたりと、そういう人であった事を知ったのは、今いま更さらながらにここ最近だ。

　そして今、彼女は、母の喪そう失しつを消化して、黒の魔ま女じよに絶望や気負いも無く、向かい合う姿勢まで見せている。

　己おのれは思う。ヘクセンナハトやランカー戦の結果とは別に、堀之内家は当主として相応ふさわしい存在を得つつあるのだろう、と。

　流石さすがです御嬢様。その言葉を心に作りながら、自分は言った。

「では、敵……、四法印・フルール様の術式についてです」
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　堀之内は、光太郎の解説と共に、その映像を見た。

　画面の中、桜さくらの木が立ち、大たい気きへと花が大量に散っていく。

「四し法ほう印いん様の術じゆつ式しきは、〝花〟の特性に特化した爆ばく砕さい術式です。術式自体は単純な爆砕で、物理、術式防ぼう御ぎよ共に有効というのが見て解わかります」

「しかし、密みつ度どが無む茶ちや苦く茶ちやですわね……」

「大気全体が爆ばく薬やくみたいなもんだよ。粉ふん塵じん爆ばく発はつの状態」

　ほら、とハンターが示したのは、彼女の視覚から記録されていたものだ。桜の森の地面に花が咲き、それが大きくなってまた花を飛ばす。

「よく見て」

　言われて示され、追って見た視線の先。飛んだ花がやがて地面に落ちた。すると、

「また咲くんだ」

　落ちた花びらが散り、それぞれがまた芽めを息い吹ぶき、葉を出して茎くきを伸ばすと花となった。

　その間、僅わずか五秒にも満たない。

「解る？　──環かん境きようを作ってるんだ」

　つまり、こういう事だ。

「爆砕を行いながら、不要なものは種しゆ子しにして、自然発生的に爆砕術式を増やしますのね？」

「そうです、御お嬢じよう様さま」

　と、光こう太た郎ろうが東とう京きよう湾わんを天てん上じようから見下ろした図を展開した。

　……中央に、四法印学がく院いんがありますわね。

　今、学院の中央に青い点が灯ともった。それは全方位へと小さな青い点をバラ撒まいていく。

　第一位の術式による花の展開を示すものだろう。

　それは雲のようにたゆたいながら、ゆっくりと広がっていき、

「……え？」

　いきなり加速した。全ぜん域いきへと不確かな縁ふちの形が作られたと思った瞬しゆん間かん。一いつ斉せいにそれは弾はじけ、東京湾を覆おおい、更さらに二度、三度と加速し、

「色が……」

　メアリーの声の差す通りだ。青の色が上下の厚みを高く示す赤へと変わっていく。

　高度一千メートルを超えた辺りで、その加速が、下に広がる加速と連動した。

　光太郎が東京湾の地図を縮しゆく小しよう、南関かん東とうの全域に切り替えた時には、それはもう目に見える速度で西は東京の半なかばまでを更さらに進行。厚みは七千メートルを超えていた。

「時間として、何の妨ぼう害がいも無ければ、約一分半でこの状態となります」

「……先さき程ほどの、種しゆ子し化による拡散ですの？」

「そう。規き模ぼが拡大していくと、爆ばく破はしなくていい花が増えるから、広がれば広がる程に拡散力が増していくんだ」

「更に、映えい像ぞうを見る限りでは、これらの花は自分達の環境が整い、濃くなればなる程に強化をしていきます。桜さくらの木は伸び、花もその数が増えるのです。

　現実の植物ならば、数が多く密みつ集しゆうすれば中央部の勢いは弱まるものですが、これは逆に中央部から進化し、その波が外へと及んでいきます」

　途と中ちゆう、段階的に加速したのは、それらの進化によるバージョンアップがなされたという事だろう。

「計算に拠よれば、約三十分後には地球の表面にして半球分を覆おおい、最大厚は対たい流りゆう圏けんにまで及ぶとされます」

「更さらに、あらゆる術じゆつ式しき攻こう撃げきに対し、この環かん境きよう下かでは花が咲くのです」

　メアリーが、爪つめでテーブルを軽く叩たたきながら言った。

「私の消しよう滅めつ〝術式〟も、その軌き道どう上で花に変えられ、散りました。黒の魔ま女じよが遠えん隔かく攻こう撃げきを行い、下げ僕ぼくを飛ばしたとしても、その環境に入ったが最後、爆ばく砕さいとして散る筈はずです」

　つまり、

「ヘクセンナハト対策としてみた場合、黒の魔女に対して必殺と完全防ぼう護ごの環境を展開する。

　これが第一位の手て筈はずです」
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「待ち給たまえ」

　各務かがみは、正直言って、これは結けつ構こう良く出来た方法だと、そう思った。

　……流りゆう体たいを肥ひ料りように咲く花か。

　マギノフレーム自体が流体で出来ているし、術式ならば尚なお更さらそうだ。

　これは完全に魔女対策として作られたもの。更には、

　……術式とは、複雑な効果や組み合わせをもつものもあるが、それを植物のように自生させ、更には進化まで埋め込んでいるとなると、見事なものだ。

　プログラムのように、術式を構こう築ちくし、品ひん種しゆ改良していった結果だろう。

　だが、疑問がある。

「……それだけの流体を、何処どこから確保しているのかね？」

「ええ、展開後には、花が自生する際、地ち脈みやくから吸収をしているものと思われます。実際、今回のものでも、沿岸の社寺が計測する地脈量には変動がありました」

「でも、初期段階と、何よりも展開後の制せい御ぎよがありますわ」

「いや、制御は、結構花や木々任せな部分あると思うよ。起き爆ばくも連れん鎖さ式だから、全ぜん域いきを管理しなくていいんだと思う」

「いえ、──それは違います」

　メアリーが、連鎖爆ばく発はつの起きる映えい像ぞうをストップした。拡大するのは爆発の重なる範囲だ。

　夕の空に、幾いくつもの光こう爆ばくが生じているが、それらの間にも花が散っている。

「見えますか？　──誘ゆう爆ばくしていない花があります」

「どう考えたかね？　メアリー」

「はい。おそらくですが、これらの花にはグレードや状況によって一定範囲でラベル付けがされており、第一位はそれを任意で爆ばく発はつさせたり、また、させない事が出来るのです」

「君なら出来るか？」

　問いかけに、メアリーが両の手を広げ、右の小指を折った。

「九ラインなら、地球の向こうまで管理出来ます」

　ハンターが口くち笛ぶえを吹く。しかしメアリーはそんなハンターを半はん目めで見て、

「私の消しよう滅めつ術じゆつ式しきは線です。よくて結けつ界かいの壁を作るくらいでしょう。

　ですが、第一位の技は、線を超えた面どころか、塊かたまりです。

　先生としてはどうなんです？　准じゆん将しようとして見た場合、このクラスの流りゆう体たい抽ちゆう出しゆつは」

「抽出量から言うと、私を超えているだろう」

　当然の事実として認めると、ハンターが両腕を上げた。

「どーやって倒すんだい、コレ」
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　そうですわねえ、と堀ほり之の内うちは思し案あんした。

　否いな、大体の処ところは見えているのだ。

　そんな思案が通じているのだろうか、各務かがみが自分達を見て告げた。

「……どうすれば勝てるかね？　君らならばどうする？」

　ええ、と自分達は、思わず同時に答えていた。それも三人同時に、

「──近づいて撃うちますの」

「──近づいて撃つ」

「──近づいて撃ちます」
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『流石さすがです御お嬢じよう様さま！　何とシンプルな……！』

『みんなーなかよしー』

『そうね。私の占うらないでも見えてるわ。近づいて一いち撃げきが大だい事じって……』

『まあ、大事なのはどうやってそこに持ち込むかの勝負だけどねー……』
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　ハンターとしては、戦せん術じゆつがある。

「パンデミック化する前に、勝負をつける」

「私も同意です。作られる環かん境きようが高次化する前に、接近してマギノデバイスを破は壊かい。必要ならば術じゆつ者しや本人も攻こう撃げきし、その攻撃手段と意い思しを刈かり取ります」

　まあそういう事になるだろう。そのための方法は、既すでに持っている。

「マギノフレームへの高速展開と、砲ほう撃げきかな」

「高速展開は私達も憶おぼえているし、砲撃は堀ほり之の内うち君の得え手てだから問題あるまい」

　だが、と各務かがみが言った。

「そこまで単純に、事は運ぶまい。……ランカー戦のスタート、それも学長閣かつ下かが仕切るものは、初期からどちらもある程度のフレームを構えておく事が出来るからね」

　そこが問題だ。初期段階から、第一位がマギノフレームと環境を展開状態で出してきたら、一気に事じ態たいは厳きびしくなる。

　……マギノデバイスが環境加速器だからなあ……。

　それを壊こわせば勝ちだが、それの存在自体が危険なのだ。先に展開され、距きよ離りを空あけられてしまえば、夕ゆう刻こくと同じ事になる。

「距離を空け、時間切れで勝ち、というのは狙ねらえませんよね」

「そのルール自体がありませんわ。どちらかが決けつ着ちやくをつける、というのがありますもの」

　それに、と堀之内が言った。

「持じ久きゆう戦になった場合、作り上げた環境から流りゆう体たいを吸収や還かん元げん出来る第一位の方が、有利では無いかと、そう見えますの」

「じゃあ、堀之内としてはどうする？」

　ええ、と堀之内が言って、術じゆつ式しき陣じんを出した。

「多段外がい殻かく弾だんを用いますわ」
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　タダンガイカクダン……、と口の中で呟つぶやいたハンターは、アレ？　と気付いた。

「いつもそんなの、使ってない？」

「知っているのですか、第四位」

「ああ、うん、前にノーマル時によく食らった」

　第三位が視線を半はん目めに変えたのは何故なぜだろうか。ともあれ堀之内の砲ほう弾だんだが、

「先せん端たんが貫かん通つう性能を上げていて、内部は衝しよう撃げき系けいだよね、アレ」

「そういうものばかりじゃ有りませんけど、効果によって多段化してますわ」

　だから、と簡単な図を堀之内が見せる。それは砲弾の中に別の砲弾があるような形で、

「貫通性能特化の外殻を二重。その内部に禊祓みそぎ効果を重視した芯しん弾だんを用意しますの。

　外殻はある程度の花が咲いた状態でパージ。その際に加速術式で自動加速するようにしておけば、相手の捕ほ捉そくをある程度避けられると思いますわ」

「狙ねらいが逸それる可能性は？」

「マギノデバイスの大きさを考えると、三キロ以内で撃うち込みたいですわね」

　全長五百メートルのデバイスで考えると、ほぼ至し近きんじゃないかとは思う。

　だが、それを為なす必要があるのだ。そして、

「向こうが花を自生させてきた時の対たい処しよがどうなるか、ですけど、相手のマギノデバイスにある程度近づけばいいと思いますの。自らの爆ばく弾だんで自じ壊かいしたら駄だ目めですものね」

　だから、と言った堀ほり之の内うちが各務かがみを見た。

「砲ほう撃げきしながら接近。至近距きよ離りに到とう達たつすれば、相手は自壊を恐れて攻こう撃げき出来ませんわ」

「そういう時の防ぼう衛えいシステムはあると思うがね」

　だが、と各務が言った。

「確かに要は〝接近〟だ。──運がいい事に、私の流りゆう体たい抽ちゆう出しゆつがあれば、装そう甲こう板ばんの修復なども現場である程度は行える。いざとなったら乗り込んでの白はく兵へい戦せんもありだろう」

「意い外がいと手はある、という事ですか」

「それを潰つぶして来た第一位ではあろうけどね」

　さて、と各務がテーブルに肘ひじをついた。

「こちらの有利なビジョンを想そう像ぞう出来るのは解わかった。向こうの有利なビジョンを思うのは、落ち着いてからでいいだろう。更さらにそれを超える想像をするだけの時間もある。

　ただ、一つ、聞いておきたい事がある」

「……何をですの？」

「光こう太た郎ろう君？　フルール君だったか。第一位。彼女の使っている術じゆつ式しきは、堀之内君と御ご母ぼ堂どうのそれがそうであるように、どれだけ、母親である学長閣かつ下かのものを引き継いでいるのかね？

　そしてまた……」

　重ねるように、各務がこう疑問した。

「堀之内君の母親が前ヘクセンナハトに出場を決めたと言う事は、学長閣下に勝ったという事だ。その記録は残っているのかね？」
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「流石さすがです各務様」

　光太郎は、堀之内のパートナーの疑問を賞しよう賛さんした。

　だが、彼女の問いに答えるのは自分ではない。それは、

「御お嬢じよう様さま、お答えを」

「ええ。各務。──こっち向きなさい。デザートは話の後で来ますから」

　先に出した方がいいだろうか。カウンターには並べてあるのだ。

　見るとハンターも同じ方向に顔を向けているので、結局先出しになった。

「さて、……時期とは言え、白しら玉たま餡あんにクリームとは、正まさに月を見立てた上でのジンクススイーツという感じでいいね」

「世界の動勢とスイーツのどっちが大だい事じですの貴女あなた……」

「会食が好きなだけだよ、私はね」

　はいはい、と堀ほり之の内うちが口を横に開きつつ、しかし一いつ瞬しゆん、こちらを見た。

　これから話す事は、また過去に関わる事なのだ。ゆえに自分も会え釈しやくを返し、背後に控える侍じ女じよ達も同じように頷いた。

　そして堀之内が言葉を作る。

「学長の術じゆつ式しきは、今回、第一位のフルールという生徒が使った技に似ていますわ」

「成なる程ほど、情報があったから、朱あけ竜りん胆どうを展開する時、結けつ界かい術式で押しのけられたのだね？」

「二重化して、表おもて側の結界を後ろから別の結界で押しますの。表面側のものに花が咲いても、爆ばく破はされるまでは後ろから押せますわ」

　無む論ろん、と彼女が前置きした。器うつわに入った濃いめの茶を口にし、懐かい紙しで唇くちびるを拭ぬぐった上で、

「……環かん境きようの中心近くに行けば、密みつ接せつでもしていなければ多重化の全てに花が咲く筈はずですの」

「つまり学長も、環境術式としての花と爆ばく発はつの技を作っていた訳わけだね？」

「いえ、学長のは単純にマギノデバイスからの花の散布と、その流りゆう体たい同質化ですの。

　だから他のデバイスや術式には〝植える〟ような感覚ですわね。フルールの用いるような、自然発生的な発はつ芽がや育成は、それこそ品ひん種しゆ改良の結果だと思いますわ」

　成程、と各務かがみが応じた。そして、

「君の御ご母ぼ堂どうはどのような対たい抗こうを？」

　ええ、と堀之内が頷うなずいた。彼女は横のメアリーの邪じや魔まにならないよう、手指で弓ゆみを引き絞しぼるようなジェスチャーをして、

「弾だん速そくを速める事で、学長の術式で砲ほう弾だんが侵おかされるより早くヒットさせる。

　当時の朱竜胆は装そう弾だん部で単一結けつ晶しよう化かした流体砲弾を精せい製せいしていたので、多段外がい殻かくが組めず、そうするしかありませんでしたの」

「で？　カーチャン同士の戦いとしては、堀之内の方が勝ったの？」

「それが……」

　と言いよどんだ後で、堀之内がしかしはっきりと告げた。

「その戦せん闘とう記録は、残されていませんの」
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　堀之内は、眉まゆをひそめた三人に視線を送る。

「以前、話しましたわね？　ヘクセンナハトの記録が残っていないと」

「──消しゴムか」

　それが通称になっているならば、その通りだ。

「ええ。母は、学長と勝負を決した際、ヘクセンナハトに通じる術じゆつ式しきを用いましたの。

　偶ぐう発はつ的に生まれたものか、用意があったのかは解わかりませんわ。

　ただ、そこで何があったかは黒の魔ま女じよによって一いつ括かつして消され──」

　言った。

「学長自身も、憶おぼえてませんの」
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　厄やつ介かいな仕掛けだな、と各務かがみは思った。

　茶を頂いただき、口の中の味を変えた後で腕を組む。

「正解は、何処どこにあるか解らないという訳わけだね？」

「私としては、現状最善の方法をとっていくのがベストという判はん断だんですの。訳も解らないものを追うよりは現実的でしょう？」

「堀ほり之の内うち君らしい考えだ。そして私も、まずはそれが一番だと思う」

　だけどさあ、とハンターが言った。

「向こうも、つまりこの十年でビルドアップしてる訳でしょ？」

　はい、と光こう太た郎ろうが頷うなずいた。

「過去の記録と比較しても、花には無数の種類があり、何処にでも咲きます。

　いろいろな事じ態たいへの対応と万ばん全ぜんを狙ねらったのでしょう」

「つまり、完全に相手を封ふう殺さつする事に特化し、異い形ぎよう化しているのだね」

「でも、地球の半分とか、それ以上とか覆おおった場合、その爆ばく破はで地ち表ひよう部ぶどうなんのさ」

　その懸け念ねんは、本土を大きく破は壊かいされたハンターにとっては重大事だ。

　あれと同じ事を、迎げい撃げきの魔女側がやりかねないと、そういう事なのだから。

「ボクの砲ほう撃げきだって余波で結けつ構こうアレだけど、あの環かん境きようは違う。巻き込んだら、東とう京きよう湾わんが割れたように、他の地ち域いきだってああなる。ヘクセンナハトの出場魔女は黒の魔女を倒す事が一いち義ぎだけど、あの環境術式はそのための手段を選ばないから出来た事だよ」

「負け犬はよく吠ほえますね」

　メアリーが言った。だが彼女は、ハンターを見もせずに、

「私も負け犬として同意です。勝てる犬になる気はありますが、化ばけ物ものは認めません」

「スゲー面倒めんどくさいのがいるよボクの正面……」

　仲のいい事だ。しかし、こちらとしてはまだ気になる事がある。

「堀之内君、君は戦せん闘とう中、何かに気付いたようだったな。あれは？」

「ええ、あの第一位、使し役えき体たい無しでマギノフレームまで召しよう喚かんしてましたのよ？」

　確かにそうだ。更さらに言えば、

「ゴミ捨ての時、彼女の使し役えき体たいを見た事がないと、そんな事を言われたね？」

「ああ、清せい掃そうの魔ま女じよが言ってたね」

　ハンターが顔を上げる。

「……って事は、ホントにずっと、使役体無しでやってんのかな」

「……？　准じゆん将しようと同じような異世界人と言う訳わけでもないですよね？」

「それについては、補ほ足そくさせて貰もらっていいだろうか」

　と、いきなり後ろから声がした。

　光こう太た郎ろうと侍じ女じよ達が急いで振り向いた位置。カウンター前に人ひと影かげがある。

　勝かつ手てにグラスにビールを注ついで飲んでいるのは、

「──リスベス・ルエーガーか」
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　黒のスーツ姿すがたで立つリスベスがグラスを掲かかげるのを、各務かがみは見た。

「この世界の創そう造ぞう者しやの一人に憶おぼえて頂いただけるとは光栄だ」

　と、言った彼女の背後。そこに新たな人影が〝貫つらぬいて〟出た。

　侍じ女じよ長ちようだ。

　空間を穿うがって姿を見せた彼女の手には、料理をサーブするためのナイフが握られている。

　そして侍女長は、まずこちらを見て、

「失しつ礼れいします、御お嬢じよう様さま。どうやら玄げん関かんで対応をし忘れたようですので」

「今、光太郎君をスルーしたね？」

　言うと、光太郎が振り向いた。彼はこちらの視線を全て見渡すと、首を横に振って、

「いえ、構いません。ここでは御嬢様が主あるじですので。ええ、気にしませんとも」

「凄すごい気にしてますね……」

「メアリー、その言い方が一番ダメージ大きいぞ」

　だが、リスベスが苦く笑しようした。

「用件を言うと面めん倒どうだからな。通じるとも思えない。だからこそこそと正面玄関から入って、密ひそかに中央エレベーターを使って、息を潜ひそめながらそこの廊下の真まん中なか通って来た。

　潜せん入にゆう時の補ほ給きゆうとして今はビールを摂せつ取しゆ中だ。ステルスは面倒だな」

　ハンターが半はん目めで堀ほり之の内うちを見た。気付いた堀之内が慌あわてて手を左右に振り、

「べ、別に私の関係者が皆そうとか、そんな事ありませんわよ？」

「そうともハンター君、堀之内君の関係者は皆まともで清せい純じゆんで聖せい人じんだよ。なあ満まん子こ」

「貴女あなたは黙ってなさい……！」

　しかし、笑い声が起きた。

　リスベスだ。彼女は首に当てられたナイフも気にせずグラスを口に当て、

「笑えるようになったか、満みつる」

「怒ったのが、見えてませんの？」

「怒れるならば、笑える。だが、〝笑う〟ならば、怒りも隠かくすだろう」

　と、言った姿すがたが前に出た。

　首元に当てたナイフを、しかし侍じ女じよ長ちようが退ひかなかった。そのまま動くなと、手指に固定の力を込めた瞬しゆん間かん。

「切れ味が悪いな」

　リスベスが気にせずこちらに来た。

　ナイフのある位置を、首が突き抜ける。

「……イリュージョン？」

　ハンターが言うが、違う。よく見れば解わかる事だ。リスベスの首に、寸断の切れ目がある。

　血も何も流れ出していないが、脈みやく動どうが確かにあるのは、

「空間切断さ。自分の身体からだを割って恥はずかしがる歳としでもない」

「健康なようで何よりだ」

　そうだね、と言ったリスベスが、こちらの横に立ち、

「さて」

　人ひと魂だま型の使し役えき体たいを肩上に出すと同時、いきなり手元にノーマルデバイスを突き立てた。
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　メアリーは、即そく座ざに席を立った。

「貴き様さま……！」

　声をあげた先。リスベスがまっすぐに各務かがみを見ている。

　そしてリスベスは、突き立てた直剣に手を掛けたまま、静かにこう言った。

「いい勘かんだ。何百の滅びを見てきたのは、噓うそじゃ無いようだね」

「それは光栄だ」

　言う各務は椅い子すに座ったままだ。だが彼女の右手が、軽く頭ず上じように伸びている。その指は宙ちゆうに何かを摘つまんでいるように見えていたが、

　……まさか──。

　思っている眼前で、流りゆう体たい光こうが横一直線のライン状に飛沫しぶきを上げた。それは窓際からリスベスの方へと、その途と中ちゆうで各務の掲かかげた手の上を走る一本だ。

　流体光が散った後、そこに現れた物がある。

「ノーマルデバイス……」

「私の〝竜騎兵ドラグーン〟は双そう剣けんでね」

　彼女が何をしたか、今いま更さらながらに解る。一本を出現させた瞬間、見切れぬ速度で空間を切断し、そこにもう一本を隠いん蔽ぺいしたのだ。

「かなり薄切りにしたのに、見切られるとは、歳としかね」

「いや、私が凄すごいのだよ、単純に」

　この女は……、と横の堀ほり之の内うちが呟つぶやきながら、しかし席を立つ。

　……え？

　疑問して振り向いた視線の先。堀之内が長い髪かみを手で払った。

「とりあえず、各務かがみは〝合格〟ですのね？　それで、何ですのリスベスおば様。

　──遊びに来た訳わけでも無いなら、何を見せて下さいますの？」

「解わかるか？」

「今の状況で〝言って通じない用件〟と言ったら、時間を寄よ越こせと、そんな類たぐいですわ。

　何処どこに連れて行くつもりですの？」

　侍じ女じよ達が身み構がまえるが、リスベスが口くちの端はを上げた。微笑、というよりも、満足の笑えみだ。

「満みつる、お前は本当に賢かしこいな。では行こう」

「だから何処へ？」

　堀之内の疑問と共に、改めて視線を向け直す。すると欧おう州しゆうU.A.H.の代表は、背後、北の方を親指で差して言った。

「近所だ。──見せておくべき物がある。この学がく院いん内に、な」
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　ハンターは、ついていくべきかどうかを迷ったが、行く事にした。

　……欧おう州しゆうU.A.H.の代表と連つるんでるって聞いたら、どう言われるかなあ。

　確かく認にんしたところ、第一位の術じゆつ式しき展開範囲を第七艦かん隊たい側でも計上したらしく、横よこ須す賀かに着ちやつ港こうするのではなく、千ち葉ば沖おきに展開をするとの事だった。おかげで到とう着ちやくは午前三時過ぎになると言われたが、

　……四時からのランカー戦で、バックアップは可能かな。

　今回は、第一位の術式範囲がどう広がるかによって、地上側の基き地ちでの離り着ちやく陸りくに制限が為なされる事になる。関かん東とう全ぜん域いきに環かん境きようを広げられたら横須賀や横よこ田た、厚あつ木ぎでさえ、通信が可能になるか怪あやしいものだ。

　この場合、監かん視し衛えい星せいからの情報などを即そく座ざに中ちゆう継けいし、統合本部として使えるのは、洋上にいる第七艦隊となる。

　今、艦隊指し揮き所しよでは、それらの連れん携けいを構こう築ちく、確かく認にんしているだろう。

『流りゆう体たいに花が咲くなら物理よねえ。ほら、監視衛星三つくらい軌き道どうが合うから、落として直ちよく撃げきさせたらいいんじゃない？　加速すれば避けられないわよお？』

『つまり米べい軍ぐん初のメテオストライクか……！　いいな！　おい、もう一いつ杯ぱい飲め！』

　見なかった事にする。

　ともあれ、リスベスに連れられて出たのは当然のように夜の外だが、そこからが予想と違った。欧州U.A.H.のマギノデバイス群は相変わらず学がく院いんを囲んでいるが、

「構内から出ないのか」

「中庭……、ですね」

　前を行く堀ほり之の内うちと各務かがみも、歩速から感じるに、何処どこに連れて行かれるかは解わかっていないようだった。

　だが、自分達としては生活の場になっている構内だ。

　北側へと歩いて行き、たまに夜の買い出しに出ている生徒達とすれ違っていると、

　……あそこか？

　何となく、解ってきた。それは学校の中心。中庭の中央にある施設だ。

　半はん径けい五十メートル程の開けた場所。その真まん中なかにあるのは、鐘かね撞つき堂にも似た、

「地下霊れい廟びようか」
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「一体、こんなところ連れてきて、どういうつもりですの？」

　各務は、堀之内の問いかけを聞きつつ、辺りを見回していた。

　それは幅も高さも五メートル程の通路で、天てん井じようには青白い殺さつ菌きん加か護ごの照しよう明めいが並んでいる。

　壁も何も白いが、壁に彫ほり込まれた大きなレース地のような文もん様ようは、この場所を鎮ちん魂こんとする加護か何かの紋もん章しようだろうか。しかし、

　……地下霊れい廟びようとして、確か入口はロックされていたと思ったが。

　転校してから、ある程度は見て回っている。

「閣かつ下かは顔パスかね」

「元々、私が……、否いな、私達が作った場所だぞ」

　成なる程ほど、と頷うなずいている間に、リスベスが告げた。

「先さき程ほど、フルールの使し役えき体たいが云うん々ぬんと言っていたろう。その件について、見せたいものがある。〝客きやく人じん〟としてな」

　と、周囲の風景が変わった。壁に、一定配列で青せい銅どうの扉とびらが金色を見せて並び始めたのだ。

　左右の壁面に連なるそれらの一つ一つは、腰の高さに配置されていた。高さは一メートル程、幅は三十センチ程だろうか。

　装そう飾しよく入りで片開きの表面には、レリーフと名前が刻まれている。

「納のう骨こつの墓かね。しかしこれらは一体、何処どこの誰だれなのかね？」

　どれだけあるのだろうか。通路は歩くだけ続いていくように感じる程だが、リスベスがそれらに振り向かず言う。

「死する際、この世界の無ぶ事じを望んだ者達を選んではいる。正式に入学しているなら、年次ごとにここに参じているだろう」

「ええ」

　堀ほり之の内うちが、静かに言った。

「……前ヘクセンナハトで亡くなられた人々の墓ぼ所しよですわね」
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　堀之内は、横を歩く各務かがみが顔を向けるのを悟さとった。

「……堀之内君。君の御ご母ぼ堂どうがこちらにいるのならば、挨あい拶さつのために、花はな束たばの用意をしてくるところだったね」

「准じゆん将しよう！　必要ならば買ってきますが！」

「その必要ありませんのよ──？」

「普段から持っていても君なら構わないだろうに」

　褒ほめられているのかからかわれているのか解わからない事を平気で言う。

　……多分、後者ですわねー。

　ただ、幾いくつかの曲がり角かどを経て、カーブを描いたところで両横の扉が消えた。そして足元に黄色の斜め線を連続したペイントが施ほどこされるようになり、

「リスベスおば様？　客きやく人じんの域いきを超えるのでは？」

「おば様はやめなさい。あと、域を超えるかどうかといえば──」

　と、彼女が目の前を指差す。

　するとそこには、通路幅一いつ杯ぱいの鉄てつ扉ぴがあった。

　立ち入り禁止区く画かく、と表記とシールが為なされたその前で、リスベスが右手を翻ひるがえす。

　一枚のカードキーが、彼女の手指に翳かざされていた。

「これを持つ者は数名。私はここから〝客人〟ではなく、正式な参さん内だい者しやだ」

　告げて、リスベスがカードを扉とびらにあるスリットに差し込み、下にスライドさせた。

「さて──」

　扉が開かない。

　ややあってから、動かない扉を前にリスベスも振り返った。

　ん？　と首を傾かしげた彼女が、二度、三度と繰り返すが、やはり扉が開かない。

　それを見ていた自分達四人の内、己おのれは視線を戻して皆を見渡した。残り三人が頷うなずいたので、

「おば様、そこ、リーダー部のスリットでは無くてパーツの隙すき間まですわよ」

　だから、と、カードを横から摑つかんでセンサー部に当てると、チャイムが鳴った。

『カードの御利用、アリガトウゴザイマスッ』

　電でん子し音声が、何かちょっと意味が違う気がする。そしてリスベスが、一呼吸おいてから、

「知ってた。知ってたとも。──何だその顔、信じてないな満みつる……！」

「そうだぞ満まん子こ、今日きようから君は素直な満子になり給たまえ」

「貴女あなたは黙ってなさいっ……!!」

　だが、扉はゆっくりと開いた。それは冷気を伴ったもので、その向こうに広がるのは、

「大部屋……？」

　暗く静かな、円形の広い部屋が、そこにあったのだ。
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　リスベスに続いて、ホールとも言える部屋に入った堀之内は、そこが暗い事に気付いた。

　直ちよつ径けい十五メートル程。光こう源げんは壁と天てん井じようにある青白い照しよう明めい。そして床の中央部、一段高い処ところにある、これもまた薄青い照明だけだ。他にあるとすれば、

「夜や光こう草そうだ」

　ハンターの声によく見てみれば、壁や床を覆おおっているのは草くさ群むらだった。

　その中から伸びた花が光り、仄ほのかに辺りを照らしている。

　床も、暗いと言うよりは黒く、壁や天井も、照明の角度で形が理解出来る程度。

　そしてふと、前にいたリスベスが足を速めるのに己は気付いた。彼女はホールの中央に向かって歩み、

「やはり、ここまで衰すい弱じやくしていたか……」

　何がか、と思って足首程の草くさ群むらを行けば、ホール中央の明かりの縁ふちに一いつ匹ぴきの使し役えき体たいがいた。

「……花はな竜りゆう！」

　白の、百合ゆりに似た花はな弁びらを重ねたような、白い竜だ。アクセントに赤い色が花弁の縁ふちにある。

　……レアですわねえ。

　かつて学長が使用していたという記き憶おくがある。だとすれば、

「これが、あのフルールの使役体なのかも──」

「いや、夕方の現場からは遠過ぎるだろ。遠えん隔かく援えん護ごの処しよ理りもされてないようだし」

　と、こちらに気付いて、しかしホールの中央から動かず、ぐるぐる回りを始めた花竜に己おのれは近づいていく。すると、背後から各務かがみの声が来た。

「待て、堀ほり之の内うち君。足下を見み給たまえ」

　言われ、見た眼がん下か。後一歩、というところに、蔓つる薔薇ばらの浅い柵さくがあった。高さにして三十センチも無ければ、厚みもまたそれ程でも無い。ただその柵にはめ込まれるようにして、一つの物があった。

　硝子ガラス張りの棺ひつぎだ。そして、

「────」

　見下ろした視線の先、そこには、己の見知った人が目を伏せて動かなくなっていた。

「学長……？」
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「これは……」

　堀之内が見下ろす視線の先、硝子の箱の中には薔薇が詰められていた。

　そして学長の頭の上となる位置に、金きん属ぞくのプレートが仕込まれている。

　日付は、十年前の十月末日。

　……ヘクセンナハトの日。

　これは一体どういう事かと考え、しかし、

「……噓うそ。寝ているんですのよね？　だって……」

　と再び硝子の下を見て、自分は気付いた。

　薔薇に埋まった中。彼女の身体からだを隠かくすシーツの起き伏ふくは、その五体の形を留とどめていないのだ。
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　各務は、堀之内から半歩引いていたリスベスの横に並んだ。

「これはどういう事かね？　リスベス君」

「解わからないか？」

「察しは出来るが、実際を知る人から聞いてみたくてね」

　そうか、とリスベスが肩を一度落とした。

「我が友、四し法ほう印いん・スリズィエは、あの夜に死んだのだ。──私を庇かばうようにして、黒の魔ま女じよの配下達と相打ちになって」

　花はな竜りゆうと呼ばれた使し役えき体たいが所在なさげにこちらを見上げてうろうろしている。その姿すがたに対して、リスベスが細くした視線を向け、言葉を続ける。

「戦いには勝つと、そう信じていた彼女は、満みつる、お前の母親の無ぶ事じも信じていて、……だから死の間ま際ぎわ、約束したのだ。この戦いで荒こう廃はいした世界が、花の満ちるようにしたいと。

　私達は、訓くん練れん生せい時代、いつも花か壇だんの世せ話わをしていた常じよう連れんだったからな」

「意い外がいですわ……」

「堀ほり之の内うち君、ツッコミ厳きびしいね？」

「は、母の事ですのよ!?」

　向こう、ハンターが右腕を軽く回して〝巻け〟と指し示じを見せる。ゆえに自分もＯＫのサインを一つ送って、

「でも、それからどうなったのかね？」

「堀之内……、充みつ代よのように、子供と言葉を交わせたならば、何か違ったかも知れないな。

　彼女の遺い体たいを保存状態にした私達が戦後に見たのは、四し法ほう印いんの家にいる彼女だった」
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　死んだ筈はずの人間が、家に戻っている。だとするならば

「霊れいか？」

「いや、〝残念〟の形だ。つまり、彼女の意い思しを写し取ったテープ……」

　という言葉に、己おのれは右の手の平を上げる。

　皆を見渡すと、堀ほり之の内うちもハンターも首を傾かしげ、

「テープ？」

「では、MD……」

　一応知っているので右手を挙げた。だが他の三人が首を傾げたままだ。

　対するリスベスは、一つ咳せき払ばらいをして、

「……メモリカード？」

「じゃあそれで」

　うん、と皆が頷うなずいた瞬しゆん間かん。背を向けたリスベスが一回空中に勢いよくノーマルデバイスの一いち撃げきを叩たたき込んだ。

「くっそ……！」

　わ、と引くハンター達に、自分は両の手の平を見せて制し、

「いつの時代も世代のギャップとは厳きびしい物だ。いずれ自分達も歳としを取るが、ああいう風ふうにはならないよう気をつけようではないかね」

「各務かがみ、それ全く向こうのフォローになってませんのよ？」

　振り向くと、半はん目めのリスベスが一ひと息いき。ややあってから彼女がまた口を開く。

「彼女の術じゆつ式しきは根本のところで〝生長〟という概がい念ねんを持つ。つまり〝生命〟だ。

　だから彼女は死の際、自分の命の型を、残りの生命力に写して死んでいったのだ」

「どういう事？」

「自分の遺い体たいを、自分の残念がこの世に残るための依より代しろとしたという事ですの」

　つまり、と堀之内が言った。彼女はふと上を見上げ、

「……私達が今まで会っていた学長は、本物ではなく、残念の姿すがたですのね？」

「そうだ。四し法ほう印いんの最後の術式。彼女程の力があるからこそ、それは実体に近いだけの密みつ度どを持って存在し続けた。ここはその依り代の保管所だ。

　しかし意い思しも記き憶おくも混こん濁だくなく、本物だと判はん断だん出来たので、私達はそれを認め、〝彼女〟のバックアップを務つとめて来たが──」

　リスベスの目が見るのは、壁の夜や光こう草そうがゆっくりと光を失っていく現状だ。

「昔はここを明るく照らしていた彼女の命が、もうこんなに弱い」

　だから、と彼女が言った。こちらと堀之内を、交互に見て言った。

「頼みが一つある」

「聞こう」

　フ、とリスベスが、笑えみではない顔で一つ笑った。そして彼女は、教えてくれた。

「彼女の娘むすめ、フルールを倒して、二人を解放してくれ」
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　リスベスの言葉に、堀ほり之の内うちは、この場所に連れてこられた意味を悟さとった。

　……フルールが使し役えき体たいを見せないという、その事についてでしたけど……。

　足元、こちらを見上げて、いつでも距きよ離りを取ろうとしている花はな竜りゆうがいる。しかし、

「まさか、フルールの使役体は、そこにいる花竜ではなく……」

「この花竜はスリズィエの使役体だ。フルールの使役体は──」

　そこから先は、言われなくても解わかる。

「学長が、フルールの使役体になっていますのね……？」
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「待った」

　という言葉を、各務かがみは即そく座ざに放っていた。

　右手を前に、リスベスへと視線を送り、己おのれは問う。

「この事実を、フルール君は知っているのかね？」

「当然だ。スリズィエは、次のヘクセンナハトでフルールが生き残れるよう、最大の力である己自身を彼女に与えた。そして二人は術じゆつ式しきを改良し、戦い、今に至っている。

　ゆえにフルールはこう思っている。戦って、勝ち続けて〝いい子〟でいる限りは、母であるスリズィエがいなくなる事はないだろう、と」

　だが、とリスベスが周囲を手で払うように示した。

「このままだと、スリズィエの魂たましいはすり減って消える。ヘクセンナハトに出場すれば、保もつ事なく消えるだろう。──今がぎりぎりなのだ」

「ランカー戦でフルールを倒せば、学長がフルールを守り、またフルールが守られる意い義ぎも消える、と……？」

　ああ、とリスベスが頷うなずいた。

「私は、そのために来た。かつて、今の状況を認め、縛しばってしまった友の魂の解放に。

　昔は生かしておいて、今度は死ねと言うのだから酷ひどい話だ。

　……だが、それに従うようなヤツではなかったがな。今も昔も、だ」
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　そういう事か、と各務が呟つぶやくのを、堀之内は聞いた。

　見れば、各務は人差し指を立て、宙ちゆうを叩たたくようにしてリスベスを差した。

「確かに学長閣かつ下かもこう言っていた。〝私が学長の座を降りるまで、貴女あなたを役人としては迎えない〟と。──学長閣下も、事じ態たいを理解しているのだな」

　つまり、

「もし自分がいなくなったら、貴女にその座を譲ゆずる、と」

　言われて、己おのれは幾いくつかの辻つじ褄つまに思い当たった。

　……そうでしたわね。

　夕ゆう刻こくの戦せん闘とうにおいて、そんな遣やり取とりがあったのだ。

　戦闘を仕掛けたリスベスが躊躇ためらい、学長が敢あえてそれを受けるような遣り取りが。

　だとすれば、

「学長は、……娘むすめであるフルールを守り、ヘクセンナハトに勝利する事を望んでますの？　それとも、負けて、フルールをこの争いの流れから解放する事を望んでますの？」

「フルールも、実際は理解している筈はずだ。ただ──」

　ええ、と己は頷うなずいた。

　自分は母を失ったが、母は残念を残さなかった。

　……どうでしょうね。

　当時、もしもフルールと学長の関係を知っていたら、自分は羨うらやましがったろう。

　だが今は、そう思わない。

　母を失った恨うらみから月を見上げられなくなった事もあったが、今は違う。

　母の残念と共に、フルールは月を見上げる事が出来ているだろうか。いや、出来ていても、出来ていなくても、それは違うと思うのは、他人が幸せだと思っている事を上から目め線せんで否定しているだけだろうか。

「堀ほり之の内うち君」

　各務かがみが言った。

「フルール君も、気付いている。──かつての君がそうであったように。

　ただ、それを認めておらず、いつか途と切ぎれる橋の上を、下を見ずに歩いているだけだ」

「その橋から突き落とそうというのは、それこそ傲ごう慢まんではありませんの？」

「ではその時、君はどうするかね？」

　問いかけに、自分は何か答えようとした。だが、

「────」

　言葉が出なかった。

　何か上手うまい事が言えると、そんな期待を自分にしていたのだが、

　……解わかりませんわ。

「それでいい」

　と、各務がまっすぐこちらを見て、言葉を作った。

「何故なぜなら君は、会った事がないのだ。過去の自分と同じ境きよう遇ぐうの者が生まれるのを」

　そして、

「その時君は、彼女を過去の自分と同じにしてしまうか、今の自分と同じに出来るか、どうすればいいのかを思い給たまえ」

「な、何ですの、その超ちよう上から目め線せん」

　だが、各務かがみの言っている事も解わかる。

　第一位に勝てるかどうかは解らないが、周囲の夜や光こう草そうの光は噓うそを吐つかない。

　学長の魂たましいは、もう、限界なのだ。ならば、魂を扱う神しん道とうの代表としては、

「鎮しずめるのが、本業ですわね……」

　ああ、とハンターが頭の後ろで腕を組んだ。

「学長の魂を燃ねん料りように動いてるコピーと、それを噓と解りながら依い存ぞんしてるヤツと、……でもコピーの方は、これでいいのかと思いつつ、慕したう子のために魂すり減らして、って、やりきれないね」

「ならば堀ほり之の内うち君、──止めよう。消えては、何も残らない」

「……間に合いますかしら」

　メアリーが夜光草の光に細めた視線を落としているのは、その光量から、主あるじの流りゆう体たい量りようを逆ぎやく算さんしているのだろう。表情は芳かんばしくない。だが、

「解らない。間に合うかどうかは、全て現場の流れ次第だ」

　各務がはっきりと言った。

「ただこのままでは、私達は彼女が二度死に、そして二度目には何も残らないのを見る事になるだろう」

　だから、

「止める。私達の野望に必要な事であるし、そこから先は、二人次第であろうね」
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　中庭は月の光を浴びていた。

　あら、と学長、スリズィエは思う。夜の月はヘクセンナハトの日の事を思い出すので苦にが手てだったけど、フルールと一いつ緒しよなら、そっちが気になってしまうのですね、と。

　フルールは月を恐れない。

　それは自分が居続けているからか、彼女の性格からなのかは解らない。

　ただ、月の光を浴びて、何もかも白く、青黒く浮かぶ花か壇だんは、

「……綺き麗れいね、フルール」

「マーマ、夜に外に出ないから、だから知らないのよ」

　咲き誇る花の群を前に、フルールが両腕を振って広げた。

「ちゃんと今日きようはゴミも拾い上げて、綺き麗れいにしたんだよ！　ほら、ねえ、マーマ、見て！　ちゃんと御お世せ話わしたから、今年はこんなに咲いたよ！」

　両手を振る限り、見渡すここは、こんなに広かったろうか。

　いつも上から見ていたので、忘れてしまっていた。

　……そうね。

　今この時、今いま更さらだが、解わかって良かった。自分の子が、昔は家の植うえ木き鉢ばちもろくに世話出来なかったのに、今夜に至るまでには、これだけのものを作れるようになっていたのだと。

　自然と笑えみが零こぼれる。

「綺麗ね、フルール、何時いつまでも咲き続くといいのだけど」

「大だい丈じよう夫ぶだよ！　マーマの言う通りにするから、御花は枯かれない！　何処どこにでも広がって行く！　そして、……そうだよね！　私が黒の魔ま女じよを倒したら、マーマは何も怖こわがらないでいてくれるよね！」

「怖がる……？」

「そうだよ！」

　フルールが、こちらにやってきて、下から見上げた。

　こっちの両手を取って、上下に振って、笑みで言う。

「私が一人でいるのを心配したり、さ！」

「それは──」

　残念だ。自分が、この世を去る事が出来ぬままになった心配事。

　……この辺り、充みつ代よがいたら叱しかられますね……。

　心の中で苦く笑しようするしかない。実際、そういった事を気にして、リスベスも来たのだ。

　心配をさせないようにと、そのつもりで得た今の境きよう遇ぐうが、逆に今の友や、記き憶おくの中にいる友の心配を確定させてしまっている。

　学長失格ですね、とそう思う眼前、フルールが首を傾かしげた。

「マーマ、何か、心配事があるの？」

「そうね。……フルールがいい子でいてくれるかどうかが心配ですよ」

「だったら大丈夫」

　だって、

「私が黒の魔女を倒すから、そしたら一緒にいられるよ、もう、私が独ひとりになるなんて事はないよ、マーマ！　だから、私がいい子じゃなかったら叱って直して。いつでも、これからも、ずっと、そうしてくれれば、私はいい子でいられるよ……！」

　だから、と娘むすめが言って、一つの方角を見た。

　天てん上じようだ。

　そこにある月の光を瞳ひとみに入れ、ランク第一位である己おのれの娘が言葉を放った。

「明日あしたの朝、また挑ちよう戦せん者しやが来るけど、これがきっと最後。マーマ、一いつ緒しよに勝って、黒の魔ま女じよを倒しに行こうね……！」
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　霊れい廟びようを出ると、酷ひどく疲れている自分にハンターは気付いた。

　……見えなくても、霊とか残念とかあるからなー……。

　その辺り気付いているのか、堀ほり之の内うちが一回ずつそれぞれの肩を叩たたいていく。ヒットの感かん触しよくよりもいい音がする辺り、大したもんだと思うが、

　……お。

「思ったより軽くなるものだね、堀之内君、今度、肩が凝こったら頼もうか」

「気分の部分も大きいんですのよ、コレ」

　などと遣やり取とりしていると、リスベスが片手を上げた。

　こちらも皆で片手を上げると、相手は苦く笑しようして、

「ここまででいいだろう。明日の朝、勝負は手を抜くなよ？」

「外から監かん視しをするなら、気をつけ給たまえ、向こうは無差別だろうから」

　そうだな、とリスベスが背を向けた。そして一人、正門への道を歩き出しながら、

「早く寝ろよ、子供達」

　言うねえ、と呟つぶやいた頃ころには、もうその姿すがたが見えなくなっている。遠くの空、何本かのマギノデバイスが離れるように位置を変えていくのは、

「……何ですの？　あれ」

「ああ、厚あつ木ぎの方から情報来てるけど、欧おう州しゆう側から追加で三百人の魔女が来るから、その水先案内だろうね」

「リスベス君としては、正しい意味でここの守しゆ護ごに来たと、そういう事か」

　そうだね、と己おのれは頷うなずく。

　中庭、普通科寮りようの方を指さし、歩き出すと、皆がついてくる。

　先日、メアリーとの戦せん闘とうを間ま近ぢかにした頃ころは、残ざん暑しよがあった。

　だが今はもう、肌はだ寒さむさが感じられるようになっている。

　季節は変わり、月が変わる頃にはヘクセンナハトだ。

　早いなあ、と思いながら、己は言う。

「きっと欧州の政治家達は、本気でここを掌しよう握あくしてしまいたいんだろう。実際、そこらへんを餌えさに、欧州U.A.H.はEUやNATOを絡めてあのマギノデバイスを量産させたんだと思う。

　だけど、欧州U.A.H.の本心としては、ヘクセンナハトを不ふ可か侵しんにしたいんだ」

「しかし、政治家を率そつ先せんして乗り込ませると、本当にそのように動きかねないね」

「ああ、だからそのために、魔女達が自ら四し法ほう印いん学がく院いんを奪だつ取しゆするように見せかける必要があった。それがこの一千本のマギノデバイスだろう」

　大掛かりなブラフだ。そして、

「それだけの価か値ちが、ここにあるって訳わけだね」

　言葉と友に、小さな広場に出た。自じ販はん機き広場と呼ばれる場所だ。メアリーが一歩前に出て、

「何にしますか？」

「果か汁じゆう系けいで。──各務かがみは炭たん酸さんですの？」

「茶の気分である」

「じゃあボク炭酸」

　メアリーも同じだった。

　そして四人で、誰だれともなく、それぞれバラバラの椅い子すに座る。

　その上でやはり誰からともなく缶かんを開け、口に傾け、今度は各務から、

「放っておくべきかもしれぬ、と思うのは、自分の甘えであろうな」

「それは？　どういう意味ですの？」

「偽にせ物ものであっても、フルールという存在にとって、あの学長閣かつ下かは本物だ。ある意味、本来の学長閣下を知らぬ自分にとっても、本物なのだ。だから──」

　という彼女の空を見上げた言葉を、中断する者がいた。

　やはり堀ほり之の内うちだ。

「各務は優し過ぎるんですわ」

　確かにね、と思うくらいの理解は自分にもある。

　堀之内が、外がい灯とうと自販機の照しよう明めいの前で小さく笑った。彼女は各務に視線を送り、

「それに貴女あなた、勝てると思ってますの？」

「君がいて負ける筈はずがない」

「また……」

　誤ご魔ま化かしだが、カウンターだ。頰ほおを赤くする堀之内が、しかし怒り掛けた肩を吐と息いき一つで下に置いた。

　彼女は、軽く髪かみを振って、各務に言葉を投げ掛けた。

「各務、もし、明日あした、何か迷う事があるならば、私に任せなさいな。

　学長先生には、私も因いん縁ねん浅からぬものがありますもの。

　……正体を知ってなかった身で言うのは何ですけどね」
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　中庭での一ひと息いきの後、軽い作さく戦せん会議と確かく認にんを行いながら帰き途とについた四人は、各務と堀之内が仮眠に就つき、ハンターは厚あつ木ぎへ、メアリーは一応の警けい備びとして普通科寮りようの屋おく上じように位置を定めた。

　かくして翌日。午前四時。正門前に集合した堀之内と各務、そしてフルールと学長は、学長自らの合図と共に、北の空へと飛ひ翔しようしたのであった。

　彼女達を見送る事になったリスベスは、正門から見上げる普通科寮りよう上のメアリーに手を振り、こう呟つぶやいた。

「我が隊たいは、私の独自判はん断だんにて米アメ国リカと組むのが吉きち、だな。他国が動くのを制するのがヘクセンナハトのためにもなろう」

　そう。

「──これは十年前の取り返し。誰だれにも手出しはさせないとも」







[image: 第十二章『世界に花が咲く』]
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　戦場は、堀ほり之の内うちにとって思いの外と言う展開になっていた。

　今、自分達が飛ひ翔しようしているのは霞かすみヶ浦うら上空、高度約五千メートルの位置だ。

　前ヘクセンナハトの影えい響きようで霞ヶ浦は大きな湖こ沼しよう地ち帯たいとなっており、秋間ま際ぎわのこの時期は夜明けが近くなれば、大たい気きと水の温度差で霧きりが生じる。

　空には雲が生まれ、その上を行く自分達は、

「く……」

　前を行くフルールが、意い外がいに空中戦をこなす。

　先に行きながら花を散らし、こちらの射しや撃げきに対しては、

「あら」

　と、彼女に並んでドレス姿すがたで飛翔する学長が、その回かい避ひを促うながすのだ。

　……何ですのその二に人にん三さん脚きやく状態！

　攻こう撃げき手しゆと回避手が分かれているのだ。どちらも自分のする事に専念すればいいのだから、こちらよりも効こう率りつがいい。

　ゆえにそれらを無視してマギノデバイスを召しよう喚かんする事も考えたが、

「堀之内君！　破は壊かい衝しよう動どうは待ち給たまえ！　今はまだ早い！」

「そ、その制止の仕方！」

　だが、各務かがみの言う事も解わかる。眼がん下か、霞ヶ浦の湖沼地帯が広がっているのだが、その東側、沿岸部には人の住む明かりが見えるのだ。

　数は少なく、一番目立つのは沿岸を渡る街かい道どうの外がい灯とうだろう。

　だが、街道の宿しゆく場ばのように栄えている場所がある。

「学長達がマギノデバイスを展開しないのは、それらを巻き込むからですのね」

「堀之内君、学長達の行き先に思い当たるところはあるかね」

　そんな都つ合ごうのいい、と思ったが、実はある。

　幾いく度どか、光こう太た郎ろうがうち関係のもので手配をしているのだ。

「学長が、北関かん東とうの破壊地ち域いきの復ふつ興こう事じ業ぎようを行っていますわ。茨いばら城きの北、五十キロ四し方ほうくらいの地形が変わっていて、二年の時は夏にそこで訓くん練れんの授業がありましたの」

「授業の成果はどうだったかね？」

「端はしから端まで届いて三十発中二十九発命めい中ちゆうでしたわ」

『……外した一発は何処どこに飛んだんだよ……』

　ハンターのツッコミが来ると言う事は、向こうも用意が出来たと言う事か。

「来てますの？」

『今、房ぼう総そう沖おきで合流したばっか。検けん疫えき中だけど、何？　北に移動？』

　ええ、と頷うなずく間に、光の雲にも似たものが来た。

　花の爆ばく砕さい術じゆつ式しきだ。今はどちらかというと戦場への移動を主とした時間であろうが、

　……ここで勝負がつけられるならば、文もん句くはないと言ったところですわね……！

　そう思いながら己おのれはハンターに応じた。今は移動中ではなく、

「戦せん闘とう中ですわ！」




　　　　　　　　　　●




　まだ夜と言った時間帯たいの空。

　北上を続ける、ノーマルフレームの三人とドレス姿すがたの一人が、攻こう防ぼうを繰り広げた。

　追う側の聖せい騎き士しと巫女みこは、まずは聖騎士が長ちよう剣けんをもって突とつ撃げきし、巫女が背後から射しや撃げきで援えん護ごを仕掛ける。

　だが、撃うつ矢は単純な攻撃用ではなかった。

　高速で、弾はじかれたように矩く形けい軌き道どうを描く先行、花の魔ま女じよを追って、追つい尾びと直線軌道の砲ほう弾だんがコンビネーションで放たれる。

　追われる花の魔女とドレス姿の使し役えき体たいは、しかし黙だまっていなかった。

　空中で鍬くわ型のデバイスを振り、己をスピンさせながら宙ちゆうに一いつ斉せいの花を撒まいたのだ。

　それは本人さえも読めぬ軌道を描き、無数という数で追っ手に当たる。

　対する二人は、しかし構わなかった。

　放たれた矢の幾いくつかが空中で展開し、三みつ矢やの障しよう壁へきと化したのだ。それは勢いを落としたものの、飛ひ来らいする花の気き流りゆうに激げき突とつし、爆ばく砕さいを跳ね散らした。

　更さらには、それらの間から飛んだ矢の幾つかが、これも空中で自らを爆破した。

　流りゆう体たいの光が破は裂れつする。花群が巻き込まれて誘ゆう爆ばくする。

「私の矢にも、爆砕の術式は掛けられますのよ！」
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　各務かがみは、高速の連れん射しやで道を開いていく堀ほり之の内うちに感かん嘆たんした。

　普通、あれだけの砲ほう撃げきを重ねたならば、移動力は大きく落ちる。

　だが、ハンター戦はもとより、メアリー戦の序じよ盤ばん、ノーマルデバイスでの戦闘時でも、確かに彼女は砲撃をこなしながら戦闘の流れに追つい随ずいした。

　……砲撃をしながら高速移動が可能なのは、朱雀すざくの使役体ゆえか……！

　歴代朱あけ竜りん胆どうの技術的蓄ちく積せきというのも大きいだろう。

　ゆえにこちらは、堀之内の負ふ担たんを少なくする事を念頭に置く。

　先行するフルールを狙ねらいながら、砲撃は飛来する花の総数をなるべく減らすよう、中央を突き抜けるように調ちよう整せいする。そして前へ出て、

「行くぞ……！」

　声をあげれば、相手はこちらを狙ねらわざるを得ない。

　あまり勝かつ手ての制せい御ぎよ出来ない花はな嵐あらしだが、漠ばく然ぜんとした方向性は与えられるだろう。それがこちらに向かってくるなら、迎げい撃げきもしやすいし、

「……！」

　上や下、左や右など、分布の薄い方へと身を飛ばす事も可能だ。

　煙の塊かたまりのように、幾いくつもの花の群ぐん体たいが放たれてくる。それを自分達は穿うがち、誘ゆう爆ばくさせ、間を抜けては前に出る。そして、

「堀ほり之の内うち君！」

　名前を呼ぶなり、肩越しに飛んで行った矢が眼前の花の群を誘爆させた。

　爆ばく発はつ音が身体からだに響ひびき、五体に反はん響きようする。

　向こうが風と流りゆう体たいに乗せて爆ばく砕さいを送るなら、己おのれは鼓こ動どうと血流に乗って前に出る。

　行く。

　堀之内の砲ほう撃げきが空あけた道を前に加速し、敵を見る。

　いた。

　フルールと学長だ。

　花の魔ま女じよが気付き、こちらに鍬くわを振るおうとする。

　遅い。

　そちらが攻こう防ぼう一体の二人一組ならば、こちらはそれぞれの得え手て不ふ得え手てを活いかす二人だ。手て数かずは上手うまく嚙かみ合えば二倍になる。

　今、そちらが迎撃をしようとしても、

「介かい入にゆうするぞ！」

　先に、己は砲撃していた。

　鍬を振る前。攻撃を放つ直前のフルールに、ディカイオシュネを撃うち込んだのだ。
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　学長ことスリズィエは、久しぶりの実戦を楽しむ余よ裕ゆうがある事に気付いていた。

　……動けるって、いいですね。

　学長室で執しつ務むに追われているのも、またそれはそれで楽しい。

　何だって楽しいのだ。残念有るまま死んで何も出来なくなるよりは、充分に楽しい。

　そして今、自分は娘むすめの肩を抱き、下がらせた。

　各務かがみが、なかなかやる。

　やはり幾つもの世界を渡ってきたと、そう言うだけはある。戦せん闘とう経験ではこちらよりも上だろう。何しろ堀之内とのコンビネーションが巧たくみだ。

　堀ほり之の内うち単体だったら、単なる押し引きに終しゆう始ししていただろうが、各務かがみがそこにタイミングと能動性を加えてきた。

　つまり手て数かずで勝負となりがちな砲ほう撃げき戦を、動きを読んで対応する格かく闘とう戦に変えたのだ。

　狙ねらわれたのは、娘むすめの方の動作だった。

　今、自分達は二人で攻こう撃げきと防ぼう御ぎよを分け合っている。娘の方が攻撃専せん念ねんで、自分はそのアシストと回かい避ひや防御の実行だ。

　それぞれの役目が明確なので、お互いの力は全力が出せるし、高速化する。

　だが、一人の攻撃は、やはり一人分だ。

　二人が連動すると、違う。

　今までも、バディ要素のあるランカーと戦せん闘とうをした事がある。その時もやはり、向こうは二人一組という連れん携けいをしてきたのだ。

　しかしそれらは全て、勘かん違ちがいの連携だった。二人一組でありながら、片方がもう片方の位置取りのアシストくらいに終始して、結局攻撃は一人分とか、単に二人で同時に連れん射しやや砲撃を行って〝二人分〟のつもりになったものばかりだ。

　各務と堀之内の連動は、違った。

　攻撃は初め単発的だったのが、途と切ぎれなくなってきている。

　堀之内が速そく射しやを持続出来るせいもあるが、各務がその間を埋め、自分達の攻撃時間を常に連続させているのだ。

　よってこちらは動く事で、彼女達の攻撃が届くタイミングを変えていく。そうすれば途切れない連射も、狙いのズレた散発射しや撃げきになるからだ。

　だがそこに各務が合わせてきた。

　こっちが、攻撃のために相手の着ちやく弾だんタイミングをズラしているというのに、自分の砲撃や、堀之内に促うながした射撃を差し込んでくるのだ。

　一度攻撃を止められると厄やつ介かいだ。もう一度身み構がまえから入る必要が生じるため、振りかぶって戻す動きまでが無む駄だな時間と計上されるからだ。

　その間に敵は距きよ離りを詰め、更さらに攻撃を放ってくる。

　今もそうだ。こちらの攻撃をインターセプトして、その隙すきに道を開き、自分の攻撃を行った上で堀之内に射撃のラインを空あける事で連射を促す。

　後ろから撃うたれるというのに、平気で自分の軌き道どうを変えるから見事というしかない。堀之内の側も、何処どこを撃てばいいかが解わかっているからこそだろう。

　……バディ制をこの子達には認めましたけど、当たりだったようですね。

　距離が詰まる。フルールが仕方なしに手打ちで灰はいを宙ちゆうに撒まいて、空に花を点てん描びようしていく。

　だが、不ふ意いに彼女が言った。

「大だい丈じよう夫ぶだよマーマ、マーマの言う場所まで行けば、いいんだよね？」

「──ええ、そこなら、何をしても大だい丈じよう夫ぶですよ」

「楽しみだね……！」

　その声に焦あせりも何も無く、ただ期待だけがあるのを感じ、自分は喜ばしく思う。

　うちの子も、戦うと言う事については不要な恐れを持っていない、と。

　今が不利だという事を悟さとっていながら、先を見ているのだ。だから、

「────」

　そろそろ一回、仕掛けるべきですね、と己おのれは思った。
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　それは簡単な事だった。

　スリズィエは、ずっと各務かがみと堀ほり之の内うちの挙きよ動どうを見ていたのだ。

　二人が、各務を起き点てんにフルールの攻こう撃げきタイミングを潰つぶそうとしてきているのは解わかった。

　だから己は手を加えたのだ。

「フルール」

　呼べば通じる。別にバディ制は各務と堀之内だけのものでもない。ゆえにフルールの攻撃に仕込みを入れた。それは各務の砲ほう撃げきを避けた後、

「……っ！」

　自分達を振り回すような鍬くわの一発を、フルールに撃うたせたのだ。
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　各務は、その一いち撃げきを見た。

　回かい避ひ直後の反はん撃げきとしては、随ずい分ぶんと急いだものだった。

　それだけこちらが向こうを〝詰めた〟ものだが、

　……こちらの攻撃が間に合わないか！

　今、自分が砲撃した直後だ。次は堀之内の速そく射しやが入るターンだが、これもまた間に合わない。この辺り、回避担当の学長もまた、こちらをよく見ていたという事になるが、

「く……」

　回避しながら、堀之内に攻撃軌き道どうを空あける。

　カウンターとして放たれる花群には、相そう対たい速度でこちらが届いてしまうだろう。だがそれも堀之内に至る前には穴が開けられるし、彼女の障しよう害がいにはならない。

　ならば後は、自分の分は自分で処しよ理りだ。つまりは、

「我が慢まんだ……！」

　と思った視し界かいが、一つの動作を見た。

　前方、七十メートル程の位置にいる相手が、回ったのだ。

　回転は解わかる。何故なぜなら鍬くわ型デバイスによる水平攻こう撃げきを放つ動作が、それだからだ。しかし、その回り方がおかしい。

　一回転のコンパクトな動作の筈はずが、まだ攻撃の花を撒まいておらず、その回転自体も、

　……大きい!?

　疑問と同時に、即そく座ざの理解が来たのは、自分達がバディ制だからだろう。つまりは、

「彼女達もそう来たか……！」

　フルールと、学長だ。

　鍬型デバイスの一回転は、攻撃ではない。

　フルールと学長が、お互いの役目と動きを切り替える動作だ。それゆえに、

「────」

　回転の動きは小さいが、不ふ意いにその軌き道どうが見えなくなった。

　己おのれは思い出す。

　あの少女が、ゴミを捨てに行く途と中ちゆう、自分達の横を何気なくすれ違ったのを、だ。

　周囲の流れに逆らわずに自分を差し込み、流れに乗って押し出される。

　目には見えているが、気付くと、こちらの流れよりも前に行く。だから目では見えていても、意い識しきでは遅れていく。

　それをここでやられた。更さらには、

「それ」

　笑えみで、学長が灰はいを撒まいた。それはやはり、フルールの時と違って、広範囲に漂ただようものではなく、

　……束たばか！

　槍やり、というには太過ぎる灰の束が、螺ら旋せんを描いて飛んできた。それは空中で花に変わり、回転軌道のままに広がっていく。

　空間を支配するものではないが、相手への壁と威い力りよくを叩たたきつける一いち撃げき。

　それは一いつ瞬しゆんでこちらの眼前に広がり、

「見事だ」

　告げた瞬しゆん間かん。爆ばく発はつが炸さく裂れつした。
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　移動で一気に距きよ離りを空あけたと、フルールはそう思った。

「マーマ！」

　母が切り替えた直後に、命を示す盛大な爆発音が響ひびき渡って追って来た。その音はしかし、こちらについてくる事が出来ず、妙みような唸うなりとなって終わるだけだが、

　……凄すごいよマーマ！

　自分が直ちよく撃げきを出来なかった相手を、一発で仕し留とめた。だが、

「マーマ、どうしたの？」

　母が、ずっと背後を見ているのだ。それも、既すでに次の攻こう撃げきを放ち、更さらには三発目までも連続して、だ。

「マーマ!?」

　一いつ瞬しゆん。母が何をしているのか、意味が解わからなかった。

　距きよ離りは空あけているし、敵は一人を屠ほふったのだ。その証しよう拠こに、叩たたき込んだ爆ばく発はつの花は多段連れん鎖さの炸さく裂れつをしている。

　あの直撃を受けて無ぶ事じな訳わけも無いと、そう思った時だ。

　……え？

　爆発の光を、こちらにぶち割ってくる物があったのだ。

　聖せい騎き士しではない。あれは三方へと伸びた矢や印じるしの重なり。巫女みこの魔ま女じよが撃うつ防ぼう護ご砲ほう撃げきだ。

「カウンターが間に合ったの……!?」
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　堀ほり之の内うちは、正面の方向で多段炸裂する学長の花はな槍やりに対し、内心で冷や汗あせを搔かいた。

　……ぎりぎり間に合いましたわ……！

　学長とフルールが攻撃と防ぼう御ぎよを入れ替えるのは、各務かがみ共々読めなかった。しかしその交代の際にわずかな間が空いた。

　その〝間〟を、隙すきと思うか危険と思うか。

　自分は後者だと感じたのだ。大体、隙ならば各務が勝かつ手てに突っ込むだろう。任せておいて問題はない。だから自分は防御一いつ択たく。三みつ矢やの砲ほう弾だんを各務の示した軌き道どうに叩たたき込んだのだ。

「危ないところでしたわね……！」

　学長の攻撃が、手て加か減げんなくて見事だった。これまでフルールの放ってきた空間制圧用の、漂ただよってから拡散する花ではなく、コークスクリュー状態からの拡散とは。

　どんだけ爆ばく砕さい叩き込みたいんですの。

　ただ、防御はした。あとは続く二発があるが、

「各務！　回かい避ひを……！」

　軌道を変えるべきだ。

　大体、学長の一発目自体が、まだまだ消化されてない。槍状に叩き込まれたため、その全てが爆発していないのだ。

　三矢の防御も、持じ久きゆう力りよくが無限ではない。砕くだけ散るか、花を咲かされて破は裂れつするだろう。

　大体、この速度の中だ。前に放った三矢の防御をすぐに追い越してしまう。だから、

「各務、急いで軌道を変えて……！」

　と叫んだ瞬しゆん間かん。自分は無む茶ちやなものを見た。

　各務かがみが目の前に展開した三みつ矢やの障しよう壁へきに加速状態で突っ込み、蹴けり飛ばしたのだ。

　……何しでかしますの!?

　そう思うくらいには理解がある。
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　スリズィエは見た。

　……あ!?

　こちらが叩たたき込んだ爆ばく発はつが、向こうから蹴り飛ばされた。

　三矢の防ぼう御ぎよ術じゆつ式しきは知っている。堀ほり之の内うちの母、充みつ代よもよく使っていた。手に掲かかげてよし、砲ほう弾だんとしてもよしの優れものだ。展開式で、砲弾状態では高速を保つため、射しや撃げきの遣やり取とりの中にも差し込めるのは解わかっていた。だが、

　……キックしたんですか!?

　爆発の壁が、三矢の形に押し戻され、ある一定のところから一気にこちらへ吹っ飛んできた。

　明らかに、蹴り飛ばしか何かによるものだ。しかし疑問があった。

　……何故なぜ、壊こわれないんです!?

　否いな。それを思う意味は無い。あの相手は、流りゆう体たいを自分の好きに出来るのだ。だとすれば、

「蹴り飛ばしながら、流体を補ほ充じゆうして再成形してるのですね!?」

　叫んだ直後。二発目の花はな槍やりが届き、三矢に激げき突とつした。だがその攻こう撃げきも、

「おお……！」

　各務の声と共に、何かに激突。そして続く瞬しゆん間かんに、

　……やはり！

　三矢の壁の形で、爆発が浮き上がり、こちらに打ち戻されたのだ。
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　各務は加速した。

　空中で直ちよく蹴げりというのはなかなか行う機き会かいが無いものだが、この攻こう防ぼうの遣り取りの中では使えるものは全て使うべきだ。

　……特に、このノーマルデバイスの状態ならば、有用だ！

　自分としては、出来るだけノーマル状態で勝負を決めたいと思っている。それだけ、フルールのマギノデバイスには対応の難しさを感じているのだ。

　学長の一いち撃げきはタイミングとして見事だったが、対応が出来た。

　……彼女の術式は、フルール君のものとは別だと聞いていたからね……！

　術式の環かん境きよう化かはフルールの代になって行われたもの。花を対たい象しよう物に自生させるところまで、学長は出来ていない。

　使し役えき体たいとして、その辺りの特質を共有していればこちらの終わりだ。

　だが、それであるならば、攻こう防ぼうを別に行う意味も無い。フルールの方が攻こう撃げきの得え手てだと学長が判はん断だんしたから、撃うつ役目を回したのだと、そう理解した。

　理解がこちらに機き先せんを渡した。

「三発目……！」

　爆ばく発はつを突き抜け、己おのれは加速した。

　一気に、眼前の二人へと距きよ離りを詰める。
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　メアリーは、ハンターからの中ちゆう継けいが通った事を未み明めいの屋おく上じようで悟さとった。

　通信の術じゆつ式しき陣じんをそのまま操そう作さして、複数のレーダーや監かん視し情報からの統合データを確かく認にん。

　今、四人は茨いばら城き南部の空を高速で北上しているようだが、

『各務かがみが直ちよく蹴げりで爆ばく砕さい術じゆつ式しきを突き抜けたって……！』

　やりおったですね！　と一いつ瞬しゆん思ったが、それよりも前向きな声が通信に来た。

『流石さすがです各務様！』

　この世界ではそう褒ほめるんですね、と、今いま更さらながらに理解した。
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「おお……！」

　破は砕さいの光を抜け、各務はフルールと学長に接敵した。

　学長の攻撃は、続く四発目もあったが、既すでに距離が自分の移動圏けん内ないだ。

　堀ほり之の内うちの三みつ矢やを足場として蹴り飛ばし、軌き道どうを浅く変えてから一気に加速する。

　空気抵てい抗こうを加速フィールドの前進化でキャンセル。そのまま相手の目の前に届き、ディカイオシュネを叩たたき込む。

　その直前。こちらの視し界かいの中でフルールが回った。

　攻こう守しゆが入れ替わる。だが、

「遅い……！」

　叫び、叩き込んだ一いち撃げきに、鍬くわ型のデバイスが激げき突とつした。

　火花が散り、そして己は手て応ごたえを感じた。

　……これは──。

　パワーアームを通して、手に返ってきたのは、打ち抜いた実感ではない。

　こちらを弾はじき通す、豪ごう腕わんの拒きよ絶ぜつだった。
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　……どういう事ですの!?

　眼前、加速しながら攻こう撃げきの連打を繰り返す各務かがみに対し、フルールが対応している。

　それも完全に、といえる程の剣けん戟げきだ。

　鍬くわ型のデバイスは、振り回すにはバランスが悪く、実際にそれは短く持っての迎げい撃げきになっているのが解わかる。

　回かい避ひと移動は共に行く学長に任せ、更さらには攻撃の踏み込みなどにあの不知覚の移動と同じセンスを混ぜているのだろう。だが、それであっても、

「どうして各務の攻撃に対応出来ますの……!?」

　自分や、ともすれば近接重視のハンターですら、各務の攻撃に対たい処しよを完全とするのは難しい筈はずだ。それ程の攻撃の得え手てゆえ、各務は聖せい騎き士しというオールドスタイルを苦にしていない。

「……だけどそれを、メルヘン系けいの魔ま女じよがどうして!?」

『堀ほり之の内うち、何か戦せん闘とうの勢い任せに芸げい風ふう差別に入ってない？』

「は、花をモチーフとか、そうですわよどう見ても!?」

　通信に声が拾われているのは仕方ない。だが、己おのれは気付いた。フルールの、花をモチーフとしたフォームから、流りゆう体たい光こうが散り続けているのを、だ。

　……あれは──。

　術じゆつ式しきだ。それも自分に掛けるもの。パッシブ系けいの男性ならば容易な事だが、自分達がやる場合は外掛けになって流体光を散らす術式。それは、

「強化術式ですのね!?」

『おそらく、〝生長〟の術式を、フォームに掛けて強化しているのではないでしょうか。

　フォームに掛けるなら、調ちよう整せいや除外も容易ですから』

　流石さすが、術式専門の術式科は即そく座ざの答えを寄よ越こしてくる。

『流石ですメアリー様！』
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『くああああああ術式科出身の身として、後こう輩はいへの〝流石〟を執しつ事じ長ちように奪うばわれるとは』

『執事長、……もっと空気読んで下さい』

『そうです。メアリーさんだって嬉うれしくないですよ。執事長に一番からそれは』

『な、何か私、無む茶ちや苦く茶ちや責められてますよね!?　そうですよね!?』
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　一いち撃げきを繰り返す応おう酬しゆうの中で、各務は焦あせらなかった。

　幾いくら力を強くしたところで、大だい事じなのはそれを扱う技術だ。厄やつ介かいなのはフルールがセンスとしている不知覚の動作で、これがあるがゆえに彼女の挙きよ動どうを見落としやすい。

　……ある意味、これも技術ではあるね。

　戦せん闘とう用の技術ではないが、代用している。そうなれば彼女もまた一人の戦士なのだ。

　だが、そのセンスには弱点がある。

　フルールは不知覚の技を攻こう撃げきの技術として代用しているが、正式な戦闘訓くん練れんをしっかりと行っていない。

　こちらに来る攻撃や防ぼう御ぎよが、ある程度のバリエーションしかない事から、それが解わかる。

　だから、その不足を補うために、不知覚のセンスが使用される。

　しかし、

　……甘い！

　剣けん戟げきを打ち合いながら、己おのれは彼女の見落としに攻撃をぶち込んだ。

「解らないかね!?」

　密みつ度どを上げていけば、よく解る。相手に不知覚の動作があるとしても、それはただこちらに見えていないのと同じだ。消えず、そこにいるというならば、

「見えないだけで、迷う事はない！」

　相手の動作は、攻撃の手て応ごたえから理解出来ている。

　この攻撃を打ち込めば、こう返される。

　そしてこちらがこう構えている時、彼女の得意な打ち込みは、この形だ。

　そんなパターンが読めれば、見えずとも、後はそこに対応していくだけだ。ゆえに、

「────」

　敢あえて目を閉じ、自分は攻撃を叩き込んだ。

　連打で、一直線に、空を踏み込んで相手の対応に重ねていった。

「おお……！」

　相手の動きを読んでカウンターし、押さえ込み、

「行くぞ!!」

　上回るのには、一いつ瞬しゆんも掛からなかった。
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「フルール！」

　快音と言うよりも、布の破れるような音が連続するのをスリズィエは聞いた。

　フルールに、攻撃が当たり始めているのだ。

　……各務かがみ・鏡かがみ！

　見れば相手はこちらを見み据すえていない。目を閉じたままでも、剣戟の手応えから自分達がどう挙きよ動どうしているかが解わかり、予測出来るのだ。

　かつて、このような攻こう撃げきが出来る者がいた。否いな、今もいる。

「リスベスと同じですね……！」

　あのレベルだとすれば危険だ。そして自分は同じものを感じるし、各務かがみの経けい歴れき上、それだけで済むとも思えない。ならば、

「フルール！」

　回かい避ひに専念し、距きよ離りを空あけようと、そう思った時だ。

「マーマ！」

　逆に跳ねてきた声に、喜びの色を自分は感じた。次の瞬しゆん間かん、フォームを砕くだかれながらだというのに、娘むすめがこちらに振り返ったのを己おのれの視し界かいに入れる。

　彼女は、微笑していた。

「マーマ！　見て！　見てこれ……！」

　言われるがままに、こちらは見た。

「マーマを驚かせようと、用意してきたんだよ、術じゆつ式しきを……！」
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「各務！」

　堀ほり之の内うちの声に、各務は目を開け、それを見た。

　一いつ瞬しゆんの判はん断だんだった。

　……変わった……！

　フルールに与えていた攻撃の手て応ごたえが、変化したのだ。

　これまで、彼女はこちらに抵てい抗こうをしていた。だが、その抗あらがう力が不ふ意いに隙すきを作り、

　……攻撃の誘ゆう導どうをする……!?

　そして見た視線の先で、花が咲いていた。

　フルールのノーマルフォームの各所に、装そう飾しよくのような薔薇ばらが幾いくつも自生したのだ。

「マーマの花と同じだよ！」

　まるで遊び友達に、花を贈るような口く調ちよう。声と共にフォームは砕くだけ、

「あげるね」

　眼前で、散った薔薇が爆ばく発はつした。
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　フルールは見た。

　フォームを台座とした爆ばく砕さいが相手に当たる瞬間。敵がデバイスを立ててこちらに投じたのを、だ。

　……え!?

　デバイスを捨てるなど、勝負を投げるのと同じだ。だが、

「フルール！　彼女はデバイスを自由に作れるのです！」

　言われた意味が一いつ瞬しゆん理解出来なかったが、母が危険を叫んだのは解わかった。

　だから自分は、回かい避ひ専念にシフト。母と共にその空くう域いきを離り脱だつしようとする。

　直後、こちらの花が捨てられた剣型デバイスに激げき突とつし、爆ばく砕さいした。

　爆ばく炎えんが咲く。が、剣が、爆ばく発はつを割って吹っ飛んできた。

「く……！」

　回避の勢いよりも速く、大たい剣けんが砕くだけながらも迫った瞬しゆん間かん。母がまた、警けい戒かいの呼び声を発した。

　……大だい丈じよう夫ぶ。解ってるよ！

　解ってる。だってマーマの言う事は全部解るんだもの。いい子だもの。

　だけど、母の呼び声が予想と違った。

「──上です！」

　え？　と反射的に己は思った。だって敵は正面からこちらの爆発を受けてきているのだ。

　しかし確かに、頭ず上じように影が見えた。それは天へと両腕を振りかぶった聖せい騎き士しだ。

　何も持っていない手が、夜空の中央に浮かぶ月に翳かざされた瞬間。二つの出来事を自分の目は確かく認にんした。

　一つは、正面に投げ込まれていた剣型のデバイスが、二つに折れて砕くだけ散った事。

　その後ろには、誰だれもいなかった。ただ代わりとしてあるのは、

「……矢!?」

　巫女みこの撃うっていた砲ほう弾だんだ。

　折れた剣を遮しや蔽へい物ぶつとして正面からは巫女の砲ほう撃げきが。

　そして上からは、もう一つの出来事が降ってきた。

「勝負だデカ夫君……！」

　聖騎士の手に、新しいデバイスが作られたのだ。

　それはまるで、月の光が敵に力を貸しているように見え、

「……しつこいよ！　マーマと私の時間を邪じや魔ましないで！」
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　各務は、敵の懐ふところに飛び込んだ。

　フルールの表情が見えた。

　乱れた髪かみの下。こちらをじっと睨にらんでいる目が見えた。その姿すがたを後ろから抱えるように守る学長の姿も、だ。

　だが、己おのれもガン付けでは相当に経験がある。まっすぐに視線を返し、

「残念だが、全てを止めさせて貰もらう！」

「無む理りだよ！　止められない！　だって──」

　迎げい撃げきに、鍬くわ型のデバイスが振り抜かれた。

　それをこちらは外に弾はじき、後ろから来た堀ほり之の内うちの矢を脇わきから通す。だが、

「各務かがみ！」

　後ろから堀之内が叫ぶ理由は解わかっている。フルールは囮おとりだ。鍬型デバイスに振り回されたように見せかけ、

「学長の攻こう撃げきが来ますわ！」

　言葉通りだった。薔薇ばらの花を束たばねた槍やりが、一直線にこちらへと叩たたき込まれてきたのだ。

　右手一本。

　フルールの身と共に、回りながらの薔薇槍による一いち撃げきだ。堀之内の放った矢をカウンターで潰つぶした速攻に対し、己は迷いなくディカイオシュネを叩き込んだ。

　突く。

　槍の穂ほ先さきへと、砲ほう撃げき状態にした剣けん砲ほうを撃ち込み、

「利用させて貰うぞ！」

　砲撃した。
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　薔薇の槍が、一いつ瞬しゆんで誘ゆう爆ばくの導どう火か線せんとなったのを、堀之内は見た。

　槍が爆ばく破はされる前に、ぎりぎりのタイミングで各務が砲ほう弾だんを真ま芯しんに撃ち込んだのだ。

　後は簡単だ。

　起き爆ばくされていない爆弾の槍は、起爆した側に主導権を与える。

　各務の放った砲弾は、すぐに誘爆に食われて消えるだろう。だが薔薇の槍は、各務の側から学長の方へと一気に連れん鎖さ爆発した。

　それはディカイオシュネの砲弾の行く速度に等しく、大たい剣けんの先せん端たんが破は砕さいしたのと同時に、スリズィエとフルールに向かって槍自体が光こう爆ばくを走らせた。

　……届きますわ！

　思った直後、己の視し界かいはあるものを見た。

　フルールだ。彼女が学長の身を抱くようにして身体からだの旋せん回かいを加速した。

　囮だったフルールが、勢いよく学長ごと鍬型デバイスを回し、

「刈かり取りますの!?」

　踊るような旋回動作が、誘爆の走る薔薇の槍を、鍬の刃はで正しく途と中ちゆうから刈り取った。

　槍が切れる。誘爆が学長に届かない。そして鍬の振り抜かれた軌き道どうからは、フルールの花が白の色で咲いていた。

　走った白の円えん弧こ軌き道どうは、ディカイオシュネを突き込んだ各務かがみへと届いていく。

　……これは──。

　二重の囮おとり。否いな、どちらがどちらとも決めていなかったのだろう。

　自分達よりも、密みつ接せつな距きよ離りで行われる連れん携けいだ。

　そして、残った槍やりの手元部分を学長が宙ちゆうに捨てた直後。

　フルールの描いた弧と、槍の残ざん骸がいが共に爆ばく圧あつを放った。
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　爆ばく発はつが二者間で生じたのを、ハンターは光量増ぞう幅ふくされたF-23からの映えい像ぞうで確かく認にんしていた。

　高度な偵てい察さつ技術を持つ厚あつ木ぎのパイロット達にとっても、細かく動く魔ま女じよ達の戦せん闘とうは追いにくい。今も三機からの映像を合成し、それを統一化処しよ理りして作った動どう画がを見ているのだ。

　第七艦かん隊たいの処理システムからダイレクトとはいえ、僅わずかに遅れる。

　……くっそ、贅ぜい沢たく言えないけど、言いたいなあ……！

　思った瞬しゆん間かん。爆圧から二つの影が飛び出した。

　一つは各務だ。半はん壊かいしたディカイオシュネを盾たてにして、衝しよう撃げき波はを受けたのだろう。背後から飛ひ翔しようした堀ほり之の内うちがフォローに追いつける程に失速し、しかし二人は上昇する。

「上か……!?」

　その通りだった。

　二人の行く先。高い位置を西へと、もう一つの影として、学長とフルールが飛んで行く。

　彼女達の行き先が、手元の術じゆつ式しき陣じんには鳥ちよう瞰かん図ずで示されていた。そこに出た文字列を見て、自分は、ただただ口が横に開くのを実感した。

「おいおい気をつけろよ二人とも！　戦場が来ているよ……！」
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　堀之内は、各務と共に敵を追い、ある事に気付いた。

　いつの間にか、眼がん下かにあった雲も霧きりも、なくなっているのだ。

「ついてしまったようだね、堀之内君」

　既すでに地上には、霧を生む湖こ沼しよう地ち帯たいがなくなっている。それはつまり、

「学長達の用意した戦場ですのね……！」

　ここから先は、マギノデバイスを召しよう喚かん可能。その事実を理解した視線の先で、学長とフルールがこちらに振り向いた。

　やるのだ。ランク第一位としての、マギノフレーム召喚を、だ。

　だが、一つ気になる事がある。

「どうして、あんな高い位置に行きますの……!?」

　フルールのマギノデバイスは、地面に森などを生んで、そこに屹きつ立りつしているだけの代しろ物ものの筈はずだ。環かん境きよう作成用として鎮ちん座ざするタイプのものと、そう考えていたのだが、

「何か別の使用法が、ありますの……!?」
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　フルールは、低い位置から接近する二つの流りゆう体たい光こうを足下に見て、声を上げた。

「行くよマーマ！　この戦いで、終わりだよ！」

　そうね、と母が応じ、こちらを背後から抱きしめる。これはジンクス、何か大きな事をする際、こうして貰もらえると必ず上手うまく行く。

　……うん。

　心の中で頷うなずき、心の外で許可が出たので、己おのれはそれを行った。

「マギノフレーム召しよう喚かん……！」
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　堀ほり之の内うちは、自らもマギノフレームを召喚しながら、術じゆつ式しき陣じんで地勢を確かく認にんしていた。

　ここは茨いばら城きの北ほく端たん、西にある栃とち木ぎや北にある福ふく島しまとの境きよう界かいが重なる地ち帯たいだ。西には那な須す高こう原げんを置き、東へは五十キロ程の下りと平地が続くが、

　……前ヘクセンナハトで、東とう京きよう湾わんから北に流れた余よ波はは、こちらに集中しましたのよね。

　県けん境きようという事もあり、復ふつ興こうをどの県が主しゆ導どうするかで揉もめた結果、四し法ほう印いん学がく院いんが自然環境としての復興事業をまず行う事で決けつ着ちやくしたと聞く。以後、この広大な土地は力によって穿うがたれ、削けずられた跡を風ふう化かに任せ、草原地帯として形を戻す事を優先とされたのだとも。

　だがここは、今こそ戦場だ。

　フルールのマギノデバイスは、この無人環境ならば何の懸け念ねんなく最大の力を発はつ揮き出来る。

「各務かがみ、作戦通りに勝負を懸かけますわよ……！」

「堀之内君、そうも向こうは許してくれないようだよ……!?」

　え？　と思い、マギノデバイス構こう築ちくのために出てきた朱雀すざくと共に、自分は空を見上げた。

　夜の天てん上じように、流りゆう体たい光こうを集めてフルールのマギノデバイスが構築されていく。

　それは幾いくつかの妙みようを持っていた。

　大きさの拡大と、それを支えるパーツの射しや出しゆつが止まらない事だ。

　……は!?

　視線の先、一いつ瞬しゆんを連続して作られるマギノデバイスが、おかしい。こちらよりも遙かに早く作られていくのは、設計の単純さや学長が補助についているというのもあろうが、

「何ですの!?　あの全高……！」

　昨夕見た時とは違う。その全高が、鍬くわの刃はと基き部ぶだけでも、二キロを超えている。

　……本来の四倍超!?

　それだけではない。

　空に不ふ意いの流りゆう体たい光こうが、飛沫しぶきを上げた。

　それも、フルールの巨きよ大だいマギノデバイスから、だ。

　しかし光は花の霧きりを生まなかった。己おのれの左右にまずは滝たきの怒ど濤とうのように溢あふれ、鍬型のデバイスが、自分の両横に隣りん接せつするよう、あるものを成形した

　それは縦たてに長いフレームと、上部に集中した装そう弾だんシステムの塊かたまり。アクセントのように三つ葉を重ねた鍬の形を持つのは、

「自分の複製……!?」
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　全ては連続した。

　風を裂さく音しか聞こえない筈はずの加速域に、あるものが響ひびいてきた。

　流体によって巨大物が瞬しゆん間かん的に建けん造ぞうされる事で生まれる、地ち脈みやく震しん動どうだ。

　数は五つ。それだけの複製が、フルールのマギノデバイスの両横、同どう心しん円えんを組むように射しや出しゆつされたのだ。
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　……これは──。

　何が起きたのかは、各務かがみにも解わかっていた。だが、

　……この世界のシステムの応用で、それが出来るのか!?

　瞬間的に、自分の複製を展開し、合ごう一いつする。その結果として出来上がるのは、

『各務！　堀ほり之の内うち！』

　ハンターの声が、一枚の映えい像ぞうと共に送られてきた。

　上空、監かん視し衛えい星せいからのライブ映像では、それが確かに見えている。

　夜の高原を、黒の一色として背景にした上。鍬型のデバイスが、その後部を軸じくとして、同心円状に六本合がつ致ちしている。それは、

　……花か!?

　上から見れば、その完成形は六つの鍬を円状に並べた大たい輪りんの花だ。

『直ちよつ径けい三キロ！　記録に有る限り、最大のデバイスだ……！』

　彼女の言葉と同時。光が生まれた。

　空に浮ふ上じようした要よう塞さいとも言える巨大な花が、その全体から花の気流を放出したのだ。
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　その攻こう撃げきは、いきなりだった。

　花型となったフルールのマギノデバイス。合計六本の合成デバイスからなる要よう塞さいが、全体を緩やかに回転させると同時、一いつ斉せいに周囲の空間へと花を振る舞ったのだ。

　それは単純な水平放出ではなく、棚たな引びきや波、昇りや下りも持った完全な気き流りゆう圏けんだ。

　更さらに花が回転をする中で、元々は鍬くわだった刃はから、無敵の花はな弁びらが展開した。幾いく枚まいもの広がりは、上下の両面に無む塔とう砲ほうを持ち、そこから大量の花か粉ふんに似た爆ばく砕さいの花群を零こぼし続ける。

　音はただ、風の響ひびきだけ。

　だが、巨きよ大だいな全容に対する二つのマギノデバイスが、気流を避けながら接近した時だった。

　不ふ意いに、花の上面に術じゆつ式しき陣じんが生じた。

　水平に、やはり花のように展開した六枚の巨大な術式陣にあるのは〝砲ほう撃げき〟の二文字。

　六つの文字が並び、光った瞬しゆん間かん。一つの攻こう撃げきが生じた。

　六枚の術式陣の中央。やや高い位置に光の花が発生すると、北の方角から南へ。二つのデバイスがいる空を薙なぐように、光の花群で作られた砲撃が一直線に走ったのだ。

　光こう条じようが突き抜け、夜を薙ぎ払う。

　対するマギノデバイス二つは、それぞれが高速で下か降こうし、光の軌き道どう上から回かい避ひした。

　しかし光の飛んだ先では、破は壊かいが生じた。

　太たい平へい洋よう洋上。第七艦かん隊たいの頭ず上じようを越えた射しや程てい二百七十キロの位置で、長大な弧こを描き、海が縦たてに爆ばく発はつしたのだ。
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　遠く、東の海が、南北に長く長く光っているのをハンターは目にした。

　本土での戦場に対し、背後という位置だが、

　……実じつ弾だん系けいとか、成形弾じゃなく、光線系であそこまで届くのかよ……！

　威い力りよくからして、出力はまだまだ余よ裕ゆうがある。実じつ射しや程ていは五百キロを超えるかもしれない。

　自分のヘッジホッグの射程に比べたら遙かに短いものだが、

「……あの環かん境きようって言う、絶対防ぼう御ぎよの中からこれ叩たたき込まれたらやってられんなあ……」

　おいおい。

「何処どこの怪かい獣じゆう大決けつ戦せんだよコレ」

『というか、これだけのものを用意して、前ヘクセンナハトで人類は黒の魔ま女じよを倒せなかったというのですか……？』

「学長のがコレそのものだとは限らないんじゃないかな。パワーアップ版だろ？　コレ』

　だが、堀ほり之の内うち家の方から、執しつ事じ長ちようの声が来る。

『当時も、同様のものが展開した記録がありますが、──しかし、四し法ほう印いん様、リスベス様よりも上の実力を持っていた大おお奥おく様さまは、更さらなる手を持っていた事になります』

　こちらにとって大だい事じなのは、その事実だ。

　コレに匹ひつ敵てきするものを潰つぶせるってのはどんなものか。

　……正直、昨夜ゆうべ打ち合わせた事とか、通じるか？

　自分だったらどうするか、という事を思し案あんするが、今は現場に集中だ。

「訊きいておくけど、これを倒す力ってのは、どんなもんなのかな？」

　無む論ろん、その記録は残っていない。黒の魔ま女じよに消されたのだ。

　だから堀ほり之の内うちと各務かがみは、どうにかするしかない。昨夜に打ち合わせた作戦も含み、二人であの要よう塞さいを攻こう略りやくしなければならない。

　……記録が残っていればなあ。

　と、そう思った時だった。執しつ事じ長ちようから、通信が飛んできた。

『大奥様の戦せん闘とう記録は残っていません。しかし、その時に何をしたのか、その名めい称しようだけは伝わっています』

「それは──」

　と問おうとした時だった。空に、明らかな爆ばく発はつの雲が生じた。

　……環かん境きようの構こう築ちくが始まったのか！

　見上げる夜空、そこに見えるのは、広大な花はな畑ばたけと桜さくらや花木の満開だ。
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　堀之内は、巨きよ大だいな花はな吹雪ふぶきの渦うずに朱あけ竜りん胆どうごと巻き込まれた。

　……台たい風ふうですの!?

　中央に巨大な桜色の花を置き、そこから全方位と天地に流りゆう体たいの花が撒まかれている。

　全ては渦を構築し、広大な回転運動と、風を無視した棚たな引びきがこちらの背後にまで回っているのが解わかる。

　手元には先さき程ほどから、堀之内家経けい由ゆで米べい軍ぐんからの情報が流れて来ていた。今、顔横に見えるのは、フルールのマギノデバイスが組み上がっていくプロセスだ。

　巨大なデバイスの一本。

　その形は、中央上部に駆く動どう系けいを集中しており、下部側は流体の抽ちゆう出しゆつ系に絞しぼったものだ。

　防ぼう御ぎよと砲ほう撃げき性能に特化したと、そう見る事も出来る。欧おう州しゆうU.A.H.のマギノデバイスと、設計の根本思し想そうは同じなのだろう、と。だが、

「何ですの、あの砲撃部分の拡かく張ちよう……！」

　移動用としてあるべき加速器関係の構築が、殆ほとんど見られない。浮ふ上じようシステムを各所に配置し、そのバランスを傾けて移動するつもりという事か。だが、それとは別で、砲撃用としての装そう弾だん成形システム部分が大き過ぎる。

　鍬くわであり、展開する三つ葉ともなる砲ほう撃げき部分の基き部ぶが、全て装そう弾だん成形システムだ。

　残りは細い柄えだけなのだから、実質、マギノデバイスの八割は爆ばく砕さいの花を生み出すための機き構こうとなっている。

　思ったよりも簡易な設計だ。だが、ここまで極きよく端たんなものとなれば、戦せん術じゆつも何も完全に縛しばられたものとなる。

「そんな、……攻こう撃げき特化の設計が、有り得ますの!?」
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『……あれ？　ボク、そんな思し想そうのデバイスに最近撃げき沈ちんされた気がするな』

『……奇き遇ぐうですね。私も最近そんな思想のデバイスに南なん極きよくから置き撃ちを』

『い、言いたい事があるならハッキリ言ったらどうですの!?』

『ははは、言わなくても解わかるのが信頼というものだよ堀ほり之の内うち君』
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　全く……、と軽くふて腐くされた堀之内は、朱あけ竜りん胆どうの展開を確かく認にん。

　急ぎ上方へと加速し、初しよ撃げきを狙ねらいに行こうとした。

　横には各務かがみのディカイオシュネも展開を終えている。だから、

「行きますわよ！」

『オンドリャアアアアアアア！』

　肩上の朱雀すざくが叫んだが、今のは「雄おん鳥どり」の訛なまりだと思う事にしてスルー。ひょっとしたら雌めん鳥どりが欲しい年とし頃ごろなのかも知れないが、コレが雌めすだったらとは考えない事にしておく。

　ただ、行く。

　弾だん体たいは当初からの打ち合わせ通り、多段外がい殻かく弾。接近して撃うち込む必要があるが、まだ、フルールのマギノデバイスは花の散布と環かん境きようの作成を完了していない。

　行くならば今だ。

「朱竜胆、──最大全速で行きなさい！」

　横のディカイオシュネの上、各務が軽く前に手を振った。彼女の方が先行する。

　これはいつもの流れ。ランカー戦なのだ。敵を見学する場ではない。故ゆえに、

「行きますわよ……！」

　風を割り、朱竜胆を軽く上下に折るような加速形けい態たいに変へん更こう。

　行く。

　風の音がある程度のところから突き抜け、単なる大たい気きの張り裂さける響ひびきに変わった。朱竜胆の各所先せん端たんや角かどから、白い水すい蒸じよう気きの棚たな引びきが生まれもしている。

　……急いで……！

　この相手には、速攻が大だい事じだと、ハンターやメアリーが教えてくれたのだ。そして、

　……学長とフルールを、止めねばなりません……！

　思う視線の先で、既すでにお互いの距きよ離りが五キロを割った。

　相手は巨きよ大だい。どういう仕掛けかは解わからないが、狙ねらうのも容易だと、そう思う事にする。

　しかし、全ての中央にある花が、不ふ意いに傾かしいだ。上部に六枚の術じゆつ式しき陣じんを展開し、

「堀ほり之の内うち君！　前に出過ぎだ！」

　各務かがみの警けい告こくが届いた瞬しゆん間かん。

　薔薇ばらの花を並べて作られた光の一いち条じようが、自分達のいる空くう域いきを薙なぎ払った。
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　回かい避ひが強ごう引いんな行動によって行われたのを、メアリーは現場の映えい像ぞうから見ていた。

　もはや画が像ぞうも、広範囲に雲として巻かれた花の渦うずによってノイズばかりとなっているが、流りゆう体たい検けん知ちで帯たい域いきを指定すれば二人のマギノデバイスを確かく認にんする事が出来る。

　そして今、空に放たれた光こう条じように対し、各務が率そつ先せんして回避を放った。

　……砲ほう撃げきです！

　己おのれは知っている。北ほつ極きよくに作った結けつ界かい内で、各務はこちらの攻こう撃げきをそのように回避したのだ。

　砲撃の反動をそのまま利用し、後こう方ほう一回転。その回転軌き道どう上には今、堀之内の朱あけ竜りん胆どうがある。ならば後は簡単だ。

「激げき突とつですね」

　言葉通りのぶち当たりが、縦たて長ながの朱竜胆に斜めから入った。

　ディカイオシュネが、朱竜胆を押し倒すように自らも打ち下ろす。

　当たった。

　現場は激げき音おんだろう。だが映像の中では、薙ぎ払いに回ってきた光の下に、二つのマギノデバイスが確かに落ちた。

　当たらない。

　ただ光条の突っ走った事によって衝しよう撃げき波はが発生し、

「堀之内さん……！」

　真ま名な呼ばわりを控えた視線の先、二つのマギノデバイスが宙ちゆうを転がっていた。

　光条が横薙ぎに走る事によって、衝撃波が広大な面を打ったのだ。

　全長五百メートルのデバイスが、制せい御ぎよを失う程の打だ撃げきだった。

　青と朱あかのデバイスは、数キロを吹っ飛ばされ、五回転程で姿勢を直した。

　そして位置を正したデバイス二つは、一つの状況を生んでいた。

　一番初めに作られたフルールのマギノデバイス。花を構こう築ちくするデバイス群の内、最も古いものと、各務かがみ達が向き合う構こう図ずになったのだ。
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　堀ほり之の内うちは、鼓こ動どうが激しくなっているのを自覚した。

　……今のが、主しゆ砲ほうですの……!?

　ハンターやメアリー、そしてこれまでのランカー戦でも、焦あせりを感じる事はあった。

　だが、この相手に感じるものは別だ。

　焦りの時間が終わらない。

　何もかもが危険で、ミスすれば悉ことごとくが敗はい北ぼくに繫つながる感覚がある。更さらには、

　……こちらの攻こう撃げきが、通じますの？

　思った時だ。横、ディカイオシュネの上で、各務が操そう作さ用デバイスを肩に担になった。

「成なる程ほどな」

　彼女が、否定を許さぬ口く調ちようで、言葉を放った。

「──手段を選ばなければ、ここまでの事が出来るのだな」

　それは悪い事なのか、どうなのか。

　黒の魔ま女じよを倒すという意味では、間違いではあるまい。これだけの力に異を唱となえるとするならば、それは弱い者の僻ひがみだとも思う。

　……では何故なぜ……。

　と疑問に思い、自分はふと、各務の出しゆつ自じを今いま更さらに想そう起きした。

　彼女は、この世界を作った一人なのだ。それは物語であり、設定であろうが、そこには何らかの理り想そうがあったろう。

　だとすれば、

　……ええ。

　各務はきっと怒っているのだ。自分自身に。

　何故なら、自分が作った世界の住人に、ここまでの事をさせてしまったからだ。

　もしも自分が、妹である黒の魔女を早くに押さえ込めていたならば、このような力も何も生まれなかった筈はずだ。

　これだけの力を生み出し、更には、

「────」

　幾いくつかの、これまであった事が、自分の中で繫がった気がした。

　ゆえに、己おのれは、各務と違う出自ながらも、こう言っていた。

「各務」

「何かね？」

「ええ、私、今、ひどく焦って、警けい戒かいしてますわ。何ですのコレ、って感じで」

　でも、

「──恐れてはいませんのよ。向き合うべき相手に対し」

　前を、相手から目を離さずに送った言葉に、即そく座ざの返答は来なかった。ただ、二、三の呼吸の後で、自分のパートナーははっきりと言った。

「感謝である」

　だが、自分の耳には、もう一つの声が響ひびいていた。

　月下。この花の気き流りゆうの大おお渦うず。その中心にある大たい輪りんの上で、一人の魔ま女じよが笑っているのだ。

「あは」

　花の魔女が夜空に手を上げた。

「もーういいよね。いいや」

　来る、と思った直後。宣せん言げんと共に、それが来た。

「咲いちゃえ」

　花の気流が、連れん鎖さ爆ばく発はつを開始したのだ。
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　……うわ。超エグい……！

　西の空に、光の塊かたまりが発生した。

　小さなものではない。遠く洋上から見ていても、日本の東側、複数地方にまたがった地ち域いきの大たい気きと空が、内側からの流りゆう体たい爆ばく砕さいによって光を放ち続けているのだ。

　光は一つではない。無数の連鎖が回り、走り、弾はじけては水すい蒸じよう気き爆発や雲を生み、そして旋せん回かいの気流で何もかもを渦に巻いていく。

　巨きよ大だいな爆砕の台たい風ふうだ。衝しよう撃げきに打たれた大気が、呼応するように放電現げん象しようを起こし、縦たてや横へと雷らい光こうを走らせ始めている。更さらには、

『ハンター！　目もく視しで拡大が確かく認にん出来るかい!?』

「見えてる見えてる！　広がってるよ、あれ……！」

　空くう母ぼの飛行甲かん板ぱん上だ。甲板縁べりを物差しにして本土を眺ながめていれば、爆砕の乱らん雲うんが拡大しつつあるのはよく解わかる。

　意い外がいに速い。昨夜ゆうべに拡大の計上を確認したが、概がい要よう図ずではなく、実際に見ると異常だ。

　……映画でこういうシーン、あったよなあ。

　あり過ぎた気がする。サメとかワニとか蛇へびとか牛とか何でもありだ。今回は花。

「何て言うんだろ、フラワーネード？」

『花ネードよ花ネード！　ハンター君！』

　艦かん長ちよう何処どこの人間だよ。だが、とりあえずノイズだけの通信で聞いてみる。

『おーい、生きてる？』

『────』

　返答がない。ノイズばかりだ。だから、

『満まん子こ──』

『い、今、回かい避ひ運動中ですのよ!!』

　さすまん過ぎる。
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　フルールは、両手を振り、鍵けん盤ばんを弾はじくように開花を指し示じしていく。

　花は咲く。開花前線は気分次第で上昇も下か降こうもすれば、旋せん回かいの速度に乗りもする。

　空に爆ばく発はつが踊り、散る光が風に舞う。

　風も、大たい気きも、咲き散る何もかもが力だ。

「マギノデバイス・ゼフィール！　花を何処どこまでも咲かせて見せて！」

　もはや環かん境きようは周囲五十キロ圏けん内ないにまで支配の力を及ぼしている。

　何処にも花が有り、月の光に輝いている。

　皆は月光を恐れるけれども、自分は違う。

　綺き麗れい。

　だってマーマと私が作った花は、夜にこそ自らを輝かせる。

「この光はマーマがそばにいるという証あかし……！」

　今、花の光は何処にでもある。中央にいる自分達を祝しゆく福ふくするように、天と地の全周を囲って、天てん上じようの月を掲かかげている。

　あの月の光も、いずれ、自分達のものとするのだ。

　そうすれば終わり。マーマとずっといられないという、そんな思いとも終わり。

　終わりが見えた。

　爆発の連れん鎖さと多重は、私の笑う声を震わせる。肺はい腑ふの底を叩たたく響ひびきが、喉のどで喜ぶ音になる。

「あは……」

　声のたびに空の何処かが起き爆ばくする。

　もはや大気も花の香りで炸さく裂れつするのだ。

　笑う事しか出来はしない。

　ねえ、と背後の母に振り返り、両の腕を広げて、どこもかしこも示してみせる。

「漸ようやく、漸くここまでの花が咲いたよマーマ！　どう、凄すごいでしょう!?　マーマが十年前に咲かせた花と同じだよ！　二人でもっと立りつ派ぱにしようよ！　そうしたら、もう、マーマは負けないよね！　いなくならないよね！」

　そう、それが望み。だけど、

「馬ば鹿か者もの……！」

　今、これだけの自分自身の自由と力があるというのに、思い通りにならないものがある。

　二つ。それは、先さき程ほどから爆ばく砕さいの気き流りゆうの中を流れ、逃のがれているマギノデバイス二つだ。

　大たい剣けん型のデバイスの上、そこに立つ女が、声を上げた。

「そのような力をもってしても、失われたものがあるのだ！

　ならば何故なぜ、その力に酔よう!?」

　何を言っているのか、全く解わからない。

　……だって今、私とマーマは上手うまく行っているのに。

　あの人は、それをどうしてやめろと言うの。

「あは」

　私達を止めたら、ヘクセンナハトに勝てないよ。

　そもそも、止める事が出来たらだし、そうしたら貴女あなた達がヘクセンナハトに勝てるのかも知れないけれど。でも、

「じゃあ、どうするって言うの？」

　聞いてみたい。

「ランク一位の私とマーマに、二位の貴女達が敵かなうとするならば、どうするの!?」
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「止める！」

　各務かがみが叫ぶのを、堀ほり之の内うちは聞いた。

「貴き様さまの母の命、力に酔うために使われるものではあるまい！」

　ええ、と己おのれは頷うなずいた。

「その力、止めますわよ」

　そして自分は、各務に手を伸ばした。

　彼女の方を見てはいない。距きよ離りだってマギノデバイス間の分、空あいている。だから手が届く筈はずもない。

　ただ声を掛けるのと同じ感覚で、右の手を広げ、縦たてに合わせるように差し出した。

　虚こ空くうを挟み、しかしふと視線を右に向ければ、

　……やはり。

　各務が、同じように左の手をこちらに掲かかげている。だが、彼女の方は、手を合わせるのではなく、さしのべるような構えになっていて、

　……そういうものですわね。

　ちょっと笑ってしまったが、このズレが自分は楽しいのだ。多分。そして己は、立てた手の平を握り、

「行きますわよ」

「行こう」

　言葉と同時に、朱あけ竜りん胆どうを前に吹っ飛ばした。

　突とつ撃げきを掛けたのだ。
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　接近は、単純な軌き道どうに乗っていなかった。

　各務かがみが堀ほり之の内うちに指し示じしたのは、気き流りゆうに逆らわず、しかし高速で機き動どうする事だった。

　……矛む盾じゆんしてますわよ……！

　静かに急げ、と同じような事だろうとは思う。何故なぜそうするかと言えば、

「この空くう域いきを管理しているのが彼女のセンスならば、今、見えている花も、見えていない大たい気きも、全て彼女の不知覚の動きをしているのだよ」

　つまり、

「ここで能動を見せれば、花は流れを感じて寄り添ってくるし、回り込みもする。

　渓けい流りゆうに落ちた葉と同じだ。こちらが岩場になれば、思わぬ動きで近寄られ、回り込まれる」

　その言葉に、思い当たる節ふしがあった。

「昨夕、リスベスおば様がフルールと相あい対たいした時、花となる灰はいが空間切断の裏に回り込む、というのがありましたわね」

「そうだ。彼女の花は、単純に風などで動いているのではない。環かん境きようが、そのような動きを〝風〟として与えているのだ」

　ならばどうするか。

「環境の流れは、花を追って共に流れれば見えてくる。同じ流れに乗ったものを、追つい随ずいしたり回り込む花はいない。そして、同じ流れに乗ったならば、後は軽く、先に流れていけばいいのだ。──軌道は読めるね？」

　答えは是ぜだ。

　堀之内家に自分達の視覚情報やデバイスの知覚系けいをデータとして送れば、各務について半周程を回った段階で、術じゆつ式しき陣じんに軌道情報を載のせるプログラムが送られてきた。

　……行けますわね……！

　気流は全て上に流れている。これに乗っているとフルールの集合デバイスより高い位置へと遠ざかっていく事になるが、上から飛び込む覚かく悟ごがあれば別だろう。

「あと、注意すべきは──」

「さっきの薙なぎ払いもだが、フルール君がこちら狙ねらいで自ら送ってくる花と、幾いくつかの気流の中で生じる誘ゆう爆ばくや衝しよう撃げき波はが厄やつ介かいだね」

「結けつ構こうありますわねー」

　呟つぶやくくらいには余よ裕ゆうが戻ってきている。

　ここは相手の環境化。その上でこちらもまた、対策を講じてはいるのだ。

　自分は、気流の流れに乗り、更さらにそれを越すために加速しながら手を打った。

「各務、そちらにも力を送りますわよ……！」
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　メアリーは、戦場を映す術じゆつ式しき陣じんから、聞き覚えのある音を聞いた。

　雷らい雨うのように連続する爆ばく発はつと衝しよう撃げきの音の中、高い音が重なっているのだ。

「大おお鈴すず……」

　神社にて鳴らす、願いの鈴だ。この音が響ひびいていると言う事は、

「堀ほり之の内うちさんが、結けつ界かい術式を張り始めましたか……！」
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　フルールは、相手がこちらの環かん境きように取り込まれていないのを悟さとった。

　……この鈴の音ね……！

　既すでに、あちらのマギノデバイスには花が自生していておかしくない筈はずだ。

　それがまだ生じず、代わりに鈴の音が大たい気きに響いている。

「結界ですね、フルール。神しん道とうの禊祓みそぎ術式の応用です」

「ずるいよマーマ！　私が頑がん張ばってるのに……！」

　更さらには敵は、花の渦うずを高速に回りながら、副ふく砲ほうを使用し始めた。こちらへの攻こう撃げきではない。周囲の花や気き流りゆうを穿うがち、故こ意いに誘ゆう爆ばくを起こしていくのだ。

　無む論ろん、こちらも花の気流を常に生成しているが、彼女達の周囲は軌き道どうを読んだ先行誘爆によって安全地ち帯たいが出来つつある。だからこちらは、自分の指し示じで能動的な花を送り、敵の位置を限定する。その上で、

「花はな弁びら展開……！」

　回る三キロの巨きよ大だいな花の内、下側にある花弁も展開した。

　倍、とまではいかないが、これからは拡大よりも重圧化だ。環境を無視するというならば、

「自分達以外のものが全部爆ばく砕さいしても、無ぶ事じでいられる!?」

　言って、己おのれは両の手を広げてから跳ね上げた。

　既すでに環境は構こう築ちくしているのだ。だから、

「開花前線、満開上昇……！」
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　……全ぜん域いき爆砕か!?

　各務かがみは、眼がん下かが爆ばく破はの色で埋まったのを見た。

　フルールが何を始めたのかは解わかる。

　環境が花で満ちたのを確かく認にんの上、更さらには欠けつ損そん分の補ほ充じゆう用意も出来たとして、

「下から上に、水平面を全て爆砕していく気だ！」

　既すでに大たい気きには花の散らばりが多く漂ただよい、避ける事など出来はしない。自分達の装そう備びにだってそれらは触れて、乗ってくるのだ。

　下から、環かん境きようの水平面を爆ばく砕さいすれば、後は誘ゆう爆ばく指し示じによって、環境の頂ちよう上じようまで一気に爆ばく発はつが埋めていく。

　最大の回かい避ひ法は、この環境から脱だつ出しゆつする事だ。

　だが不用意に流れを無視して動けば、下からの大だい規き模ぼ誘爆よりも先に周囲の爆砕が働く。既すでに自分達は、この環境の流れに乗って敵へと接近しているのだ。

　もし逃げ場があるとしたら、

「──敵の直近ですわ！　各務かがみ！」

　誘爆指示は、自分に被ひ害がいを与えないように設定する筈はず。ならば、

「もはや環境の軌き道どうを読んで、踏み込むか！」

　声を上げた瞬しゆん間かん。それが来た。

　巨きよ大だいな花の上面に射しや出しゆつされた六枚の術じゆつ式しき陣じんから、薙なぎ払いの一発が飛んできたのだ。
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　フルールは、放った光こう条じようが二つのマギノデバイスの直上を抜けたのを見た。

　当てるつもりだった。だが、再び下を潜くぐられたのは、

　……来たね!?

　気流に乗ってやや上を回る軌道から、こちらに向け、強ごう引いんに加速したのだ。

　軌道を、環境合わせにしながらも、踏み込んで来た。

　止めると言ったから、それを果たしに来たのだろう。

　口だけだったら、薙ぎ払っていた。しかしこちらに飛び込んでくるなら、

「御お節せつ介かい……！」

　叫んだ直後。光条の突っ走った空間全てに衝しよう撃げき波はが走った。

　雷らい光こうを撒まき、大気の割れ裂さける音が行き、二つのマギノデバイスを上から打だ撃げきする。

　青と朱あかの大たい剣けんと弓ゆみが激げき震しんする。しかし、そこで己おのれは止めなかった。

　両の手指で真ま下した向きに円を描き、それを結び、

「花はな冠かんむり」

　告げた瞬間。デバイスの大花の周囲。円を描くように新しん規きで爆砕の輪が咲いた。

　光条の衝撃波で上から叩たたき、落ちたところへ、下からのカウンターだ。

　それで姿勢を崩くずしたら、眼がん下かからの一いつ斉せい水平面爆発で壊してあげる……！

　そして朱と青のデバイスの下、爆砕の輪が届き、

「当たった……！」




　　　　　　　　　　●




「堀ほり之の内うち君！」

　各務かがみは判はん断だんした。一番危険なのは、爆ばく砕さいをデバイスの中央下部で受ける事だ、と。

　この場合、上から落ちてきた分の重量と衝しよう撃げきは、中央下で受け止められるが、前部と後部がそのまま下に行こうとしてしまう。下手へたをすればデバイスが真ん中から折れ砕くだけるだろう。

　やるべきは全力で上昇。下から打ち上げるカウンターの爆砕を直ちよく撃げきせずに済むし、続く下方からの一いつ斉せい爆ばく圧あつにも、距きよ離りを取ればダメージを軽けい減げん出来る。だから、

「全速上昇……！」

　ディカイオシュネも朱あけ竜りん胆どうもテールヘビーだ。ゆえに後部が下がり、前部が上がったところで、下に花はな冠かんむりの爆砕が咲いた。

　……直撃は回かい避ひした！

　思った瞬しゆん間かん。花冠の爆圧が下方から来た。

「……っ」

　全長五百メートルのマギノデバイスが、アッパーカットを食らったように先せん端たん部を跳ね上げる。そして、

　……来たか！

　眼がん下かから、一気に上がって来ていた水平面の一斉爆ばく破はが、真ま下したへと迫った。

　視し界かいが下から白くなり、

「────」

　下面全ぜん域いき、爆ばく圧あつの起こす風が、自分達を摑つかみ、包み取った。
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　眼前を、光の滝たきが下から上に打ち上がったのをフルールは見ていた。

　見渡す限り全面だ。前後左右。自分達の立つ花の形に型抜きされた光の爆ばく発はつが、下から真ま上うえへと吹き上がる。

　綺き麗れいだ。上手うまく行った。

「マーマ！　凄すごいでしょう!?」

　全周五十キロ範囲の爆発の滝。

　自分だってこんなのを見るのは初めてだが、誇ってみせる。

「これだけじゃないんだよ？」

　その通りだ。既すでに下からは新しい花の気き流りゆうが舞い上がってきている。

　そして空が抜けた。天てん上じようへかち上がっていった爆砕の壁が、頂ちよう上じように達して消えたのだ。

　空。回って行く外周の花の渦うずの中に、最後の爆発音が反はん響きようし、大だい音おんとなった。

　響ひびく。

「あは」

　笑いが出る。よかった。だって、

「勝ったよ、マーマ」

　もはや何も残っていない。マーマと二人で作った力で、一番を保ったのだ。これで終わり。

　ヘクセンナハトも、怖こわくない。なのに、

「マーマ」

　どうして。

「どうしてマーマ、笑ってくれないの？」
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　北の空を鳴動が走る。その音をメアリーは術じゆつ式しき科かの屋おく上じようで聞き、遠くの天てん上じようへと光の柱はしらが上がるのを見ていた。

　……何ですか、あれは……。

　自分がいた世界でも、似たような術式が使用された覚えがある。

　だがあれは〝神〟の麾き下か達を一都市ごと滅ぼすもので、何千人という術じゆつ者しやが必要なものの筈はずだった。この世界が芳ほう醇じゆんで、術式関係の技術が発展しているとは言え、個人レベルであのような事が出来るとは。

「凄すさまじい……」

　自分ならばどう戦うだろうかと、そんな事を思っていると、ふと小さな動きが見えた。

「あれは──」

　リスベスだ。彼女が、構内の道を走っている。それも中庭、霊れい廟びように向けて、だ。
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　夜の底を、足音が走って行く。

　地下の通路。静かな、冷えた床を急ぐのは、リスベスだった。

　彼女は、最短距きよ離りを行こうとするあまり、カーブした壁の内側に肩をぶつけ、

「く……」

　焦あせりが声を漏もらすが、構わない。

　顔横の術式陣じんには、U.A.H.側の魔ま女じよ達からランカー戦の状況が送られている。

　そして足取りは、すぐに終しゆう着ちやくの場所へと辿たどり着いた。

　立ち入り禁止の表ひよう示じを無視し、カードキーを、

「当てるだけ、と……」

　そこだけは落ち着いて済ませ、彼女は開いた扉とびらの向こうに足を踏み入れた。
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　何度も入りたくない場所だ、とリスベスは思った。

　昨夕入ったホールは今、ただ暗い。夜や光こう草そうの光が殆ほとんど消えており、中央にある棺ひつぎと、要所を照らす照しよう明めいだけが頼りとなっているのだ。

　棺の近くにいた花はな竜りゆうも、こちらを見つけて寄ってくる。今の、この暗くなった状態がどうしてなのかを悟さとっているのだろう。

　……スリズィエが、終わるのか。

　時とき折おりの連れん絡らくや遣やり取とりがあったため、生きているのだと、そんな誤ご魔ま化かしや安心感があった。時に思い出したように充みつ代よの話などを振られるために、尚なお更さら、〝生き残った者同士〟という思いがあったのだ。

　違う。

　既すでに彼女は亡なくなり、ここで眠っている。

　今まで自分が会って、話をしてきたのは、まだ眠れなかった残念だ。

　それが尽きたら、もう何も、何処どこにも残らない。

「充代は、解わかっていたのだ」

　彼女は厳きびしかったが、優しかった。

「自分の魂たましいがこの世界に満ちて、多くを守ると、そう解っていた」

　この世界。流りゆう体たいのベースとなる地ち脈みやくとは、多くの人々や、自然、果ては星々などの魂を含んだ〝力〟の奔ほん流りゆうだと、そんな説も一部の古い魔ま女じよ達には伝わっている。

　神しん道とうにも、亡くなったものは地ち霊れいとして、氏うじ子こ達を守るのだと、そんな思し想そうがある。

　そうして考えると、充代が、残念を封じて去って行った意味が解る。彼女は自分が後代の守りになると解っていたし、後を継ぐ者の資質を見間違えず、導いていた。

　だが、自分達はどうなのだ。

　四し法ほう印いんの屋や敷しきで、何事も無かったように娘むすめと遊んでいるスリズィエの残念を見つけた時、自分は戸と惑まどったが、それを認めてしまった。

　おとなしく眠っていろと、己おのれの魂が消えてもいいのかと、そう諭さとすべきだった。

　それをしなかったのは、何故なぜか。

「スリズィエ……！」

　自分は、棺の横にひざまずいた。

「聞こえているだろう……!?　お前も私も、何をしてるんだ……！」

　憶おぼえている。残念のスリズィエと再会した時、彼女はこう言ったのだ。

「うちの娘や、この世界を守るために、やり残した事がある、と」

　この世界を、という言葉に応じ、自分達は四法印学がく院いんを建て、そこに次代の魔女達を保ほ護ごし、育成する事を決定した。

　だが、彼女の娘むすめについては、どうだ。

「お前の今が、フルールを〝守っている〟のか？　──お前の娘は、フルールは、お前と離れたくないがゆえに、お前に褒ほめられるために、力を振るい続けているぞ……！」

　いつか母がいなくなってしまうのかもしれない。そんな不安を払ふつ拭しよくするために、彼女が娘にこう告げるのを、己おのれは聞いた。

　……いい子にしていれば、ずっと一いつ緒しよにいますよ、と。

　スリズィエ自身も、解わかっていたのだろう。

　いい子とは、〝一緒にいる〟という本当の意味を、理解する事だと。

「充みつ代よは、その事を理解していたのだ」

　例え去って、離れていったとしても、ある時、気付くのだ。

　母から受け継いだ力や技、考え方などが自分の中に生きていると。

　そういったもの、全てを含み、〝加か護ご〟と言う。

　充代の娘、満みつるには、その意味が伝わっているようだった。神しん道とうという事もあろうが、以前にあった、母を失った事への恨うらみのようなものが、先夜の彼女からは抜けていた。

　自分の事ではなく、ただ小さな事でも、笑えるようになっていた。

　異世界から来たという、各務かがみと名乗った相手との交こう流りゆうゆえか。それとも、これまでのランカー戦を経てきたせいか。

　解らない。

　だが、子は親がなくても育つ。その一方で、教えられた事と受け継いだものは、無くなるものではない。でも、それなのに、

「お前の子は、今、自分が一人だと気付いていないぞ……！」

　棺に、己は叫んでいた。

「これが本当に、お前の望んだ、あの子の今か!?」
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「マーマ？」

　フルールは、母が唇くちびるを軽く嚙かんだのを見た。

　……どうしたの？

「痛いの？　何か、嫌いやな事があったの？　教えてマーマ、悪い事があったって大だい丈じよう夫ぶだよ。だって私とマーマには、これだけの事が出来るんだよ？　それに──」

　それに、

「私に駄だ目めなところがあるなら、もっといい子でいるよ？　ずっと、もっと、マーマの願う通りにいるよ。だから──」

　と、そこまで告げた言葉が止まった。

　不ふ意いに、足元となるマギノデバイスが、縦たての震しん動どうを受けたのだ。そして、

「これは……」

　二度、三度、四度と激げき震しんが連続する。その上でデバイス上や自分達の周囲に、警けい告こくの術じゆつ式しき陣じんが何枚も立ち上がった。

　その多くは、大たい輪りんの花を構成する一本のデバイスの縁ふちに突き立った。

　直後。赤色の警告術式陣が立ち、同じような術式陣に囲われていた鍬くわの一本が、

「……何!?」

　金きん属ぞくの砕くだけ散る音と火花。そして流りゆう体たい光こうの破は片へんと共に、一本の鍬型デバイスが直上に浅く跳ね上がった。

　打だ撃げきだ。単純な力の激げき突とつによって、花の一部が接合を外され、更さらには、

　……砲ほう撃げき!?

　真ま下したから真ま上うえへと。鍬型の刃はも三つ葉も、光の砲ほう弾だんに貫かん通つうされて弾はじけた。

　流体光をぶちまけて割れたデバイスが、衝しよう撃げき波はと威い力りよく強化の加か護ごによって破は砕さいの上から四し散さんする。音は何十枚もの硝子ガラスが割れたのに等しく、そして巨きよ大だいなデバイスが散っていく下に、己おのれは敵の姿すがたを確かく認にんした。

　青の大たい剣けんと、朱あかの弓ゆみが、自分達の側面に沿って現げん存ぞんしているのだ。
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　……やりおった！

　ハンターは、再び作られる爆ばく砕さいの気き流りゆうの向こうに、二つのマギノデバイスの姿を見た。

　それは砕いた大輪の花の下側。花はな弁びらの陰に隠かくれるように、垂すい直ちよく姿勢で並んでいた。

　いつの間に、と疑問するまでもない。

「さっき、叩たたき落とされて、下からカウンター食らった際、前部側を上に向けたもんな」

『反動ですか？』

　執しつ事じ長ちようの言葉に、己は頷うなずく。

「カウンターで前をかち上げられた勢いに逆らわず、思い切りデバイスを仰のけ反ぞらせたところで主しゆ砲ほう発はつ射しや。反動軽けい減げんしなければ、後部側にショートダッシュさ。

　──位置的には、丁ちよう度どあの大型デバイスの側面下方に張り付いたろうね」

　花の陰は安全地ち帯たい。そこに飛び込んだのだろう。

　よく無ぶ事じだった、と思うが、既すでに両デバイスとも流体の煙を幾いく本ほんも噴ふき上げている。

　各務かがみがいて修復が出来ていないのだから、余よ裕ゆうが無いのだ。だけど、

「この機き会かい、逃のがすなよ……！」
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　堀ほり之の内うちは砲ほう撃げきした。

　砲ほう弾だんは多段外がい殻かく弾だん。ここで為なすべきは打ち合わせの通りの事だ。

　……とりあえず一つ、破は壊かいしましたわ……！

　とはいえ、ここからが問題だ。今、自分の朱あけ竜りん胆どうとディカイオシュネはほぼ垂すい直ちよくになった状態。どちらも砲ほう身しん＝全体、という形なので、左右への撃うち分けは誘ゆう導どう弾だんを使うのでなければデバイスを傾けなければならない。

　しかし、上下二キロ程有るフルールのデバイスの側面とはいえ、自分達が一本破壊して作ったポケットはやや狭い。

　誘導弾を使うか、と思ったが、これは速度が落ちる。しかし斜め撃うちだと自動的に相手は傾斜装そう甲こうを構えた状態になるので、撃ち抜けなかったら意味が無い。大体、跳ちよう弾だんした砲ほう弾だんが空に跳ね上がったら、上にいるフルールと学長がビックリするだろう。

「フフ、それもありかもしれませんわね」
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『執しつ事じ長ちよう！　御お嬢じよう様さまが不敵な笑いを通信に！』

『もうこれはアレですよ。学長の娘むすめだろうと鼻フンで余よ裕ゆうってヤツですよ！』

『至し近きん距きよ離りで御嬢様の砲撃食らって保もつデバイスなんて無いんだかんね！』

『貴女あなた達、何か勝かつ手てに御嬢様のキャラと評ひよう価かが出来てませんか!?』
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　フルールは術じゆつ式しき陣じんでデバイス群の破は損そん状況を見た。

　六本中、一本が失われ、相手は損そん失しつによって生まれたポケットに入り込んでいる。確かにその位置では自分のデバイス・ゼフィールが環かん境きようの花を投じる事は出来ない。自じ壊かいをしないため、本体の内部に該がい当とうするスペースには、花が届かない設定だからだ。

　それを向こうも理解しているのだろう。砲撃音が、ゼフィールの内壁を反はん響きようして放たれた。

　空あいたポケットの右側。そこに並ぶもう一本に照しよう準じゆんを決めたらしい。打だ撃げき音がして、展開した三つ葉の内、ポケット側にある一枚が砕くだかれた。

　……ひどい……！

「何故なぜ、止めようとするの？　私とマーマには敵かなわないのに……！」

　抗こう議ぎのつもりでデバイス管理用の術式陣を立ち上げ、ロック解除。そして動き出すのは、各デバイス上部から突き上がる塔とうのような副ふく砲ほうだ。長さ二百メートル。合計五本の副砲は、その表面が開口して一本当たり六十四発の光こう条じようを放つ代しろ物ものだ。

　接近戦、または今回のようにデバイスがとりついた時専用の武ぶ装そうだった。

　上部から順次解放して、デバイスの知覚素そ子しでポケットにいる二つのデバイスを確かく認にん。

　……何だ。結けつ構こう破は損そんしてるんだ。

　だったら慌あわてる事もない。この二人ではもう自分達を止められない。

　でもこのデバイスを、自分とマーマ以外が摘つみ取る事は赦ゆるされない。だから、

「叩たたくよ！」

　対応位置の副ふく砲ほう群が、合計百五十二発の誘ゆう導どう光こう条じようを目もく標ひよう物に叩き込んだ。
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　堀ほり之の内うちは迷わなかった。

　空、上から降ってくる莫ばく大だいな光の雨に対し、三みつ矢やの防ぼう護ご弾だんを三発撃うち込み、

「頼みますわ……！」

　ディカイオシュネを傘かさとするように、砲ほう撃げきの反動でその下に回り込んだのだ。

　瞬しゆん時じの後に、高い位置で三矢の展開が穿うがたれ、炸さく音おんに打ち抜かれる。

　そして傘としたマギノデバイスに、三矢の残ざん骸がいと光条が連打された。

　音が飛沫しぶき、震しん動どうが走り、こちらの手元にもディカイオシュネの被ひ弾だん状況が知らされてくる。ディカイオシュネへのヒットは八十二発。上面装そう甲こうの七割が剝はく離り破損し、メインフレームにも三十七パーセントの破損が、後の余波も含めて進行中。

　だが、響ひびく鳴動の下で、朱雀すざくが叫んだ。

『オトコギィイイイイイイ!!』

　男おとこ気ぎ？　いえ、俠おとこ気ぎですの!?　と思ったが、ツッコミ役の各務かがみがいない。

　それもそうだ。何故なぜなら彼女は、

「行きなさい各務！」

　頼みます、とは、既すでに言ったのだ。

「討うちなさい!!」
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　その登場と行動は、一いつ瞬しゆんだった。

　副砲への砲撃指し示じを、先さき程ほどの連打設定を活いかしたオートにしようと構えていたフルールは、いきなり眼前に飛び込んで来た人ひと影かげを見切る事が出来なかった。

　……え？

　デバイス上に、青と白の姿すがたがいる。

　聖せい騎き士しだ。手には大たい剣けんを持ち、こちらに疾しつ駆くしてくるのは、

「何で……！」

　私とマーマのデバイスで勝利するのだ。それが、マーマが喜ぶ方法。いい子でいる方法。

　なのに、何で、

「どうして勝かつ手てに入り込んで来るの！」
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　花の魔ま女じよは、下がった。

　後ろへとバックステップしながら鍬くわ型のデバイスを構えるが、遅い。

　ゆえに彼女は、いつものように身を振った。この動きならば、誰だれも彼も、こちらを見落とし、ついて来られないのだ。だから、

「あは」

　自分が安全地ち帯たいに入った事を自覚すると、笑えみが漏もれた。

　このまま、突とつ進しんして来て、こっちを見失った相手の背後に回る。そこから鍬で一いち撃げきを入れてもいいし、花を叩たたきつけてもいい。

　危ない危ない。でも、

　……マーマ、ちゃんと出来たよ！

　マーマもこちらを救たすけに来ようとしてくれている筈はず。でも、このくらいなら一人で出来るから大だい丈じよう夫ぶ。

「マーマ」

　マーマとは、いつも一いつ緒しよに何かをするの。戦ったり、デバイスを作ったり、花を育てたり。いつも一緒。何処どこでも一緒。

　一方的に救って貰もらうのは、悪い子のする事だ。

　いい子は、マーマの言う事を聞いて、御手伝いする。手て間まの掛からない、いい子でいる。だから、マーマと同じように、一緒に何かを出来る。ゆえに、

「私、悪い子じゃないよ、マーマ」

　と言って、自分は身を回した。聖せい騎き士しの背後に回り、一撃を入れる。

　出来なかった。

　……え？

　相手が目の前にいない。いる筈の位置にいない。それはまるで、

「私の──」

「人は落ち葉じゃないぞ、フルール君。複雑な、繊せん細さいな動きでも、何度か見て、意い識しきをすれば真似まねが可能だ」

　声が後ろから聞こえた時。背せ筋すじに震えが来た。

　……まさか──。

「桜さくらにしては遅咲きだったな。だが今は秋だ。枯かれても誰も文もん句くは言わんよ」

　振り返った視線の先、大だい上じよう段だんからの一いち撃げきを寄よ越こす聖せい騎き士しがいた。

　……噓うそ！

　それ以外の言葉が思い浮かばなかった。だが、別の言葉が、口から出た。

「マーマ……！」
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「スリズィエ……！」

　地下のホールにて、リスベスは叫んでいた。

　今、ここに残っていた最後の夜や光こう草そうが、その光を花はな弁びらとして下に落としたのだ。

「おい……！」

　欧おう州しゆうから来た魔ま女じよは、棺ひつぎに両の手を置いて声を上げた。

「これで終わりなのか……!?」
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　各務かがみは、動きを止めていた。

　討うつつもりで、自分はここにやってきた。だが、

　……堀ほり之の内うち君の言う通りであったな。

　迷う事があったら自分に任せろと、彼女はそう言った。しかし、

「────」

　眼前、立っているのはフルールではなかった。

　ドレス姿すがたの学長だ。

　その身は、もはや夜と花の乱雲を透すかす程に淡くなっている。

　自分の持つディカイオシュネは、彼女の左肩で止まっていた。

　当ててはいない。そこで止めたのだ。

　昨夜ゆうべ、地下にあった棺や夜光草の光こう景けいを覚えていれば、そこからの一撃を進ませる訳わけにはいかなくなった。

　ただ、娘むすめを突き飛ばし、両の手を広げた彼女に対し、己おのれは息を吸い、

「見事」

　親とは、こういうものかと、そんな有り触れただけを思いはしない。

　彼女は今、初めて、娘をただ守ったのだ。これまでのように、回かい避ひ役や防ぼう御ぎよ役ではなく、ただ守るだけに動いた。それは、

「感謝である」

　自分の関わった世界の住人が、この選択をした事に感謝する。そして、

「────」

　学長の姿すがたが、消えていく。

　足元、手先、そして脇わき腹ばらなどから、流りゆう体たい光こうに散っていく。

　限界が来たのだ。散り消えていく場所は、明らかに昨夜ゆうべ見た、欠けつ損そんの場所からだ。

　学長がこちらを見た。唇くちびるが動いた。声を出しているつもりだろうが、既すでに音を作れるだけの力も持っていない。単なる映えい像ぞうのようになった彼女は、しかしこう言った。

「──貴女あなたにも、任せます」

　何をだ、と問う意味は無い。預け、任されるのは今まで幾いく度どとなく受けてきたのだ。

　ゆえに頷うなずくと、彼女は後ろへと振り返った。

「マーマ！」

　膝ひざに力なく、ただ前のめりに両手を伸ばしている少女がいた。
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　フルールは、母を留とどめようとした。

　両腕で抱き、零こぼれる全てを手の平で押さえ、漏もれないようにしようとした。

　出来なかった。

　腕は虚こ空くうを貫つらぬき、手で触れた母の欠片かけらは手指を貫かん通つうして空に散っていく。

「あ、あ……！」

　散った光に手を伸ばし、搔かき寄せても無む駄だだ。何もかも、こちらの意い図ととは別に遠ざかり、何処どこかへと消えていく。

　抱きしめられるだけの自分は、首を横に振り、何度も振り、

「マーマ！」

　叫びに、笑えみで母が消えた。

　笑っていた。だけど、今はその姿すがたは何処どこにも無い。左右も、前後も、上も、術じゆつ式しき陣じんで確かく認にんしてもいなくて、自分はうろうろと辺りを見回し、ただただ何も認めたくなくて、

「嫌いやあ……！」

　叫んだ。空に向かって声を上げた。

「どうして……！　約束したじゃない……！」

　周囲に幾いくつもの光が生じた。マギノデバイスの制せい御ぎよが抑よく制せい不能となり、出力を持て余し始めたのだ。だが、そんな事はもうどうでもいい。

「あああ……！」

　マーマがいない。どこにもいない。だけど、

「帰ってきてよ……！」

　右手を挙げるだけで、主しゆ砲ほうが術式陣で展開した。それも一気に三つ分、だ。

　出来る。ここまで出来る。

　だけど、これを見せる相手はもういない。否いな、それでも叩たたきつける相手はいる。ならば、

「いい子にしてるから、それを見せるから、帰ってきてよマーマ……!!」

　己おのれは、三重の主しゆ砲ほうで、ゼフィールの上部を合計一〇八〇度に薙なぎ払った。
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　フルールのマギノデバイスが崩ほう壊かいしていく。それは装そう甲こうを、それこそ花はな片びら一枚一枚が落ちていくように剝はく離りさせ、光の欠片かけらに化す流れだ。

　だが、堀ほり之の内うちは半はん壊かいしたディカイオシュネの下で、二つの動きを見た。

　一つは、散っていく装甲もまた、花と化していく事。

　もう一つは、主砲の光こう条じようが、薔薇ばらの花と散りながら空を叩き切った事だ。白の薔薇は三重に走り、デバイスの上から飛び降りる聖せい騎き士しを追い、

「各務かがみ！」

　流石さすがに直ちよく撃げきは避けたものの、余よ波はがあった。フォームの装甲と盾たてにした大たい剣けんを砕くだかれた各務の身が、落ちていく。

　ディカイオシュネは動けない。ゆえに自分は、朱あけ竜りん胆どうを滑らせ、

「各務……！」

　縁へりにまで全力で走って、追いつく。間に合う。手を伸ばす。だが、朱竜胆を握る手ではない。これは各務と自分にとって必要なものだ。これを捨てる事を、お互いは赦ゆるさない。

　戦せん闘とうは続いている。そのつもりで、素す手でに近い右手を振り、

「……っ」

　摑つかんだ。引き寄せる。

　空中に落ちていく彼女に応じ、朱竜胆も受け止めるように降こう下かした。

『下に参りま──す』

　声に振り向くと、朱雀すざくが咳せき払ばらいしていた。

「あの、今……」

「堀之内君！　飼い主が疑問に思ってはいけないよ！」

　各務は元気そうだ。気付けば、吐と息いきしかないような相手を自分は抱き寄せていて、

　……全く。

「迷うならば、私に任せろと言ったでしょうに」

「いや、迷わなかったよ。ただ、一つの決断を見たのだ」

　苦く笑しようで言う各務は、一度腹に息を入れた。そして頭ず上じようを見上げ、

「止めねばならないな。だが──」

　剝離した装甲が全て花に変わっていく。結果として何が起きるかと言えば、

「制せい御ぎよを失いながら、全てを砕くだくつもりか……！」
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「各務かがみ！　堀ほり之の内うち！」

　ハンターは、光学増ぞう幅ふくによる望ぼう遠えん術じゆつ式しきで、現場を確かく認にんしていた。

　今や展開していた全ての花の乱雲は千ち切ぎれ、隙すき間まが作られている。

　だが、それは力が弱まったからではない。内部にある花を散らして放出する勢いは、今までよりも力がある。これまでは雲をたゆたわせていたのが、豪ごう風ふうとして巻く形だ。

　そこに主しゆ砲ほうの三連掃そう射しやが幾いく度ども走り、当たった雲が誘ゆう爆ばくする。時とき折おりに太たい平へい洋よう側にもそれは放たれ、やや歪ゆがんだ弧こで海を爆ばく発はつさせた。

　そして艦かん隊たいが動き出す。

『全ぜん艦かん、日本東沿岸五十キロの位置まで接近！　──射しや角かくの下に移動します！』

　足元が揺れ、加か速そくで前上後下となった甲かん板ぱんの傾斜が軽く身体からだに届いてくる。

　……こりゃあ死なば諸もろ共とも、だ。

　やるべき事はある。己おのれは、指し揮き所しよへと通つう信しん術式を通し、

「艦かん長ちよう！　副ふく艦長も！　接近すればもっと精せい密みつなデータがとれるよね!?　それを堀之内家に送って！　後、四し法ほう印いん学がく院いんにいる第三位にも……！」
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　メアリーは、己の為なす事を理解していた。

　……この乱雲の流れを読めと、そういう事です！

　見えぬ消しよう滅めつの鎌かまを自在に扱う自分にとって、力の流れを読む事は容易だ。無む論ろん、今回のような多重化された力は複雑だが、

「……先生は、彼女の移動法を容易たやすく読み、真似まねしましたか」

　実戦の中で、いきなり行ったのだから、化ばけ物ものだ。自分はそれに比して凡ぼん人じんだが、

「──出来ました！」

　積み重ねを読むのは得意だ。訓くん練れんが全てを実力としてくれる。それを先生は自分の中に認めてくれた。ならば、

「情報を送ります！」
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　堀之内は、光こう太た郎ろう経けい由ゆで周囲の乱雲をシミュレートしたデータを受け取った。とりあえず朱す雀ざくに食わせて、自分は砲ほう撃げきに集中する。

　だが、崩ほう壊かいしていく装そう甲こうが、逆に邪じや魔まだ。砲ほう弾だんを叩たたき込んでも、装甲が砂のように自じ壊かいして衝しよう撃げきが伝わらない。更さらには砕くだいた装そう甲こう板ばんのチップが花となって降ってきて、

「く……!!」

　爆ばく発はつが滝たきのように落ち、朱あけ竜りん胆どうを穿うがっていく。

　既すでにディカイオシュネは砕け、落下を始めていた。

　各務かがみはこちらの隣となりにおり、

「デカ夫君、引き上げられるかね？」

　その問いかけに、竜りゆうの子供は首を横に振るだけだ。ここまでの被ひ弾だんを防いだだけでも相当な胆たん力りよくがいる筈はずだが、態度に似に合あわずしっかりした子だと思う。

　……逃がして正解でしたわ。

　だが、砲ほう撃げきし、花の群に先行誘ゆう爆ばくを起こさせて安全を確保しようとしても、

　……いつまでこれが続きますの……!?

　疑問した己おのれの耳に、一つ、空から届く声があった。

　フルールだ。砕けていくマギノデバイスの上で、一人の少女が泣いている。
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「マーマ！　何処どこ!?　何処に行ったの!?　ずっと一いつ緒しよでしょう!?　マーマ！　いい子にしてるから、叱しかられるような事はもうしないから、帰ってきてよ、マーマ！」

　自分は悪い事をしていない。なのにどうして、母はいなくなった。

「いい子にしてないから？　だったらするよ！　する！　するから！」

　母は、自分によく言っていた。貴女あなたはいい子だと。そして、強くなるのよ、と。

　だけど、そんな母がいなくなったのは、

「貴女達だ！　貴女達がいたから、マーマが！」

　マギノデバイスの知覚素そ子しが教えてくれる。

　自分のデバイス・ゼフィールの欠けたところに、隠かくれている相手がいる。

「マーマを返して……！」

　己はマギノデバイスを操そう作さした。力はある。母がそう願ってくれた。だからそれを用い、巨きよ大だいなデバイスを手で摘つまんで動かすように、

「あああああああ！」

　西の方へと思い切り引けば、敵は追つい随ずい出来ない。

　直ちよつ径けい三キロのデバイスを、一気に空中スライドさせた。

　すると見えた。東の空、渦うず巻まき乱れた花はな吹雪ふぶきの中に、弓ゆみの形をした小さなデバイスが月を向いて浮いている。それはこちらについてこられず、ただ天を向いたままだった。

　あれを砕けば終わる。終われば、マーマと約束したヘクセンナハトだ。

　マーマは約束を守ってくれる。ならば後は簡単だ。頭ず上じように広げた主しゆ砲ほうの術じゆつ式しき陣じんから、主しゆ砲ほう撃げきを叩たたき込み、

「マーマ、待ってて……！　すぐ、そこに行くから！　約束、守るから！　だから……！」

　主しゆ砲ほうを、力任せに己おのれは叩たたきつけた。

　薙なぎ払わない。一直線の攻こう撃げきだった。
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　堀ほり之の内うちは、危険を感じていた。

　……対応が遅れましたわ……！

　いくら何でも、直ちよつ径けい三キロ近いマギノデバイスが、瞬しゆん時じに移動するとは想そう像ぞう出来なかった。

　朱あけ竜りん胆どうは、真ま上うえを向いた状態を相手に晒さらしている。この姿勢からだと、左右に避けるのはほぼ不可能。上昇するにも、砲ほう撃げきに集中していたため、加速器は空中静止姿勢を保つように設定されている。

　ならば出来るのは、

「各務かがみ！　三みつ矢やの防ぼう護ごを多重化して凌しのぎますわ！　でも……」

　各務のディカイオシュネはほぼ全ぜん壊かいだが、地上へとゆっくりと落ちて行っている。だから、そちらに退たい避ひするなら行きなさいと、そう告げようとした。

　だが、力がそれを制した。

　各務が、こちらの肩を強く抱き、引き寄せたのだ。

　正面。朱竜胆の向こうから主砲撃が三重に放たれたというのに、光がこちらに迫っているというのに、彼女は眉まゆを立てた笑えみで手に力を込め、こう言った。

「ここが正しよう念ねん場ばだ」

　そして、

「堀之内君。──あの相手に勝ち、諫いさめるとしたならば、君はどんな姿すがたを想像する？」

「それは──」

　何を言っているのかと、そう思った瞬しゆん間かん。

　薔薇ばらの主砲撃が、朱竜胆に直ちよく撃げきした。
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「ハードヒットか！」

　ハンターは、戦場となる気き流りゆうの中で、莫ばく大だいな流りゆう体たいの爆ばく発はつが生じたのを確かく認にんした。

　それは明らかにマギノデバイス崩ほう壊かいの欠片かけら。結論だけを述べるならば、

「負けたのか……！」

　ディカイオシュネは下に沈み、見えなくなっている。元々が全壊状態だ。そして砲撃では優勢をとれる朱竜胆も破は壊かいされた。だとすれば、

「くそ……！」

『ハンター！』

　いきなりの副ふく艦かん長ちよう〝ソングカフェ〟の言葉に、己おのれは身を震わせた。

　そして不ふ意いに、甲かん板ぱん上や各艦かん艇ていのあらゆる処ところから、警けい告こくの術じゆつ式しき陣じんが立ち上がったのだ。
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　……は!?

　ハンターが急ぎ見渡す視線の先、全ての艦艇は警告状態で前進する。それは、自分達の行き先に危険と思われるものが存在するからだ。だが、フルールのデバイスは暴ぼう走そう状態で危険とは言え、すでにデータも何も取っている。ならば、

『ハンター！　前を良く見な！　こっちの管かん制せいシステムが警報上げるくらいの大物がいる！』

「大物……!?」

『解わからない！　全く、識しき別べつも何も無い！　新型だ！　それも──』

〝ソングカフェ〟の言葉が終わるより早く、その姿すがたが現れた。

　朱あけ竜りん胆どうの破は砕さいによる流りゆう体たい爆ばく発はつの煙。光る積せき乱らん雲うんの中から、双そうの翼つばさが夜空に伸びたのだ。

　雲を突き破り、空に見えた長さだけで、全長五キロを超えていた。

「……あ？」

　周囲に聞こえる波音や、艦隊の加速音と風音を無視して、己は啞あ然ぜんの息を漏もらした。

　……何だ、アレ。

　甲板上の皆と一いつ緒しよに言葉を失ってる間に、それが雲を搔かき延ばし、前に出た。

　大おお鈴すずの音ねと、鐘かねの音。重なる響ひびきと共に見えたのは、朱あかの鎧よろいと外がい套とう。

　目ま深ぶかにした兜かぶとにも翼つばさの装そう飾しよくがある。更さらには、見慣れたディカイオシュネを、朱あけ色いろにしながらも更さらに巨きよ大だい化かさせて握っているのは、

「聖せい騎き士し型……？」

　否いな。翼を持ち、スカートや袖そでを乱雲に靡なびかせているのは、そのようなものではない。

　全高三キロ超。神しん像ぞうに見えるそれの名を、堀ほり之の内うち家からの通信がこう伝えた。

『大おお奥おく様さまが記録に残していました。マギノフレームを昇しよう華かし、更なる上位化を行った姿』

　それは、

『ジオフレームと、大奥様はそう名付けられていました……！』
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　光こう太た郎ろうは、映えい像ぞうでそれを見ていた。

　かつて、自分は一度、これを見た事がある筈はずなのだ。ただ、忘れさせられていて、

「御お嬢じよう様さま、有あり難がとう御ご座ざいます……」
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　自分が初めに仕えた主人について、搔かき消された記き憶おくが、これで上書きされる。

　見ればその神しん像ぞうは、各務かがみにも、堀ほり之の内うちにも似ている。

　仕掛けは、きっと、ディカイオシュネだ。崩ほう壊かいし、下に落ちていったマギノデバイスは、しかし完全に死んだ訳わけではなかった。そこに、あの巨きよ大だいデバイスの崩壊が生じ、莫ばく大だいな量の流りゆう体たいが放出された。

　ディカイオシュネはそれを蓄ちく積せきし、各務に与えたのだ。

　あとは、堀之内だけだった。神しん道とう、巫女みこは神に繫つながり、その定義をするものだ。彼女が願った姿すがたが各務の聖せい騎き士しに似ているというのは、先日のハロウィンの影えい響きようだろうか。

「流石さすがです、御お嬢じよう様さま……！」
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　堀之内は、これを知っているような気がしていた。

　……いえ、知っているんですわ。

　その胸上。甲かん板ぱんにも似た台座の上で、自分は各務と共にそれを動かした。

「ジオフレーム……」

　このデバイスは、各務と自分の共作だ。竜りゆう属ぞくの子と、朱雀すざくと、両方がそれぞれ出してくる術じゆつ式しき陣じんには、巨大な神像から見た視し界かいが映っている。

　気付けば、自分達のフォームも形を変えている。羽は根ね飾かざりをつけ、外がい套とうや袖そでにサイドスカートまで装そう備びしているのは、些いささか神道の巫女としては洋よう風ふう過ぎるだろう。

　だけど、と自分は思った。

　……これが、私の想そう像ぞうする〝力〟のイメージなんですわ。

　否定しない。そして正面。大たい輪りんの花があった。五歩で辿たどり着く。だから、

「行きますわ、各務……！」

「あ、堀之内君。これの名前、どうするかね？」

　よく考えると、自分の朱竜胆は受け継いだものなので、命名はしていない。だから、

「私、よく解わかりませんもの。各務に任せ──」

「では、ハイパー満まん子ことかどうかね!?　出しゆつ撃げきだウルトラ満子！」

　神像が動きを止めた。

「ば、馬ば鹿か！　機き嫌げん悪くしたじゃありませんの!?」

「否いな、君のテンションに合わせて動いているだけだと思うがね？」

　全く、と思い、息を整える。と、神像が再び動き、

　……あ。

　気き流りゆうの連れん鎖さ爆ばく発はつが、一いつ斉せいに生じた。こちらを破は壊かいするため、フルールが全ての花へと爆ばく砕さい指し示じを出したのだ。
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　メアリーは、映えい像ぞうの中、大だい規き模ぼな流りゆう体たい爆ばく発はつが術じゆつ式しき陣じんをホワイトアウトさせたのを見た。

　北の方、空高くに白の光が走り、夜空の表面に高速の陽炎かげろうが走ってくる。北の戦場で、爆発によって押しのけられた大たい気きが、環かん境きようレベルでの歪ゆがみとしてこちらにも届いたのだ。

　そして己おのれは、もはや肉にく眼がんでそれを見た。

　遠く北の大だい地ち。東とう京きよう湾わん北岸の崩ほう壊かいしたビル群を遙かに越えた向こうに、

「あれは……」

　爆発の光と煙を抜けて、女め神がみの像ぞうが一歩を前に出たのだ。

　無む傷きずだった。

　……神しん道とう由ゆ来らい、禊祓みそぎの力ですか。

　恐らく現場では、動きに合わせ、大おお鈴すずの音ねが響ひびいているに違い無い。

　そして神しん像ぞうが、ゆっくりと、しかし軽く、一歩を踏み出した。
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「噓うそ……！」

　あり得ない力が正面から近づいてくるのを、フルールは見ていた。

　……噓よ！

「マーマはそんなの教えてくれなかった！　そんなのを使うなんて、マーマにすまないと思わないの!?　狡ずるいと思わないの!?」

　花の群をぶつける。副ふく砲ほうの斉せい射しやを叩たたきつける。

　だがどれも、盾たてとして構えられた大たい剣けんにすら傷をつけられない。

「マーマ……！　約束を守るよ……！」

　己は叫び、両手を前に振った。

　主しゆ砲ほう三連れん撃げきを、剣のように振り、大だい上じよう段だんから叩き込んだ。
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　勝負は一いち撃げきだった。

　返すように上段に大剣を構えた神像が、カウンターで一発を放った。

　高速の斬ざん撃げきは、天から鞭むちのように叩きつけられる三重の薔薇ばら槍やりに当たり、

「止めますわよ……！」

　大鈴と鐘かねの響きを重ね、刃やいばが薔薇の三さん条じようを両断した。

　薔薇が散り、光が裂さける下。大剣の刃は、それだけで全長四キロを超える。

　そして朱あかの大剣が、大たい輪りんの花を割った。

　上面から底まで、姿勢を低くした残ざん身しんは、刃やいばを地面水平にまで落とし切り、

「────」

　神しん像ぞうが、空中に存在を続ける大たい輪りんの花に背を向けた。

　そのまま、背を伸ばし、大たい剣けんを地面に突き立てた瞬しゆん間かん。

　崩ほう壊かいを続けていた花型のデバイスが、左右に割れ、それぞれ上下にずれていく。

　自じ壊かいは刹せつ那なだった。何もかもが、爆ばく発はつするのでもなく、ただ花はな弁びらに変わり、宙ちゆうに散った。

　波音のように、大たい気きが揺れた。

　葉枝の群が鳴る。そんな音が宙に響ひびいた。

　直後に花の全てが弾はじけ、大輪を広げるように、空へと広がった。

　あとはただただ、何もかもが、光の欠片かけらとなって、大気を飾るだけだ。

　破は砕さいしたのだ。

　いつの間にか、空が淡い明るさを得ていた。

　戦いが終わり、夜が明けようとしているのだ。
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　未み明めいの大だい地ちに、堀ほり之の内うちは各務かがみと共に降りていた。

　先さき程ほどまで、戦場だった場所だ。

　どこまでも平地が続き、地球の弧こを感じる地平線の向こうに、那な須すの高原や山さん嶺れいが、今はまだ未明の薄うす闇やみに青黒く存在を示している。

　静かだ。

　上空を、大きな弧を描いて米軍のF-23が警けい備びしてくれている。耳には衝しよう撃げき波はの低音が聞こえているのだが、これを静かと感じる辺り、戦場は相当にデシベルが高かったのだろう。

　沖おきの方からはハンター達も検けん分ぶんしていて、爆ばく砕さい術じゆつ式しきなどの残りは無いとの事だった。

　西の空にも、欧おう州しゆうU.A.H.のマギノデバイスが見えているが、流石さすがに接近はしてこない。こちらとしては、既すでにジオフレームは解除しており、いつもの制せい服ふく姿すがただ。

　帰りは、光こう太た郎ろうが仕立てた日本U.A.H.のヘリで帰参する事になるだろう。

　……全く、戻ったらどうフォローしたものですやら。

　U.A.H.に説明とか、堀之内家としての対応もある。それらを光太郎に任せて学校内に逃げたとしても、最近は有名人扱いなので新聞部や広報委員が煩うるさかろう。生徒会長という身分は、向こうから近づいてくる理由にもなるのだ。だが、今はそういった事よりも、

「フルール」

　初対面という訳わけでは無いが、名を呼ぶ関係でいいのだろうか。

　そう思いながら、自分達は、まだ薄うす暗ぐらい野原に座って泣く少女に声を掛けた。

　これは勝者の驕おごりであろうと、そんな事を思いもするが、

「あ……」

　泣き顔が、こちらを見つけるなり、立ち上がった。

　通じたのだ。自分達が、先程の戦いの相手だと。
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　堀之内は、フルールが力なく歩み寄ってくるのを迎えた。

　歩数は十一。それで彼女はこちらに辿たどり着き、しかし最後は体当たりをするように、

「貴女あなた達が……！」

　すがりつき、叩たたいてくる。身体からだ全体で押し、下がれと意い思しを表してくる。

　認めないと、そう言われているのだ。こちらの事も、先程の戦いも、今、自分が得ている境きよう遇ぐうも何もかも、噓うそだと、あり得ないと。そのためにこちらを押し、勝とうとする。

　……ええ。

　己おのれは、その思いを受け止めた。軽く下がり、彼女の熱を感じながら、見つめていた。

　横の各務かがみがこちらの身体からだを支えようとするが、手で制する。

　ただ自分は彼女の声を聞く。

「マーマが！　マーマがいなくなっちゃったよ……！」

　何を言われるかは、解わかっている。

「返して！　返してよ!!」

　解っている。

「何で……」

　解っているのだ。フルールも、母の事に対して無知だった訳わけでは無い。ただ、いずれ来る未来を認めたくなくて、言い訳のような条件を作り、すがっていたのだ。

　そして、己おのれも解っている。泣きじゃくり、こちらの襟えり首くびを摑つかみながら、しかし顔を胸に埋めて声を上げる彼女を、知っている。

　かつての自分も、そうだったのだと。だから、

「────」

　己は、彼女を抱きしめた。すると小さな肩が震え、

「止やめて……！」

　止めない。暴あばれられても、放さない。

「止めてよ！　そんな事されたら、マーマがいなくなっちゃう……！」

　そうだ。これは勝者の驕おごり。敗者がこれを受け入れたら、失った事実が確定する。

　過去の自分と同じ思いをしろとは、言わない。だが、

「止めてよ……！」

　と涙をこぼしながら振り仰がれた顔を、己は見ていた。

　いつの間にか、歪ゆがんでいた視し界かいで、だ。
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　フルールは、相手を責めようとした。卑ひ怯きようだと、止めてと、認めたくない、と。

　だが、仰いだ視界は、それを見ていた。

　自分を抱きしめた相手が、涙をこぼしていたのだ。

　何故なぜか、自分が笑われているような錯さつ覚かくを得た。

　その感覚に、しかし己は恥はじを感じ、

「な、何よ！　同情の涙なんて見せても……」

「違いますわ」

　彼女が言う。

「違いますの」




　　　　　　　　　　●




　堀ほり之の内うちは、今こそ理解した。

　昔の事。そしてかつての各務かがみとの戦せん闘とうの後、夕日の桟さん橋ばしで何があったかを思い出しながら、

「同情ではありませんわ」

　己おのれは、涙をこぼしながら、しかし眉まゆに力を入れ、フルールに告げた。

「貴女あなたの母。私達の恩おん人じんが亡なくなった。その事と、貴女が哀かなしみを得た事が哀しいのです」

　そうだ。

　これは同情ではない。ただ、彼女が哀しみを送る相手を、己も大だい事じに感じていた。

　ゆえに、涙が流れるのだ。

　解わかった。何故なぜあの時、各務が涙を流したのか。

　今、腕の中にいる少女も、いずれ、解るようになるのだろうか。

　そして、

「おい、堀之内君、フルール君」

　呼ばれ、振り向いた自分の視し界かいは、一つの光こう景けいを見た。

　周囲の大だい地ちが、昇る朝日に照らされていくのだ。白に見える陽光は水平に届き、しかしすぐに角度を高くして、自分達のいる野原を明らかにしていく。そんな光の流れで見えるのは、

「花が……」

　フルールの声に彼女を離すと、小さな身体からだは、背伸びして何もかもの全ぜん域いきを見渡そうとした。

　彼女の背では足りないだろう。何しろ、ここにあるのは、地平線の向こうにまで広がる、

「花はな畑ばたけですの……？」

「学長閣かつ下かが、復ふつ興こう事業として、加か護ごのある花の種たねをこちらに撒まいていたそうだね。

　……結果はどうあれ、ここを戦場に選んだ彼女が、きっと君にこそ見せたかったものだ、フルール君」

　各務が、フルールに問うた。

「ここに、君の母親はいないのかね」

　問いかけに、フルールが泣き顔で振り向いた。だが彼女は答えず、涙を拭ふくとこちらに背を向け、数歩を前に走り、しかし息を切らし、は、と荒れた吐と息いきを捨て、

「マーマ!!」

　大地に、大たい気きに、フルールが叫んだ。

「私、私……！」

　そこまでだった。少女は両手で顔を覆おおい、改めて声を上げ、泣き出した。

　だがその声は、抗あらがうでもなく、訴えるでもなく、ただ憤いきどおりを晴らすためのもので、

　……そうですわ。

　昔、自分もああやって泣いた。抗あらがっても訴えても、何も変わらないならば、飽きるまでずっと泣くしかないのだ。そしていずれ、涙を流す事に飽いたら立ち上がるのだ。

　かつての自分と今の自分、母から見たらどうだろうと、そう思った時だった。

　……あら？

　加か護ごの花の草原だからだろうか。周囲に流りゆう体たいの光を含んだ風が巻いた。それはしかし、フルールの傍そばに寄り、

「学長……」

　一いつ瞬しゆん、そこに彼女がいたように見えた。笑えみの姿すがたは、泣くフルールの肩を抱き、こちらに頭を下げてから、

　……あ。

　天へ。日が昇り出した朝の空へと飛ひ翔しようし、花の大だい地ちを置いて、消えていった。

　それとも、そう見えたのは、錯さつ覚かくだろうか。
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　先のランカー戦が終了して、一週間を経過していた。

　リスベスは、日本に来た意味を改めて考えていた。

　欧おう州しゆうU.A.H.の代表として来たが、ランカー戦の翌日、U.A.H.を退しりぞき、四し法ほう印いん学がく院いんの学長の役を継いだのだ。これはU.A.H.側からは抗こう議ぎがあったものの、米アメ国リカU.A.H.などの牽けん制せいもあり、結局は欧州U.A.H.の特別顧こ問もんを受ける事で収まっている。

　やる事は山積みだ。ヘクセンナハトの準備もだが、ジオフレームという概がい念ねんが各国を熱に沸わかせている。特に各務かがみ・鏡かがみという存在の〝黒の魔ま女じよの姉あね〟という触れ込みが良くも悪くも人の気を引き、査さ問もんかインタビューか、みたいな空気には冷めた笑いしか出ない。各国の招しよう来らい要よう請せいや、マスコミの取材などを蹴けり飛ばしているに、スリズィエと共に四法印学院という場を作ったのは正解だったと、今いま更さらながらにそう思う。

　……昔の私達も、そうだったな。

　充みつ代よは、堀ほり之の内うち家が上手うまく立ち回ってくれたのだった。今の自分は、そのように後代を守ってやらねば、と思うが、

「フルール、こちらだ」

　大だい事じな仕事が、今日きよう、発生していた。

　久しぶりに登校してきたフルールが、地下霊れい廟びように行きたいと、そう言ったのだ。
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　無む言ごんのフルールを連れて歩けば、用のある終しゆう着ちやくの場はすぐだった。カードキーを出し、

「これをな。こう、……ここに当てると開くのだ」

　驚くか、と思えば無言のままだ。何かじっと我が慢まんしている節ふしも見える。

　まあいい、と己おのれは扉とびらを開け、内部を見た。

　そこは、照しよう明めい以外の光が無い、暗い場所だった。ただ、中央の棺ひつぎの明かりに、照らされたものがいる。

　花はな竜りゆうだ。桜さくら色いろのそれは、こちらに気付くと、

『────』

　おや、と思っているこちらの間を抜け、走り去っていった。

　使し役えき体たいとして花竜は強力なクラスのものだが、捕ほ獲かく義務があるものでもない。主人を失ったならば、共生関係を得るために、また誰だれかを見つけるだろう。

　……この子も、また同じかな。

　横、フルールを見て己はそう思う。

　彼女には、一つ、重大な異い変へんが生じていたのだ。

　……術じゆつ式しきが、一切使えなくなってしまったとは。

　流りゆう体たいなどを操そう作さする能力は失っていない。ただ、どうすればいいのかが解わからなくなってしまったのだ。

　その辺り、母とのコンビネーションが万ばん全ぜん過ぎたという事もあろう。よくも悪くも、スリズィエがフルールの行動指し針しんになっていたと言える。

　要は、手段が欠けてしまった、という事だが、能力自体はあるのだ。いずれ機き会かいがあれば、元に戻るだろう。何しろ精せい査さによれば、制せい御ぎよ系けいは別として、流体の抽ちゆう出しゆつ能力については自分などよりも遙かに上だと言うのが解っていた。つまり、あの巨きよ大だいデバイスと、その攻こう撃げきについては、彼女が引き出した流体を基き礎そとしており、スリズィエはそれこそ制御に手を貸しているだけだったのだ。

　そして、己おのれが、もはや枯かれた草くさ群むらとなったホールに踏み込んだ時、

「────」

　フルールが走り出し、中央の棺ひつぎに駆かけ寄った。草を踏む足音も軽く、彼女はそこに辿たどり着き、膝ひざをついた。

　彼女の母が、そこに眠っている。

「マーマ」

　聞き慣れた呼び声が、震えながら、こう言った。

「ずっと、ここにいたんだね」

　ああ、と己は思った。これは彼女の親離れなのだと。

　何しろ過去形だ。大だい事じな存在が、既すでに何処どこかへと去った事を、そういう存在であった事を、動かない姿すがたを見る事で心に刻む。

「リスベス」

「何だ」

「私、この学校に、いていい？」

「将来有望な魔ま女じよを外に放出する気は無い」

「私は、悪い子だったよ」

「そうだな」

　己は頷うなずいた。

「母親の言う事を都つ合ごう良く考えて、甘えて、自分では何もせず、頼ってばかりで」

　だが、

「それがスリズィエには、掛け替えのない時間だった。──いい子になるのを見られるのは私達だけかと考えると、スリズィエには残念だったな、と言うしかないが」

「じゃあ」

「学生に飽きたら言え。学長にしてやる。仕事は簡単だ。──荒れた野に花を植えるだけだ」

　そう、と応じた小さな背中が、俯うつむき、肩を震わせ、しかし何かに気付いた。

「どうした？」

「マーマが、……笑ってる」

　どうだったろうか。死後硬こう直ちよくは、この保存術じゆつ式しきの中で生じるものだったか。ただ、自分が先夜に見た彼女は、笑えみの無い、おとなしい顔つきだった。だとしたら、

　……お前……。

　あの戦いの記録を見るに、最後、スリズィエは娘むすめを守ろうとして、散ったらしい。

　それは彼女が本来望んでいた事。自分が先夜、彼女に問うた事だった。

　……お前、聞こえていたのか。

　気付けば、足元に小さな光があった。

　夜や光こう草そうだ。

　あの花はな竜りゆうがいた場所。あの使し役えき体たいは、主あるじの魂たましいの欠片かけらが残っている証あかしを、ずっとここで守っていたのだろう。

　古い友人の魂は、失われなかった。

「そうか」

　気付くと、頰ほおに、熱のあるものが、両の瞳ひとみから下っていた。

「ヘクセンナハトだ」

　ランク一位となった二人は、他の二人も含め、ここに来る途と中ちゆうで見た学食のテラスで、やれ打ち上げだ何だと料理の取り合いをしていた。それを見て、コイツらは、と思う反面、

　……そうだな。

　自分達も昔、そうだった。スリズィエとは、桜さくらの意味。春に咲く花が、今、漸ようやく枯かれた。

　だが秋に開く花も、咲くのを待っているのだ。

　花のある場所は賑にぎやかな方がいい。姦かしましいのも、また華はなだ。

「リスベス」

「何だ」

　問い返しに、フルールがこう聞いてきた。

「マーマと、あの巫女みこのお母かあさん、……昔の代表権を決めるのは、どういう理由で戦ったの？　当時は、ランカー戦の制度、無かったんだよね？」

　ああ、と己おのれは頷うなずいた。十年前に生じた、巨きよ大だいデバイスとジオフレームの召しよう喚かん。それに至る戦いの理由は、恐ろしいものだった。

「夜八時のチャンネル争いだ」

　フルールが信じられないといった顔でこちらと母を交互に見るが、まあ、よくある。
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あとがき




　そんな訳わけで『激げき突とつのヘクセンナハトⅢ』をお届けいたします。やっぱり魔ま法ほう少女って言ったら花をモチーフとしたのが一人はいないと駄だ目めだよね、って感じで。今までカラテカとか処しよ刑けい人とか出してきた人間が言う事じゃないですが、ええ。

　しかし、調べてみると意い外がいとモチーフが多いようで少ない感もあったりしますね、魔法少女というネタは。やはり〝少女〟でなければいけないので、王道と言えるものや配色があったりして、ここらへん、結けつ構こう勉強になります。

　でも一番恐ろしいのは、そこらへんの装そう飾しよくにこだわろうとすると一気に作画が面めん倒どうになるので、バランスが難しいというか。

　同時並へい行こうしてます漫まん画が版、剣つるぎさんの方は作画など頑がん張ばって下さってます。今巻と同時に、メアリー編の決けつ着ちやくがついた三巻が出ていると思いますが、ドヤ顔の満まん子こなど見る事が出来るので、宜よろしければそちらも手に取って頂いただければ、と思います。

　ともあれ今回、那な須すの方とかで賑にぎやかにやってますが、昔はよくあの辺りにスキーとか行ったりしたものです。一時期、積雪の少ない年が続いて行かなくなりましたが、途と中ちゆうの食事処どころの「これは明らかに羊よう肉にくを使った〝牛ぎゆう丼どん〟」とか「何故なぜ、重じゆう箱ばこにカレーが……」とか、そこらへんも今でもあるんでしょうか。懐なつかしいー。

　さてチャット。

「魔法少女について語るといいよ」

『あれ、淫いん獣じゆうが常にいる疑いが私の中であります』

「疑ぎ惑わくかよ。でも淫獣言うな。本人は真面目まじめなんだ多分」

『でも何処どこまで魔法少女なんでしょうか。淫獣がいればいいんでしょうか。だったら魔ま女じよ宅たくのキキのお母かあさんも魔法少女！　いいですね、ゾーンですよゾーン！』

「うるせえ。いや、明確に淫獣じゃないのもいるからな。お目め付つけ役やくとか」

『お目付役の淫獣……！』

「淫獣離れろよ。というか男にもくっついてる時あるし、淫獣。隠いん語ごじゃないぞ。

　やっぱりタイトルじゃないの？　と思ったら、花の子●ン●ンとか違うよな。自己完結」

『勝かつ手てに話振って勝手に終えた……！』

　いや、終わってないし。投げっぱなし。さてまあ、今回の作業BGMはスーパーハングオンで「OutrideCrysis」。夜明け間ま際ぎわのイメージが凄すごくある曲で、いつもこれ選択してました。

　しかし今回「誰だれが一番甘えたままだったのか」という事で一つ。次はホライゾンのGTガールズトークですが、スマホでオブスタクルのリブートもあったりで、賑やかになりそうです。

　　　　　　　　　　　　　　　平成二十八年六月　えらく暑い朝っぱら


川かわ上かみ　稔みのる
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川かわ上かみ　稔みのる

１９７５年１月３日生まれ。東京出身。うだるような熱暑の中、小説執筆にゲーム企画に同人活動に、盛り沢山な夏を乗り切るため、美味しいお肉をもりもり食べて頑張ってます。
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イラスト／さとやす（TENKY）

山形生まれの栃木育ち。「久々実家帰ったらコーヒーミルが。普段コーヒー飲まないけど豆挽いて淹れるのはなんか楽しそうです」それ結局淹れただけで飲んでない気がします先生。
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